





  
   本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   本电子书的封面和插图等图片，可能在上架后未经预告变更，敬请见谅。

   


   本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

   本电子书的排版基于电子书特性，与纸本排版方式有所差异。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

   此外，部分纸本发行的书名可能未使用「电子版」加以区别，但皆为电子版。
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   一大繁華街、セントラルタウン。

   中央市区，闹区。

   華々しく綺き羅らびやかな都市の中央を走る大通りを一歩外れると、その顔は別の側面を見せてくる。

   只要踏出这条位于繁华都市中央的繁华大道一步，就会看到另一面。

   それは現想融合ファンタジオン後の大都市ではよくある、薄暗く、だが情動的な側面だ。

   那是现想融合后的大都市常见的阴暗、但充满情欲的另一面。

   セントラルタウンの大通りから外れ、ネズミとスライムが這はい回まわる迷路のような小道を抜けた先にある娼しょう館かんビルが立ち並ぶ色街の一角。

   离开中央市区的大道，穿过老鼠和史莱姆四处爬行、宛如迷宫的小巷，就会来到娼馆大楼林立的红灯区一角。

   ビルの一階にある『無料案内所』を素通りし、明滅する薄暗い照明の灯ともった足場が悪く、狭く、急勾配な階段を昇った三階に、その店はある。

   他直接走过大楼一楼的「免费介绍所」，爬上灯光闪烁、昏暗、难走、狭窄、陡峭的阶梯，来到三楼的那间店。

   「エステティックサロン《のす☆すた》……」

   「美容沙龙《のす☆すた》……」

   入り口の看板に書かれた店名を、男は小さく声に出して読み上げた。

   男人小声念出入口招牌上的店名。

   金の髪をした優しげな雰囲気の男で、年の頃は十七、八といったところであり、こういう店に来るには少々若すぎるきらいがある。

   他是个金发、散发温柔气息的男人，年纪大约十七、八岁，要来这种店似乎有点太年轻了。

   だが彼は、見た目通りの年齢ではない。

   但他并非外表所见的年龄。

   禍福の女神から不老の祝福のろいを授けられた彼の年齢は五百を超える。

   他从祸福女神那里获得不老的祝福，年龄已经超过五百岁。

   その男の名はグラム、グラム゠ライアル。

   这个男人名叫古兰，古兰・莱亚尔。

   五百年前、まだアースとアルネスという二つの世界が融合する以前に、魔王ベルトールを討ち倒した勇者であり、現在は勇者派遣会社《ヴァル原》の女社長の下で社員として業務に従事している一介の給料サラリーを受け取る男マンである。

   五百年前，亚斯和阿尔内斯这两个世界融合之前，他就是讨伐魔王贝尔多尔的勇者，现在则是在勇者派遣公司《华尔原》的女社长手下，作为员工从事业务工作，是个领取薪水的男人。

   「はぁ〜〜〜〜〜……」

   「唉～～～～……」

   気が乗らなさ全開の溜ため息いきと共にグラムは自身の項うなじに埋め込まれたインプランタブルデバイス、ファミリアを使った霊素エーテル通信──ではなく、耳に装着した小型インカムによる旧式の電波を用いた暗号通信で、自らの社長へと連絡を入れる。

   古兰发出完全提不起劲的叹息，同时使用埋在自己脖子上的植入式装置，法米利亚进行灵素通讯——不对，是使用装在耳朵上的小型耳麦，透过旧式电波进行暗号通讯，联络自己的社长。

   数秒のコールの後、ノイズ混じりの女性の声が聞こえた。

   几秒的呼叫后，传来混着杂音的女性声音。

   『こちら木きノの原はら。問題発生ですか？　こちらは特に問題があるようには見えませんが』

   『这里是木原。发生问题了吗？这边看起来没什么问题。』

   『えっ、どっかから見てるの!?』

   『咦？你从哪里看的！？』

   『安心してください。光学迷彩ドローンを使用してモニタリングしています』

   『请放心。我使用光学迷彩无人机进行监控。』

   『都市内で《迷彩カメレオン》系の魔法使うのは犯罪では……？』

   『在都市内使用「迷彩」系魔法是犯罪吧……？』

   『それは都市の重要施設内の話です。まあそもそも一般使用禁止の魔法ですが』

   『那是指都市的重要设施内。不过那本来就是禁止一般使用的魔法。』

   『いつも言ってるコンプライアンスの話は……？』

   『你平常说的守法精神呢……？』

   『バレなければ犯罪ではないのです。それで、何かあったのですか？』

   『只要不被发现就不是犯罪。所以，发生什么事了？』

   『えーっと……あのさー、やっぱやめない……？』

   『呃……我说啊，还是不要吧……？』

   通信越しに、木ノ原が眉をひそめる気配をグラムは感じ取っていた。

   古兰隔着通讯，感觉到木原皱起眉头。

   『はて、私がアサインし、貴方あなたにアグリーメントを取った……我々の間ではコンセンサスが得られていたはずですが……それを今更翻ひるがえすと？　勇者グラムともあろう方が？』

   『哎呀，我指派了任务，你也同意了……我们之间应该已经达成共识了……事到如今你还要反悔？你可是勇者古兰啊？』

   『こういうお店入った事ないし入りづらいんだよ！　せめて君も来てくれれば……』

   『我从来没进过这种店，而且很难进去啊！至少你也一起来……』

   『こういったお店を女性とアテンドして入店するのは非常に目立つのでは？　調べた所男性利用者が多いみたいですし、貴方一人の方が怪しまれないで済みます』

   『和女性一起进入这种店，不是非常引人注目吗？根据我的调查，男性顾客似乎比较多，你一个人进去才不会引人怀疑。』

   『それはそうなんだけどさ……』

   『话是这么说没错……』

   『大丈夫です、光学迷彩ドローンでモニタリングをしているので適宜指示出しができます。安心して情報収集をお願いします』

   『没问题的，我会用光学迷彩无人机进行监控，适时下达指示。请你放心收集情报。』

   『それが一番安心できないんだよ！』

   『这才是最让人不放心的！』

   グラムは諦めて、店内に足を踏み入れた。

   古兰放弃抵抗，踏进了店内。

   《のす☆すた》の扉を潜った先にあるのは、正面に受付カウンター、右手に待合室だ。

   穿过《のす☆すた》的门，眼前是正面的接待柜台，右手边是等候室。

   店内照明は薄暗く、ムーディな音楽が流れている。

   店内灯光昏暗，播放着浪漫的音乐。

   待合室には数人の男性客があるいはそわそわと、あるいは悠然とソファーに腰を掛けて順番待ちをしており、だが一様に視線は下に向けており、やってきたグラムを一瞬だけチラと見て、すぐにまた視線を下に戻した。

   等候室里有几名男性顾客，有的坐立不安，有的悠然自得地坐在沙发上等待，但他们的视线都朝下，只有一瞬间瞥了古兰一眼，又立刻将视线移回下方。

   クリニックの受付みたいだな、と考えつつグラムは若干の居心地の悪さを感じながら、受付カウンターにいるマギノロイドに笑顔で迎え入れられる。

   古兰心想「感觉就像医院的柜台」，同时感到有些不自在，接待柜台的魔导人偶则面带笑容迎接他。

   「エステティックサロン《のす☆すた》へようこそ。当店は機械化率の低い生身ナマのキャストが目玉となっております。ご希望のキャストはございますか？　指名料は別途料金を頂きますので、あらかじめご了承ください」

   「欢迎光临美容沙龙《のす☆すた》。本店的卖点是机械化率低的真人演员。请问您有指定演员吗？另外需要收取额外的指名费，还请您见谅。」

   と言って、マギノロイドはホログラムパネルを展開する。

   说完，魔导人偶展开全像投影面板。

   パネルには、様々な種族の女性キャストの扇情的な写真が並んでいる。

   面板上排列着各种种族的女性演员的煽情照片。

   「えーと……なるべく最近入ったヒトがいいんだけど」

   「呃……我想尽量找最近刚来的。」

   「でしたらこちらになりますね」

   「那么就是这几位了。」

   パネルに表示されている写真の数が絞られた。

   面板上显示的照片数量减少。

   写真の下には名前も表示されており、オーガのスズちゃん、エルフのリンちゃん、人間のベルちゃん、犬型獣人セリアンのオモイカネちゃんが残っている。

   照片下方显示着名字，剩下食人魔的小铃、精灵的小琳、人类的小贝儿和犬型兽人的小思梦。

   音を鳴らす道具で名前を統一しているのだろうか、とグラムは考える。

   古兰心想，她们是不是都用会发出声音的道具统一名字？

   「この中で一番最近入った子は？」

   「这里面谁是最近刚来的？」

   正直誰でもいいのだが、店の情報を引き出すなら一番若手がいいだろうという判断だ。

   老实说谁都好，但若要打听店里的资讯，找最年轻的人比较好。

   「ご要望に沿うキャストですと、ベルちゃんが該当致しますね」

   「符合您需求的演员是小贝儿。」

   （名前がちょっと別の奴やつ想起させるの嫌だな……）

   （名字有点让人想起其他家伙，真讨厌……）

   マギノロイドが操作し、パネルに大きく表示されるのは、人間の女性。

   魔导人偶操作面板，上面显示着一名人类女性。

   長い黒髪で、片手の五指を伸ばし、掌てのひらをこちら側に向けて目元を隠している。

   她有着一头黑色长发，伸出一只手遮住眼睛。

   肌面積の多い際きわどい衣装を着ており、豊満な胸元が強調されるようなカメラアングルだ。

   她穿着暴露的服装，强调着丰满的胸部。

   「じゃあ……その子で」

   「那就……选她吧。」

   「コースとオプションの方は如何いかがなさいますか？」

   「请问您要选择哪种服务和附加服务呢？」

   ホログラムパネルに時間と価格が表示される。

   全像投影面板上显示着时间与价格。

   グラムは一番安く短いコースを選択し、オプションはなし。そもそもこういうお店に入る事自体が初めてなので、このサービスがどう作用するものなのかもよくわかっていない。

   古兰选择了最便宜的短时间服务，没有选择附加服务。毕竟他还是第一次来这种店，也不清楚这些服务有什么作用。

   それに仕事の一環であり、遊びに来たわけではないのだ。

   而且这是工作的一环，不是来玩的。

   「念ねんの為ためご警告しておきますが、キャストにみだりに手を出す等の行為が確認された場合罰金を頂いていますのでご了承の方お願い致します」

   「为了保险起见，我先警告您，如果发现您对演员做出不恰当的行为，将会收取罚金，请您谅解。」

   「はぁ……」

   「哦……」

   パネルに警告文と共に罰金の料金が表示される。

   面板上显示着警告文和罚金的金额。

   元々手を出すつもりなどないグラムは、よくわからない警告とそれ程高くない罰金の金額に首を傾かしげながら待合室のソファーへと向かってその時を待つ。

   古兰本来就不打算出手，对这莫名其妙的警告和不算太高的罚金金额感到疑惑，同时走向等候室的沙发等待。

   「この世紀末都市にこんなオアシスが存在していたとは……」

   「没想到这个世纪末都市里竟然有这种绿洲……」

   「めっちゃよかった……」

   「超赞的……」

   待合室の奥にある扉からは両腕を巨大な義腕にしたドワーフや、僧侶の格好をした獣人セリアンなど多様な種族の男性が行き来している。

   在等候室深处的门内，有着双臂是巨大义肢的矮人，以及打扮成僧侣的兽人等各种各样种族的男性来来往往。

   その中に一人、顔に斜めの継つぎ接はぎのような縫い目を付けたグラムと同年代──外見年齢の話だ──くらいの少年が退店していく。

   其中有一名脸上有斜向接合缝线，与古兰年纪相仿——是指外表年龄——的少年离开店里。

   （あれってさっきの……）

   （那是刚才的……）

   「お待たせ致しました。ご案内させていただきます」

   「让您久等了。请让我为您带路。」

   男達の背を見送っているグラムに、案内役のマギノロイドが恭うやうやしく礼をした。

   古兰目送男人们的背影，负责带路的魔导人偶恭敬地向他行礼。

   グラムはマギノロイドに先導されて、店内の奥へと進んでいく。

   古兰在魔导人偶的带领下，往店内深处前进。

   待合室の奥の扉を抜けると、狭く細い廊下が続いており、廊下には薄布一枚で遮られた狭いブースがいくつも並んでおり、そのブースの中で〝施術〟が行われている。

   穿过等候室深处的门后，是一条狭窄的走廊，走廊上并排着好几个只用一块薄布遮住的狭窄包厢，「施术」就在那些包厢里进行。

   防音結界なども張られていないブースからはキャストと客の声が漏れ聞こえてくる。

   从没有张开隔音结界的包厢里，可以听见演员和客人的声音。

   「当店のキャストは〜経けい絡らくにある経穴ってゆーツボを熟知していまして〜、その中でも笑顔のまま死んじゃうって言われてる程気持ちいツボがあるんですよ〜」

   「本店的演员们～熟知经络上的穴道～其中也有据说会让人带着笑容死去的舒服穴道哦～」

   「へーいいねそれ、そこやってよ」

   「哦～听起来不错，就按那里吧。」

   「おっけ〜でーすわかりました〜……あっ！」

   「OK～我明白了～……啊！」

   「えっ？　何今のあっ！　って……れって……うじょっ！　は、あは〜……気持ちにゃっ！」

   「咦？刚才的『啊！』是什么……好痛……好痛！哈、啊哈～……好舒服！」

   「ん〜？　間違えちゃいましたかね〜？」

   「嗯～？我按错了吗～？」

   廊下に響き渡る矯きょう声せいとも絶叫ともつかない声に、グラムの不安は募るばかりであった。

   回荡在走廊上的声音既像娇喘又像尖叫，让古兰越来越不安。

   （大丈夫なのか……？）

   （没问题吗……？）

   狭く細い廊下を進み、グラムは一番奥にあるブースへと案内された。

   古兰在狭窄的走廊上前进，被带到了最里面的包厢。

   「キャストのベルちゃんが参りますので、暫しばらくお待ち下さい」

   「演员小贝尔马上就会过来，请稍等一下。」

   そう言ってマギノロイドはブースから出ていく。

   说完，魔导人偶就离开了包厢。

   施術台ベッドに腰掛けて、グラムはそわそわとブース内を見回す。

   古兰坐在施术台上，心神不宁地环视包厢内部。

   ブースは外から見た通りに狭い。ヒトが二人入ればそれだけでいっぱいいっぱいだ。

   包厢和从外面看到的一样狭窄，只要两个人进来就挤满了。

   施術台ベッドの側そばにはナイトテーブルの上に置かれたティッシュボックス、下には中身のないゴミ箱。妖しく灯るピンク色の霊素反応灯エーテルネオンは狭いブースですら光源としては心こころ許もとなく、壁には『キャストに手を出した場合、罰金を頂きます』と先ほど言われた警告と同じ事が書かれた張り紙があり、重低音のＢＧＭが店内に鳴り響いている。

   施术台旁边有放在边桌上的面纸盒，下面则放着空的垃圾桶。粉红色的灵素反应灯发出妖艳的光芒，但作为光源，就连在狭窄的包厢里也让人感到不安。墙上贴着「对演员出手者将处以罚金」的警告标语，店里播放着重低音的背景音乐。

   正面には扉代わりに薄布が暖簾のれんのように垂れ下がっており、通り掛かるヒトのシルエットがうっすらと映っている。

   正面垂着代替门的薄布，隐约映出经过的人影。

   そこで、入り口の薄布の先に一つの人影が止まった。

   这时，入口的薄布前停下了一个人影。

   「失礼致します」

   「打扰了。」

   薄布の先から聞こえてきた声は、楚そ々そとした女性の声であった。

   从薄布的另一侧传来楚楚动人的女性声音。

   一人の人物が、ブースの中へと入ってくる。

   一个人走进了包厢。

   妖よう艶えんな雰囲気を纏まとう、背の高い美女だ。

   那是一位散发妖艳气息的高挑美女。

   薄暗い照明のブース内では、突き合わせるほどの距離でないと顔がよく見えないくらいの乏しい光源しかないものの、彼女の美しさはその程度で損なわれるものではない。

   在昏暗的包厢内，只有在极近距离下才能看清对方脸庞的微弱光源，但她的美貌并不会因为这点程度就有所折损。

   長く美しい黒髪、黒曜石の瞳を携えた整った顔には化粧が施され、形の良い唇に塗られたルージュに霊素反応灯エーテルネオンの光が凄せい艶えんに反射した。

   她有一头美丽的黑色长发，黑曜石般的眼眸，端正的脸上化着淡妆，形状姣好的嘴唇上涂着口红，反射着灵素反应灯的光芒，显得格外艳丽。

   「お待たせ致しました」

   「让您久等了。」

   女性が目を伏せて、深々とお辞儀をする。

   女性垂下眼帘，深深地鞠躬。

   「いらっしゃいませ。本日施術を担当させて頂きますベルと申します」

   「欢迎光临。我是今天负责为您服务的贝尔。」

   その一つ一つが気品を感じさせつつも、実に艶えん冶やかつ瀟しょう洒しゃな所作であり、もう五百歳超えてるし異性に対して枯れている所あるかもなぁ、などと思っていたグラムを以もってして生唾を飲み込む程の清せい楚そさと妖艶さを兼ね備えた絶世の美女であった。

   她的一举一动都让人感受到气质，动作既妖艳又潇洒，古兰心想自己都超过五百岁了，对异性可能已经有些麻木，但这位绝世美女兼具清纯与妖艳，连他都忍不住咽了口口水。

   「一知半解の不肖者故、粗相がございましたら何なに卒とぞ寛容なお心でお許し頂きたく存じます」

   「我是个一知半解的不肖之徒，若有任何不周之处，还请您宽宏大量地原谅。」

   「あ、こちらこそよろしくお願いします」

   「啊，我才要请你多多指教。」

   「一意専心のもと懸命に努める所存でございます。よろしくお願い致しとうございます」

   「我会全心全意地努力，还请您多多指教。」

   とにかく切り替えて、仕事を済ませてしまおう。そう考える。

   总之先转换心情，把工作做完吧。古兰这么想着。

   「今回は通常コースという事で、施術を行わせ……て……」

   「这次是普通套餐，就由我来为您……服……」

   ベルが言葉を切って、動きが止まった。

   贝尔突然停了下来，动作也跟着停止。

   グラムが顔を上げると、ベルは目を見開いてこちらを睨にらむように見ている。

   古兰抬起头，发现贝尔睁大眼睛，瞪着自己。

   「あの、どうかしましたか？」

   「那个，怎么了吗？」

   心配になったグラムが、ベルに優しく声をかける。

   古兰担心地温柔询问贝尔。

   「勇者……グラム……」

   「勇者……古兰……」

   絞り出すように、ベルがか細く声を上げた。

   贝尔挤出微弱的声音。

   ──僕の事を知っている？　いや、そうじゃない、まさか……そんな……。

   ——她认识我？不，不对，难道……怎么会……

   思考が電流のように駆け巡る。

   思绪如电流般窜过脑海。

   そしてグラムは鎌首をもたげた疑念を、言葉として出力する。

   然后，古兰将心中浮现的疑问化为言语。

   


   「もしかして……ベルトール……か……？」

   「难道……你是……贝尔多尔……？」

   


   一瞬の沈黙の後、ベルが口を開いた。

   沉默了一瞬间后，贝尔开口了。

   その声は魔法によって変声していた楚々とした女性のものではない、艶やかな男の美声へ変わったのだ。

   那声音并非透过魔法变声的楚楚可怜女性，而是充满魅力的男性美声。

   


   「グラム……何故なぜ貴様が、この店に……!?」

   「古兰……你为什么会在这间店……！？」

   


   その声はグラムにとって聞き馴な染じんだ声だ。

   那声音对古兰来说十分熟悉。

   魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト、そのヒトのものであった。

   是魔王贝尔多尔・贝尔贝特・贝尔修瓦尔兹的声音。

   マッサージ店の片隅に、凄すさまじい緊張が走った。

   按摩店的一角弥漫着紧张的气氛。
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   「妻と娘を返せ……」

   「把我的妻子和女儿还给我……」

   狭く暗い、打ちっぱなしのコンクリートの部屋で、壁に磔はりつけにされた半裸の男が呻うめく。

   在狭小昏暗、水泥裸露的房间里，被钉在墙上的半裸男子呻吟着。

   その狭い部屋に、美しい声で素晴らしき神の恩おん寵ちょうを賛美する歌が響いている。

   在那狭小的房间里，响着以美妙声音赞美神之恩宠的歌曲。

   歌っているのは、悪魔だ。

   唱歌的是恶魔。

   「妻と娘を返せ……」

   「把我的妻子和女儿还给我……」

   「君達が葡ぶ萄どうの木だとしたら、ボク達はその枝だ」

   「如果你们是葡萄树，我们就是枝子。」

   男の力ない呻きに反応するように、悪魔が言った。

   恶魔回应男子无力的呻吟，如此说道。

   「高度に発達した知性体である君達ヒトからしかボク達は生まれない。霊素エーテルを介して堆積した姿なき信仰の形がボク達だ。君達という木がなければボク達が結実する事はない」

   「只有你们这些高度发达的智能生命体，才能生出我们。我们是透过灵素，由无形信仰所堆积而成的有形之物。如果没有你们这些树，我们便无法结果。」

   椅子に前後逆に腰掛け、笠かさ木きに腕を乗せながら悪魔は言葉を紡つむぐ。

   恶魔以反坐的姿势坐在椅子上，将手臂放在椅背上，继续说道：

   「だから感謝してるんだよぉ？　ボク達からすれば紛れもない創造主なんだから」

   「所以我们很感谢你们哦？因为从我们的角度来看，你们毫无疑问是我们的创造主。」

   「妻と娘を返せ……」

   「把我的妻子和女儿还给我……」

   「それしか言わないのつまんなーい！　深い話しようよ深い話！　もっとこう……難しい本の一節とか引用してさあ！　どうでもいいでしょ！　妻と娘なんて！」

   「你只会说这句话，真无聊！来聊点深奥的话题嘛！深奥的话题！比如说……引用艰涩书籍的章节！妻子和女儿什么的，根本无关紧要吧！」

   「妻と娘を返せ……」

   「把我的妻子和女儿还给我……」

   「もーしつこい！　返せったって無理だよー！」

   「真是的，你很烦耶！就算你叫我还给你，我也办不到啊！」

   悪魔の口調は、軽い。

   恶魔的语气很轻浮。

   「だってもう死んでるもん！　死んだヒト生き返る？　無理でしょ？　まあ三日後くらいに戻ってくる可能性もなきにしもあらずだけど普通のヒトは死んだらおしまいなの！」

   「因为她们已经死了啊！死掉的人会复活吗？不可能吧？虽然她们也有可能在三天后左右回来，但是一般人死掉的话就结束了！」

   悪魔の言葉に、力なく呻いていた男は目を大きく見開いた。

   恶魔的话，让无力呻吟的男子瞪大了眼睛。

   「ふぐううううううううううううううううううううううううううううう！」

   「呜咕呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜！」

   手と足に打ち込まれた杭くいを外そうと怒りにもがくが、外れず血が流れるだけだ。

   他为了拔出钉在手脚上的桩而愤怒地挣扎，但是拔不下来，只是流出血来。

   「うわ痛そ……でもさーしょうがないじゃん。そういう契約結んだの君だよ？」

   「哇，看起来好痛……不过，这也是没办法的事啊。因为缔结了那种契约的人是你哦！」

   「こんな事になるなら！　こんな契約結ばなかった！」

   「早知道会变成这样！我就不会缔结那种契约了！」

   「ヒトっていつもそうだよね……美味おいしい思いもしたのにこんな事になるならーって。ほんとバカだよねー。しかもこんな契約社会でよくもまあそんな事言えるよ……」

   「人类总是这样呢……明明有过美好的回忆，却说『早知道会变成这样』。真是笨蛋呢～而且在这种契约社会里，亏你还能说出那种话……」

   呆あきれたように悪魔は肩をすくめた。

   恶魔傻眼地耸了耸肩。

   「なんで……私なんだ……」

   「为什么……是我……」

   「だってこの都市のシティネットの管理者権限持ってるの市長の君じゃん」

   「因为这个都市的市内网络的管理者权限，是在身为市长的你手上啊。」

   天使のような笑顔と声で、悪魔は嘲りの笑みを浮かべるのだ。

   恶魔以天使般的笑容与声音，露出嘲讽的笑容。

   「君の奥さんと娘さんは気の毒だとは思うけどさー。最初の封印は解けたんだし決して無駄じゃないというか、尊い犠牲みたいな？　命は繫つながれていくから。安心してよ！」

   「虽然我觉得你的妻子和女儿很可怜，不过最初的封印已经解开了，所以绝对不是白费工夫，应该说是尊贵的牺牲？因为生命会延续下去。放心吧！」

   


   ◆

   ◆

   


   靴裏が、駅の階段を叩たたく音がする。

   鞋底敲打着车站阶梯的声音响起。

   昇る音だ、数は二つ。

   是上楼的声音，而且有两道。

   一つは男のものだ。

   其中一道是男人的。

   ファー付きのコートを羽織り、黒いジャージの下に漢字で『魔王』と書かれたシャツを着た背の高い男だ。

   那是个高个子男人，身穿附有毛皮的外套，黑色运动服下穿着印有『魔王』二字的衬衫。

   烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの長い髪、闇色の瞳、それらを携えるその貌かおは、男子という言葉の頭に美を冠するに一切の疑問を必要としない。

   乌黑亮丽的长发、暗色眼眸，这些要素所构成的容貌，就算在『男子』前面加上『美』字也毫无违和感。

   その男の名はベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。

   这个男人名叫贝尔多尔・贝尔贝・贝鲁施瓦尔兹。

   職業ライブストリーマー兼、魔王。

   职业是直播主兼魔王。

   その手には、電子貨幣をチャージして駅構内の売店で購入した『大豆粉クレープ・きつね味』が握られている。

   他手上拿着充值电子货币后，在车站内商店购买的『黄豆粉可丽饼・豆皮味』。

   「さて、マキナよ」

   「玛姬娜啊。」

   ベルトールは、お揚げとクリームの載ったクレープを口に運びながらもう一つの靴音の主へ声を掛ける。

   贝尔多尔一边将放着豆皮和奶油的可丽饼送入口中，一边向另一道脚步声的主人搭话。

   「なんでございましょう」

   「请问有何吩咐？」

   答えるのは、白いコートを肩に掛けた女。

   回答的是个身穿白色大衣的女人。

   長い白銀の髪、薄紅色の瞳、初雪のようなきめ細かさと美しさを併せ持つ肌。あどけなさと妖艶さを併せ持つその容貌は、美少女と言って差し支えなく、美の前に絶世のという語句を付ける事になんら躊ちゅう躇ちょはいらないだろう。

   白银长发、淡红色眼眸、初雪般细致美丽的肌肤。兼具天真无邪与妖艳的容貌，称之为美少女也不为过，若要在美前面加上绝世二字，想必也不会有人犹豫。

   その女の名はマキナ゠ソレージュ。

   这个女人名叫玛姬娜・索雷朱。

   職業、ベルトールのマネージャー、兼、魔王配下六魔侯。

   职业是贝尔多尔的经纪人兼魔王麾下的六魔侯。

   その手には同じく駅構内で購入した『大豆粉クレープ・苺いちご味』。

   她手上拿着同样在车站内购买的『黄豆粉可丽饼・草莓味』。

   「次の行動、其方そなたならどう取る？」

   「如果是你，接下来会采取什么行动？」

   「そうですね……」

   「这个嘛……」

   ベルトールに問われたマキナは階段を昇る足を止めずに唇についたクリームを舐なめ取りながら思案する。

   被贝尔多尔这么一问，玛姬娜没有停下爬上楼梯的脚步，舔着沾在嘴唇上的奶油思考。

   一見すれば若い男女がクレープを手にして並んでデートをしているようにしか見えないが、彼らは見た目通りの年齢ではない。

   乍看之下，他们就像一对年轻男女拿着可丽饼并肩而行，正在约会，但他们的年龄并不如外表所见。

   傷は即座に癒え、病に罹かからず、老いから解き放たれ、死を超越した存在。

   伤口会立刻愈合，不会生病，不受衰老影响，是超越死亡的存在。

   不死。死なず老いずが故に、彼らの年齢は千を悠に超えており、魔王、そして六魔侯という称号も伊達だてではなく、常人より遥はるかに強大な力を持つ者達である。

   不死。由于不会死亡也不会衰老，他们的年龄早已超过千岁，魔王及六魔侯的称号并非浪得虚名，他们拥有远比常人强大的力量。

   「まずは現状の確認からさせて頂いてもよろしいですか？」

   「首先，可以让我确认一下现状吗？」

   「よかろう」

   「可以。」

   と、ベルトールはクレープに付属しているお揚げを食べながら頷うなずいた。

   贝尔多尔吃着可丽饼附的炸豆皮，点头同意。

   「あ、その前にベルトール様、ほっぺにクリームが」

   「啊，在那之前，贝尔多尔大人，您脸上沾到奶油了。」

   「うむ」

   「嗯。」

   マキナは背伸びをしてベルトールの頰に付いているクリームをハンカチで拭う。

   玛姬娜踮起脚尖，用手帕擦掉沾在贝尔多尔脸上的奶油。

   「気を取り直しまして、まず私達の目的。それはただ一つです」

   「那么，首先，我们的目的只有一个。」

   マキナは指を一本立てた。

   玛姬娜竖起一根手指。

   「六魔侯が一ひと柱はしら、天てん忌き侯こうメイを取り戻す事」

   「就是夺回六魔侯之一的天忌侯梅依。」

   長い階段を、彼らは一段ずつ踏みしめる。

   他们一步一步地踩着长长的阶梯。

   「その為ために彼女の肉体の主導権を奪っていると予想される《救世教会ギルド》の《勇者》、《天使アンゼ》を発見し、それを捕縛する事が前提条件だと考えられます」

   「为此，必须找到并抓住《救世教会》的《勇者》及《天使》，他们恐怕夺走了梅依大人的肉体主导权。」

   長い階段の壁面には、ホログラムディスプレイが並んでおり、化粧品や最新魔導具マギノ・ガジェットの広告が展開されている。

   长长的阶梯墙面上，排列着全息投影显示器，上面播放着化妆品和最新魔导具的广告。

   「私達が新宿市を発たったのは昨日、ベルトール様が《天使アンゼ》の行方の調査を新宿市の探偵、茶ちゃ畑ばたけ絵え美みさんに依頼、そして彼女から《天使アンゼ》に関するいくつかの情報を入手しました。その情報の一つが、この画像です」

   「我们昨天从新宿市出发，贝尔多尔大人委托新宿市的侦探茶畑绘美小姐调查《天使》的行踪，然后从她那里得到了一些关于《天使》的情报。其中一项情报，就是这张图片」

   マキナは魔法補助用のインプランタブルデバイス、ファミリアを利用して宙空にホログラムモニタを展開、画像を表示する。

   玛姬娜利用魔法辅助用的植入式设备法米利亚，在空中展开全息投影显示器，显示出图片。

   そこに映っているのは一人の少女。

   上面映出一名少女。

   目元を覆う大きなバイザーに、修道女のような黒ずくめの格好をした青銀の髪の少女の姿だ。何故か舐めるようなローアングルである。

   那是一名银发少女，她戴着遮住眼睛的大护目镜，穿着修女般的黑色服装。不知为何，角度很低，像是在舔舐一般。

   この少女こそ、《天使アンゼ》にして天忌侯メイだ。

   这名少女正是《天使》天忌侯梅依。

   「この画像の背景に映っている可か愛わいいワンちゃんのオブジェが、渋谷市のものであると特定。我々五人は先程この都市へ到着し、玄関口である夜よ・代々木エリアで我々二人とシルヴァルド卿きょう、高たか橋はし、緋ひ月づきの三人の二組に分かれ、メイの……《天使アンゼ》の捜索を行っております。そして私達は一番ヒトの集まるセントラルエリアへとやって参りました。私達の次に取る行動は、情報の確度を高める為、絵美さんから頂いた情報を元に現地へ赴く事です」

   「这张图片的背景拍到了可爱的狗狗摆设，我们查出那是涩谷市的东西。我们五人刚才抵达这座都市，分成两组，在玄关口的夜代代木区进行梅依……《天使》的搜索。我们这组来到人最多的新宿中央区。为了提高情报的准确度，我们接下来要根据绘美小姐提供的情报前往现场。」

   「うむ。十分だ」

   「嗯，很好。」

   「必ずメイを取り戻しましょう。この──」

   「我们一定要在这座——」

   二人は階段を昇りきり、駅の外にあるその都市の景色が視界に広がった。

   两人登上阶梯，车站外的都市景色映入眼帘。

   


   「──渋谷市で」

   「——涩谷市夺回梅依。」

   


   渋谷市。

   涩谷市。

   新宿市の衛星都市の中でも特に栄えた巨大都市にして、一ひと際きわ異彩を放つ都市でもある。

   在新宿市的卫星都市中，涩谷市是特别繁荣的巨大都市，也是格外异彩纷呈的都市。

   その異彩の最たる例が、ここが地下都市ジオフロントだという事だろう。

   其中最异彩纷呈的例子，就是这里是地下都市。

   「渋谷……地中に埋もれた巨人の背骨と肋ろっ骨こつを利用するとはな……」

   「涩谷……竟然利用埋在地底下的巨人背骨和肋骨……」

   ベルトールは渋谷市の空──天井を見上げながらそう呟つぶやいた。

   贝尔多尔仰望涩谷市的天空——天花板，如此低语。

   生きている頃であれば全長にして数キロメートルはあったであろうその巨人の骨は、今や背骨と肋骨、そしていくつかの骨を残すのみだ。

   生前全长恐怕有数公里的巨人骨骼，如今只剩下背骨、肋骨和几根骨头。

   鋼で補強された背骨が一本、棟の役割をしており、弧を描いて地面そらを持ち上げるように支えている。

   用钢铁补强的背骨有一根，担任栋梁的角色，像画弧般支撑着地面。

   その背骨から大きく広がりながら伸びる肋骨が支柱となっており、その下に都市が築かれている。巨人の背骨は、この地下都市ジオフロントを形成する為の文字通り重要な〝背骨〟だ。

   从背骨大大地伸展出来的肋骨成为支柱，都市就建筑在下方。巨人的背骨，是形成这座地下都市的重要的「栋梁」。

   「巨人と英雄の時代の残り香ですね。大昔にはこんなに大きな巨人が実際にいて、人類と生存競争をしていただなんて信じられません。その亡骸なきがらを利用して地下に都市を建造してしまうのもすごいですけど」

   「这是巨人和英雄时代的余韵呢。在很久以前，竟然真的有这么大的巨人，和人类进行生存竞争，真是难以置信。利用他们的尸骸在地下建造都市也很厉害就是了。」

   彼らが出てきたのは渋谷中央メトロ駅。

   他们走出涩谷中央地铁站。

   地下都市ジオフロントである渋谷市の更に地下に広がる交通網で、ヒトと物の流れる動脈だ。

   在地下都市涩谷市的更下方，有交通网遍布，是人和物流动的动脉。

   あ。と、何か気付いたように、マキナはベルトールに語りかける。

   啊。玛姬娜像是注意到什么，对贝尔多尔说：

   「ベルトール様、お気をつけくださいね」

   「贝尔多尔大人，请您小心。」

   「何をだ？」

   「小心什么？」

   「渋谷市は第二次都市戦争終結後、都市開発を担になっていた旧鉄てつ菱びしグループが撤退して以降、各企業によって実質的な分割統治がなされ、主だった行政機関が失われた結果都市の治安が急激に悪化。周辺都市から追放された犯罪者が集まり、様々なヤクザ・ギルドの拠点にもなっている現代のエメデス、あるいはソドム、あるいはゴモラ、極寒都市とも称される欲望と享楽、怠惰と暴力に塗まみれた悪徳の都市へと変貌してしまったのです！　まあ現在は抗争の果て繊細な均衡の上に成り立っているので逆に平和な感じもあるそうですが」

   「涩谷市在第二次都市战争结束后，负责都市开发的旧铁菱集团撤退，各企业实质上进行分割统治，失去主要行政机关的结果导致都市治安急剧恶化。被周边都市放逐的罪犯聚集于此，成为各种黑社会、公会的据点，是现代的埃梅底斯、所多玛或蛾摩拉，被称为极寒都市，变成充满欲望与享乐、怠惰与暴力的邪恶都市！不过现在因为抗争的结果，建立在微妙的平衡上，反而有种和平的感觉就是了。」

   マキナの語り口は妙に熱が入っており、拳を強く握りしめている。

   玛姬娜的语气莫名地热烈，握紧了拳头。

   それというのも、横浜市の機神を巡る騒乱や、新宿市での未来を賭けた戦いなどで最近二人きりになる機会が少なかった事に起因する。

   这也是因为最近发生横滨市的机神骚动，以及在新宿市赌上未来的战斗，两人独处的机会变少的缘故。

   自分達に大事な使命があるというのは理解しつつ、ベルトールと二人きりというシチュエーションにモチベーションは爆上がりである。

   虽然理解自己有重要的使命，但和贝尔多尔两人独处的情境，让她的干劲暴增。

   「つまり、ヒトや金、そして血がよく流れている非常に危険な都市なのです！　どのような輩やからがベルトール様に危害を加えるかわかったものではございません。この私がお守り致します故、ご安心を」

   「也就是说，这里是个充满人、金钱和鲜血，非常危险的都市！不知道什么样的家伙会危害贝尔多尔大人。我会保护您的，请放心。」

   「フッ、余も強くなると誓いを立て、日々邁まい進しんしていると自負しているが──臣下がこう頼もしいとその出番もなさそうだな。任せたぞ、マキナ」

   「呵，余也发誓要变强，自认每天都在进步——但有这么可靠的臣子，看来余也没机会表现了。交给你了，玛姬娜。」

   「おまかせください！」

   「请交给我吧！」

   マキナは胸を張りながら、ムフー。と、自慢げに鼻から息を吐く。

   玛姬娜挺起胸膛，从鼻子发出「哼哼～」的得意鼻息。

   「それにしてもこの辺はヒトが多いな」

   「话说回来，这附近人真多啊。」

   駅前の広場にいる人々は、多種多様だ。人間、エルフ、ドワーフ、ゴブリン、獣人セリアン、オーク、オーガ、他にも様々な種族が駅前の広場を或あるいは歩き、或いは座り、或いは観光目的なのか撮影をしている。

   车站前广场上的人们五花八门。人类、精灵、矮人、哥布林、兽人、半兽人、食人魔，还有其他各种各样的种族在车站前广场上走着、坐着，或是为了观光目的而摄影。

   八十年前、アースとアルネスという二つの世界が融合した大災害、現想融合ファンタジオンを経た現代の都市ではこのような多種族を見るのは日常的なものである。

   八十年前，亚斯和阿尔内斯这两个世界融合的大灾害——现想融合发生后，现代都市里看到这种多样的种族已是稀松平常。

   彼らは全身生身の者もいるし、身体からだの一部、もしくは脳と脊髄以外の全身を機械化している者もいる。

   他们之中有人全身都是血肉之躯，也有人身体的一部分，或是除了大脑和脊髓以外的全身都机械化。

   そして彼ら以外にも、明らかな異形の姿がいくつかあった。

   除了他们以外，还有几个明显是异形的身影。

   有翼人型山羊やぎ、梟ふくろうの頭と蛇の尾を持つ狼おおかみ、二足歩行の馬、王冠を被かぶった蝿はえ、等々。マギノボーグでも、人体改造の類でもない純粋な異形達。

   有翼人型山羊、枭头蛇尾的狼、双足步行的马、戴着王冠的苍蝇等等。不是魔导机具，也不是人体改造的纯粹异形们。

   異形達を見て、ベルトールはその総称を呼ぶ。

   贝尔多尔看着异形们，说出它们的总称。

   


   「悪魔、か」

   「恶魔吗？」

   


   悪魔。

   恶魔。

   憤ふん怒ぬ、悲哀、恐怖、そういったヒトの持つ負の感情──即すなわち負の信仰力を糧かてとする霊的下位存在。魔法学における負数の存在が悪魔と呼ばれる。

   愤怒、悲哀、恐惧，以人类拥有的负面情感——也就是负面信仰力为食粮的低等灵。在魔法学上，负数的存在被称为恶魔。

   通常、悪魔はヒトとは異なる階層レイヤーの世界に存在しており、特定の形状を持たず、自律した思考もせず、基本的に物理世界に干渉する事はできない。信仰の澱おりと呼ばれる事もある存在だ。

   通常，恶魔存在于与人类不同的阶层世界，没有特定的形状，也没有自主思考能力，基本上无法干涉物理世界。也被称为信仰的沉淀物。

   ヒトと契約を交わすことでようやく受肉して物質世界に顕現できるのだが、一つの生命体というよりは、現象と表現した方が正しいだろう。

   与人类缔结契约后，恶魔才能终于获得肉身，在物质世界显现。不过与其说是生命体，不如说是现象比较正确。

   「悪魔が物質世界に顕現しているのも、ヒトが従えているのもありえない話ではない。だが、これ程までの数の悪魔が溢あふれ、それが受け入れられている現状はあまりにも異常だ」

   「恶魔在物质世界显现，以及人类驯服恶魔，都不是不可能的事。但是，数量如此庞大的恶魔满溢而出，而且被人类接受的现状实在太异常了。」

   数千年の時を生きてきたベルトールをして、これ程までの数の受肉した悪魔を見るのは初めての事であった。

   活了数千年的贝尔多尔，也是第一次看到数量如此庞大的恶魔获得肉身。

   「この悪魔達、召喚魔法をパッケージ化したアプリケーションソフトウェア、《クラヴィキュラ》によって召喚されているようです」

   「这些恶魔，似乎是透过将召唤魔法程序化的应用程序《克拉维库拉》召唤出来的。」

   マキナはファミリアの作業画面を表示させる。

   玛姬娜显示出法米利亚的作业画面。

   様々なアイコンが並ぶ中、一番隅に角と翼の生えたデフォルメされた悪魔の顔のアイコンが表示されている。

   在各种图示中，最角落有个长着角和翅膀的Q版恶魔脸图示。

   「高橋の話では、渋谷市のシティネットに接続すると自動でダウンロードされるものらしいな。恐らく渋谷市内のネットに接続されている全ての機器にこれが入っていると」

   「据高桥所说，只要连接到涩谷市的市内网络就会自动下载。恐怕涩谷市内所有连接到网络的机器都有这个东西。」

   「渋谷市に入った瞬間、私達のファミリアに勝手にダウンロードされていました」

   「一进入涩谷市的瞬间，这个东西就擅自下载到我们的法米利亚里了。」

   「うむ、余や姉上の端末にもダウンロードされていた。しかもいくら削除しても消えん、高橋ですらこのソフトを消すのは無理だと匙さじを投げたくらいだからな」

   「嗯，朕和姐姐大人的终端装置也下载了这个。而且不管怎么删除都不会消失，连高桥都束手无策，说没办法删除这个软件。」

   ベルトールがジャージのポケットから取り出したＰＤＡの画面にも、同様のアイコンが表示されている。

   贝尔多尔从运动服口袋里拿出PDA，画面上也显示着同样的图示。

   現在主流の通信網であるエーテルネットワークには、世界中の機器と相互接続する通常のエーテルネットワークの他に、多くの都市でシティネットと呼ばれるローカルネットワークが存在する。

   现在主流的通讯网是乙太网络，除了能与全世界的机器互相连接的普通乙太网络之外，许多都市都存在着被称为市内网络的局域网络。

   シティネットもエーテルネットと同じく霊素エーテルを媒介にするのだが、都市の範囲内──大抵は耐寒領域結界内だ──でのみ通信が可能な通信網で、都市外からシティネットへの直接のアクセスは遮断されている。

   市内网络和乙太网络一样以灵素为媒介，是只能在都市范围内——大致上是耐寒领域结界内——通讯的通讯网，从都市外无法直接连上市内网络。

   「霊素エーテルを媒介にする特性上、エーテルネットに接続している機器がその都市の圏内に踏み入ったらシティネットに自動的に接続されるものだから、理論上はアプリの強制ダウンロードが可能だと高橋も言っていました。ですが、やはりファミリアや他の機器に同意なく勝手にダウンロードさせるのは高橋であっても難しいと」

   「高桥也说过，因为以灵素为媒介，所以连接乙太网络的机器只要进入都市范围内就会自动连接市内网络，理论上可以强制下载APP。但是，就算是高桥，要让法米利亚和其他机器在未经同意的情况下擅自下载APP，还是很难做到。」

   「誰も知らない内にダウンロードされた悪魔を召喚するアプリ、か。誰が、どのような意図でこのアプリをばら撒まいたのかはわからんが、ただの悪戯いたずらにしては手が込みすぎだな」

   「在谁也不知道的情况下下载了召唤恶魔的APP吗？虽然不知道是谁出于什么目的散布这个APP，但以恶作剧来说也太费工夫了。」

   「とりあえず高橋に言われた通り、私達はこれを絶対にインストールしない事を守りませんとね。ウイルス検知には引っ掛かってませんし、高橋もパッと見はすぐに悪さする感じではなさそうとは言ってましたけど」

   「总之，我们得遵守高桥的吩咐，绝对不能安装这个APP。虽然病毒扫描没有反应，高桥也说乍看之下感觉不会马上作怪。」

   「ひとまずは大・代官山で行動している高橋が解析するのを待つしかあるまい」

   「现在只能先等在大・代官山行动的高桥解析了。」

   「この《クラヴィキュラ》……やはり《救世教会ギルド》と関係しているのでしょうか」

   「这个《克拉维库拉》……果然和《救世教会》有关吗？」

   《救世教会ギルド》。

   《救世教会》。

   メイの肉体を動かしていると目される《天使アンゼ》やゼノールを名乗るＭＧマギノ・ギア乗りが所属している組織であり、ベルトール達との因縁も深い。

   据说是操纵着梅依肉体的《天使》和自称泽诺尔的MG驾驶员所属的组织，与贝尔多尔等人也有很深的渊源。

   「それはわからん。だがまるで無関係と断じる要素もないし、タイミングが良すぎるのも確かだ。どちらにせよ、こちらはこちらでできる事を進める他あるまい」

   「这我也不清楚。但没有证据能断定两者毫无关联，而且时机也太巧了。无论如何，我们只能先做自己能做的事。」

   ですね、と言ってマキナはホログラムの地図を宙空に展開し、周囲を見回す。

   玛姬娜应了声「是啊」，接着在半空中展开立体地图，环顾四周。

   「今我々がいる場所は渋谷市の中心、ナナ子前広場です。正面のスクランブル交差点を渡るとセントラルタウンの大通り、左手に名犬ナナ子像があるそうです。画像に写っていた像ですね。すぐ近くにありますのでそちらに向かいましょう」

   「我们现在位于涩谷市中心的娜娜子前广场。穿过正面的行人穿越道就是中央市区的大马路，左手边有座名犬娜娜子像，就是照片里的那座。它就在附近，我们过去看看吧。」

   マキナが先導し、すぐにナナ子前広場にある犬の銅像の前へと到着した。

   玛姬娜走在前头，我们很快就抵达娜娜子前广场的狗狗铜像前。

   「このワンちゃんが広場の名前の元となっている名犬ナナ子像ですね。絵美さんから頂いた画像の一つが、ここになります」

   「这座狗狗铜像就是广场名字的由来，名犬娜娜子像。绘美小姐给我们的其中一张照片就是这里。」

   「像になる程の名犬か」

   「是足以成为铜像的名犬啊。」

   「ナナ子は現想融合ファンタジオン前の日本の渋谷駅前で、主のお出迎えをしていたそうです。主が亡なくなって、渋谷駅に姿を現さなくなった後もずっとお出迎えを続けていたとか」

   「据说娜娜子在现想融合前的日本涩谷车站前，会出来迎接主人。主人去世后，它不再出现在涩谷车站，却还是继续等待着。」

   「ほう」

   「哦。」

   「現在の渋谷市は当時の東京都渋谷区とは地理的に離れていますけど、渋谷の名を冠する象徴としてこの像は現地から移設されたそうです」

   「现在的涩谷市和当时的东京都涩谷区在地理位置上相距甚远，但为了作为冠上涩谷之名的象征，这座铜像从当地移设到这里。」

   「なるほどな……では世界を支配した暁には、マキナの像も建てねばならんな。何せ五百年待っていたのだから」

   「原来如此……那么等支配世界后，也得建玛姬娜的铜像才行。毕竟你等了五百年。」

   「ええ!?そ、そんな……わわわ私なんかが恐れ多い……あ、ベ、ベルトール様！　せっかくなのでナナ子像前で記念撮影しましょう！　記念撮影！　なんとこのナナ子像の前で写真を撮ると待ち人と出会えるという都市伝説があるやなしやらしいですよ！」

   「咦咦！？怎、怎么这样……我我我我担当不起……啊，贝、贝尔多尔大人！机会难得，我们去娜娜子像前拍纪念照吧！纪念照！听说在这座娜娜子像前拍照，就能遇见等待的人，好像有这种都市传说哦！」

   「主と再会できなかった忠犬の像なのではないのか……？」

   「那不是没能和主人重逢的忠犬像吗……？」

   「ま、まあ都市伝説ですから……」

   「哎、哎呀，毕竟是都市传说嘛……」

   使うのはベルトールのＰＤＡに付けられたインカメラだ。ファミリアも使用者の視覚情報を画像として保存する機能はあるが、それだと二人一緒に撮る事ができない。カメラ付きＰＤＡの利点である。

   两人使用装在贝尔多尔的PDA上的前镜头。法米利亚虽然也有将使用者的视觉情报以图像保存的功能，但那样就无法两人一起拍照了。这是附相机的PDA的优点。

   二人はナナ子像をバックに写真撮影をする。

   两人以娜娜子像为背景拍照。

   マキナはピースをあごに当て、ベルトールは目元に当てた横ピースの未来型カワイイポーズを取り、カメラアプリでナナ子像との記念写真を数枚撮った。

   玛姬娜将V字手势抵在下巴，贝尔多尔则抵在眼睛旁，摆出横向V字手势的未来型可爱姿势，用相机APP拍了几张和娜娜子像的纪念照。

   さて、とベルトールはマキナに向き直る。

   贝尔多尔转向玛姬娜。

   「調査の基本は足を使った聞き込みと絵え美みに習ったが……流石さすがにこのヒトの流量から情報を探し出すのは骨が折れそうだな」

   「我从绘美那里学到，调查的基本是靠双脚到处打听……不过要从这么多人的流量中找出情报，感觉很费力啊。」

   「ですが、何にせよ始めないといけません」

   「但不管怎样，都得开始才行。」

   「その通りだ。メイを救い出す道のりは順風満帆という事はあるまい。《天使アンゼ》を見つけるのすら艱かん難なん辛しん苦く、救い出すのも生なま半なかにはいかないだろう。だが必ず救い出すぞ」

   「没错。救出梅伊的路途不可能一帆风顺。光是找到《天使》就如此艰辛，要救出她想必也不容易。但我们一定要救出她。」

   「はい。どんな困難が待ち受けていようと絶対にあの子を……メイを助け出しましょう」

   「是。无论有什么样的困难在等着我们，都一定要救出那孩子……救出梅伊。」

   マキナの決意の言葉に、ベルトールは強く頷うなずく。

   玛姬娜坚定地说，贝尔多尔用力点头。

   ベルトールは自身のＰＤＡに視線を落とし、先程撮った写真を確認する。

   贝尔多尔看向自己的PDA，确认刚才拍的照片。

   その中の一枚を視界に入れた瞬間、ベルトールの動きが止まった。

   其中一张照片映入眼帘的瞬间，贝尔多尔的动作停住了。

   「……」

   「……」

   じっとＰＤＡに保存された、先程撮影した写真を睨にらんでいる。

   他直盯着保存在PDA里，刚才拍的照片。

   「ベルトール様、如何いかがしました？」

   「贝尔多尔大人，怎么了吗？」

   マキナは、ひょこっと背伸びをして、ベルトールの肩越しにＰＤＡの画面を覗のぞき見る。

   玛姬娜踮起脚尖，从贝尔多尔的肩膀上方探头看向PDA的画面。

   そしてそれを視界に入れた瞬間、マキナの動きも止まった。

   然后在看到画面的瞬间，玛姬娜也停住了。

   「……」

   「……」

   写真にはポーズをキメるベルトールとマキナの姿と、名犬ナナ子の像が写っている。

   照片里是摆出姿势的贝尔多尔和玛姬娜，以及名犬娜娜子像。

   そこにもう一人、写っている人物がいた。

   除此之外，还有另一个人。

   少女だ。

   是个少女。

   青銀の髪、翡ひ翠すい色の瞳、今にも消え入りそうな、まるで空舞い降りる一ひと枚ひらの雪花のような、そんな儚はかない印象の、裸の美少女が写り込んでいた。

   蓝银色的头发、翡翠色的眼眸，仿佛随时会消失，宛如从空中飘落的一片雪花，给人这种虚幻印象的裸体美少女。

   


   「マキナ……ベルトール……」

   「玛姬娜……贝尔多尔……」

   


   二人の背中から声が掛けられた。

   有人从两人背后叫住他们。

   ゆっくりと、二人は背後を振り返る。

   两人缓缓转过身。

   ベルトール、マキナと、声の主の視線が合った。

   贝尔多尔、玛姬娜和声音的主人视线相交。

   零こぼすように、マキナがその名を呼ぶ。

   玛姬娜轻声喊出那个名字。

   


   「メイ……？」

   「梅依……？」

   


   天てん忌き侯こうメイが、そこにいた。

   天忌侯梅依就在那里。

   


   ◆

   ◆

   


   大神は仰おおせられた。御使いとは、神の手足でなければならぬ、と。

   大神有言。使者必须是神的四肢。

   大神は仰せられた。御使いとは、物を言わず、物を考えてはならぬ、と。

   大神有言。使者不可说话，不可思考。

   大神は仰せられた。故にその者、地へ堕とす、と。

   大神有言。故而，将其堕入地界。

   そうして神の手足である事を拒み、神に対して疑問を抱いた御使いは、忌いみ子としてその罪を贖あがなう為ために死なない器へ入れられ、地上へと堕とされた。

   于是，拒绝成为神之四肢，对神抱有疑问的使者，作为禁忌之子，为了赎罪而被放入不会死亡的容器，堕入地界。

   


   広い部屋に、彼女はいた。

   她身处于宽敞的房间。

   彼女の視線の先、豪ごう奢しゃな玉座に一人の男が座っている。

   在她的视线前方，一名男人坐在奢华的王座上。

   長い黒髪の人間だというのは理解できるが、彼が誰なのかは知らないし、彼女にとっても彼が何者であるかなどは特別関心があるわけではなかった。

   她知道对方是有着黑色长发的人类，但不知道他是谁，对她而言，她也并非特别在意对方的身份。

   何故なぜなら彼女は初めて地上ここに来たばかりで、関心を抱くという行為をする事すらできない程に圧倒的に知識が不足しているからだ。

   因为她才刚来到地界，知识压倒性地不足，甚至无法做出关心这种行为。

   男が見下ろす視線の先には、彼女以外にもう一人いた。

   男人俯视的视线前方，除了她以外还有另一个人。

   彼女と初めて出会った存在、マキナと名乗った女だ。

   是她第一次遇见的存在，自称玛姬娜的女人。

   「イグニアの不死、マキナよ」

   「伊古尼亚的不死，玛姬娜啊。」

   「はっ、ベルトール様」

   「是，贝尔多尔大人。」

   ベルトールと呼んだ男に、マキナは恭うやうやしく膝を突く。

   玛姬娜恭敬地跪在被称为贝尔多尔的男人面前。

   マキナはちらちらと横目で彼女に同じような姿勢を取るように目配せを送るものの、彼女は気付かずに──あるいは意図がわからずに──マキナを盾にするような位置に立って、ベルトールに視線を合わせず俯うつむいている。

   玛姬娜不时斜眼瞄向她，示意她也摆出同样的姿势，但她没有注意到——或者说是不明白她的意思——站在玛姬娜身后，低着头不与贝尔多尔对上视线。

   「申し訳ございませんベルトール様……礼儀を知らぬ子のようでして……」

   「非常抱歉，贝尔多尔大人……这孩子不懂礼数……」

   「よい、其方そなたも楽にしろ。そこにいるのが、報告にあった新しい不死か？」

   「无妨，你也放轻松吧。在那边的，就是报告中提到的新不死者吗？」

   「左様でございます」

   「正是。」

   と言いながらマキナは立ち上がる。

   玛姬娜边说边站起身。

   「アリアム卿きょうの外征にご同行させて頂いた際に、ヴァン・ヴェルン領カルムの泉にて発見、保護致しました」

   「在下与亚利亚姆卿一同出征时，在梵・维尔恩领地的卡尔姆之泉发现了她，并将她保护起来。」

   「して、マキナよ。如何いかにして其処そこな女が不死だとわかった？」

   「那么，玛姬娜啊。你是如何得知那女人是不死者的？」

   ベルトールの言葉に、マキナはギクリと肩を震わせた。

   贝尔多尔的话令玛姬娜的肩膀一颤。

   「あー……えーっとですね……そのー」

   「啊……呃……那个——」

   「……戦った」

   「……我们打了一场。」

   目を泳がせるマキナの事など露知らずといった風に、しれっと彼女は言った。

   她一副对眼神游移的玛姬娜毫不知情的样子，若无其事地说道。

   「ほう」

   「哦？」

   ベルトールが面白そうに口の端を笑みの形に歪ゆがめた。

   贝尔多尔饶富兴味地扬起嘴角。

   「それで、どちらが勝った？」

   「那么，是谁赢了？」

   気まずそうに、マキナが説明する。

   玛姬娜尴尬地说明。

   「半日程やりあったのですが結局勝負が付かず……不死だとわかったので一緒に来ませんか？　って誘ったら承諾したので今現在こうなっています」

   「我们打了半天，结果没分出胜负……在下得知她是不死者后，问她要不要一起走，她答应了，所以现在才会在这里。」

   「マキナと半日戦って勝負が付かずか、有望だな」

   「和玛姬娜打了半天还没分出胜负啊，前途无量呢。」

   ベルトールは、胸に片手を一度当てた後、彼女に向かって儀礼的な動きで手を伸ばす。

   贝尔多尔单手按着胸口，向她行礼后伸出手。

   「余はベルトール、ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。この不死の王国の王だ。其方そなた、名は？」

   「余是贝尔多尔，贝尔多尔・贝鲁贝特・贝露席柏斯特。是这个不死王国的王。你叫什么名字？」

   「……わからない」

   「……我不知道。」

   彼女は首を振った。

   她摇了摇头。

   「わからないというのも、違う。そもそも、私には名前というものがない」

   「说不知道也不对。我本来就没有名字。」

   「名前がない？」

   「没有名字？」

   「私は大神の御使いアンゼとしての役目を果たせなかったから、死ぬ事のない肉体を与えられて追放された御使いアンゼ。御使いアンゼに名前はない」

   「我没能完成大神的使者职责，所以被赋予了不会死的肉体，放逐到外面的世界。使者是没有名字的。」

   「……普通の不死とは様子が違うとは思っていたが、其方そなた、堕天した者か……」

   「……我就觉得你和普通的不死者不一样，你是堕天者吗……」

   こくり、と彼女は首肯した。

   她点了点头。

   「名もなき堕天使よ、其方そなたをこの国の民として認めよう。その出自がなんであれ、其方そなたの行動や意思の自由は律に反せぬ限りは余が保障しよう。だが名前がないのは不便であろう、好きな名を名乗るがよい」

   「无名的堕天使啊，余承认你是这个国家的人民。无论你的出身为何，只要你的行动和意志不违反律法，余都会保障你的自由。但没有名字很不方便吧，你就报上自己喜欢的名字吧。」

   彼女はじっと、マキナを見て言った。

   她直盯着玛姬娜说：

   「決めて」

   「你来决定。」

   「え？」

   「咦？」

   「マキナが、決めて。私の、名前」

   「玛姬娜，你来决定我的名字。」

   「わ、私ですかぁ!?」

   「我、我来吗！？」

   マキナはベルトールに視線を送り、ベルトールは頷きで返す。

   玛姬娜看向贝尔多尔，贝尔多尔点头回应。

   しばらくマキナは考え込み、それでは。と言ってからこう続けた。

   玛姬娜思考了一会儿，说了句「那就……」后继续说：

   


   「メイ──というのはどうでしょうか」

   「梅依——这个名字如何？」

   


   その名前を聞いた彼女──メイの目に光が灯ともった。

   听到这个名字，她——梅依的眼中亮起了光芒。

   他の者には、あるいは、メイ本人にもわからない、微かすかな、だが確かな光。

   其他人，或许连梅依本人都没发现，那是一道微弱却确实存在的光芒。

   世界が急に色付いたように思えた。彼女は今、誕生したのだ。

   世界仿佛突然有了色彩。她现在诞生了。

   「メイ、良き名だな。古エルド語で天を忌む者、転じて背信者を意味する言葉だ、堕天使に付ける名としては中々に皮肉が効いているな。教養を見せるではないかマキナ」

   「梅依，真是个好名字。在古艾尔德语中是忌讳天空者的意思，转义为背信者。以堕天使的名字来说相当讽刺。玛姬娜，你很有教养嘛。」

   「えっ、あっいや、単に音だけで決めたのですが……そんなあれな意味だったとは……」

   「咦？啊，不是，我只是单纯用音感决定的……没想到是那种意思……」

   マキナは目を泳がせながら、ごにょごにょと小声で呟つぶやいた。

   玛姬娜眼神游移，支支吾吾地小声说道。

   「メイ……メイ」

   「梅依……梅依。」

   確かめるように、嚙かみしめるように、何度もメイが己の名を呟く。

   梅依像在确认、像在细细品味般，不断低喃自己的名字。

   そして、マキナの瞳をじっと見つめてこう言った。

   然后，她直盯着玛姬娜的眼睛说：

   「嬉うれしい」

   「我很高兴。」

   「い、いいえ。喜んで頂けたなら幸いです」

   「不、不会。你喜欢就好。」

   「貴方あなたとは出会った時に戦ったけれど、それでも私に優しくしてくれて、名前まで付けてくれた。とっても嬉しい」

   「虽然我们相遇时打了一架，你还是对我很温柔，甚至为我取了名字。我非常高兴。」

   その様子を見ていたベルトールは、満足げに頷いた。

   贝尔多尔见状，满意地点点头。

   「ではマキナよ、其方そなたにメイの教育を一任する。言葉遣いから礼儀作法まで叩たたき込んでおけ、必要なものがあればラルシーンかエインセンに用意させる。以上だ」

   「那么玛姬娜，梅依就交给你教育了。从遣词用字到礼仪规矩都要好好教导她，需要什么就叫拉尔辛或艾因斯准备。就这样。」

   「は、はい！　かしこまりました！」

   「是、是的！遵命！」

   玉座から立ち上がり、その場を去ろうとするベルトールに、メイが話しかけた。

   贝尔多尔从王座上起身，准备离开，梅依叫住了他。

   「……ベルトール」

   「……贝尔多尔。」

   「なんだ？」

   「怎么了？」

   「ベルトールは、どうして王になったの？」

   「贝尔多尔，你为什么会成为王？」

   「世界平和の為だ」

   「为了世界和平。」

   「世界、平和？」

   「世界和平？」

   ベルトールは頷いた。

   贝尔多尔点点头。

   「この世の不条理を正し、其方そなたのような存在が、誰にも忌まれる事なく並び立って歩める世界を作る。その為に余が王となり、上に立ち、下々を導く。それが最善だと判断した」

   「为了纠正这个世界的不合理，创造一个像你这样的人不会被任何人忌讳，可以并肩而行的世界。余为此成为王，站在众人之上，引导众人。余判断这是最好的方法。」

   「……」

   「……」

   ベルトールは、眼下のメイに手を伸ばす。

   贝尔多尔朝下方的梅依伸出手。

   「天に忌み嫌きらわれ、しかし余と出会いし果報者よ。共に歩む世界を作ろうではないか」

   「被上天忌讳，却与余相遇的幸运儿啊。让我们一起创造一个可以并肩而行的世界吧。」

   その言葉を聞いてメイは、小さく微ほほ笑えんだ。

   听到这句话，梅依微微一笑。

   「並び立って歩める世界を作る……ええ、それはとても──素敵ね」

   「创造一个可以并肩而行的世界……嗯，那真是——太棒了。」

   


   ◆

   ◆

   


   夢を見ていた。昔の夢だ。

   她做了一个梦，过去的梦。

   この星が死に絶え、宇宙の熱が冷めきって、世界が枯れ果てても尚なお忘れる事はないであろう、彼女の魂に刻まれた記憶。

   即使这颗星球死绝，宇宙的热量冷却，世界枯竭，她也不会忘记刻在灵魂上的记忆。

   優しい記憶、原初の記憶。

   温柔的记忆，原初的记忆。

   彼女が一つの生命として、この世界に生まれ落ちた時の記憶だ。

   她作为一条生命，诞生在这个世界时的记忆。

   そして、彼女は微睡まどろみから目覚める。

   然后，她从浅眠中醒来。

   「ん……」

   「嗯……」

   天忌侯メイは身を起こす。

   天忌侯梅依起身。

   「ここ、は……」

   「这里是……」

   そこは知らない場所だった。

   那里是陌生的地方。

   汚れた床も、ホログラムの広告も、虫の集まる霊素反応灯エーテルネオンも、捨てられた吸い殻も、全て見覚えのないものだ。

   肮脏的地板、全像投影的广告、吸引虫子的灵素反应灯、被丢弃的烟蒂，全都是陌生的东西。

   視覚は正常だが身体からだが重く、思考が霞かすみがかっている。

   视觉正常，身体却很沉重，思绪也模糊不清。

   何故ここにいるのかも、ここにいる前に何をしていたのかも、自分が裸な理由も、全てがわからない。

   她不知道自己为何会在这里，来这里之前做了些什么，也不明白自己为何赤身裸体。

   明らかな不調だ。

   身体状况明显不对劲。

   不死である以上、基本的に身体は常に健康状態を維持される。不調が起こる時は、大抵魂からの影響である。

   既然身为不死者，身体基本上都会维持在健康状态。身体状况不佳时，大多都是灵魂的影响。

   小さな手を開閉して確かめる。触覚は正常。

   她张开又合起小手确认，触觉正常。

   汚い街の饐すえた臭いが鼻をつく。嗅覚も正常。

   肮脏街道的腐臭味扑鼻而来，嗅觉也正常。

   味覚は流石さすがにこの場で確かめるつもりはないが、多分正常。

   她不打算当场确认味觉，但应该也正常。

   沢山の人々の他愛ない雑音が耳に入る。聴覚も正常。

   许多人的杂音传入耳中，听觉也正常。

   その他愛ない雑音の中、声が聞こえた。

   在这些杂音之中，她听见了声音。

   「──マキナの像も建てねばならんな」

   「——也得建玛姬娜的雕像才行。」

   「ええ!?そ、そんな……わわわ私なんかが恐れ多い──」

   「咦咦！？怎、怎么可以……我我我我这种人承担不起——」

   その声を聴いた瞬間、メイの意識は覚醒した。

   听到那个声音的瞬间，玫伊的意识清醒了。

   眠たく重い脳みそを頭蓋から取り出して氷水で丸洗いしたかのような、そんな爽やかさすらある、霞がかった意識が晴れるような気分。

   仿佛将沉睡的沉重脑袋从头盖骨中取出，用冰水彻底清洗一遍，意识模糊的感觉顿时一扫而空。

   知っている声。よく知る、大好きな声。

   那是她熟悉的声音，是她熟知且最喜欢的声音。

   だから彼女は起き上がり、ふらふらとした足取りで声が聞こえた方へと向かっていく。

   所以她站起身，踩着摇摇晃晃的脚步走向声音传来的方向。

   一歩、また一歩進む度に、心が晴れやかになり、足取りは軽やかになり、思考も研ぎ澄まされていく。

   每走一步，心情就变得开朗，脚步也变得轻盈，思绪也逐渐清晰。

   「……」

   「……」

   沢山のヒトがいる広場へ出る。

   她来到人潮众多的广场。

   奇異の目が裸の自分に注がれるが、気にしない。

   众人的奇异目光集中在赤裸的自己身上，但她并不在意。

   そうしてたどり着いた。

   就这样，她抵达了目的地。

   犬の銅像の側そばで、こちらに背を向けて写真を撮っている黒い髪と銀の髪の男女。

   在狗铜像旁，有一对黑发与银发的男女背对着她拍照。

   魔王ベルトールと煌こう灼しゃく侯こうマキナ。大好きな、二人。

   魔王贝尔多尔与煌灼侯玛姬娜。她最喜欢的两人。

   何やら二人で難しい顔をして喋しゃべっており、こちらには気付いていない。

   他们两人表情凝重地交谈着，没有注意到她。

   ベルトールが自分の持つＰＤＡの画面を呆ぼう然ぜんと眺めており、マキナも彼のＰＤＡを覗のぞき込んで同じ表情で固まっている。だから、二人の背中に声を掛けた。

   贝尔多尔呆呆地望着自己手中的PDA画面，玛姬娜也探头看着他的PDA，露出同样的表情僵在原地。所以，她从两人背后出声叫唤。

   自分がここにいると、見つけてもらう為に。

   为了让他们发现，自己就在这里。

   


   「マキナ……ベルトール……」

   「玛姬娜……贝尔多尔……」

   


   ゆっくりと、二人が背後を振り返る。

   两人缓缓地转过身。

   メイと、ベルトール、マキナの視線が合った。

   玫伊与贝尔多尔、玛姬娜的视线交会。

   零こぼすように、マキナがその名を呼ぶ。

   玛姬娜轻声呼唤她的名字。

   「メイ……？」

   「玫伊……？」

   次の瞬間、マキナがメイへと駆け寄る。

   下一瞬间，玛姬娜奔向玫伊。

   「待てマキナ──」

   「等等，玛姬娜——」

   ベルトールの制止の言葉すら聞かず、マキナはメイのその身体を強く抱きしめていた。

   玛姬娜不听贝尔多尔的制止，紧紧地抱住玫伊的身体。

   強く、強く。

   非常、非常用力。

   「メイ……メイ……！　よかった、よかった、本当に、また会えて……！」

   「玫伊……玫伊……！太好了、太好了，真的、又能见到你……！」

   マキナはしゃくりあげ、嗚お咽えつを漏らしながら、ポロポロと大粒の涙を流す。

   玛姬娜抽抽噎噎地哭着，流下大颗的泪珠。

   メイがメイである事の疑いなど一切なく、マキナは抱きしめる力を強くする。

   玛姬娜紧紧抱住玫伊，毫不怀疑她就是玫伊。

   「なんで泣いてるの？　マキナが泣く必要なんてないわ」

   「你为什么要哭？玛姬娜没必要哭啊。」

   「メイの馬鹿！　泣くに決まってるじゃないですかっ！」

   「玫伊你这个笨蛋！我当然要哭啊！」

   鼻水を啜すすりながら、マキナはメイの両のほっぺたを両手で鷲わし摑づかみにする。

   玛姬娜吸着鼻水，用双手抓住玫伊的双颊。

   「はにふるの」

   「好痛哦。」

   その後ろで、一歩引いていたベルトールが声をかける。

   贝尔多尔在后方退了一步，开口问道：

   「メイ……本当に其方そなたなのか？」

   「玫伊……真的是你吗？」

   「本当に……？　私は私よ、ベルトール」

   「真的……？我就是我啊，贝尔多尔。」

   メイにはわからなかった事だが、ベルトールはいきなり現れたメイが敵である《天使アンゼ》や罠わなである可能性を考慮し、警戒し、逡しゅん巡じゅんしていた。それも宜むべなるかなである。

   玫伊并不知道，贝尔多尔在警戒着突然出现的玫伊，怀疑她可能是敌人《天使》或陷阱，犹豫着该不该靠近。这也是理所当然的。

   マキナがそれらに対して無警戒だったのは、目の前の存在が《天使アンゼ》ではなくメイだという根拠なき確信があったが故だ。

   玛姬娜之所以毫无警戒，是因为她毫无根据地确信眼前的存在不是《天使》，而是玫伊。

   ベルトールは突如現れたメイに一応の警戒を抱いた様子を見せながらも、二人の側へと寄っていった。

   贝尔多尔虽然对突然出现的玫伊抱持着警戒，但还是走到两人身边。

   「その格好では目立つだろう、とりあえずこれを着ろ」

   「你这身打扮太显眼了，总之先穿上这个吧。」

   そう言って、ベルトールは自分が着ているコートをメイの肩にかけてやる。

   贝尔多尔说着，将自己身上的大衣披在玫伊肩上。

   ベルトールはそこで気付く、メイにファミリアが装着されていない事に。

   这时，贝尔多尔发现玫伊身上没有法米利昂。

   「あ、わ、私のも！」

   「啊，我、我的也给你！」

   マキナも、自分の羽織っているコートをメイにかけてやった。

   玛姬娜也将自己身上的大衣披在玫伊身上。

   「ふふっ。動きにくいわ……」

   「呵呵，这样很难活动……」

   二人の優しさがこそばゆい。

   两人的温柔令玫伊感到难为情。

   「しかし、メイ。何故なぜここにいるのだ……？其方そなたの身体を乗っ取った者がいたはずだ」

   「不过玫伊，你怎么会在这里……？应该有人占据了你的身体才对。」

   「私の身体……？……っ！」

   「我的身体……？……！」

   頭に鋭い痛みが走り、メイは額を手で押さえる。

   玫伊的头部窜过一阵剧痛，她用手按住额头。

   「すまない、平気か」

   「抱歉，你没事吧？」

   「ごめん。よく、思い出せない……」

   「对不起，我想不起来……」

   「なんでもいいです！　メイが戻ってきてくれたんですから！　お家うちに帰ってから考えましょう！」

   「没关系！玫伊回来了！回家后再想吧！」

   「そうだな。ここで話す事ではない。《救世教会ギルド》の事などは後で考えればいいな。目的は達成されたのだから一ひと先まずはそれでよしとしよう。まずは高たか橋はし達と連絡を取って──」

   「说得也是，这不是该在这里谈的事。《救世教会》的事之后再想就好，既然目的已经达成，暂时先这样吧。首先得和高桥他们取得联系——」

   そこで、だ。

   就在此时。

   


   「あはっ、だめだめ。帰れないよーその子は」

   「啊哈，不行不行，那孩子回不去哦。」

   


   朗らかに、声を掛ける者がいた。

   有人开朗地向他们搭话。

   一斉にその声の主に視線を向ける。

   三人同时望向声音的主人。

   「正確には渋谷市の領域から出る事ができないんだけどー、まあ本質的には同じ事だよねー。言葉の定義なんて曖昧にすればするだけいいんだから」

   「正确来说，她无法离开涩谷市的领域，不过本质上是一样的。语言的定义愈暧昧愈好。」

   「あなた、は……」

   「你是……」

   メイが、その者の顔を見て、息を吞のんだ。

   玫伊看见那个人的脸，倒抽一口气。

   それはベルトールもマキナも同じであった。

   贝尔多尔和玛姬娜也一样。

   「黒い髪の、メイ……？」

   「黑发的、玫伊……？」

   ベルトールがその者の容姿を言葉で表す。

   贝尔多尔用言语形容那个人的容貌。

   黒い髪に黒い瞳、それらは青銀の髪と翡ひ翠すい色の瞳を持つメイと全く異なるものだ。

   黑发黑眼，与拥有蓝银发色及翡翠色眼眸的玫伊截然不同。

   だがその顔立ちや声は、あまりにもメイに似すぎていた。

   但她的五官和声音与玫伊极为相似。

   貼り付けたような薄ら笑いを除けば。

   除了那张皮笑肉不笑的假笑之外。

   マキナはメイを背に庇かばうようにし、ベルトールは二人を護まもるように一歩前へ出る。

   玛姬娜将玫伊护在身后，贝尔多尔则往前踏出一步，保护两人。

   「何者だ、其方そなた」

   「你是谁？」

   修道服を着崩して、雑にウィンプルを被かぶり、逆十字のロザリオを首から下げている修道女のような格好をした黒髪のメイに、ベルトールは問いかける。

   贝尔多尔向黑发的玫伊问道。她身穿修道服，头巾随意地披在头上，脖子上挂着逆十字架的玫瑰念珠，打扮得像个修女。

   「訊きかれたんなら答えちゃおっかな。ボクは優しいしねー」

   「既然你都问了，我就回答吧。毕竟我很温柔嘛～」

   黒髪のメイは、大仰に両手を広げ。

   黑发的玫伊夸张地张开双手。

   「全知全能の対義、それがボクさ」

   「全知全能的反义，那就是我。」

   言った。

   她如此说道。

   「斯くあれかしと造られた存在、表と裏、光と影、善と悪。説教をするには実例が必要だろ？　ヒトという知的生命体が想像し、創造した都合のいい悪、その願いの形がボクなんだ。堕天使、神の敵としての魔王の同位存在、傲慢の化身、好きに定義してよ」

   「被创造出来的存在，表与里，光与影，善与恶。要讲道就需要实例吧？人类这种智慧生命体想象、创造出来的方便之恶，其愿望的形体就是我。堕天使、神之敌的魔王的同位存在、傲慢的化身，随便你怎么定义。」

   「それらしい事を言って煙けむに巻まこうとする。詐欺師のやり口だな」

   「用煞有介事的话来蒙骗，这是诈欺师的手法。」

   「あはっ、バレちゃった？　でもちょっとは芯食ってる事も言ってると思うんだけどね」

   「啊哈，被发现啦？不过我觉得我说的话还算有内涵哦。」

   「わざわざその姿で私達の前に姿を現したという事はメイの関係者なのでしょう？」

   「刻意以这副模样出现在我们面前，表示你和玫伊有关吧？」

   マキナが眼光を鋭く、黒髪のメイに問いかける。

   玛姬娜目光锐利地询问黑发的玫伊。

   「うーん、関係あると言えば関係あるし、無関係と言えば無関係なんだけど。まあ関係あるか、ボクは……色々呼び名はあるんだけど──」

   「嗯——要说有关系的话是有关系，要说没关系的话也没关系。不过应该算有关系吧，我……虽然有很多称呼——」

   黒髪のメイは祈りの形に両の手を組み、告げた。

   黑发的玫伊双手交握，摆出祈祷的姿势。

   「──今は《明みょう星じょう》って呼ばれてる。名前なんて器の定義でしかないけれど、ボクくらいになると影響力が強くなるみたいだからね。下手に真に迫った名前は付けられないんだ。言ったろ？　曖昧にすればするだけいいの」

   「——现在被称为《明星》。名字只是容器的定义，不过到了我这种程度，影响力似乎就会变强，所以不能随便取个逼真的名字。我说过了吧？愈暧昧愈好。」

   「《明星》……先程の話から察するに、もしや明けの明星から取ったのか？　アースの宗教上に登場する魔王と同一視される天へ反乱を起こした堕天使──悪魔の異名だったな」

   「《明星》……从刚才的话来推测，莫非是取自启明之星？与亚斯宗教中登场的魔王被视作同一存在，向天发起叛乱的堕天使——恶魔的别名。」

   「流石ベルトール。ゲーム好きだからすぐわかると思った。そう、少し存在として異なるけど、ボクは悪魔だ」

   「不愧是贝尔多尔。因为喜欢玩游戏，所以马上就懂了。没错，虽然存在有些许差异，不过我是恶魔。」

   「余の名だけでなく、嗜し好こうまで把握しているのか」

   「不只名字，连嗜好都掌握了吗？」

   「うん。そりゃね、ボクは《天使アンゼ》の中にいたんだから、彼女が得た知識や記憶くらいは共有してるよ。メイの方はどうだかわからないけど」

   「嗯。因为我在《天使》之中，她得到的知识和记忆我都有共享。玫伊那边就不知道了。」

   「《天使アンゼ》の、だと……？」

   「《天使》之中……？」

   ベルトールの呟つぶやきに《明星》は笑顔のまま頷うなずいた。

   贝尔多尔低语，而《明星》面带笑容点头。

   「正確にはそこの彼女、メイの身体の中だけど」

   「正确来说，是在那边的她——玫伊的身体之中。」

   と言って、《明星》はメイに視線を向ける。

   《明星》说着，将视线转向玫伊。

   「ここにメイがいる事も、貴方あなたの事も《救世教会ギルド》の差し金ですか……」

   「梅依会在这里，还有你，都是《救世教会》派来的吗……」

   マキナは静かに、だが燃えるような怒りを瞳の奥に燃やしながら《明星》を見やる。

   玛姬娜静静地望着《明星》，眼底燃烧着熊熊怒火。

   だが《明星》は、常人ならば竦すくみ上あがるようなマキナの怒りを向けられていてもどこ吹く風といった様子だ。

   然而，玛姬娜的怒火足以令常人胆怯，但《明星》却一副不痛不痒的样子。

   「うーん、ボクは《救世教会ギルド》によって造られたから関係あると言えばあるしないと言えばないんだけど……まあ今回は組織が主導してるわけじゃなくてボク個人でやってる悪事だから関係ないかな」

   「嗯——我是《救世教会》制造出来的，要说有关系也算有关系，要说没关系也算没关系……不过这次不是组织主导，是我个人做的坏事，所以没关系吧。」

   「造られた、ですって……？」

   「你说你是被制造出来的……？」

   「《救世教会ギルド》はね、捕獲した天てん忌き侯こうメイの身体からだにボク──降霊型執行兵装《明星》という存在を押し込めた。執行兵装とはその物に蓄積された物語や信仰──現想を力として表出させ行使する兵装。ボクの場合は悪魔としての明けの明星を一つの仮想の魂として組み上げたんだ」

   「《救世教会》把被他们抓到的天忌侯梅依的身体，当成我——降灵型执行兵装《明星》的容器。执行兵装是将积蓄在物体上的故事或信仰——现想化为力量并加以行使的兵装。我的情况，则是将恶魔的启明之星当成一个假想的灵魂组装起来。」

   つまりは。

   也就是说——

   「一つの肉体に二つの魂を共存させてたって事だね、簡単に言うと」

   「简单来说，就是让两个灵魂共存于一个肉体。」

   「一つの肉体に、二つの魂を……」

   「一个肉体，两个灵魂……」

   《明星》が発したワードを、ベルトールは嚙かみしめるように思案しながら呟く。

   贝尔多尔喃喃复述《明星》说的话，仔细思考。

   「普通ならボクという存在に魂が耐えられず、先に入っていた魂が自壊もしくはボクの魂に融合しちゃうんだけど、流石さすがは天忌侯メイだよね。潰れずに形を保ってたんだもん」

   「一般来说，灵魂会承受不住我的存在，先住进肉体的灵魂会自我毁灭，或是与我的灵魂融合，但不愧是天忌侯梅依，竟然能维持形体，没有被我压垮。」

   《明星》は笑みを向けるも、メイは何も返さない。じっと《明星》を見つめている。

   《明星》对梅依投以笑容，梅依却什么也没说，只是盯着《明星》。

   その様子を見て、《明星》はつまらなそうに肩をすくめる。

   见状，《明星》无趣地耸了耸肩。

   「まあそのせいで二つの魂が反発して大変な事になるところだったんだけど、それを抑え込んで制御する〝枷かせ〟の役割をしていたのが《天使アンゼ》だよ。中にいたボクとしては蓋と表現したほうが正確なんだけど、まあそれはいっか」

   「不过也因为这样，两个灵魂互相排斥，差点酿成大祸，而负责抑制、控制灵魂的『枷锁』就是《天使》。对身在其中的我来说，用盖子来形容比较正确，不过这不重要。」

   「なるほどな。それで色々と語ってくれるのはいいが、其方そなたは何がしたいのだ？」

   「原来如此。你愿意解释这么多是很好，但你到底想做什么？」

   「ああごめんごめん、説明ばっか聞くの面白くないよね。わかるよ、でも大事な話だからさ。それに君チュートリアルしっかり見るタイプだろ？急せかさないでよ」

   「啊啊，抱歉抱歉，一直听我解释很无聊吧？我懂，不过这是很重要的事。而且你是会仔细看新手教学的类型吧？别催我嘛。」

   薄ら笑いを浮かべ、《明星》は口を開く。

   《明星》露出浅笑，开口说道：

   


   「宣戦布告さ」

   「宣战。」

   


   そう、彼女は言った。

   她这么说道。

   「宣戦布告？　どういう事ですかそれは」

   「宣战？这是什么意思？」

   そう問うマキナに、《明星》はつまらなそうな視線を向ける。

   玛姬娜问道，《明星》则对她投以无趣的视线。

   「煌こう灼しゃく侯こうマキナ。君はボクの事嫌ってるみたいだけど、ボクはあまり君に興味を唆そそられないんだよね……どうでもいい存在っていうかさ。まあいいや」

   「煌灼侯玛姬娜，你好像很讨厌我，但我对你没什么兴趣……应该说你对我来说可有可无。算了，不重要。」

   言って、《明星》は肩をすくめた。

   《明星》耸了耸肩。

   「勿もち論ろん裏でコソコソやる事やるけど、全部隠すのもフェアじゃないし、何よりボクの傲慢プライドが赦ゆるさない。晒さらしても問題ない手札なら教えてあげた方がいいかなって。それに何も知らないままってのも収まりが悪いだろ？　何せ地球と異世界、二つの世界を代表する魔王同士の戦いなんだ」

   「我当然会在背地里偷偷摸摸地做些事，但全部隐瞒起来也不公平，更重要的是我的傲慢不允许我这么做。既然是一张摊在阳光下也没问题的手牌，那还是告诉你比较好。而且你什么都不知道的话，心里也会很不是滋味吧？毕竟这可是地球和异世界，两个世界代表的魔王之间的战斗。」

   「《明星》……其方そなたの目的はなんだ」

   「《明星》……你的目的是什么？」

   「目的？　魔王である君がそんな事を訊くなんてね。なんてったってボクもまた魔王なんだよ？　当然──世界を支配する事、即すなわち新たな霊長の誕生。それがボクの目的さ」

   「目的？身为魔王的你竟然会问这种问题。不管怎么说，我也是魔王哦？目的当然是——支配世界，也就是诞生新的灵长。」

   蠱こ惑わく的な笑みを浮かべながら《明星》は手招きをする。

   《明星》露出蛊惑的笑容，向贝尔多尔招手。

   「さぁ勝負といこうじゃないか、ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。ボクが野望を通せるか、君が野望を阻止できるか、そういう勝負だ。この──渋谷市で」

   「来，我们来一决胜负吧，贝尔多尔・贝尔贝特・贝尔修瓦尔特。看是我能实现野心，还是你能够阻止我的野心。就在这——涩谷市。」

   「自らを魔王と称し、余に対し宣戦を布告するか、よかろう」

   「你自称魔王，向余宣战吗？很好。」

   ベルトール、マキナ、メイが同時に動いた。

   贝尔多尔、玛姬娜和梅依同时行动。

   「ならばこの場で潰されても文句は言えまい」

   「那么，就算你当场被我击溃，也怨不得人。」

   三人の動きは全くの同時、かつ何か合図があったわけではない。

   三人同时行动，而且没有事先打暗号。

   ベルトールがこのタイミングで動くであろう事を、マキナとメイが予想して合わせたのである。

   玛姬娜和梅依预测到贝尔多尔会在这个时机行动，所以配合了他。

   まさに目にも留まらぬ速度でそれぞれ《明星》を拘束しようと動く。

   他们以肉眼无法捕捉的速度，分别试图抓住《明星》。

   だが。

   然而——

   「暴力はんたーい」

   「反对暴力。」

   一番近く、一番速く《明星》に触れるはずだったベルトールの手が空を切った。

   离《明星》最近，速度最快的贝尔多尔，他的手扑了个空。

   ベルトールが触れる寸前、《明星》の身体は霞かすみのように消え去り、次に出現した時は名犬ナナ子像の背に跨またがるように座っていた。

   在贝尔多尔碰到《明星》前，她的身体如烟雾般消失，接着出现在名犬娜娜子像的背上。

   「せっかちだねえ。隣人を愛し、敵を愛しなよー？　それともボクが愛してあげよっか？」

   「真是急性子。要爱你的邻人，爱你的敌人哦？还是说，要我来爱你呢？」

   あはっ、と艶美な笑みを《明星》が浮かべる。

   《明星》露出妖艳的笑容。

   「太陽は悪人の上にも昇るし、善人の下にも雨は降るんだ。それにせっかく《クラヴィキュラ》だなんてアプリも作って悪巧みしてるんだから、ここで決着付けるのは時期尚早でしょ？」

   「太阳也会升到恶人头上，善人也会降下雨水。而且我好不容易才做出《克拉维斯》这种APP，正在动歪脑筋，现在就分出胜负还太早了吧？」

   「やはりあれも其方そなたの仕業か」

   「那果然是你干的好事吗？」

   「勿論。さっき言った通りボクは全知全能の対義、か弱い存在なんだよ？　殴り合いで君達みたいな存在に勝てるはずないだろ、全く。だからコソコソやってるんだ」

   「当然。就像我刚才说的，我是全知全能的反义，是弱小的存在哦？怎么可能在互殴中赢过你们这种存在呢？真是的。所以我才会偷偷摸摸地行动。」

   最後に一度、《明星》はメイへ視線を送る。

   最后，《明星》朝梅依看了一眼。

   「メイ」

   「梅依。」

   「……何？」

   「……什么事？」

   「せいぜい楽しみな。君が君でいられる最さい期ごの時間をさ」

   「好好享受吧。享受你还能做自己的最后时光。」

   そう言うと、《明星》はやはり霞のように消え去った。

   说完，《明星》便如烟雾般消失了。

   まるで初めからそこに何もいなかったかのように、何一つ痕跡を残さずに。

   仿佛从一开始那里就空无一物，没有留下任何痕迹。

   「消えた……転移、ですか……？」

   「消失了……是转移吗……？」

   「いや、魔力の反応的に《救世教会ギルド》の使う転移術ではないな」

   「不，从魔力反应来看，不是《救世教会》使用的转移术。」

   メイは、先程まで《明星》がいた場所、忠犬ナナ子像を黙って見つめている。

   梅依默默注视着《明星》刚才所在的位置，也就是忠犬奈奈子像。

   そのメイに、ベルトールが話しかけた。

   贝尔多尔对梅依说：

   「メイ。いくつか確認したい事がある」

   「梅依，我有几件事想确认。」

   「ええ。聞いて」

   「嗯，说吧。」

   こくり、と頷いてメイはじっとベルトールを見やる。

   梅依点点头，直盯着贝尔多尔。

   「今の彼奴あやつ──《明星》について何か知っているか？」

   「关于刚才那家伙——《明星》，你知道些什么吗？」

   「何かは知らないわ。でも私の魂に近しいものを感じた」

   「不知道。不过我感觉到她和我的灵魂很接近。」

   「其方そなたが外に出られない、という話は？」

   「关于你无法离开这里的事呢？」

   「……多分、本当よ。試したわけではないけれど、魂がこの地に縛られている感じがする。この地の中心から鎖が伸びていて、その限界がこの地の外縁までみたいな感覚」

   「……大概是真的。虽然没有试过，但感觉灵魂被束缚在这块土地上。就像从这块土地的中心伸出锁链，延伸到这块土地的外缘。」

   「ふむ……渋谷市から出る事はできないと。次だ。メイ、何故なぜ此処ここ、渋谷市にいた？」

   「唔……无法离开涩谷市。下一个问题。梅依，你为什么在这里，涩谷市？」

   「わからない。気付いたらここにいたわ、そもそも記憶が曖昧。皆の記憶はあるけれど、どうして今この状況になっているのか、何も思い出せない」

   「不知道。回过神来就在这里了，而且记忆很模糊。虽然记得大家，但想不起为什么现在会变成这样。」

   「成程、次が最後だ」

   「原来如此，最后一个问题。」

   真剣な面持ちで、ベルトールが訊たずねた。

   贝尔多尔一脸严肃地问：

   「其方そなたは──本当にメイか？」

   「你——真的是梅依吗？」

   「ベルトール様!?」

   「贝尔多尔大人！？」

   珍しく、咎とがめる色を込めてマキナが声を上げた。

   玛姬娜难得语带责备地叫出声。

   咄とっ嗟さに出てしまった自分の上げた声に驚き、マキナは慌てて両手で口を塞ぐ。

   她被自己突然发出的声音吓到，连忙用双手捂住嘴。

   「も、申し訳ございません……」

   「非、非常抱歉……」

   「違うの、マキナ。ベルトールが言いたい事私にはわかるわ。その上で答える、私は私よ」

   「不是的，玛姬娜。我明白贝尔多尔想说什么，所以我要回答，我就是我。」

   でも、と。メイは前置きをしてから続けた。

   梅依先说了句「可是」，接着说：

   「この肉体が本当に私のものかどうかは、わからない」

   「我不知道这副肉体是不是我的。」

   「どういう事でしょうか……？」

   「这是什么意思……？」

   困惑するマキナが、ベルトールの方を見る。

   玛姬娜困惑地看向贝尔多尔。

   「メイの肉体から、メイと《明みょう星じょう》、二つの魂が外に出た可能性がある」

   「梅依的肉体里可能有梅依和《明星》两个灵魂。」

   「魂が外に……？」

   「灵魂跑到外面……？」

   マキナの疑問の声に、ベルトールは頷いた。

   贝尔多尔点头回应玛姬娜的疑问。

   「《明星》が言っていたな、一つの肉体にメイと《明星》の二つの魂が入っていたと。

   「《明星》说过，梅依和《明星》两个灵魂共用一副肉体。

   その《明星》が肉体を得ており、そしてファミリアのないメイがいた。であれば、メイもまた自身の肉体から魂が外に出たのだと推測できる。奴やつの言葉を真実とするならな」

   《明星》得到了肉体，而没有法米利昂的梅依在这里。既然如此，可以推测梅依的灵魂也离开了肉体。前提是那家伙说的是实话。」

   「でもそんな事ってありえるのですか？　肉体から魂が外に出てしまったら……」

   「可是这种事有可能发生吗？灵魂离开肉体的话……」

   「うむ。不死の蘇そ生せいプロセスというのは、肉体が破壊された際に魂の情報を読み込む事で、霊素エーテルを肉体へ変換して再構築するというものだ。だがなんらかの方法で肉体から魂が離れた場合は蘇生ないし再生は起きない。肉体が破壊されているわけではないからな、肉体と魂が別々に存在している状態になる。例えるのならば幽体離脱しているような状態だな」

   「嗯。不死的复活过程，是透过读取肉体遭到破坏时的灵魂情报，将灵素转换为肉体，重新构筑。但要是灵魂透过某种方法离开肉体，就不会发生复活或再生。因为肉体并没有遭到破坏，所以会变成肉体和灵魂分别存在的状态。举例来说，就像是灵魂出窍的状态。」

   「そうですね、それを利用した対不死の武器もありますし……じゃあ今のメイは幽霊みたいな存在って事ですか……？」

   「说得也是，也有利用这点的对不死武器……那么，现在的梅依是类似幽灵的存在吗……？」

   マキナはメイの身体をペタペタと触り、メイはやや鬱陶しそうにしながらもされるがままの状態になっている。

   玛姬娜摸了摸梅依的身体，梅依虽然有点不耐烦，但还是任由她摸。

   「マキナじゃま」

   「玛姬娜，你好烦。」

   「ああ、ごめんなさい……でもここにちゃんと肉体がありますよ？」

   「啊啊，对不起……可是这里确实有肉体哦？」

   「通常の不死ならば、本体から切り離された魂が肉体を得る事はない。時間が経たてば魂は霊素エーテルに拡散してしまうからな。だがありえない話でもないのだ、余がそれを実践している」

   「若是普通的不死，从本体分离的灵魂不会得到肉体。因为时间一久，灵魂就会扩散成灵素。但也不是不可能发生，朕就亲身实践过。」

   「……あ！　もしかして《転輪の法メテノエル》、ですか？」

   「……啊！该不会是《转轮之法》？」

   「そうだ」

   「没错。」

   《転輪の法メテノエル》。

   《转轮之法》。

   それは魔王ベルトールを、不死の存在から不滅の存在へと引き上げた秘ひ奥おう。

   那是将魔王贝尔多尔从不死的存在提升为不灭存在的奥秘。

   魂の情報を未来へと飛ばし、それを元に肉体と魂を再構築する魔法。

   将灵魂情报传送到未来，以此为基础重新构筑肉体和灵魂的魔法。

   即ち、魂に不可逆のダメージを負うことによる不死の〝死〟である滅びを克服できる魔法であり、この魔法を習得した事でベルトールは魂の位階を上げる事となった。

   也就是说，这是种魔法，能够克服灵魂受到不可逆的损伤时，不死的『死』——也就是毁灭。贝尔多尔学会了这个魔法，提升了灵魂的位阶。

   「そも、《転輪の法メテノエル》というのはメイの魂の在り方から着想を得て研究、開発した魔法だ」

   「说起来，《转轮之法》就是朕从梅依的灵魂状态得到灵感，研究、开发出来的魔法。」

   「えっ！　そうなのですか？」

   「咦！是这样吗？」

   「うん。昔色々調べられた」

   「嗯。以前我调查过很多事。」

   言って、メイは首肯した。

   梅依点头。

   「メイは元々天の御使い、神には及ばぬものの紛まがうことなく霊的上位存在。先に魂があり、堕天した際に魂から逆算して不死の肉体を構築しているという不死の中でも特殊な事例。であれば、肉体から魂が離れた際に、魂が拡散するのを防ぐ為ための防衛本能として現在の肉体を形成していてもおかしくはない」

   「梅依原本是天之使者，虽然不及神，但无疑是高位阶的灵性存在。先有灵魂，堕天时再从灵魂逆推，构筑不死的肉体，是不死中的特殊案例。既然如此，灵魂离开肉体时，为了防止灵魂扩散而形成现在的肉体，作为防卫本能也不奇怪。」

   「つまり今のメイは肉体が二つある状態という事ですか？」

   「也就是说，现在的梅依处于有两个肉体的状态吗？」

   「そういう事だな。今のメイは本来の器としての肉体と、魂をそのまま肉体に形成したものの二つの肉体がある」

   「就是这样。现在的梅依有两个肉体，一个是原本的容器，一个是灵魂直接形成肉体。」

   「じゃあ今メイの本当の肉体は……」

   「那么，梅依真正的肉体现在……」

   マキナは心配そうな視線をメイに向ける。

   玛姬娜担心地看着梅依。

   「確証はないが、器の方は《天使アンゼ》が動かしているのだろう」

   「虽然没有确切证据，但容器应该是由《天使》操纵的吧。」

   それに加えて。と言ってから、ベルトールは続ける。

   「除此之外——」贝尔多尔接着说：

   「元のメイの器にいたという《明星》も受肉している……つまり今現在、メイと同じ顔が三つこの世界に存在している事になる」

   「原本在梅依容器里的《明星》也受肉了……也就是说，现在这世上存在三张和梅依一样的脸。」

   「……なるほど、かんぜんにりかいしたわ」

   「……原来如此，我完全明白了。」

   「ベルトール様、このメイの顔はよくわかっていない顔です！」

   「贝尔多尔大人，梅依不懂您这表情是什么意思！」

   表情だけは神妙なメイに、マキナがツッコミを入れるという馴な染じみのある光景を見て、ベルトールは微笑を浮かべる。

   玛姬娜吐槽表情严肃的梅依，贝尔多尔看着这熟悉的景象，露出微笑。

   「メイを救い出す、というクエストは未いまだ継続中だ。それには二つの攻略すべき課題がある。一つは《天使アンゼ》を見付け出して本来の肉体を取り戻す。もう一つはこの地にメイの魂を縛り付けている何かからメイを解き放つ。後者、あるいは両方共に《明星》がなんらかの関与をしていると思ったほうがいいだろう」

   「拯救梅依的任务还在进行中。有两个必须攻略的课题。一个是找出《天使》，取回原本的肉体。另一个是将梅依从束缚她灵魂的某种东西中解放出来。后者，或者两者都和《明星》有关，最好这么想。」

   そして。と言いながらベルトールは周囲を見回す。

   然后——贝尔多尔边说边环顾四周。

   「そして──この悪魔共もな」

   「然后——这些恶魔也是。」

   ナナ子前広場で、大人しく人々に従っている悪魔達。

   在娜娜子前广场，恶魔们乖乖地听从人们的指示。

   本来普通に生きていれば目にする事すらないであろう悪魔が、日常に溶け込んでいるとも言える。

   原本正常生活时甚至不会看到的恶魔，可以说融入了日常生活。

   人々が、自分の悪魔に声を掛けている。

   人们向自己的恶魔搭话。

   「ゼパル荷物持ってよー」

   「杰帕尔，帮我拿行李——」

   「あたしスロット打ってくるからプルソンこの子の面倒みといてね」

   「我去打角子老虎机，普尔森帮我照顾这孩子。」

   「サブナク遊んでー」

   「萨巴克，陪我玩——」

   召使いのように、あるいは友人のように。

   像仆人，又像朋友。

   それは異様かつ異常な光景である。

   这景象十分异常。

   その異常性に人々が気付いていない事が、あるいは一番の異常なのかもしれない。

   人们没有察觉到这异常，或许才是最异常的。

   「承知いたしました。メイの肉体と魂、その両方を解放する──それを成し遂げるにはまずやるべき大切な事がございます」

   「我明白了。要解放梅依的肉体和灵魂——为此，有件重要的事必须先做。」

   「うむ、其方そなたも理解しているようだなマキナ」

   「嗯，看来你也明白呢，玛姬娜。」

   「……何？」

   「……什么？」

   メイだけが何の事だかわからないといった風に首を傾かしげる。

   只有梅依歪着头，一副不明所以的样子。

   周囲の人々が、メイの事をチラチラと見ながら囁ささやいている。

   周遭的人们不时瞥向梅依，窃窃私语。

   「裸にコート二枚ってファッションが前衛的すぎるでしょ……」

   「裸体披两件大衣，这打扮也太前卫了吧……」

   「いや、逆にありかもしれませんわ……」

   「不，说不定反而很适合……」

   力強く、マキナは大きな声で言った。

   玛姬娜语气坚定地大声说：

   「お洋服を買いに行きましょう！」

   「我们去买衣服吧！」

   


   ◆

   ◆

   


   「あれー!?」

   「咦——！？」

   大・代官山エリア。

   大代官山地区。

   渋谷市に存在する小・代官山エリアに隣接する地域であり、オシャレ・ポップ・カルチャー発信の地──だったのは同じ地名だった旧代官山の話だ。

   这里与位于涩谷市的小代官山地区相邻，是流行、流行音乐、文化发源地——不过这是指旧代官山。

   その大・代官山の一角、天井を綺き羅らびやかなアーチで飾られ、霊素反応灯エーテルネオンの光が眩まぶしい広いショッピングモール内で一人の少女が叫び声を上げた。

   大代官山一角，天花板装饰着金碧辉煌的拱门，灵素反应灯的光芒炫目耀眼。宽敞的购物中心内，一名少女高声喊道：

   「どどどどどーなってんだこりゃあ……!?」

   「这这这这这——到底是怎么回事……！？」

   頭を抱えているのは、一人の人間の少女。

   一名人类少女正抱头苦恼。

   黒髪に一房赤いメッシュが入っており、ドワーフ・ジャケットの下にチャイナ・ドレスを着ている。

   黑发中夹杂着一缕红色挑染，矮人外套下穿着旗袍。

   モール内を行き交う客達が、叫び声を上げた少女に視線を向けた。

   在购物中心内来往的客人们，将视线投向发出叫声的少女。

   「高たか橋はし？　どうしたの？」

   「高桥？怎么了？」

   叫ぶ赤メッシュの少女を高橋と呼ぶのは、長い金髪をツーサイドアップにした、金色と緋ひ色いろのオッドアイが特徴的で、高橋と同じくらいの年頃のハーフエルフの少女だ。

   叫着红发少女高桥的，是将金色长发扎成双马尾，金色与绯红色的异色瞳十分显眼，与高桥年纪相仿的半精灵少女。

   「やばいって緋ひ月づき！」

   「绯月，糟了啦！」

   高橋は、ハーフエルフの少女、緋月の胸に飛び込み、顔を見上げる。

   高桥扑进半精灵少女绯月的怀里，抬头看着她。

   二組に分かれ、大・代官山に到着し、ベルトール達に連絡を入れようとした矢先に、それは起きたのだ。

   她们分成两组到达大代官山，正准备联络贝尔多尔他们的时候，事情发生了。

   


   「ネットに繫つながらなくなっちゃった！」

   「连不上网络了！」

   


   ネット──即すなわちエーテルネットワークは大気中に偏在する霊素エーテルを媒介として通信網を構築する大魔法だ。旧式の通信機器でありがちな『地下なので電波が届かない』といった事はない。ほぼ常にバリサンである。

   网络——即乙太网络，是以遍布大气中的灵素为媒介，构筑通信网的大魔法。不会发生旧式通信机器常有的『因为是地下所以收不到信号』的情况。几乎随时都能使用。

   尤もっとも、極端に霊素エーテルが薄い場合は通信状況が悪くなるし、霊素エーテルの流れが遮断されていれば回線そのものが切断されている状態となり、繫がらなくなる。

   不过，灵素极端稀薄的情况下通信状况会变差，如果灵素的流动被阻断，线路本身就会被切断，无法连接。

   しかし、渋谷市は地下都市ジオフロントであり、星から湧き出て地上に向かう性質を持つ霊素エーテルの濃度は、地上のそれと比べると高い。

   但是，涩谷市是地下都市，从星球涌出并具有朝地上流动性质的灵素浓度，比地上要高。

   「一回回線切って再起動してみたら？　ってあれ、ほんとだ私も繫がんない」

   「先断线重试一次如何？咦，真的耶，我也连不上。」

   緋月から離れた高橋は深い溜ため息いきを吐つき、両手を天に向けて肩を竦すくめた。

   高桥离开绯月，深深叹气，双手朝天耸肩。

   「あのねーそんなの最初の最初に試したって。AEDHCPSからのリースもEDNSSのレスもCLWの設定もBwLもチェック済みだし霊素エーテルとの接続強度の確認も物理的な破損かどうかウイルスによるものかも疑って人造精霊による走査スキャンもぜーんぶやりました！」

   「我说啊，那种事我一开始就试过了。AEDHCPs、EDNSS、CLW设定、BwL都检查过了，也确认过与灵素的连接强度，怀疑过是否因为物理性破损或病毒，也用人造精灵扫描过，全部都试过了！」

   「あーうざっ！　うっざっ！　オタクうざっ！」

   「啊——好烦！好烦！阿宅好烦！」

   捲まくし立たてる高橋に対し、緋月は鬱陶しそうに顔を歪ゆがめる。

   绯月对滔滔不绝的高桥露出厌烦的表情。

   「オタクとか言って緋月もオタクじゃん！　話してる時『あいバト』の台詞せりふがナチュラルに出てくるの流石さすがにオタクじゃん！　あたしはネットミームとかリアルで絶対言わないようにしてるのに！」

   「说我是阿宅，绯月你自己不也是阿宅吗！讲话时自然而然冒出『爱斗』的台词，再怎么说都是阿宅吧！我可是绝对不在现实生活中讲网络用语的！」

   「ああ！　一言えば百返ってくる！　ちょっとシルヴァルド！　この馬鹿を黙らせてー！」

   「啊啊！一开口就讲个没完！喂，希瓦尔德！让这个笨蛋闭嘴！」

   騒いでる二人の少女の下へ、面倒くさそうな表情を浮かべて近寄る人物がいた。

   一名人物露出嫌麻烦的表情，走近吵闹的两名少女。

   十代半ば程の少女達よりも、更に若い見た目の幼いとさえ形容できる童女だ。

   那是个外表比十几岁的少女们更年轻，甚至可说是年幼的女童。

   「なんじゃなんじゃー？」

   「怎么啦怎么啦？」

   そう言うのは、近くのショーウィンドウに張り付いて高級菓子店の中を眺めていた長い黒髪をポニーテールに結い上げた褐色肌の少女──シルヴァルドだ。

   说话的是将黑色长发绑成马尾，褐色肌肤的少女——希瓦尔德。她正贴在附近的橱窗上，望着高级甜点店里面。

   黒地に金の刺し繡しゅうが入ったジャージを着ており、その下にはカタカナで『ドラゴン』の文字が入ったシャツ。

   她穿着黑底金绣的运动服，底下是印着『DRAGON』字样的衬衫。

   頭部には角、背面には翼と尾。

   头上长角，背后有翅膀和尾巴。

   それらは人工皮膚をかぶせた外部換装器官アタッチメントではなく、完全なる生身であり、彼女がヒトではないという事の証明でもある。

   那些都不是套上人工皮肤的外部换装器官，而是完全的肉体，证明了她不是人类。

   彼女は不死の王国の最高幹部である六魔侯の一ひと柱はしら、黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルド。

   她是不死王国的最高干部六魔侯之一，黑龙侯希瓦尔德。

   魔法によってヒトの姿に変化した不死の竜だ。

   借由魔法变化为人类模样的不死之龙。

   彼女らがここ大・代官山のショッピングモール内にいるのは、《天使アンゼ》の調査中に火に誘いざなわれる蛾がのようにシルヴァルドが中に入っていったからである。

   她们会出现在大代官山的购物中心，是因为希瓦尔德在调查《天使》时，像被火引诱的飞蛾般走进了购物中心。

   「喧けん嘩かしとんのか？儂わしが見といてやるから存分に殴り合って決めるんじゃぞ」

   「你们在吵架吗？老身会帮你们看着，你们就尽情互殴，分出胜负吧。」

   「いや別に殴り合いはしないけど……」

   「不，我们并没有要互殴……」

   「そこまでは別にやらないわよ……」

   「我们并没有要打到那种程度……」

   「儂の前で無理をせんでもいい。まあ一緒に住んどると相手の嫌な部分も見えてくるじゃろう。じゃがな、そういうのは持ちつ持たれつじゃ。いがみあっとってもひとつ屋根の下で同じ釜の飯を食ろうとる仲、寛容な心こそが肝心なんじゃよ……」

   「在老身面前不必逞强。不过，一起住久了，自然会看到对方讨厌的部分吧。但是，这种事就是互相扶持。就算彼此不合，也是在同一个屋檐下吃同一锅饭的伙伴，最重要的就是宽容的心……」

   「いや別に嫌いとか全然そういうわけじゃないんだけど……」

   「不，我完全不讨厌她……」

   「そこまで深刻な話じゃないわよ……」

   「不是那么严重的事啦……」

   「ていうかどったのシル姉、急に悟った感じ出して」

   「话说希尔姐，你怎么突然变得这么豁达？」

   「そんなキャラだったっけ……？」

   「你原本是这种个性吗……？」

   結果的にシルヴァルドに諭される形となり、二人は矛を収めあった。

   结果两人被希瓦尔德训了一顿，这才收起矛头。

   これがベルトールをも超える時間を生きてきた者の年の功である。

   这就是活过贝尔多尔的岁月，所累积的智慧。

   「ほっほっほ。んで何の話をしとったんじゃ。これでも儂は長い時間を生きておる、なんでも相談してみるがいい」

   「呵呵呵，你们在聊什么？老夫活了这么久，有什么事都可以找老夫商量。」

   「いや多分シル姉に言ってもわかんないよ。普段ほっほっほとか言わないでしょ」

   「不，希尔姐大概听不懂吧。你平常不会呵呵呵地笑吧？」

   「機械苦手でしょシルヴァルド。後ほっほっほはないわよね」

   「你很不擅长机械吧？还有，呵呵呵的笑法太老气了。」

   「初めてじゃよ……この儂をここまでコケにした馬鹿共は……じわりじわりとなぶり殺しにしてやるぞ！」

   「你们这些蠢蛋……竟敢把老夫耍得团团转……老夫要把你们大卸八块！」

   「感情がジェットコースターすぎる！」

   「情绪起伏也太剧烈了吧！」

   「寛容な心はどうしたのよ！」

   「你不是说要宽容以待吗！」

   竜の圧に屈し、高橋と緋月は肉食獣に狙われた草食獣よろしく、身を寄せ合う。

   高桥和绯月屈服于龙的威压，像被肉食动物盯上的草食动物般，互相依偎在一起。

   「ベルちゃんに連絡取ろうと思ってたのに、ネットに繫がんなくなっちゃったのよ」

   「我本来想联络小贝尔，可是网络连不上。」

   張り付いていた緋月から高橋が離れ、近くの階段に腰掛けながら言った。

   高桥离开绯月，坐在附近的阶梯上说。

   「シル姉のＰＤＡは繫がる？」

   「希尔姐的PDA连得上吗？」

   「ん。ちょっと待っておれ」

   「嗯，等老夫一下。」

   シルヴァルドは穿はいているスカートのポケットから、必要最低限の機能が搭載されたらくらくＰＤＡを取り出す。

   希瓦尔德从裙子口袋中取出搭载了最低限度功能的轻巧型PDA。

   「儂のもだめじゃな」

   「老夫的也不行。」

   「やっぱだめかー」

   「果然不行啊～」

   「ベルトールとマキナに連絡取る手段なくなっちゃったわね」

   「这下没办法联络贝尔多尔和玛姬娜了。」

   言いながら、緋月が高橋の隣に腰をかける。

   绯月边说边在高桥身旁坐下。

   「完全に繫がらないわけじゃなくて、たまーに接続するんだけどものすっごい不安定なんだよね。アルマゲドンオンラインのサービス初日みたいな感じ」

   「也不是完全连不上，偶尔会连上，可是非常不稳定。感觉就像神兵大战争ONLINE开服第一天那样。」

   「ログイン戦争になって入ってもすぐ鯖さば落ちするやつよね」

   「就是发生登入战争，一登入马上就会当机的那个吧。」

   「あれ、わかりづらい例えのツッコミ待ちだったのに……緋月ＡＯやってたんだ」

   「我本来是想用那个难懂的比喻等你吐槽的……原来绯月你有玩神兵大战争ONLINE啊。」

   「昔ちょっとね。もう引退しちゃったけど。よくわからんうちにすごい大きいギルドに入っちゃってね、ギルマスの女のヒトに良くしてもらったもんだわ。楽しかったわねえ」

   「以前玩过一阵子，不过现在已经退坑了。当时在我不知情的情况下被拉进一个超大的公会，公会长是个很照顾我的女生，那时候真的好开心。」

   「絶対ネカマだよそれ」

   「那绝对是网络人妖。」

   「って話がズレてるわよ」

   「话题扯远了。」

   「うむ。そんなわけでシル姉、単独行動しちゃだめだかんね。迷子になったら連絡取れないから──って言ってる側そばからいねえ！」

   「嗯。所以希尔姐，你不能单独行动哦。要是迷路就没办法联络了——话才刚说完人就不见了！」

   「え!?あ！　ほんとだ！　どこいったあのドラゴン!?」

   「咦！？啊！真的耶！那只龙跑去哪了！？」

   高橋と緋月は周囲を見回すが、シルヴァルドの姿はどこにもない。

   高桥和绯月环顾四周，却不见希瓦尔德的踪影。

   「まあ多分ご飯か何か買いに行ったんでしょー。この辺で待ってりゃ戻ってくるっしょ」

   「大概是去买饭还是什么了吧～在这边等一下就会回来了吧。」

   「それもそうね」

   「这么说也是。」

   高橋は周囲に大小のウィンドウを表示させ、エーテルネットワークへの接続設定を試している。

   高桥在周围显示大小视窗，尝试连接乙太网络。

   「やっぱだめだ〜。たまーに繫がるけど全然安定しないや。なんとなく感覚的に渋谷市のシティネットが悪さしてる気がするんだよなー。あーくそー、ネット繫がんないと死んじゃうよー」

   「果然不行～偶尔会连上，可是完全不稳定。总觉得是涩谷市的市内网络在搞鬼。啊～可恶～连不上网络会死人啦～」

   「たまに繫がるなら私の能力使ってみる？　繫がるかも」

   「偶尔连得上的话要不要用我的能力试试？或许连得上。」

   緋月は自身の頭上に黄金に輝く王冠クラウンを出現させ、指に通してくるくると回す。

   绯月在自己头上变出闪耀黄金光辉的王冠，套在手指上转来转去。

   「いやいやいや、一日一回の必殺技をこんな所で使うわけにはいかんでしょ。それに一緒に行動してる時は緊急時以外ベルちゃんの許可なしで使うなって話じゃなかった？」

   「不不不，一天一次的必杀技不能在这种地方用吧。而且我们不是说好一起行动时，除了紧急情况以外都要经过小贝尔的许可才能用吗？」

   「ま、確かにそれもそうね」

   「嗯，这么说也是。」

   と言って、王冠クラウンを指で弾はじくと虚こ空くうへと消え去った。

   绯月说完，用手指弹了一下王冠，王冠便消失在虚空之中。

   緋月の能力、《女神メルディア・天生インストール》。

   绯月的能力是《女神天生》。

   彼女の魂に格納された禍福の女神メルディアの分霊たる三種の神器を装備する事によって発動する降霊術。

   借由装备收纳在她灵魂中的祸福女神梅尔迪雅的分灵——三种神器发动的降灵术。

   かつてアルネスという世界に存在した幸運と不運を司つかさどる女神、メルディアの力を一時的に自身の身体からだに降ろし、それが可能であるならばどんなに低い確率の奇跡と呼ばれるものでも現実に引き起こすという神の力──即ち神しん威いを行使可能となる。

   将过去存在于名为阿尔内斯的世界中，司掌幸运与不幸的女神梅尔迪雅的力量暂时降临于自身，只要有可能，无论概率多么低的奇迹都能引发，行使神之力——即神威。

   緋月は横浜市に出現した巨大な機神相手にこの力を使い、大気中の霊素エーテルを〝都合よく〟魔力が伝導するように配列する事で、機神の一撃を防ぎせしめたのである。

   绯月对出现在横滨市的巨大机神使用了这个能力，将大气中的灵素排列成“方便魔力传导”的状态，从而挡住了机神的一击。

   だが日に一度しか使えず、更に起こした奇跡の幸運量によって等量の不運が彼女を襲い、バランスを取るというデメリットも存在する。普通に死にかけたりするので、緋月の友でもあるベルトールは彼女のこの力をここぞという時以外の使用を禁じているのだ。

   但是这个能力一天只能使用一次，而且引发的奇迹的幸运量会以等量的不幸袭击她，存在平衡性的问题。因为有可能会死，绯月的朋友贝尔多尔禁止她在关键时刻以外使用这个能力。

   高橋はモール内を行き交う客を眺めながら言う。

   高桥看着在商场内来往的客人说道。

   「それにしても」

   「话说回来」

   客たちの多くは、大小様々な悪魔をまるでペットのように連れ歩いている。

   客人们大多带着大小各异的恶魔，就像带着宠物一样。

   「悪魔多いねぇ」

   「好多恶魔啊」

   「大・代官山に来るまでの地下鉄内にもいたわよね。最初は面食らったけどなんかもう既に見慣れちゃったわ私」

   「在来大代官山的地铁里也有呢。一开始吓了一跳，不过我已经习惯了」

   通りの真ん中では悪魔に買い物の荷物持ちをさせ、悪魔に子供のお守りをさせ、悪魔に老人の警護をさせている様子がそこかしこで見える。

   在大街上到处都能看到让恶魔帮忙提东西，让恶魔照看孩子，让恶魔保护老人的样子。

   そして、それらが日常であると受け入れられている。

   并且，人们已经接受了这样的日常。

   そこでだ。

   然后。

   「ちょいちょい緋月、あれ見てみ」

   「喂喂，绯月，快看那个」

   「ん？」

   「嗯？」

   ショッピングモールの通路、そのど真ん中。

   在购物中心的通道正中央。

   高たか橋はしと緋ひ月づきの視線の先で、何やらヒトだかりができて、喧けん騒そうも聞こえてくる。

   高桥和绯月的视线前方，聚集了很多人，还能听到喧闹声。

   「おい始まるっぽいぞ」

   「喂，好像要开始了」

   「お、マジか」

   「哦，真的吗」

   「自分でやるのは気が引けるけど、他人のを見るの楽しいんだよねー」

   「自己做的话会不好意思，但看别人做就很有趣呢」

   ヒトが増えるに比例して、喧騒もまた大きくなる。

   随着人越来越多，喧闹声也越来越大。

   「何かしら」

   「是什么啊」

   「行ってみよーぜー！」

   「去看看吧！」

   二人は人だかりに近付いていき、背伸びをして様子を窺うかがう。

   两人靠近人群，踮起脚尖窥视情况。

   「悪魔を連れた男が二人向き合って……」

   「两个带着恶魔的男人面对面……」

   「決闘でもするのかしら……」

   「是要决斗吗……」

   高橋の言う通り、男二人が相対している。

   正如高桥所说，两个男人正面对着面。

   片方は獣人セリアン、片方はオーク。何やら緊迫した空気が両者の間に漂っている。

   一个是兽人，一个是半兽人。两人之间弥漫着紧张的气氛。

   「んだてめえ、やんのかコラ」

   「你这家伙，想干架吗」

   「あ？　ぶっ殺すぞレベルいくつだてめえ」

   「啊？宰了你哦，你等级多少啊」

   両者の前面に、ホログラムディスプレイが展開され、角と翼の生えたデフォルメされた悪魔の顔のアイコン、悪魔召喚アプリ《クラヴィキュラ》を同時にタッチした。

   两人的面前展开了全息投影显示器，同时触碰了长着角和翅膀的Q版恶魔脸的图标，恶魔召唤APP《克拉维库拉》。

   獣人セリアンが召喚したのは、獅し子しの頭にヤギの足が五本付いていて、その足が頭の周囲を車輪のように回転している悪魔。

   兽人召唤的是狮子头，长着五只山羊脚，脚在头部周围像车轮一样旋转的恶魔。

   オークが召喚したのは、王冠を載せた五ご位い鷺さぎのシルエットをした梟ふくろうの悪魔だ。

   半兽人召唤的是戴着王冠，有着五只脚的猫头鹰恶魔。

   そして、戦闘が始まった。

   然后，战斗开始了。

   「やっちまえブエル！」

   「上啊，布艾尔！」

   獣人セリアンの命令で獅し子し頭あたまがヤギの足を高速で回転させ、王冠梟へと突進する。

   在兽人的命令下，狮子头高速旋转山羊脚，向王冠猫头鹰突进。

   「ストラス！　迎え撃て！」

   「史特拉斯！迎击！」

   獅子頭と王冠梟が激突する。

   狮子头和王冠猫头鹰激烈碰撞。

   戦いは激しくなっていった。

   战斗越来越激烈。

   野次馬達もどんどん集まっていき、周囲は熱狂に包まれる。

   看热闹的人越来越多，周围被狂热的气氛包围。

   やがて勝負は決した。

   不久，胜负已分。

   獅子頭が王冠梟へ回転するヤギ足で二度蹴り、王冠梟は立ち上がれなくなった。

   狮子头用旋转的山羊脚踢了王冠猫头鹰两下，王冠猫头鹰再也站不起来。

   「雑ざ魚こ悪魔しか召喚できねえくせに喧嘩売ってんじゃねえよ豚！」

   「明明只能召唤杂鱼恶魔，少来找碴了，你这头猪！」

   「くそったれ……俺のストラスが負けただと……」

   「可恶……我的史特拉斯居然输了……」

   勝者が敗者を詰なじり、決着を見届けた群衆が歓声を上げる。

   胜者责备败者，见证胜负的群众发出欢呼。

   「やったああああああああ！　俺はあっちが勝つと思ってたんだ！」

   「太好了啊啊啊啊啊啊啊啊！我就觉得他会赢！」

   「うおおおおおお！　いいぞおおおお！」

   「哦哦哦哦哦哦哦！干得好啊啊啊啊！」

   「馬鹿野郎！　負けてんじゃねえよ！」

   「混账！怎么输了！」

   「ああやっぱ野の良らのバトルは盛り上がるわよねえええええええ！」

   「啊啊，街头的战斗果然很刺激啊啊啊啊啊啊啊！」

   腕を大きく振り上げ、唾を飛ばしながら群衆は絶叫している。

   群众高举手臂，口沫横飞地大叫。

   「な、何これ……」

   「这、这是什么……」

   「こわっ……」

   「好可怕……」

   悪魔の戦いを観戦していた群衆の異様な熱気に当てられ、緋月が隣にいる高橋の手をぎゅっと握った。

   被观看恶魔战斗的群众异常的狂热气氛所感染，绯月紧紧握住身旁高桥的手。

   「さあ勝者の特典を見せておくれ！」

   「来，让我们看看胜者的特典！」

   「食え！」

   「吃吧！」

   「食えー！」

   「吃吧！」

   食え、という言葉はどんどんと大きくなっていき、コールとなる。

   吃吧，这句话越来越大，变成了呼喊。

   熱はやがて狂気を帯び、熱狂となって伝でん播ぱしていく。

   狂热最终带着疯狂，化为狂热传播开来。

   「食ーえ！」

   「吃吧！」

   「食ーえ！」

   「吃吧！」

   「食ーえ！」

   「吃吧！」

   食え、食え、食え。

   吃吧，吃吧，吃吧。

   と、コールは渦巻いてショッピングモール内に響き渡る。

   呼喊声在购物中心内回响。

   大人だけではない。この熱狂は男も女も、老人、子供、どのような種族だろうが関係がない。

   不只是大人。这股狂热不分男女老少，与种族无关。

   「楽しいねえ……楽しいねえ……」

   「真开心……真开心啊……」

   「ねえ僕も戦わせたい！」

   「我也想战斗！」

   「もっと殺し合わせてよ！」

   「让他们继续互相残杀吧！」

   囃はやし立たてる周囲との温度差に、高橋と緋月は恐怖すら覚えていた。

   与周围起哄的群众的温度差，让高桥和绯月甚至感到恐惧。

   コールに促されるように、獅子頭の悪魔がその大きな口を開いた。

   仿佛被呼喊声催促一般，狮子头恶魔张开大嘴。

   そして、そのまま倒れた王冠梟に嚙かみ付ついた。

   然后，就这样咬住倒地的王冠猫头鹰。

   「うっ……」

   「呜……」

   「おっえーっ」

   「呕——」

   その様子を直視できず緋月は思わず目を逸そらし、高橋もまた嫌けん悪お感に顔を歪ゆがめる。

   无法直视那副景象的绯月不禁移开视线，高桥也因为厌恶感而皱起眉头。

   食ったのだ。

   吃了。

   むしゃり、むしゃり、と。

   大口大口地吃。

   肉を喰くらい、骨を砕き、内臓を引き出して食ったのだ。

   吃肉，咬碎骨头，拉出内脏吃掉。

   ぴちゃり、ぴちゃり、と。

   发出啪嚓啪嚓的声音。

   水音を立て、血を滴したたらせながら。

   发出水声，滴着血。

   ごくり、と。音を鳴らして、獅子頭は悪魔だったモノを嚥えん下かした。

   咕噜一声，狮子头将曾是恶魔的东西吞下。

   歓声が、爆発した。

   欢呼声爆发。

   「ひゃああああああああああああ！」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   「うおおおおおおおおおおおおお！」

   「唔哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦！」

   「いいぞおおおおおおおおおおお！」

   「好啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   群衆の熱狂とは裏腹に、高橋と緋月の二人は言葉を発する事ができなかった。

   与狂热的群众相反，高桥和绯月两人说不出话来。

   この狂気的な熱の中、獅子頭の悪魔に変化が起きた。

   在这疯狂的热度中，狮子头恶魔产生了变化。

   その身体からだが一回り大きくなったのだ。

   它的身体变大了一圈。

   その様子を見ていた獅子頭の悪魔の主が、歓喜の声を上げながら両腕を突き上げた。

   看着这副景象的狮子头恶魔的主人，发出欢喜的声音，高举双手。

   「ぎゃはははは！　よっしゃーレベルアップー！」

   「呀哈哈哈哈！好耶，升级了！」

   「畜生〜また一から育て直しかよ……」

   「可恶～又要从头开始培养了吗……」

   「まあ悪魔は死んでもすぐ再召喚できるんだ。また鍛えて俺のポイントになってくれや」

   「不过恶魔就算死了也能马上重新召唤。再锻炼一下，成为我的点数吧。」

   「この賽さいの河か原わらシステムだけなんとかなりゃもっと楽しいのになー」

   「要是能解决这个赛之河原系统，就会更开心了呢～」

   そうして戦いは終わった。

   就这样，战斗结束了。

   異様な熱気も、急速に冷えていく。

   异样的热情也急速冷却。

   集まっていた群衆も、戦っていた悪魔使い達も、その全てがそれまでの熱狂を忘れてしまったかのように、波が引くように、皆去っていった。

   聚集的群众和战斗的恶魔使们，全都像是忘了之前的狂热般，如退潮般离去。

   「なんだったの、今の……」

   「刚才那是怎么回事……」

   「なんだったんだろう……」

   「到底是怎么回事呢……」

   取り残されたのは、緋月と高橋だ。

   被留下来的，是绯月和高桥。

   「渋谷に来た直後、さっきだけど裏・表参道でさ」

   「刚到涩谷的时候，就在刚才的表参道和里参道。」

   ぽつり、と、高橋が呟つぶやいた。

   高桥喃喃说道。

   「ベルちゃん、ここに来た時言ってたよね。『これだけの量の悪魔が同時に顕現しているのは異様な光景だ。悪魔などヒトが御しきれるものではない。どのような顚てん末まつであれ、最後はヒトが不利益を被こうむる』って」

   「贝尔来到这里的时候说过吧。『这么多恶魔同时显现，是异常的景象。恶魔不是人类能控制的东西。无论有什么样的原委，最后都会对人类造成不利』。」

   「そうね。それもヒトが命令して、互いに戦わせあって、食べて育てるだなんて……」

   「是啊。而且还是人类命令他们互相战斗，吃掉他们……」

   そんな話をしていると。

   就在两人谈论着这些事的时候。

   


   「おう」

   「嗨。」

   


   と、声を掛ける者がいた。

   有人向他们搭话。

   同時に振り向く。

   两人同时转头。

   「ちょっとあんたら、今いいか？」

   「你们两个，现在有空吗？」

   そこにいたのは一人の少年だった。

   站在那里的是一个少年。

   その少年の特徴を挙げるとすれば、特徴がありすぎるという事だろう。

   如果要举出那个少年的特征，大概就是特征太多了。

   全体の雰囲気からは高橋や緋月と同年代の少年。

   从整体的氛围来看，是和高桥与绯月同年代的少年。

   まず目立つのは、眉間を裂くように顔面に斜めに走る巨大な縫い跡。

   首先引人注目的是，仿佛要撕裂眉间般，从脸部斜向延伸的巨大缝合痕迹。

   その縫い跡の左右で肌の色が異なる。

   缝合痕迹的左右两边，肌肤的颜色不同。

   褐色と宍しし色に分かれており、更に宍色の方は人間のような丸みを帯びた耳だが、褐色の方はエルフのような尖とがった耳であり、更に両の目もそれぞれ紅玉のように鮮やかな赤色と焦げ茶色で別れ、髪の毛も縫い跡の延長線上が赤髪と黒髪にまた分かれている。

   分成褐色和肉色，而且肉色那边是像人类般圆润的耳朵，褐色那边则是像精灵般尖尖的耳朵，再加上双眼也分别像是红玉般鲜艳的红色和焦褐色，头发也是在缝合痕迹的延长线上分成红发和黑发。

   （フランケンシュタインみたいだなあ）

   （好像科学怪人啊。）

   と、高橋は考えていた。

   高桥这么想。

   継ぎ接ぎパッチワーク。そんな言葉が自然と浮かぶ少年だった。機械化しているのかとも思ったが、どうにもそういう感じでもない。

   拼接。少年自然地让人联想到这个词汇。虽然也想过可能是机械化，但感觉也不是那样。

   「……なんか用？」

   「……有什么事吗？」

   警戒の色を浮かべながら、高橋は少年に問い掛ける。

   高桥露出警戒的神色，向少年问道。

   「なあ、そっちの金髪のエルフのあんた」

   「喂，那边的金发精灵。」

   「え、何私？」

   「咦，为什么是我？」

   「金髪はあんたしかいねえだろ……」

   「金发的只有你吧……」

   「た、確かにそうね」

   「的、的确是这样。」

   「あんた、前に俺とどっかで会った事あったか？」

   「你之前有在哪里见过我吗？」

   高橋は即座にピンと来た。

   高桥立刻就明白了。

   「緋月、こりゃあナンパだよ！」

   「绯月，这是搭讪啦！」

   「ちげーよ!?いやまじで前に一度会ったような気がして──」

   「才不是！？我是真的觉得之前有见过你——」

   少年が高橋に勢いよくツッコミを入れる。

   少年立刻对高桥吐槽。

   「完全にナンパの手口じゃん！　そりゃ緋月はおっぱいでかくて可か愛わいいよ！　良い匂いするし！」

   「这完全就是搭讪的手法嘛！绯月的胸部大又可爱！而且还有股好闻的味道！」

   「ちょっ、この馬鹿！　声がでけえっつの！」

   「喂，笨蛋！你太大声了！」

   緋月は必死に止めようとするが、高橋が止まる事はない。

   绯月拼命地想要阻止，但高桥并没有停下来。

   「でもねえ、こっちだってスーパー天才美少女ハッカーで売ってんのよ！緋ひ月づきだけじゃなくてあたしもナンパしろ！　断るけどな！　断るけど！　けど！　それでも一応礼儀ってもんがあるでしょうが！　このナンパボーイが！」

   「不过啊，我可是以超级天才美少女骇客的身份在卖的哦！不只是绯月，也来搭讪我啊！虽然我会拒绝！会拒绝！但是！就算是这样，也该有点礼貌吧！你这个搭讪男！」

   「アホ高たか橋はし！」

   「笨蛋高桥！」

   「うぐっ……！」

   「呜咕……！」

   緋月の胸を片手で唐突に鷲わし摑づかみにした高橋が、流石さすがに怒った緋月の鋭い貫ぬき手てを鳩尾みぞおちに食らった。

   高桥突然用单手一把抓住绯月的胸部，结果被绯月愤怒的贯手击中了心窝。

   周囲の人々は奇異の視線で緋月を見て、緋月は羞恥のあまり両手で顔を隠し、横隔膜に抉えぐるような応報の一撃を加えられた高橋は身体をくの字に曲げて震えている。

   周围的人们以奇异的视线看着绯月，绯月因为太过羞耻而用双手遮住脸，而被击中横隔膜的高桥则身体弯成ㄑ字形颤抖着。

   「だから別にナンパじゃねーって！　悪かったって！　確かにそう取られても仕方ねえ感じの言い方になっちゃったって思ってるって！　俺の勘違いだった！」

   「就说不是搭讪了！对不起啦！我也觉得我的说法确实会让人误会！是我搞错了！」

   チル。

   Chill。

   「それで」

   「那么……」

   落ち着いた三人は、少し離れた場所に移動し、緋月から切り出した。

   冷静下来的三人移动到稍远的地方，绯月率先开口。

   「さっきの話だけど、私はあんたに見覚えないわよ」

   「关于刚才的话题，我不记得有见过你。」

   「……まあそうか。流石に俺の顔見て忘れる奴やつはあんまいねえしな。やっぱ俺の勘違いだったわ、悪わりぃ。ちょっと記憶が混同する事があってな……」

   「……我想也是。毕竟没几个人会忘记我的脸。果然是我搞错了，抱歉。我有点记混了……」
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   高橋は思う。

   高桥心想。

   （なんか……大変なヒトなんだなぁ……）

   （总觉得……是个很辛苦的人呢……）

   続けて思う。

   接着又想。

   （その顔のこと訊ききてー、けど流石にそこはライン越えっぽいよなー）

   （好想问他的脸是怎么回事，但这样好像会跨越界线……）

   ちなみに緋月に対するあれやこれやは高橋の中ではライン越えではない。

   顺带一提，高桥认为自己对绯月的那些行为并没有跨越界线。

   信頼関係のなせるじゃれ合いだと、認識していた。緋月には確認を取っていないので悪質なセクハラである可能性はあったが、まあなんだかんだで優しいから最後は許してくれるだろうと思っていた。

   他将那些行为视为建立在信赖关系上的嬉闹。虽然没有向绯月确认过，所以有可能是恶质的性骚扰，但高桥认为绯月是个温柔的人，最后应该会原谅自己。

   「まあいい。ついでに訊きたい事があんだ。ヒトを探してる。これくらいの背の女だ。見た目は……まあ人間。年齢はそうだな、あんたらより少し下くらい」

   「算了。我有件事想顺便问一下。我在找人。是个身高差不多这么高的女生。外表……嗯，是人类。年龄嘛，大概比你们小一点。」

   言って、少年は手を宙に置いて高さを表現する。

   少年将手举到空中，比出大概的高度。

   高橋や緋月よりも頭一つ分以上小さい。

   比高桥和绯月矮一个头以上。

   「他に特徴は？」

   「其他特征呢？」

   「髪は青みがかった銀とか白でー」

   「头发是泛蓝的银色或白色——」

   「ふんふん」

   「嗯嗯。」

   「目元を隠すようなゴーグルみてーなの着けててー」

   「戴着像是护目镜的东西遮住眼睛——」

   「はいはい」

   「好好好。」

   「『メビウスプロトコル』シーズン１に出てくるシスター・チサみてーな服着てる奴だ」

   「是个穿着像是『梅比乌斯电码』第一季的修女千沙那种衣服的家伙。」

   「えっ！　あんた『メビウスプロトコル』見てるの!?」

   「咦！你有看『梅比乌斯电码』吗？」

   「やっぱ見るよね〜！　わかるぅ〜！」

   「果然有看吧～！我懂～！」

   『メビウスプロトコル』の話が出た途端、緋月と高橋の警戒レベルが下がった。

   一提到『梅比乌斯电码』，绯月和高桥的警戒等级就降低了。

   とりあえず『メビウスプロトコル』の話題を振っておけば仲良くなれる。世界平和の近道なのかもしれない。

   总之只要提起『梅比乌斯电码』的话题就能打好关系。这或许是通往世界和平的捷径。

   「俺モロー好きなんだよな」

   「我也很喜欢莫洛。」

   「そうなんだ！　私もモロー推しなのよね」

   「这样啊！我也是莫洛派的。」

   「あーやっぱナンパだ！　そういう手口なんだ！」

   「啊～果然是搭讪！原来是这种手法！」

   「ちげーよ！　悪かった、『メビウスプロトコル』の話題出した俺が悪かった。話も逸れた。んで、心当たりねえか？」

   「才不是！抱歉，提起『梅比乌斯电码』话题的我错了。话题扯远了。所以，你们有头绪吗？」

   問われ、高橋は首をひねる。

   被这么一问，高桥歪了歪头。

   彼の言う特徴を備える該当人物は、いない事もない。

   符合他描述特征的人物，倒也不是没有。

   それは──

   那就是——

   （──メイちゃんの身体を乗っ取ってるとかって話の《救世教会ギルド》の《天使アンゼ》だけど、まさかんなわけねーしなぁ……）

   （——据说是占据了梅依身体的《救世教会》的《天使》，但应该不可能吧……）

   高橋はちらと緋月を見やる。

   高桥瞥了绯月一眼。

   緋月も思い当たる節はなさそうな様子であった。

   绯月似乎也毫无头绪。

   「ごめんけど、力になれそうにないわ」

   「抱歉，我帮不上忙。」

   「私もちょっとわかんないわね……」

   「我也不太清楚……」

   「そうか、ありがとう。邪魔したな」

   「这样啊，谢谢。打扰了。」

   少年は踵きびすを返し、立ち去ろうとする。

   少年转身准备离去。

   「おいおい」

   「喂喂。」

   その背中に、高橋が声をかけた。

   高桥从背后叫住他。

   「あんちゃんヒトに訊くだけ訊いてありがとうの一言だけかい？仕事ビズってのは持ちつ持たれつギブアンドテイクっしょ？」

   「小哥，你问完人之后，连一句谢谢都没有吗？工作这种东西，是互相帮助的吧？」

   「な、なんだよ……金ならねえぞ」

   「什、什么啊……我可没钱哦。」

   「ちっちっちぃ……情報には情報でっしょ」

   「啧啧啧……情报要以情报来交换吧？」

   「別に情報もらえたわけじゃねえんだけど俺……まあいいや、何が聞きたいんだよ」

   「我并没有得到什么情报啊……算了，你想问什么？」

   高橋は一本指を立てる。

   高桥竖起一根手指。

   「一つ訊かせて」

   「让我问一件事。」

   「しょうがねえな、いいぜ」

   「真拿你没办法，好吧。」

   「あんた、今ネット繫つながってる？」

   「你现在有连上网络吗？」

   「いや繫がってねえよ」

   「不，没有连上。」

   「んー、やっぱそうか……」

   「嗯～果然是这样吗……」

   「けど繫がらねえ理由ならわかる」

   「不过，我知道连不上网络的原因。」

   「えっ!?」

   「咦！？」

   「噓うそぉ!?」

   「不会吧！？」

   緋月と高橋が、同時に驚きのリアクションを取った。

   绯月和高桥同时做出惊讶的反应。

   「渋谷市の住民は概おおむねネットを使えてる。完全に遮断されてるわけじゃねえからな」

   「涩谷市的居民大致上都能使用网络。因为网络并没有完全被阻断。」

   「まあ、流石に完全にみんな使えなくなってたらもっと酷ひどい事になってるもんね」

   「也是，要是大家都无法使用网络，情况会变得更糟糕吧。」

   「渋谷市の領域内で通信障害が起きたのは一週間前の話だ。その原因が──」

   「涩谷市的领域内发生通讯障碍，是在一周前的事。原因在于——」

   言って、少年は親指で肩の後ろを指す。そこにいたのは。

   少年说着，用大拇指指向自己的肩膀后方。在那里的是——

   「悪魔？」

   「恶魔？」

   この渋谷市で、ペット感覚で連れ歩かれ、そして時には娯楽の為ために戦わされる霊的下位存在、悪魔の姿があった。

   在涩谷市，被当成宠物带着走，有时还会为了娱乐而被迫战斗的低等灵体——恶魔的身影。

   高橋の言葉に、少年は頷うなずいた。

   听到高桥的话，少年点了点头。

   「多分な」

   「大概吧。」

   「悪魔が通信阻害してるんだ？」

   「是恶魔在妨碍通讯吗？」

   「いや、説明が悪かったな。悪魔が阻害してるっていうのともちょっとちげえ、おめーらのファミリアにもダウンロードされてんだろ？　例のアプリ」

   「不，是我说明得不好。跟恶魔的妨碍有点不同，你们的法米利亚也有下载那个APP吧？」

   緋月が宙空にホログラムディスプレイを展開し、一つのアイコンを表示させる。

   绯月在空中展开全息投影屏幕，显示出一个图示。

   「《クラヴィキュラ》よね？」

   「《克拉维丘》对吧？」

   「そう。そのアプリでこいつらは悪魔を召喚してるわけだが。それがダウンロードされてる端末は、渋谷市内にいるうちは通信状況が非常に悪くなる」

   「没错。这些家伙就是用那个APP召唤恶魔的。只要下载了那个APP，涩谷市内的通讯状况就会变得非常差。」

   少年の言葉を聞いた高橋が眉根を寄せて唸うなり声を上げる。

   听到少年的话，高桥皱起眉头发出低吟。

   「ダウンロードされてるだけで？」

   「只是下载而已？」

   「ああ。インストールも起動もしなくてもダウンロードされただけで、だ。通信不能になるまで多少時間が掛かる場合もあるけどな」

   「对。就算没有安装或启动，只要下载了就会变成这样。不过要到无法通讯的程度，有时会需要一点时间。」

   「んーむむ、ダウンロードされてると通信できない、か」

   「嗯——唔唔，下载了就会无法通讯吗？」

   そう高橋は小さく呟つぶやいた。

   高桥小声地喃喃自语。

   「消しても消えないのよね、これ」

   「就算删掉也不会消失呢。」

   「正確には消してもいつの間にかダウンロードされてるんだけどね。正直わけわかんないわ、こんなウイルス初めて見る。対策方法とか……ないよねえ？」

   「正确来说，就算删掉也会在不知不觉间被下载。老实说，我搞不懂，我第一次看到这种病毒。没有……对策方法吗？」

   ちら、と高橋は少年を見やる。

   高桥瞥了少年一眼。

   「あるぜ」

   「有哦。」

   「あるの!?」

   「有吗！？」

   「このアプリを消す方法じゃなくて、ネットに接続する方法だけどな」

   「不是删除这个APP的方法，而是连上网络的方法。」

   「そっちを先に教えんかい！」

   「你不会先告诉我这个吗！」

   捲まくし立たてる高橋に、困ったような表情を浮かべた。

   面对滔滔不绝的高桥，少年露出困扰的表情。

   「つっても俺も実際にやったわけじゃねえから聞いた話なんだが、やり方としちゃ超簡単。アプリをインストールして、起動して、悪魔を喚よび出す。そんだけ。それでネットに繫がるらしい」

   「话虽如此，我也不是实际做过，只是听说而已。做法超简单。安装APP，启动，召唤恶魔。就这样。这样好像就能连上网络了。」

   「アプリを起動……」

   「启动APP……」

   「だからこんな怪しいアプリを使って悪魔を従えてる奴らが沢山いるんだ。アプリを起動して悪魔を喚び出さなきゃネットが使えねえんだからな。そりゃどう考えても怪しいアプリだろうがやるだろ」

   「所以有很多人使用这种可疑的APP，让恶魔服从自己。因为不启动APP召唤恶魔就无法使用网络。不管怎么想都很可疑，但还是会用吧。」

   「ま、そだね。これ作った奴はどうしてもインストールさせたいっぽいな……」

   「嗯，也是。制作这个的人似乎无论如何都想让人安装……」

   よくわからないアプリを使ってネットに接続するか、それとも使わずに接続しないかの二択状況ならば、前者を選ぶ者は多いだろうと高橋は考える。

   高桥认为，如果要使用这个莫名其妙的APP连接网络，还是不使用就无法连接，那大多数人应该会选择前者吧。

   今現在これがもし悪意あるプログラムが組まれていたとしても自分だけは大丈夫だろうという心理が働く。ヒトはあるかどうかわからないリスクよりも目の前のリターンを取る。

   即使现在这个程序里被安装了恶意程序，但只要认为只有自己不会中招，就会选择前者。比起不知道存不存在的风险，人们更重视眼前的回报。

   このアプリの制作者は、ヒトの習性を理解している。

   这个APP的制作者很清楚人类的习性。

   「ネットに接続できるようになる上、召喚した悪魔どもは召喚者の命令をよく聞く。労働力にも、戦力にもなる。でもな、一つ忠告しとく」

   「不仅能连接网络，召唤出来的恶魔也会听从召唤者的命令。可以当作劳动力，也可以当作战力。不过，我给你一个忠告。」

   少年の表情も声も、真剣なものであった。

   少年的表情和声音都很认真。

   「こいつを起動するのは絶対やめとけ。これはただのアプリでも、ただのウイルスでもねえ。悪魔との契約書や召喚の儀式をパッケージ化した代物だ。一見ヒトが悪魔を上手に従えてるように見えるが──」

   「绝对不要启动这个。这既不是普通的APP，也不是普通的病毒。是将恶魔的契约书和召唤仪式打包在一起的东西。乍看之下像是人类巧妙地使唤恶魔——」

   最も早はや日常として馴な染じんでいる悪魔を見ながら、少年は続ける。

   少年看着早已融入日常生活中的恶魔，继续说：

   「悪魔との契約には碌ろくでもない対価が付き物だからな。悲惨なオチにしかならねえ事は目に見えてる。蒐しゅう集しゅうじゃなく、排除する対象の理外の神秘だ」

   「但和恶魔缔结契约，必须付出相当的代价。可以想见最后只会落得悲惨的下场。这不是该搜集，而是该排除的超自然神秘。」

   「あんた何者？　なんでそんな教えてくれるの？」

   「你是什么人？为什么要告诉我们这些？」

   「別に、俺はヒト助けが趣味なんだよ」

   「没什么，我的兴趣就是助人。」

   緋ひ月づきの問いにそれだけ答え、少年は二人に背を向けた。

   少年只回答了绯月的问题，便转身背对两人。

   「悪ぃ、邪魔したな。俺は行くわ。この辺はまだマシだけど、女二人だけでプラプラ歩いてると危ねえから気をつけろよな」

   「抱歉，打扰你们了。我先走了。虽然这附近还算安全，但两个女生单独走动还是太危险了，要小心哦。」

   「ご忠告ありがと。色々さんきゅーね」

   「谢谢你的忠告。还有其他事也谢谢你。」

   「ありがとう」

   「谢谢。」

   雑踏の中に紛れて消える少年の背を見送ってから、緋月が口を開いた。

   目送少年消失在人群之中后，绯月开口说：

   「一つ教えてとか言ってたけど色々教えてもらっちゃったわね」

   「虽然我们只问了一个问题，但他告诉我们好多事呢。」

   「やっぱ良い奴やつかもしれんな……しっかしアプリの起動がネットに繫げる方法ねえ……うーんどうしよっかなぁ……」

   「他果然是个好人……不过启动APP就能连上网络的方法啊……嗯，该怎么办呢……」

   頭を捻ひねる高たか橋はしに、緋月がちょいちょいと手で示す。

   高桥陷入沉思，绯月则用手示意某个方向。

   「あれ、シルヴァルドじゃない？」

   「咦，那不是希瓦尔德吗？」

   緋月の視線の先には、しょぼくれた表情でとぼとぼとこちらに向かって歩いてくるシルヴァルドの姿があった。

   绯月的视线前方，是希瓦尔德垂头丧气、无精打采地朝这里走来的身影。

   「しょんぼり……」

   「好沮丧……」

   俯うつむき、足取りは重く、声と態度でしょんぼり具合を表現している。美少女の見た目なのに若干全身がしわしわしている感じさえする。

   他低着头，脚步沉重，声音和态度都表现出沮丧的心情。明明外表是美少女，却给人一种全身皱巴巴的感觉。

   「どったのシル姉。しょんぼりしてるヒトがしょんぼりって言ってる所初めて見たけど」

   「怎么了，希尔姐？我第一次看到沮丧的人说他很沮丧。」

   「シルヴァルドどこ行ってたの？」

   「希瓦尔德，你刚才去哪里了？」

   渋い顔をしながら、シルヴァルドが答える。

   希瓦尔德一脸苦涩地回答：

   「お菓子を買いに行ったら支払いできなくて追い返されたんじゃ……」

   「我去买点心，结果付不出钱被赶出来了……」

   「さっき自分のもネットに繫がらないって言ってたじゃない」

   「你刚才不是说自己的手机也连不上网络吗？」

   緋月は言って、呆あきれた表情を浮かべる。

   绯月说着，露出傻眼的表情。

   ２０９９年現在では、基本的にどの都市でも電子貨幣制度が主流だ。

   在2099年的现在，基本上每个都市都以电子货币制度为主流。

   ネットに繫がっていない状態の現在、端末自体に金額をチャージしておく方式でもなければ、支払い方法は限られてしまうのである。

   在无法连上网络的现在，如果不是事先在手机里充值金额的方式，支付方法就有限。

   「そうだよねー……ネットが使えないとそもそも都市内の経済活動自体が停滞、最悪停止しかねない。この通信網は、アプリをインストールして起動しないと普通に生活するのもままならないんだ……インストールすると何が起きるかわからないと言っても、死ぬよりはマシだからみんなインストールしちゃう。このアプリを使わせる為だけにこんな大掛かりな事仕組んだのか……」

   「说得也是……如果不能上网，都市内的经济活动本身就会停滞，最糟的情况下甚至会停止。这个通讯网如果不安装应用程序启动，就连正常生活都办不到……虽然说安装后不知道会发生什么事，但总比死掉好，所以大家都安装了。为了让大家使用这个应用程序，才策划了这么大规模的事件吗……」

   高橋はブツブツと呟きながら、暫しばらくの間黙って考え込む。

   高桥一边喃喃自语，一边暂时陷入沉思。

   その後、顔を上げ、言った。

   之后，她抬起头说：

   「うん。あたしやっぱ入れるわ、このアプリ」

   「嗯。我还是安装这个应用程序吧。」

   「はぁ!?」

   「啊！？」

   と、緋月が素っ頓狂な声を上げた。

   绯月发出惊呼。

   「高橋あんた自分で入れちゃだめって言ってたじゃない！　それにさっきのヒトも絶対入れるんじゃね─ぞ的な事言ってたし……」

   「高桥，你不是自己说不能安装吗！而且刚才那个人也说绝对不能安装……」

   「でも、入れなきゃ満足に活動できないよ。お金使えないのは致命的でしょ」

   「可是，不安装就无法正常活动了。不能用钱是致命伤吧。」

   「それにしたって……」

   「就算是这样……」

   「どっちにしろ、外から中身覗のぞくだけじゃ限界がある。インストールしてみないと術式がどんな作用するかもわからない。ちゃんと解析するには一回使ってみないとね」

   「不管怎样，光是从外面窥探内容还是有极限。不安装的话，也不知道术式会有什么作用。要仔细分析的话，必须用一次看看。」

   「いや高橋が入れる必要ないでしょ。どっちかっていうと私が入れた方がいいんじゃない？　あんまり役に立てそうにないのに付いてきちゃってるし」

   「不，高桥没必要安装吧。真要说的话，我来安装比较好吧？我明明派不上什么用场，却跟来了。」

   「緋月は大事な戦力でしょ。入れるならあたし」

   「绯月是重要的战力吧。要安装的话，我来。」

   「私を戦力に数えないで欲しいんだけど……」

   「希望你别把我算进战力里……」

   「儂わしのＰＤＡに入れてみりゃいいんじゃないか？　壊れても買い直せばいいじゃろ──ベルトールが」

   「安装到老夫的PDA里不就好了？坏掉的话再买新的就好——贝尔多尔会买的。」

   「あの継つぎ接はぎボーイは悪魔の契約書って言ってた。流石さすがにたとえ話とか誇張表現だと思うけど、もし仮に本当だとすると。多分ファミリアの有無は関係ないし、シル姉でも危ない。魂の契約だからね」

   「那个拼装男孩说这是恶魔的契约书。虽然我想那只是比喻或夸饰，但假如他说的是真的，那大概跟有没有法米利亚无关，希瓦姐姐也很危险。因为是灵魂的契约。」

   霊的下位存在である悪魔は、召喚される際にヒトの魂と契約を結ぶ。契約の内容は様々だが、往々にして一方的に悪魔が有利なものとなるのだ。

   属于灵魂低等存在的恶魔，在被召唤时会与人类的灵魂缔结契约。契约内容五花八门，但往往都是对恶魔单方面有利。

   「じゃあ高橋も危ないんじゃないのか？」

   「那高桥也很危险吧？」

   シルヴァルドの言葉に、うんうん、と緋月が首肯する。

   绯月点头同意希瓦尔德的话。

   「この中で一番この手のソフトに理解度が高いのはあたしだし、対処もしやすい」

   「我们之中最了解这类软件的人是我，也比较好应付。」

   「何か対策でもあるの？」

   「你有什么对策吗？」

   「あーごめん、対策っていうか、悪魔と契約した際にもしもの事態が起きてもなんとかできる自信があるの」

   「啊～抱歉，与其说是对策，应该说就算和恶魔缔结契约，发生什么万一，我也有自信能解决。」

   「ほーう」

   「哦～」

   「最近ベルちゃんと共同で魂に関連するソフトを設計してて、悪魔の契約もほとんどは魂関係だから多分だけどこの辺勉強してる知識が役に立つと思う。ベルちゃんからも知識叩たたき込まれたし」

   「最近我和小贝尔一起设计了与灵魂相关的软件，恶魔的契约也几乎都与灵魂有关，所以我想我学习的知识应该能派上用场。而且小贝尔也教了我很多知识。」

   「高橋がそう言ってベルトールが教えとるなら大丈夫じゃな」

   「既然高桥这么说，贝尔多尔也教过你，那就没问题了。」

   「まあ高橋勉強できるし……そう言うなら……でもやっぱ」

   「毕竟高桥很会念书……既然你都这么说了……不过还是有点……」

   「最悪緋月の女神パワーもあるし大丈夫っしょ」

   「最坏的情况还有绯月的女神之力，应该没问题吧。」

   「私の能力そんな万能じゃないんだけど……」

   「我的能力才没那么万能……」

   「んじゃ、ちょっくら入れてみっか」

   「那就稍微安装看看吧。」

   高橋は袖まくりをして気合を入れる。

   高桥卷起袖子，鼓起干劲。

   未知のソフトウェアを自分のファミリアにインストールする事に対する忌避感や不安感といったものはなかった。

   她对于将未知的软件安装到自己的法米利亚一事，没有丝毫的忌讳或不安。

   むしろワクワクしているくらいだ。

   反而还感到兴奋。

   それは彼女の霊竄士エーテルハッカーとしてではなく、ネットジャンキーとしての性サガのようなものだ。有名な極悪ウイルスを解析する為ためにわざとファミリアに入れて対策を講じたりというのは基本である。

   那并非出于她身为灵窜士的身份，而是身为网络成瘾者的天性。为了分析有名的恶毒病毒，故意安装到法米利亚中，再拟定对策，这是基本中的基本。

   「本当は卓上型がいいんだけど、あたしの人造精霊ちゃん達で観測しやすいからファミリアで入れるとして、隔壁パーテーション使って仮想環境で動作させるのはマスト」

   「其实我比较想用桌上型电脑，但我的人造精灵们比较容易观测，所以就用法米利亚来安装，然后用隔板在虚拟环境中运作。」

   高橋の周囲にウィンドウが多数展開。

   高桥周围展开了许多视窗。

   「ん？」

   「嗯？」

   その中の一枚、術式が書かれたウィンドウをじっくりと眺めた後に、高橋は緋月を手招きする。

   高桥仔细地盯着其中一个写着术式的视窗，然后向绯月招手。

   「緋月、ちょいちょい」

   「绯月，过来一下。」

   「なになに？」

   「怎么了？」

   ウィンドウには《クラヴィキュラ》の術式を視覚化したコード・グラフィック・マップが表示されており、緋月はその一部に目を通す。

   视窗上显示着将《密钥》的术式视觉化的代码图形地图，绯月浏览着其中一部分。

   「この部分は降霊術の術式ね」

   「这个部分是降灵术的术式。」

   「あーなるほど！」

   「啊～原来如此！」

   緋月が見たのは《クラヴィキュラ》を構成する呪文の集合体、術式の一節。

   绯月看到的是构成《密钥》的咒文集合体，术式的一节。

   緋月は降霊術に関しては一いっ家か言げんある女だ。その知識量は専門家もかくやといった所であり、高橋も信頼を置いている。その彼女が言うのであるなら間違いない。

   绯月是对于降灵术有独到见解的女人。她的知识量甚至不输专家，高桥也十分信赖她。既然她都这么说了，那就不会有错。

   「でもここだけ独立してるっぽいし、暗号化されててどう作用するのかまではわからないわね……そもそも召喚術のアプリケーションなのに降霊術の術式組むの変ね」

   「不过只有这部分是独立的，而且经过暗号化，所以不知道会有什么作用……说到底，明明是召唤术的应用程序，却编入了降灵术的术式，这点也很奇怪。」

   「ストレイかゾンビか……でもデバッグ用の術式が残留してるって感じでもないんだよなー。そもそもこの術式自体ほぼ完璧。ヒトの臭いが全くしないくらい無機質。人造精霊でももう少し可か愛わいげのある術式組むのに。こんなん書ける奴が見落とすかな……」

   「是流浪恶灵还是僵尸呢……不过感觉也不像是残留了调试用的术式呢～说到底，这个术式本身几乎完美无缺，无机质到完全没有人的味道。就算是人造精灵，也会编出更可爱的术式。能写出这种东西的人会看漏吗……」

   まず彼女が行ったのは、ファミリア内に隔離した仮想環境を構築することだ。隔離された仮想環境でなら仮にウイルスだったとしても隔壁で区画分けした上で閉鎖してあるので、メインの感染は防げる。

   首先她要做的，是在法米利亚内部构筑隔离的虚拟环境。如果是在隔离的虚拟环境中，就算真的是病毒，也因为被隔墙区隔开来，所以可以防止主要感染。

   構築した仮想環境の作業画面に、即座に悪魔召喚アプリ《クラヴィキュラ》がダウンロードされる。別個の独立したファミリアとして振る舞ってエーテルネットワークに接続している為だ。仮想環境内では魔法補助用のデバイスとしての性能は著しく低下するが、今は特にそのデメリットも問題はない。

   在构筑好的虚拟环境作业画面中，恶魔召唤应用程序《克拉维库拉》立刻被下载下来。这是因为它作为独立的法米利亚，连接到了乙太网络。虽然在虚拟环境中的魔法辅助用装置性能会显著下降，但现在这个缺点并不会造成问题。

   「よし、やりますか」

   「好，开始吧。」

   実行キーを入力するとファミリア上に、このアプリケーションは保護されていないソフトウェアであり、危険が及ぶ可能性がある云うん々ぬんと警告文が表示されるが、高橋は無視してアプリケーションのインストールを進める。

   输入执行键后，法米利亚上显示了「这个应用程序是未受保护的软件，可能会有危险」的警告信息，但高桥无视这些信息，继续安装应用程序。

   「うげ」

   「呃。」

   次に表示された画面を見て、高橋はめんどくさそうに舌を出した。

   看到接下来显示的画面，高桥一脸嫌麻烦地吐了吐舌头。

   表示されているのは、契約書だ。

   显示出来的是契约书。

   


   第１条：総則

   第1条：总则

   本契約書は、悪魔召喚アプリケーション《クラヴィキュラ》（以下「本アプリ」）を利用する者（以下「ユーザー」）と、霊的下位存在（以下「悪魔」）との間において、ユーザーが本アプリを用いて悪魔を召喚し、利用することを同意した場合に成立するものとする。

   本契约书为恶魔召唤应用程序《克拉维库拉》（以下简称「本应用程序」）的使用者（以下简称「使用者」）与低等灵存在（以下简称「恶魔」）之间，当使用者同意使用本应用程序召唤恶魔并加以利用时成立。

   第２条：契約の対価

   第二条：契约的代价

   ユーザーは、悪魔が提供する恩恵の対価を悪魔に提供する義務を負う。ユーザーが提供する対価の具体的内容は、悪魔の裁量によって決定されるものとし、ユーザーはこれに異議を唱える事はできないものとする。

   使用者负有向恶魔提供代价的义务，作为恶魔提供恩惠的代价。使用者提供的代价的具体内容，由恶魔酌情决定，使用者不得对此提出异议。

   第３条：召喚の意義

   第三条：召唤的意义

   ユーザーは、本アプリを通じて悪魔を召喚し、その力を──

   使用者透过本应用程序召唤恶魔，利用其力量——

   


   長々しく細かい文字がずらりと並んでおり、最後に「同意する」「同意しない」の項目がある。

   上面密密麻麻地列着一大串冗长的文字，最后有「同意」和「不同意」的选项。

   第３条の頭で高橋の脳が理解をやめた。

   高桥的脑袋在看到第三条的开头时就放弃理解了。

   回りくどく長々しい説明書を読むのは好きだが、契約書や規約の類を読むのは脳が拒絶する性質たちなのだ。苦手なものは身体からだが受け付けないタイプなのである。

   虽然她喜欢阅读冗长的说明书，但她的脑袋拒绝阅读契约书或规范之类的东西。她属于身体无法接受自己不擅长的东西的类型。

   「緋ひ月づき様ぁ〜これ読んでくだせぇ〜」

   「绯月大人～请您读一下这个～」

   「はいはいどれどれ？」

   「好好好，我看看？」

   高たか橋はしは宙空に画面を投影し、緋月に見せる。

   高桥将画面投影到空中，让绯月看。

   「契約書ね。えーと……？」

   「是契约书啊。呃……？」

   緋月はざっと契約書に目を通す。

   绯月大致浏览了一下契约书。

   ちなみにシルヴァルドは画面内の密集した文字列を見た瞬間に読むのを諦めていた。

   顺带一提，希瓦尔德在看到画面上密密麻麻的文字列的瞬间就放弃了阅读。

   「ふんふん、大事になりそうな部分を要約すると。『これをインストールした時点でこの契約書に同意したことになるよ』『悪魔の召喚は召喚者の肉体、魂、精神に影響を及ぼす可能性があるよ』『召喚者は契約の対価を悪魔に提供する義務があり、対価の内容は悪魔が決めるよ』『一度契約が成立すると契約が解除できないよ』『契約の権利を他人に譲渡・共有できないよ』『このアプリの使用による損害は悪魔やアプリ作成者は一切責任を負わないよ』ってとこかしら」

   「嗯嗯，把可能会很重要的部分总结一下，就是『安装本程序即视为同意本契约书』、『恶魔的召唤可能对召唤者的肉体、灵魂、精神造成影响』、『召唤者有义务向恶魔提供契约的代价，代价的内容由恶魔决定』、『契约一旦成立就无法解除』、『契约的权利不能转让、共有给他人』、『使用本程序造成的损害，恶魔及程序制作者概不负责』这样吧。」

   「要約してもなげーな」

   「就算总结了还是好长啊。」

   「しょうがないでしょ。結構ガチガチなんだものこの契約書」

   「没办法啊。这份契约书写得相当严谨。」

   高橋と違い、緋月はこの手の契約書や規約を読んで要点を理解し、言語化するのが得意だ。それも恐ろしく早い。

   绯月和高桥不同，擅长阅读这类契约书或规范，理解重点并化为言语，而且速度非常快。

   逆に機械等の説明書を読むのは非常に苦手である。

   相反地，她非常不擅长阅读机械等物品的说明书。

   なので高橋は緋月と出会ってから契約書や規約を代わりに読んでもらうし、緋月は高橋に説明書を読んでもらうというやり取りが多いのである。

   因此高桥自从认识绯月之后，契约书或规范就经常请绯月代为阅读，绯月也经常请高桥帮忙阅读说明书。

   「やっぱ魂に関係する所あるかーわかっちゃいたけど……対価って魔力かな？」

   「果然和灵魂有关啊，虽然我早就知道了……代价是指魔力吗？」

   「やめる？」

   「要放弃吗？」

   「まさか。とりあえず人造精霊こねこねした疑似魂こん魄ぱくを再パッケージ化して嚙かませてから三重……いや四重に暗号化パス通して契約させるか。これで擬似魂魄をあたしと誤認識してくれればいいんだけど」

   「怎么可能。总之先捏捏人造精灵的拟似魂魄，重新打包后让它咬住，然后通过三重……不，四重暗号化密码让它缔结契约吧。希望这样能让它误以为拟似魂魄是我就好了。」

   様々なソフトを同時に起動し、操作した後に高橋は契約書の同意ボタンを実行。

   高桥同时启动各种软件，操作之后按下契约书的同意按钮。

   高橋の視界、網膜投影型ホログラムディスプレイ内に一瞬だけ下から上へ呪文が高速で流れ、インストールが完了する。

   高桥的视野，网膜投影型全息显示器内，咒文瞬间从下往上高速流动，安装完成。

   《クラヴィキュラ》のインターフェイスが表示された。

   《克拉维库拉》的界面显示出来。

   「これが《クラヴィキュラ》……」

   「这就是《克拉维库拉》……」

   高橋は他の二人に見えるように、霊素エーテルを媒介にして宙空に《クラヴィキュラ》のインターフェイスを映す。

   为了让其他两人也能看到，高桥以灵素为媒介，在空中映出《克拉维库拉》的界面。

   「悪魔を喚よび出すって割にはなんかシュッとしたデザインね」

   「虽然是用来召唤恶魔的，但设计得还挺简洁的呢。」

   緋月の言葉通り、《クラヴィキュラ》のインターフェイスは実に洗練されており、ある種無機質さを感じさせるようなものになっている。

   正如绯月所说，《克拉维库拉》的界面非常洗练，给人一种无机质的感觉。

   「機能美重視で余計なもんがついてないのはドワーフのエンジニアが作ったＵＩみたいな感じあるな。間違いなくエルフじゃない。エルフのＵＩってなんであんな引き算できないんだろう……寿命長いからごちゃってても気にならんのかな」

   「重视机能美，没有多余的东西，感觉就像矮人工程师做的UI。这肯定不是精灵做的。精灵的UI为什么那么不会减法设计呢……是因为寿命长，所以就算乱七八糟也不在意吗？」

   「その発言大丈夫なやつ……？」

   「你这发言没问题吗……？」

   高橋のスレスレな発言に緋月は気を揉もむ。

   高桥的危险发言让绯月感到不安。

   インターフェイス内の項目に、「召喚」ボタンが表示されており、いくつかの説明文も書かれている。

   界面内的项目显示着「召唤」按钮，还写着几段说明文。

   「……何々、『召喚される悪魔は個人の魂の資質により形状が変化します』ふーん……んで、召喚と悪魔の維持に微量だけど魔力を消費すると。おけおけ。よし、押すよ」

   「……我看看，『召唤出来的恶魔会根据个人灵魂的资质改变形状』哦……然后召唤和维持恶魔会消耗微量的魔力。OKOK。好，我按了。」

   高橋がボタンをタッチする。

   高桥按下按钮。

   次の瞬間、高橋の正面の地面に魔法陣が展開された。

   下一瞬间，高桥正面的地面展开了魔法阵。

   魔法陣は回転し、光を放ち、光は白から金に、金から虹色の光となる。

   魔法阵旋转，发出光芒，从白光变成金光，再变成彩虹色的光芒。

   「私なんかこういうのゲームで見たことあるわ……」

   「我好像在游戏里看过这个……」

   「ガチャの昇格演出じゃねーか！」

   「这不是转蛋的升级特效吗！」

   光が爆発した。

   光芒爆炸。

   眩くらんだ視界が徐々に回復していき、そこにいたのは──

   眩目的视野逐渐恢复，出现在那里的是——

   「卵……？」

   「蛋……？」

   正確には足と尻尾が生えた、両手で抱えられる程のサイズの卵だ。

   正确来说是长着脚和尾巴，大小可以用双手抱住的蛋。

   「きゃー可愛い〜！」

   「呀～好可爱～！」

   緋月が一見するとその愛らしい悪魔の見た目に歓喜の声を上げているが、高橋の視線は懐疑的だ。

   绯月看到恶魔可爱的外表，发出欢喜的声音，但高桥的眼神却充满怀疑。

   「可愛いかぁ？」

   「可爱吗？」

   「可愛いでしょ！　丸くて！」

   「很可爱吧！圆圆的！」

   「丸いのが可愛いならイシマルくんでも可愛いとか言いそうだな緋月……」

   「如果圆圆的很可爱，那石丸同学也会被说可爱吧，绯月……」

   「ていうか高橋あんたそんなんなのに意外と可愛い悪魔出てくるのね」

   「话说回来，高桥，你明明是这种人，却召唤出意外可爱的恶魔呢。」

   緋月は卵型の悪魔を抱きかかえる。

   绯月抱起蛋型恶魔。

   「うるさいよ！　あたしも中学くらいんときは悪魔大百科とか読よみ漁あさってそういうのに傾倒してた時期があったけど、こんな見た目の悪魔アルネスやアースにいたっけかな……」

   「吵死了！我初中时期也有一段时期沉迷于恶魔大百科之类的，但有这种外表的恶魔阿尔内斯和亚斯吗……」

   「悪魔は元々形のない存在じゃからの。過去にモチーフやモデルになっていない形状の悪魔がおっても不思議ではない。悪魔の形を作るのはヒトの想像力じゃ。というかおどろおどろしい見た目の奴は大抵凶悪じゃから気をつけたほうがいいぞ」

   「恶魔原本就是无形的存在。就算过去有形状没有成为主题或原型的恶魔也不奇怪。恶魔的形状是人类的想象力创造的。话说外表吓人的家伙大多都很凶恶，最好小心点哦。」

   高橋はインターフェイス上に表示された、卵の悪魔の情報を斜め読みする。

   高桥浏览着显示在界面的蛋型恶魔的情报。

   「悪魔にもレベルとかステータスとかあるんだ……強いのか弱いのかわからんけど弱そうだな。レベル１だし。他の悪魔を喰くらう事で経験値を得てレベルが上がり、強くなる……ふんふんふんふん、召喚した悪魔が死亡するとまたレベル１の状態で再召喚される、と。んで……連れ歩きや戦闘させるとポイントが加算されてくみたい」

   「恶魔也有等级和状态值啊……虽然不知道是强是弱，但看起来很弱呢。毕竟才等级1。通过吞噬其他恶魔获得经验值提升等级，变强……嗯嗯嗯嗯，召唤的恶魔死亡后会以等级1的状态重新召唤。然后……带着它走或让它战斗好像会增加点数。」

   「ポイント？」

   「点数？」

   「〝Ｄポイント〟だって、どうせデビルとかデーモンとかそんな捻ひねりのないポイントでしょ。個人の獲得ポイントと累計ポイントねえ……本格的にゲームみたいだなぁ。名前は自分で付けられるのか……まあこれは付けない方がいいね」

   「是『D点数』，反正就是恶魔或魔鬼之类的直白点数吧。个人获得点数和累计点数……真的像游戏一样呢。名字可以自己取吗……不过还是别取比较好。」

   「なんで名前付けない方がいいの？」

   「为什么不要取名字比较好？」

   緋月の疑問に答えるのは、高橋ではなくシルヴァルドだ。

   回答绯月疑问的不是高桥，而是希瓦尔德。

   「名前を付ける、という行為は存在を世界に固定するという事になる。じゃから悪魔みたいな曖昧な存在に名前を付けてしまうとよりその存在の確度が高まる……有あり体ていに言えば強くなるって事じゃな。魔法の名前、魔名が存在するのもそういう理由じゃと以前ベルトールが言っとったのを覚えとる」

   「取名字的行为，等同于将存在固定于世界。所以为恶魔这种暧昧的存在取名字，会提高其存在的准确度……说得明白点就是会变强。以前贝尔多尔说过，魔法的名字——魔名的存在也是基于这个理由。」

   「強くなっていいんじゃないの？」

   「变强不是很好吗？」

   「別にあたしこの悪魔で戦わせるとかしないし……」

   「我又不会让这个恶魔战斗……」

   「まあ、それもそうね……」

   「嗯，这么说也是……」

   「このアプリの制作者は悪魔同士を戦わせて強くするように仕向けてる意図が見えるし、インストールまではともかくそこに乗っかるのはまずいと思うんだよね。召喚者と契約されてる状態だから大丈夫だとは思うけど、いきなりこっちに攻撃でもしてきたら洒しゃ落れにならないし」

   「这个APP的制作者意图让恶魔之间战斗，使恶魔变强。安装也就算了，要是顺着他的意图走就糟了。虽然恶魔处于和召唤者缔结契约的状态，应该不会有事，但要是突然攻击我们，那可不是开玩笑的。」

   「そんなとこまで考えてるとはやっぱあんた結構頭いいのね……普段あんなだけど……」

   「居然连这种事都考虑到了，你果然很聪明呢……虽然平常是那副德性……」

   「へへへっ」

   「嘿嘿嘿！」

   高橋は緋月に褒められてこっ恥ずかしいのを隠す為ために大げさに人差し指の側面で鼻を擦るジェスチャーをした。

   高桥被绯月称赞，为了掩饰害羞，夸张地用食指侧面摩擦鼻子。

   「おー！　しゅげー！　マジで繫つながった！　悪魔を召喚すれば繫がるって話はマジだった！　仮想環境の維持にリソース割いてるから魔法補助としての機能はだいぶ制限されるけどまあそこはトレードオフか……」

   「哦——！好厉害——！真的连上了！召唤恶魔就能连上网络是真的！虽然为了维持虚拟环境，分配了资源，所以辅助魔法的功能受到相当大的限制，不过这也是权衡之计吧……」

   ネット環境に接続されているか確認した高橋は、開いたウィンドウを閉じていく。

   高桥确认是否连上网络后，关掉开启的视窗。

   「お、悪魔を待機状態にする機能もあるのか。生成量以下だとは思うけど維持するのに魔力食うみたいだし、魔力容量少ないあたしちゃんにとっては問題だし」

   「哦，还有让恶魔进入待机状态的功能吗？虽然应该会比生成量少，但维持似乎会消耗魔力，这对魔力容量少的我来说是个问题。」

   高橋が待機の項目をタッチすると、緋月が抱えている卵悪魔の姿が光になって消え、待機状態となった。

   高桥触碰待机的项目，绯月抱着的卵恶魔便化为光消失，进入待机状态。

   「あーあ、可か愛わいかったのに」

   「唉，明明很可爱的说。」

   「とりあえず、こっちはこっちで《天使アンゼ》ちゃんの調査を進めつつベルちゃん達と連絡取り合って合流しよう」

   「总之，我们这边就一边调查『天使』，一边和小贝儿他们取得联系，会合吧。」

   その言葉に、他の二人は頷うなずきで返答とした。

   其他两人点头回应这句话。

   「ん？」

   「嗯？」

   一拍置いて、シルヴァルドが疑問の表情を浮かべる。

   希瓦尔德迟了一拍，露出疑问的表情。

   「それはベルトール達が悪魔召喚してネット使えてないと駄目なんじゃないのか？」

   「那不就表示贝尔多尔他们召唤了恶魔，必须用网络才行吗？」

   「……あ！」

   「……啊！」

   「アホ……」

   「笨蛋……」

   


   ◆

   ◆

   


   「帰してくれよ！　ここはどこだよ！」

   「放我回去！这里是什么地方！」

   獣人セリアンの男が目隠しをされ、椅子に拘束されている。

   兽人男子被蒙住眼睛，绑在椅子上。

   「七番目の戒律に姦かん淫いんすんなってあるよね。悪魔的には破っちゃえって感じだけど、流石さすがにボクの身体からだ目当てで付いてくるのは引いちゃうなー。絶対サセてあげないよ！」

   「第七条戒律是禁止奸淫对吧。虽然恶魔会想破戒，但要是有人为了我的身体而跟来，我可是会退避三舍哦～我绝对不会让你得逞的！」

   地下室をピンクの霊素反応灯エーテルネオンが薄暗く照らす。

   粉红色的灵素反应灯，幽幽地照亮地下室。

   狭い地下室の中央に置かれた薄汚れた手術器械台の上には、注射器にメスやハンマー、ペンチ、万力やチェーンソーなどが置かれている。

   狭窄的地下室中央，放着一张肮脏的手术台，上面摆着针筒、手术刀、铁锤、钳子、老虎钳和电锯等物品。

   「俺が悪かったから！赦ゆるしてくれ！　やめてくれ！」

   「是我不好！饶了我吧！住手啊！」

   「やめても何もまだなんもしてないんだけど……」

   「什么住手，我什么都还没做啊……」

   「契約通りちゃんとシティネットにあのソフト流すように話通したじゃねえか！」

   「我不是照着契约，把那个软件传到City Network了吗！」

   「だから、その契約の通り債権を回収しにきたんだよ」

   「所以我才依照契约，来回收债权啊。」

   「え……？」

   「咦……？」

   「契約書でガチガチに固めないとボク──というかボク達は君達に手出しできないんだ。君みたいな虫相手に何もできないくらいボク達は弱い。だから甘い言葉で近付いて、契約を交わしてもらう。契約の範囲内ならボク達は好き勝手できるからね」

   「要是不把契约书写得密密麻麻，我——应该说我们是没办法对你们出手的。我们就是弱到对像你这样的虫子束手无策，所以才会用花言巧语接近你们，让你们签下契约。因为只要在契约范围内，我们就能为所欲为。」

   「契約って……こんな事になるなら俺は……」

   「契约……早知道会变成这样，我就……」

   「あーもういいからそれ。ちなみにあのマッサージ店なら店長の君がいなくても回ってるみたいだから安心してね。むしろ仕事しないくせに偉そうな奴やつが消えて喜んでるかも」

   「啊～够了，别再说了。顺带一提，那间按摩店就算没有你这个店长，好像也经营得下去，所以你大可放心。不如说，大家或许还很高兴明明没在工作，却摆出一副了不起模样的家伙消失了呢。」

   指をパチン、と鳴らした。

   她弹了一下手指。

   「じゃあもう、食べていいよ」

   「那么，你可以开动了。」

   影の中から漏れ出るように、部屋の隅にいた一体の悪魔が男の前に現れた。

   原本待在房间角落的其中一只恶魔，从影子中现身，来到男子面前。

   大きな口で、巨大な臼歯が生はえ揃そろった歯茎を剝むき出だしにした目のない悪魔だ。

   那是一只没有眼睛的恶魔，它张开血盆大口，露出长满巨大臼齿的牙龈。

   「だけどゆっくり、時間をかけてね。ヒトの肉なんて食べてもボク達の栄養にはならないけど、食べられる恐怖っていうのは極上の食事なんだから。じゃあ祈ろうか、この食べ物を与えてくださり、日々の糧かてを与えてくださる事に──」

   「不过，你要慢慢吃哦。虽然吃人类的肉无法成为我们的养分，但品尝被吃掉的恐惧，可是最棒的享受。那么，就来祈祷吧。感谢上天赐予我们食物，感谢上天赐予我们每日的食粮——」

   「やめて！　やめて！　ああ！　そんなところから食うんじゃねえよおおおおおお！」

   「住手！住手！啊啊！不要从那里开始吃啊啊啊啊啊啊！」

   「あらら……言い終わる前に食べ始めちゃったよ……」

   「哎呀呀……我话还没说完，他就开始吃了……」

   そう言うと、悪魔に食べられる獣人セリアンの男性への興味を失い、地下室から出ていく。

   语毕，她对被恶魔吃掉的兽人男子失去兴趣，离开了地下室。

   最後に手を合わせ、指を組んでこう呟つぶやいた。

   最后，她双手合十，十指交握，轻声低喃：

   「第五の封印は解かれた。もう少しでボク達の世界が始まるんだね」

   「第五封印被解开了。再过不久，我们的世界就要开始了。」

  

 
  
   


   
    第二章　星を見る少女とその宇宙に広がる真理と位相

    第二章　观星少女与遍布宇宙的真理与相位

   

   


   


   「まさか買い物の途中でエーテルネットワークに接続できなくなるとは……」

   「没想到买东西途中会无法连上乙太网络……」

   そうやや疲労を感じさせて呟くのはマキナだ。

   玛姬娜略显疲惫地低语。

   渋谷市セントラルタウンに存在する総合商業施設『SHIBUYA666』の中にあるUNI4RO渋谷店から、マキナ、ベルトール、メイの三人は出てきた。

   玛姬娜、贝尔多尔和芽衣三人，刚从涩谷市中央区的综合商业设施『SHIBUYA666』中的UNI4RO涩谷店走出来。

   渋谷市でも最大の商業施設であるSHIBUYA666──通称６６６内は様々な店舗が犇ひしめいており、同時にそれを目当てに来る客も多く、最も人口密度の高いエリアだ。

   SHIBUYA666是涩谷市最大的商业设施，通称666，里头挤满了各种各样的店铺，同时也有许多客人为了这些店而来，是人口密度最高的区域。

   「ベルトール様が事前にＰＤＡにチャージしてくださっていたお陰で事なきを得ました……」

   「幸好贝尔多尔大人有事先帮PDA充值，才能平安无事……」

   メイに着せる服を買う寸前でエーテルネットワークが接続不能になったのだ。

   在帮芽衣买衣服前，乙太网络就无法连上了。

   それは、別の場所で高たか橋はし達が接続不能になったのとほぼ同時であった。

   几乎就在同一时间，高桥等人也在其他地方无法连上乙太网络。

   人通りが多いので、三人はUNI4ROから少し離れた階段の近くへと移動する。

   由于人潮众多，三人移动到离UNI4RO稍远的楼梯附近。

   「それにしても流石はマキナだ。よくぞここまでメイの魅力を引き上げたな」

   「不过真不愧是玛姬娜，竟然能把芽衣的魅力提升到这种程度。」

   「それはもう。メイにどんなお洋服が似合うか常日頃から妄想しておりましたので！」

   「那当然，因为我平常就一直在妄想芽衣适合穿什么样的衣服！」

   マキナは思う。自分にとっての妹分とこうして再会し、主君や同胞と一緒にまた生活ができる事がどんなに幸福な事であろうか、と。

   玛姬娜心想，能和自己视为妹妹的女孩重逢，和主君及同胞一起生活，是多么幸福的事。

   ベルトールとマキナの視線が一点に注がれる。

   贝尔多尔和玛姬娜的视线集中在一点。

   「ん……」

   「嗯……」

   そこには、顔を紅潮させて俯うつむくメイの姿があった。

   梅依红着脸低下头。

   「あんまりじろじろ見ないで……恥ずかしいわ」

   「不要一直盯着我看……很害羞耶。」

   メイの新たな装よそおいはマキナが気合を入れて選んだものであり、元々儚はかなげで可愛らしいメイの魅力を更に引き立てるものとなっている。

   梅依的新衣服是玛姬娜精心挑选的，将她原本就梦幻可爱的魅力衬托得更加动人。

   「それで、まずはメイの最優先クエストを達成したわけですが……」

   「那么，梅依的最优先任务已经达成了……」

   「疑問だったのだけれど、最優先だったの……？　服を買うのが……？」

   「我有个疑问，买衣服是……最优先任务吗……？」

   「当然であろう」

   「那当然。」

   自信満々なベルトールの言葉に、本当かしら……？　という視線を向けるメイを見ながら、マキナは笑みをこぼした。

   贝尔多尔说得自信满满，梅依则用「真的吗……？」的眼神看着他。玛姬娜见状，不禁笑了出来。

   マキナは宙空に一枚の画像ファイルを表示する。

   玛姬娜在半空中显示一张图片。

   画像は視覚情報を通じてファミリア内に静止画像あるいは動画として保存するファミリア標準搭載のソフトを使って撮影されたものである。

   这是透过视觉情报，将静止图片或视频保存在法米利亚内的法米利亚标准搭载软件拍摄的。

   写っているのは、ナナ子像に跨またがっている黒髪のメイ──

   图片上是跨坐在娜娜子像上的黑发梅依——

   「《明みょう星じょう》。彼女の行方を探し、目的を阻止し、メイの魂を解放する」

   「《明星》。找出她的下落，阻止她的目的，解放梅依的灵魂。」

   「そうだな。だが通信ができない以上は、姉上達と一度合流する必要がある」

   「是啊。不过既然无法通讯，就必须先和姐姐她们会合。」

   「はい。メイと出会えましたし、シルヴァルド卿きょう達にも現状を報告しませんとね」

   「是啊。既然已经找到梅依了，也得向希瓦尔德卿他们报告现状才行。」

   「シルヴァルドと会うのが楽しみだわ」

   「真期待见到希瓦尔德。」

   「ええ。他にも私達のお友達も一緒にいますから、後で紹介しますね。皆いい子ですから、きっとメイもすぐ仲良くなれますよ」

   「是啊。还有其他朋友也在，之后再介绍给你认识。大家都是好孩子，你一定很快就能跟她们成为好朋友。」

   「友達……」

   「朋友……」

   メイの声が一気にトーンダウンした。

   梅依的语气一下子变得消沉。

   「……別に、いらないわ。マキナとベルトールと、シルヴァルドがいるならそれでいい。知らないヒトは、いらない」

   「……我不需要。有玛姬娜、贝尔多尔和希瓦尔德就够了。我不需要不认识的人。」

   「もう、この子ったら……」

   「这孩子真是的……」

   「メイよ」

   「梅依啊。」

   ベルトールがその場に屈かがみ、メイと視線を合わせる。

   贝尔多尔当场蹲下，与梅依视线相对。

   「其方そなたがあまり交友関係を広げたがらないのは承知している」

   「余明白你不太想拓展交友关系。」

   「……」

   「……」

   じっと見つめるベルトールの視線に耐えられなかったのか、メイはすぐに視線を外す。

   梅依似乎承受不住贝尔多尔的凝视，马上别开视线。

   「だが今は五百年前でも、此処ここは余が政まつりごとを布しいていた国でもない。変わらねばならぬのだ。余も、そして其方そなたもな」

   「但如今既不是五百年前，此处也不是余治理的国家。余和你都必须改变才行。」

   「変わる……」

   「改变……」

   呟く声は、弱々しい。

   梅依喃喃低语，声音微弱。

   メイは強い。総合的な戦闘能力、特に魔法戦では六魔侯でもトップクラスの実力者だし、それはマキナが一番よく理解している。

   梅依很强。综合战斗能力，尤其是魔法战，她在六魔侯中也是顶尖高手，这点玛姬娜最清楚不过。

   だがその精神性は余りにも脆もろく、幼さを残す事もまたよく知っていた。

   但她也知道梅依的精神层面非常脆弱，仍残留着稚气。

   不死は肉体に引っ張られ、精神面の成長が鈍化ないしは停滞する傾向にある。メイは特にその傾向が顕著であり、精神的にも見た目通りで、内向的で他者との関わりを避けがちだ。ベルトールと六魔侯の面々を除けば、ごく僅かな従者にしか心を開いていなかった。

   由于肉体不会死亡，精神层面的成长容易变得迟缓或停滞。梅依的倾向尤其显著，精神层面也和外表一样内向，容易避免与他人接触。除了贝尔多尔和六魔侯以外，她只对极少数的随从敞开心扉。

   「マキナの言ったように彼奴あやつらは人柄も良く能力も非常に優秀だ。メイともすぐに打ち解けるであろう」

   「玛姬娜说得没错，那些人不仅人品好，能力也非常优秀。相信很快就能和梅依打成一片。」

   「でも、私……私が仲良くできるかわからない」

   「可是，我……我不知道能不能和他们好好相处。」

   「大丈夫ですよ、メイ」

   「没问题的，梅依。」

   マキナは優しく、メイの背中を包むように抱きしめる。

   玛姬娜温柔地从背后抱住梅依。

   「メイはいい子なんですから。誰とだってすぐに仲良くできますよ」

   「梅依是个好孩子，一定很快就能和任何人打成一片。」

   「……そうかな」

   「……是吗？」

   「そうですよ」

   「是啊。」

   マキナはそんな優しい言葉を掛けつつ多少シリアスな空気を醸かもしながら、メイの頭頂部に鼻を当てて目一杯吸い込む。

   玛姬娜一边说着温柔的话语，一边酝酿出些许严肃的气氛，将鼻子凑近梅依的头顶，用力吸气。

   メイの頭はとてもいい匂いがし、リラックス効果がある。

   梅依的头非常香，有放松的效果。

   マキナは昔からことあるごとにこうやって隙を突いてメイ吸いをしており、メイにはバレていないつもりだったが、普通にバレていた。

   玛姬娜从以前开始，一有机会就会像这样趁梅依不注意时吸她的头。她以为自己没被发现，其实早就露馅了。

   「はぁ……落ち着く……」

   「呼……好放松……」

   「よし」

   「好。」

   と言ってベルトールが立ち上がる。

   贝尔多尔说着站起身。

   ベルトールもマキナのメイ吸いの事は知っており、現在も気付いているが、メイも特に嫌がってないし二人の間柄に口を挟むのも野暮というものと思い特に何も言う事はない。

   贝尔多尔也知道玛姬娜吸梅依头的事，现在也注意到了，但梅依并不讨厌，他觉得插嘴干涉她们的关系很不识趣，所以什么也没说。

   そもそも六魔侯含むほとんどの面メン子ツがそういうスタンスなので気付かれていないと思っているのはマキナだけであった。

   说到底，包含六魔侯在内，几乎所有人都抱持这种态度，所以只有玛姬娜以为没被发现。

   「連絡が取れない姉上達と合流するにしても《明星》の足取りを追いつつのほうが効率がよかろう。それで異論なければそのように進めるとする」

   「要和联络不上的姐姐们会合，追着《明星》的足迹走比较有效率。如果你们没有异议，就照这个方针进行。」

   「わかりました」

   「我知道了。」

   「構わないわ」

   「无所谓。」

   意思統一の確認がされ、三人は行動を開始した。

   确认意见一致后，三人开始行动。

   ６６６からすぐ東にあるセントラルタウンへ移動。

   他们从666号岛移动到位于东方的中央城。

   ヒトの多く集まるセントラルタウンが、一番情報を集めやすいという理由だ。

   因为人潮聚集的中央城最容易收集情报。

   セントラルタウンの入り口はヒトの往来が一番多いだけあって、そこには客引きキャッチや、路上販売者、占い師といった定位置に留まって商売を行っている者が多い。

   中央城的入口人潮最多，有很多揽客的、路边摊贩、占卜师等固定在某个位置做生意的人。

   「つまりそういったヒト達なら《明星》を目撃してる可能性が高い、と。そういう事ね」

   「也就是说，那些人很有可能目击到《明星》。是这样吧？」

   「うむ。そういう事だ」

   「嗯，就是这样。」

   「なるほど……」

   「原来如此……」

   メイは少し考えた後、こう言った。

   梅依稍微思考后，这么说：

   「聞き込み……私にやらせて」

   「打听情报……让我来吧。」

   メイのその言葉に、マキナとベルトールは互いに顔を合わせた。

   听到梅依这句话，玛姬娜和贝尔多尔互看一眼。

   「うむ！　大役見事果たしてみせよ！」

   「嗯！好好完成这个重责大任吧！」

   「頑張ってくださいねメイ！」

   「加油哦，梅依！」

   応援の言葉と共に、ベルトールは《明星》の画像ファイルが入ったＰＤＡをメイに渡す。

   贝尔多尔在鼓励梅依的同时，将装有《明星》图片档案的PDA交给她。

   現在メイはファミリアを装備していない。ファミリアを装備しているのは《天使アンゼ》が操っている器の方であり、今のメイの肉体は魂から形成したものだからである。

   现在梅依身上没有装备法米利亚。因为装备法米利亚的是《天使》操纵的容器，而梅依现在的肉体是从灵魂形成的。

   メイはセントラルタウンの入り口にある大型魔導書店『大だい聖せい堂どう』の近くにいた派手な格好の飲み屋の客引きキャッチの男に話しかける。

   梅依向位于中央城入口的大型魔导书店「大圣堂」附近，打扮花俏的酒馆男店员搭话。

   ベルトールとマキナの二人は、少し離れた場所からメイの様子を窺うかがっている。

   贝尔多尔和玛姬娜两人在稍远处观察梅依的状况。

   「いきなりああいうチャラチャラした見た目のヒトに話しかけに行くとは……いやヒトは見た目で判断してはいけないのは勿もち論ろんなのですが、偏見とかなさそうですねメイは」

   「突然就去向那种看起来轻浮的人搭话……虽然不能以貌取人，但梅依似乎没有偏见呢。」

   「案外ああいう輩やからが知っている……みたいな事もあるやもしれんな」

   「说不定……意外地那种人会知道呢。」

   「いやー聞き込み一発目で目当ての情報を引き当てるなんて都合のいい事ありませんよお」

   「不～不可能第一次问就问到想要的情报啦。」

   「ふっ、それはそうだな」

   「呵，说得也是。」

   あはははは、と和やかな笑いが二人の間で起きた。

   两人之间响起「啊哈哈哈哈」的和乐笑声。

   「ん？」

   「嗯？」

   「何やらメイがこちらを向いて手招きしていますよ」

   「梅依好像在对我们招手耶。」

   二人はメイと客引きキャッチの方へと向かっていくと、客引きキャッチが軽い調子で手を上げた。

   两人走向梅依和店员，店员轻佻地举起手。

   「ういーっす、あんたらもこの子探してる系なんスか？」

   「嗨～你们也是在找这孩子的人吗？」

   砂袋を背負った老人の姿をした悪魔を連れた若い狼おおかみ型獣人セリアンの客引きキャッチが、メイが提示した《明星》の画像を、掛けていたサングラスをズラして見ながらそう言った。

   年轻狼型兽人揽客员带着背着沙袋、外表是老人的恶魔，把脸上的墨镜挪开，看着梅依出示的《明星》图片这么说。

   メイが見せている画像は先程マキナがファミリアで撮影したものを、霊素エーテルを介さない物理ケーブルによる通信でＰＤＡにコピーしたものである。

   梅依出示的图片是刚才玛姬娜用法米利亚拍摄的，透过不使用灵素的物理线路通讯复制到PDA里的。

   「まさか本当に一発で引き当てるとは、やりおるな……」

   「没想到真的第一次就问到了，真有一套……」

   「なかなかやりますねメイ……」

   「梅依真厉害……」

   褒めるベルトールの言葉に、メイは表情の変化は少ないながらも得意げであり。

   听到贝尔多尔的夸奖，梅依的表情虽然没什么变化，却显得很得意。

   「それで、〝も〟というのは？　余らの他に此奴こやつを探っている者がいるのか？」

   「那么，『也』是什么意思？除了我们以外，还有人在找这家伙吗？」

   ああ、と客引きキャッチの男は頷うなずく。

   揽客员点头说「对啊」。

   「そん時はバリキャリ風のお姉さんだったッスね〜」

   「那时候是个干练的姐姐呢～」

   「ふむ……其方そなたは此奴を知っているのか？」

   「唔……你知道这家伙吗？」

   と、ベルトールはＰＤＡに写っている《明星》を視線で示す。

   贝尔多尔用视线示意PDA上的《明星》。

   「うい。『のす☆すた』って店で見たッスよ」

   「知道。我在『NOS☆STARS』看到的。」

   「そのお店どこにあるんですか？」

   「那家店在哪里？」

   マキナの問い掛けに、面倒くさそうな視線を向ける。

   玛姬娜问道，揽客员用嫌麻烦的眼神看着她。

   「自分で調べてくださいッスそんくらい……調べるのが面倒なのは理解できるッスけど何でも他人から聴いて教えてもらうだけじゃなく自分で調べる癖付けたほうがいいッスよ」

   「这点小事请自己调查……虽然我明白调查很麻烦，但凡事都依赖别人，不如养成自己调查的习惯比较好哦。」

   「すみません……ネットに繫つながらなくて」

   「不好意思……因为网络连不上。」

   「あー、通信障害ッスか。このアプリインストールしたら繫がるようになるッスよ。あんたも入ってるっしょ？」

   「啊～是通讯障碍吗？只要安装这个APP就能连上了。你也有安装吧？」

   男は悪魔を指差す。

   男人指着恶魔。

   「えっ、そうなんですか!?」

   「咦？是这样吗！？」

   マキナはばっと振り向いてベルトールに視線を送る。

   玛姬娜猛然回头看向贝尔多尔。

   しかしベルトールは無言で首を振る。

   贝尔多尔却默默摇头。

   魔王ベルトール、セキュリティ意識の高い男である。

   魔王贝尔多尔是个资讯安全意识很高的男人。

   「……というわけなので」

   「……就是这样。」

   「まあ変なアプリなのには間違いねえッスからね……そのセキュリティ意識の高さは誉れ高いッス。ちょっと待ってくださいッス。あ、ケーブルあります？」

   「哎，那的确是奇怪的APP……你那高度的资讯安全意识值得赞赏。请稍等一下。啊，有传输线吗？」

   「あ、はい」

   「啊，有。」

   マキナはポケットからケーブルを取り出し、端子をハンカチで拭いてから男に渡す。

   玛姬娜从口袋拿出传输线，用手帕擦过接头后递给男人。

   男は自分のファミリアにケーブルを差し込み、マキナのファミリアと相互接続。店の情報を渡してからケーブルを外した。

   男人将传输线插进自己的法米利亚，与玛姬娜的法米利亚相互连接。传送店家资讯后，他拔掉传输线。

   「『のす☆すた』ってどういうお店なの？」

   「『NOS☆STARS』是什么样的店？」

   一見すると可か憐れんで純真そうな美少女であるメイの瞳に見据えられ、客引きキャッチの男はやや言いづらそうにしている。

   被乍看之下楚楚可怜又纯真的美少女梅依盯着看，揽客的男人显得有些难以启齿。

   「……あー、なんつーかマッサージ店ッスねー。あんなとこにあんなちっちゃい子がいるのは珍し……くはあんまねえッスけど、妙に印象に残ってるッス。俺もたまに行くんスよね、癒やし？　ってーの求めて」

   「……啊——该怎么说呢，就是间按摩店。那种地方有那么小的孩子实在很稀……好像也不是，总之就是莫名令人印象深刻。我偶尔也会去那里寻求治愈？」

   男は大人な配慮をしているが、目の前にいるのは彼の数十倍は生きている不死である。

   揽客的男人顾虑到梅依的年纪，但眼前的不死者可是活了他几十倍的时间。

   「店にいた、という事だが働いていたのか？」

   「你说她出现在店里，所以是在那里工作吗？」

   「いや、そういうわけじゃねえッス。あそこの店長と一緒にいたのを見たって感じッスねー……って」

   「不，不是那样。只是听说有人看到她和那里的店长在一起……」

   言いながら、客引きキャッチの男はメイをまじまじと見返す。

   揽客的男人边说边仔细打量梅依。

   「そっちの子に似てるッスけど、姉妹かなんかッスか？」

   「她和那个孩子长得很像，是姐妹吗？」

   メイは恥ずかしそうにマキナの背中に身を隠す。

   梅依害羞地躲到玛姬娜背后。

   「そんな所だ。情報提供感謝する」

   「这样啊。感谢你提供情报。」

   「んじゃあお礼にうちの店寄ってってくださいッス。割引するから」

   「那请来我们店里一趟当作谢礼吧。我会给你折扣。」

   「寄らんが、忠告で手打ちとしよう」

   「我不会去，不过就当作是忠告吧。」

   「忠告ッスか？」

   「忠告？」

   ベルトールの言葉に、男は怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

   贝尔多尔的话令男人面露疑惑。

   「其方そなた、何故なぜ悪魔を引き連れている？」

   「你为何带着恶魔？」

   「何故って……荷物持ちとか用心棒に便利ッスからね。誰がこんなウイルスじみたアプリばらまいたのか知らねえッスけど、実際助かってるとこ多いんスよ。命令なんでも聞くッスから。それにこいつがねえとそもそも何故かネットにも接続できねえッスしね」

   「为什么……因为很方便，可以帮我提东西或当保镖啊。虽然不知道是谁散布这种病毒般的APP，但真的帮了我很多忙。而且不管什么命令都会听。再说要是没有这家伙，不知为何连网络都连不上。」

   「いくら便利であろうと、其奴そやつらが悪魔である事実は変わらん。そして悪魔とは、どれだけ献身的であろうと最後は契約者に破滅を齎もたらす。負の信仰を糧かてとする性質上、そういうシステムとなっているのだ。例外なくな」

   「不管再怎么方便，他们身为恶魔的事实不会改变。而恶魔不管再怎么牺牲奉献，最后都会为契约者带来破灭。以负面信仰为粮的性质，使他们成为这样的系统。没有例外。」

   ベルトールは男の傍かたわらに佇たたずむ悪魔に視線を向ける。

   贝尔多尔看向伫立在男人身旁的恶魔。

   砂袋を背負った老人の悪魔は、何も言わず、何もせず、ただ黙って瞬まばたきすらせず真まっ直すぐに前だけを見つめている。

   背着沙袋的老人恶魔什么也没说，什么也没做，只是沉默地连眼睛也不眨一下，直直地盯着前方。

   無感情に。

   不带任何感情。

   「それを努ゆめ々ゆめ忘れるな」

   「这点你千万不能忘记。」

   「は、はいッス……」

   「好、好的……」

   ベルトール達三人はその場から立ち去る。

   贝尔多尔三人离开现场。

   男は、ヒトの波に飲まれて見えなくなるまでその背中を視線で追っていた。

   男人的视线追着他们的背影，直到被人群淹没看不见为止。

   「……」

   「……」

   男は自分の悪魔を一いち瞥べつする。

   男人瞥了自己的恶魔一眼。

   相変わらず、悪魔は何を言う事もなくただ真っ直ぐ前だけを見ている。

   恶魔还是一样什么也没说，只是直直地盯着前方。

   ベルトールの真剣な声に威圧されたのか、すぐに男は《クラヴィキュラ》を立ち上げて、悪魔を戻した。

   或许是被贝尔多尔认真的声音震慑，男人立刻启动《密钥》，将恶魔送回。

   難航すると思われていた《明みょう星じょう》への手掛かりを入手し、セントラルタウンの大通りを三人は歩く。

   三人得到了原本以为会陷入僵局的《明星》线索，走在中央市区的大街上。

   「『のす☆すた』……セントラルタウンの大通りから少し離れた所にあるみたいですね」

   「『NO S☆TA』……好像离中央市区的大街有点距离。」

   マキナは先程客引きキャッチの獣人セリアンからもらった地図を宙空に表示する。

   玛姬娜将刚才揽客兽人给的地图显示在半空中。

   ベルトールがそれを横から覗のぞき込む。

   贝尔多尔从旁探头看。

   「ふむ……娼しょう館かん区域にあるようだな」

   「嗯……看来是在娼馆区。」

   「それにしてもその……マッサージ店で情報収集ですか……」

   「话说回来……要在按摩店收集情报吗……」

   マキナは『のす☆すた』の店舗情報を表示する。

   玛姬娜显示『NO S☆TA』的店铺情报。

   店のホームページは非常にごちゃついたレイアウトであり、『ご予約』『新フレーバー入荷！雪せつ活かつ香こうで疲労退散！』『会員限定割引期間開始』『過去七百人を施術！　店舗移動させられる事十三回！　期待の小悪魔系新人入店！』『施術に愛はいらない!?帝王式マッサージ術開始！』などの文字が躍り、画面下部には顔を隠した女性施術スタッフの写真が載っている。

   店家的首页设计非常杂乱，『预约』、『新口味上市！雪活香消除疲劳！』、『会员限定优惠期间开始』、『过去服务七百人！被迫转移店铺十三次！备受期待的小恶魔系新人入店！』、『施术不需要爱！？帝王式按摩术开始！』等文字跃然纸上，画面下方则放着遮住脸的女性施术人员的照片。

   「これ本当にただのマッサージ店なんですか……？」

   「这真的是普通的按摩店吗……？」

   「……？　そう書いてあるわ。マッサージ店の看板を掲げているのによもやウドン屋のはずがないでしょう？」

   「……？上面是这么写的。都挂出按摩店的招牌了，总不可能是乌冬面店吧？」

   「いえあのそういう事ではなく……いいです、はい。そんな事は置いといて、どうやって情報収集しましょうか……」

   「不，我不是那个意思……算了，好。先不管那个，要怎么收集情报呢……」

   「迷宮を下りねば宝は得られぬと言うだろう」

   「俗话说，不入虎穴焉得虎子。」

   「ベルトール……何か策があるみたいね」

   「贝尔多尔……你好像有什么对策呢。」

   「ふっ、当然だ……」

   「呵，当然……」

   ベルトールは前髪を搔かき上あげる。

   贝尔多尔撩起浏海。

   


   「余が潜入するしかあるまい！」

   「只能由朕潜入了！」

   


   ベルトールは高らかに、言い放った。

   贝尔多尔高声宣言。

   「潜入するのはお客として？」

   「你要以客人的身份潜入吗？」

   「うーん……あまりベルトール様にはそういうお店に近付いてほしくないというか、解釈違いというか……私としてはとても反対したいのですが……」

   「嗯……该说我不希望贝尔多尔大人接近那种店吗，还是该说解释有误呢……我个人非常反对……」

   フッ、とベルトールは不敵な笑みを浮かべる。

   贝尔多尔「呵」地露出无畏的笑容。

   「何を言っている、客ではない。働き手としてだ！」

   「你在说什么，朕不是客人，而是以工作人员的身份潜入！」

   「働き手ぇ!?」

   「工作人员！？」

   マキナが逆に表向きになるのではと思うほどに裏返った声で驚く。

   玛姬娜惊讶地大叫，声音高亢到让人怀疑她是不是想反过来把脸遮住。

   「虎穴に入らずんば虎子を得ず。これは前世界のアースの言葉だが、古今東西世界さえ隔てようともリスクを取らねばリターンは得られんからな」

   「不入虎穴焉得虎子。这是前世界的亚斯的谚语，但就算跨越了古今东西世界，不冒险就无法得到回报。」

   「ベルトールが働くの……？　私が言うのもあれだけれど、大丈夫なの？」

   「贝尔多尔要工作……？虽然我这么说有点那个，但没问题吗？」

   「フッ、未いまだ面接に通った事はないが、多分大丈夫であろう！　来たばかりの頃は言わば経験値が不足していた状態であった。が！　様々な経験を経て余のレベルも相当に上がっている。その気になれば面接も多分、大丈夫だろう」

   「呵，虽然至今还没通过面试，但大概没问题吧！刚来的时候，说起来就是缺乏经验值的状态。不过！经历过各种经验后，朕的等级也提升了不少。只要有那个意思，面试大概也没问题吧。」

   よくわかっていないなりにメイはベルトールの言葉を自分なりに咀そ嚼しゃく、理解に努める。

   尽管不太明白，梅依还是用自己的方式咀嚼贝尔多尔的话，努力理解。

   「いけませんベルトール様、そのようないかがわしいお店に潜入の時点であれなのに……！　あまつさえ働くだなどと！」

   「贝尔多尔大人，万万不可。光是潜入那种可疑的店就已经很不妙了……！居然还要工作！」

   「いかがわしい？　マッサージ店にいかがわしい要素があるの？　私はよくわからないけれど、さっきからマキナの様子がおかしいわ。マッサージにいかがわしい要素なんてあるはずがないわ」

   「可疑？按摩店哪里可疑了？虽然我不太清楚，但玛姬娜从刚才开始就怪怪的。按摩不可能有什么可疑要素。」

   「えっ、いやあの、それはなんと言いますか……そういうわけではないんですけど……」

   「咦？不，那个，该怎么说呢……不是那样的……」

   マキナは視線を逸らしながらもごもごと言いい淀よどむ。

   玛姬娜别开视线，支支吾吾地含糊其辞。

   「ベルトール様が潜入する必要はないのでは？　見た所男性向けのマッサージ店ですし、男性客が多いでしょうから私が適任なのでは？」

   「贝尔多尔大人没必要潜入吧？看起来是男性取向的按摩店，男性客人应该比较多，我比较适合吧？」

   メイに任せるという選択肢は最初から用意していなかった。

   玛姬娜打从一开始就没考虑过交给梅依。

   「何を言っている。だからこそ余が行くのだろう？」

   「你在说什么？所以朕才要去啊。」

   「……？」

   「……？」

   マキナはベルトールの言っている意味がわからず、頭をひねる。

   玛姬娜歪着头，不明白贝尔多尔的意思。

   その様子を見ていたメイが、くすりと笑った。

   梅依见状，轻笑出声。

   「それはそれとして、ベルトールはマキナに知らない誰かを触って欲しくないのだわ」

   「先不说这个，贝尔多尔是不希望玛姬娜被不认识的人碰啦。」

   「へっ？」

   「咦？」

   一瞬だけマキナの思考が停止する。

   玛姬娜的思考瞬间停止。

   「あっ」

   「啊！」

   そして気づいた。

   然后她发现了。

   「あ〜〜…………………………………………………………………………嬉うれしいです……」

   「啊～～…………………………………………………………………………好开心……」

   顔と髪を真っ赤にして、マキナは顔を覆い隠した。

   玛姬娜满脸通红，用手遮住脸。

   魔力で周囲の霊素エーテルも活性化しているらしく、マキナの周囲で弾はじける燐りん光こうのような霊素エーテルはどこかハートの形をしているようにも見える。

   魔力似乎也活化了周围的灵素，玛姬娜周围迸发的燐光状灵素看起来有点像心形。

   ベルトールの放った言葉以上の意味はないだろうとマキナは自分を戒めるが、それでも主君が自分の事を慮おもんぱかってくれたというその事実がマキナには嬉しかったのだ。

   玛姬娜告诫自己，贝尔多尔的话应该没有其他意思，但即使如此，主君为自己着想的事实还是让她很开心。

   「あーっ！熱あっつ！　顔熱っつ！　なんか今日暑くないですか!?」

   「啊——！好烫！脸好烫！今天是不是有点热啊！？」

   赤らめた顔を冷やすように、マキナはパタパタと手で顔を扇いだ。

   玛姬娜用手对着红通通的脸搧风，试图让脸冷却下来。

   「見てベルトール。マキナが恥ずかしがっているわ」

   「看啊，贝尔多尔。玛姬娜害羞了。」

   「フッ。愛うい奴やつよ」

   「呵，真是可爱的家伙。」

   マキナを見て、二人が微ほほ笑えむ。

   两人看着玛姬娜，露出微笑。

   「おほん」

   「咳咳。」

   紅潮して熱くなった顔を手で扇ぎながら、わざとらしくマキナは咳せき払ばらいをする。

   玛姬娜用手搧着发烫的脸，刻意清了清喉咙。

   「そ、それでもですね。如何いかにベルトール様の端麗な容姿が性を超越した美しさを誇っていたとしても、このお店で採用される事は難しいのではないでしょうか。男性ですし」

   「就、就算如此，贝尔多尔大人再怎么拥有超越性别的美貌，要被这间店录取还是很困难吧？毕竟您是男性。」

   「マキナよ、それは流石さすがに余を見み縊くびりすぎだ」

   「玛姬娜啊，你太小看朕了。」

   「と、言うと……？」

   「您的意思是……？」

   「もしかして……」

   「难道……」

   マキナはまだわかっていないようだったが、メイはベルトールの意図を汲くんでいるようだった。

   玛姬娜似乎还没理解贝尔多尔的意思，但梅依好像已经明白了。

   「男が採用されないのであれば──」

   「既然不录用男性——」

   ベルトールは腕を伸ばす。

   贝尔多尔伸出手臂。

   


   「──女になればよいではないか！」

   「——那变成女性不就行了！」

   


   そして堂々と、魔王は言い切った。

   然后堂堂正正地断言。

   「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

   「咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦咦！？」

   「やっぱり……」

   「果然……」

   マキナは口を大きく開けて絶叫し、メイは静かに頷うなずいた。

   玛姬娜张大嘴巴尖叫，梅依则静静地点了点头。

   「ちょちょちょ、ちょっと待って下さいベルトール様。理解が追いついていないので一言だけ言わせてください」

   「等、等、等一下，贝尔多尔大人。我的理解跟不上，请让我讲一句话。」

   「そうね……あまりに突飛な発言すぎるからマキナがビシッと言ってあげるといいと思うわ。ベルトールはいつも真面目だけれど、たまに発想がおかしいもの」

   「是啊……这发言太突然了，玛姬娜就直说吧。贝尔多尔虽然总是很认真，但偶尔想法会很奇怪。」

   「そんなの……」

   「那种事……」

   マキナは拳を握りしめ、わなわなと震わせながら言った。

   玛姬娜握紧拳头，颤抖着说：

   「そんなの──ご褒ほう美びじゃないですかッッッッッッ！」

   「那种事——根本是奖励啊啊啊啊啊啊！」

   「なんで……？」

   「为什么……？」

   メイは想定していなかったマキナの言葉に困惑している様子であった。

   玛姬娜出乎意料的发言，令梅依一脸困惑。

   「なんでって私かなり長い間ベルトール様に女性の格好をしていただく妄想をしておりましたから」

   「问我为什么，因为我妄想过很长一段时间，希望贝尔多尔大人打扮成女性。」

   「えぇ……」

   「咦咦……」

   「何を言っているのだマキナは……」

   「玛姬娜你在说什么啊……」

   とんでもない告白をするマキナに対し、メイは勿もち論ろんの事、女になればいい発言をしたベルトールでさえも言葉少なだ。

   玛姬娜的惊人告白令梅依哑口无言，就连说出『变成女性不就行了！』这种话的贝尔多尔也沉默了。

   「ベルトール様の女体化ジャンルは私超絶地雷なのですけど、女装ベルトール様はマジどちゃどちゃ好物でして」

   「贝尔多尔大人的女体化题材对我来说是超级地雷，但女装贝尔多尔大人我超喜欢的。」

   「私はよくわからないのだけど……ベルトールを女体化するのも、ベルトールに女の子の格好をさせるのも同じじゃないかしら……？」

   「我不太懂……让贝尔多尔变成女性，和让贝尔多尔打扮成女性不是一样吗……？」

   「全然違いますよ！」

   「完全不一样！」

   メイの言葉にマキナはギアを一つ上げた。

   梅依的话令玛姬娜激动起来。

   「でもやはり元のベルトール様の勇壮さと麗うるわしさを両立させた御姿を知るのは限られるじゃないですかですから同好の士が長らくいなかったわけで私の頭で想像する他なかったわけでですね女体化というポストモダンポップカルチャーなアプローチを避けるのはそれ自体がアンチ・アート的デコンストラクションなわけで主観的にはトランスグレッシブアートの一つなんですですからベルトール様の美をフェミニティ的アプローチで具象化する事はヒロイン像のアイロニーとして機能しており既存アーキタイプのサブヴァーシブ的ロールとしてのトートロジードグマが──はっ……!?」

   「不过，知道贝尔多尔大人原本的勇猛和美丽兼具的身姿的人毕竟有限，所以长久以来都没有同好，只能靠我的脑袋想象，所以要避免女体化这种后现代流行文化式的手法，本身就会变成反艺术的解构主义，从主观来看是进步艺术的一种，用女性化手法将贝尔多尔大人的美具象化，能发挥女主角形象的讽刺功能，作为既有原型的附属角色的同义反复教条——啊……！？」

   自分がどこぞの元社長秘書現社長のような物言いで、早口で捲まくし立たてていた事に気付き、マキナは自分を取り戻した。

   玛姬娜发现自己像某前社长秘书现任社长一样，滔滔不绝地讲个不停，这才回过神来。

   「あの……」

   「那个……」

   ベルトールとメイの視線が妙に刺さる気がする。

   贝尔多尔和梅依的视线莫名刺人。

   どう言い訳したものかと一瞬にして思考を回した結果、口から出た言葉は次のようなものであった。

   玛姬娜瞬间思考该如何解释，结果说出了以下这番话。

   「そのような話をマンションの住人の飼い猫が話していました……」

   「是公寓的住户养的猫告诉我的……」

   「そういう事にしておこう」

   「就当作是这样吧。」

   「そういう事にしておくわ」

   「就当作是这样吧。」

   そういう事になった。

   就这么决定了。

   「と、とにかく。私にお任せください。ベルトール様をどこの社交界にお出ししても恥ずかしくない立派な淑女に仕立ててみせましょう。何せ私はメイの教育係としての実績があります故！」

   「总、总之交给我吧。我会把贝尔多尔大人训练成不管出席哪个社交场合都不会丢脸的淑女。毕竟我可是有教育梅依的实绩！」

   「行くのは社交界ではなくマッサージ店だがな」

   「要去的不是社交场合，而是按摩店就是了。」

   「それはいいけれど、実際問題ベルトールを女の子にするとしても無理が出るんじゃないかしら？」

   「是无所谓啦，但实际问题在于要把贝尔多尔变成女孩子，会不会太勉强了？」

   ベルトールはというと、その艷やかな長い黒髪のせいで、背後から遠目に見れば女性らしく見えるかもしれない。

   贝尔多尔有着一头艳丽的黑色长发，从背后远远看去或许会以为是女性。

   が、顔立ちも整っているとはいえ、人間の女性とするには平均よりも大幅に背が高く、筋肉質な美青年の人間といった風貌だ。

   然而，虽说五官端正，但以人类女性来说，他的身高比平均值高上许多，看起来更像肌肉结实的美青年。

   「背の高い人間の女性とするには、骨格レベルで無理がある気がするわ」

   「要变成高挑的人类女性，感觉在骨骼上就有困难。」

   「まあ確かに骨格や身体からだ付きに関してはどうしようもありませんね……」

   「的确，骨骼和身材是无法改变的……」

   「いや、その辺りは問題ない。なんとかなるだろう」

   「不，这方面不成问题。总会有办法的。」

   ベルトールが言葉を続ける。

   贝尔多尔接着说：

   「そもそも余とてこのままの姿でいけるとは思っておらん。就職活動とはその者の持つ能力以上にまずその見た目から入るからな」

   「余本来就不认为能以现在的模样应征。求职活动首先看的就是外表，而不是本人的能力。」

   「そうなの？」

   「是这样吗？」

   「うむ。メイは知らぬのも仕方がない。視覚情報が他者に与える影響というのは甚だ大きい。ラフな格好でと言われて本当にラフな格好で面接に行ったら落とされる、そういうものだ。余は苦い就活経験からそれを学んでいる」

   「嗯。梅依不知道也无可厚非。视觉资讯对他人造成的影响非常大。如果面试官要求穿得休闲一点，就真的穿得很休闲去面试，一定会被刷掉。余从痛苦的求职经验中学到了这一点。」

   話が逸それたな、とベルトールは言って、続ける。

   贝尔多尔说「话题扯远了」，接着说：

   「余は何も無策で言い出したわけではない。ちゃんと対策を講じてある」

   「余并非毫无对策，而是有确实拟定好对策才这么说的。」

   「なに？」

   「什么？」

   「ベルトール様に何か秘策が……？」

   「贝尔多尔大人有什么妙计吗……？」

   「うむ。姉上の《人化》の魔法を使うのだ」

   「嗯。余要用姐姐大人的《人化》魔法。」

   姉上。

   姐姐大人。

   つまり黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルドの事である。

   也就是黑龙侯希瓦尔德。

   勿論人間であるベルトールと真正の竜種であるシルヴァルドに血縁関係はなく、あくまで形式的なものだ。

   贝尔多尔是人类，希瓦尔德是真正的龙族，两人当然没有血缘关系，只是形式上的姐弟。

   そして正真正銘竜であるシルヴァルドは、人間の姿に肉体を変化させる魔法を使用しているのである。

   而货真价实的龙族希瓦尔德，能够使用将肉体变化为人类的魔法。

   「確かにシルヴァルドは元々竜だものね。《人化》の魔法を使って少女の姿になっているのなら確かに身体を変えられるけど……使えるの？　単純に見えてかなり高度な術式だった覚えがあるわ」

   「希瓦尔德原本的确是龙族，用《人化》魔法变成少女的模样，的确能改变身体……但你用得了吗？我记得那魔法看起来单纯，术式却相当复杂。」

   「フッ、メイよ。余を誰と心得る。魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。それ即すなわち余である。姉上の魔法も既にラーニング済みだ。流石に体積と質量を無視できる程のものではないがな」

   「哼，梅依啊，你当余是谁？魔王贝尔多尔・贝尔贝・贝尔修瓦尔特，那就是余。姐姐大人的魔法余也已经学会了，只是还无法无视体积和质量就是了。」

   「そうね。そうだったわ。何でもすぐに覚えてしまう、ベルトールは器用だったものね」

   「对哦，我都忘了。贝尔多尔什么都学得很快，很聪明呢。」

   和わ気き藹あい々あいと会話を広げるベルトールとメイとは対象的に、一人黙りこくる人物がいた。

   贝尔多尔和梅依和乐融融地交谈，但有个人却沉默不语。

   「……」

   「……」

   マキナだ。

   是玛姬娜。

   眉間に皺しわを寄せ、何やら難しい顔をしている。

   她眉头紧蹙，神情凝重。

   「どうしたのマキナ。葛藤が顔に張り付いているわ」

   「怎么了，玛姬娜？你脸上写着纠结呢。」

   「何か不満があるのか？　マキナよ」

   「玛姬娜啊，你有什么不满吗？」

   マキナは小さく頭を振るう。

   玛姬娜轻轻摇头。

   「いえ……自分の中でベルトール様が《人化》の魔法で肉体を変更するのが地雷に当たるかどうか悩んでいるのです……」

   「不……我只是在烦恼贝尔多尔大人用《人化》魔法改变身体，是不是踩到我的地雷……」

   「うん。あまり気にしなくてよさそうね」

   「嗯，看来你不用太在意。」

   「わかってくださいメイ！　せっかく訪れた私の夢なんです！」

   「梅依，你别这么说！这可是我难得实现的梦想！」

   マキナは両の手で握りこぶしを作る。

   玛姬娜双手握拳。

   「あ、でも冷静になってみると、どうあろうとここにおられるベルトール様がそういう格好をしてくださるという事実だけでなんか後の全てはクリアされる気がしますね」

   「啊，不过冷静想想，不管怎么样，光是贝尔多尔大人愿意打扮成这样，就让我觉得之后的难关都能克服了。」

   「急に冷静になったわ……」

   「突然冷静下来了……」

   「マキナも色々あるのだろう」

   「玛姬娜也有很多苦衷吧。」

   メイとベルトールの視線は生暖かいものへとなっていた。

   梅依和贝尔多尔的眼神变得温暖。

   メイと再会したからか、はたまた別の理由があるのか。

   不知是因为和梅依重逢，还是有其他理由。

   本日のマキナは少し様子がおかしい。

   今天的玛姬娜有点奇怪。

   「あの、ベルトール様」

   「那个，贝尔多尔大人。」

   「どうした」

   「怎么了？」

   「二、三質問があるのですが……」

   「我有两、三个问题想问……」

   「よい。申してみよ」

   「好，说吧。」

   どうせこの流れでは絶対碌ろくな事を言い出さないというのはもう聞く前からわかっていたが、ベルトールは是ぜとした。

   虽然在问之前就知道她肯定不会问什么正经事，贝尔多尔还是答应了。

   これが王の度量である。

   这就是王者的度量。

   「ベルトール様の《人化》はどれくらいの自由度があるのでしょうか」

   「贝尔多尔大人的《人化》自由度有多高？」

   「と、言うと？」

   「什么意思？」

   「たとえば身長を変えたりだとか、体型を変えたりだとか……」

   「比如说，可以改变身高或体型吗……」

   「ある程度自由は利きくが、基本的なサイズを保ったままのほうが無理は出んだろうな。余も使えはするが、実際に使ってみるのは初めてだからな」

   「某种程度上可以自由改变，但还是维持基本尺寸比较不会出问题。虽然余也会用，但这是余第一次实际使用。」

   「なるほどなるほど……」

   「原来如此原来如此……」

   マキナは考え込む。

   玛姬娜陷入沉思。

   物もの凄すごく真剣な表情だが、趣旨としてはベルトールをマッサージ店に潜入させる為ために女性の格好をさせるというもので、客観的に見るとふざけているように見えなくもない。

   玛姬娜的表情非常认真，但她的目的却是让贝尔多尔打扮成女性潜入按摩店，从客观角度来看，这行为实在很荒唐。

   だが目的としてはメイを助ける為の重要な情報源を探る行為であるので、マキナも非常に真剣になっているのだ。

   不过，这么做是为了帮助梅依，也是为了寻找重要情报，所以玛姬娜才会如此认真。

   ただ趣味と実益を兼ねているからかもしれないが。

   但或许也是因为这行为兼具了兴趣和实际利益。

   マキナは顔を上げる。

   玛姬娜抬起头。

   「ベルトール様」

   「贝尔多尔大人。」

   「うむ」

   「嗯。」

   「お顔は変えず、そのままにしておいてください」

   「请不要改变您的容貌，维持原样。」

   「何故なぜだ？」

   「为什么？」

   ベルトールは自分の顔を手で撫なでる。

   贝尔多尔摸了摸自己的脸。

   「そのままでもお美しいので！」

   「因为您这样也很美！」

   「うん。言うと思ったわ」

   「嗯，我就知道你会这么说。」

   メイが冷静なツッコミを入れる。

   梅依冷静地吐槽。

   気にせず、マキナは瞳の奥に炎を燃やして力強く熱弁する。

   玛姬娜不以为意，眼中燃起熊熊烈火，激动地高谈阔论。

   「私がなんとか致します！　安心してください。ベルトール様にお化粧を施す妄想は何万回もしていましたから！」

   「请放心交给我吧！我曾经妄想过好几万次帮贝尔多尔大人化妆的情景！」

   「……」

   「……」

   メイは悟ったような表情になり、最も早はやツッコミすら入れなくなってしまった。

   梅依露出看破一切的表情，连吐槽都懒得吐槽了。

   「現想融合ファンタジオン後のサブカルチャーでベルトール様が女体化する作品が沢山出ました……私はベルトール様原理主義なので地雷だったのです。が、今ここでベルトール様を着飾れるのならば話は別！　とはいえ、やはりお顔まで変化させるのは無粋だと思いませんか!?」

   「在现实与想象融合后，出现了许多贝尔多尔大人女体化的作品……我是贝尔多尔大人原理主义者，所以那些作品对我来说都是地雷。不过，如果能在这里帮贝尔多尔大人打扮，那就另当别论了！话虽如此，连脸都改变的话，不觉得太不识趣了吗！？」

   「思いませんかと言われても余にはよくわからんので良きに計らえ」

   「就算你这么问，朕也不太清楚，就交给你处理吧。」

   「うん。全部マキナに任せたほうがいいと思うわ」

   「嗯，我觉得全部交给玛姬娜比较好。」

   「うふふっ……ようやくわかってくださいましたか……」

   「呵呵呵……你们终于明白了吗……」

   恥ずかしそうに、マキナは人差し指の第二関節辺りで鼻の頭を擦る。

   玛姬娜害羞地用食指第二关节处摩擦鼻尖。

   「幸いここ渋谷市は前時代の魂を受け継ぐファッションの聖地でもあるのです。こと衣服に関しては不自由しません。SHIBUYA666は言わずもがな、原宿、裏原宿、裏・裏原宿エリアの有名所に留まりません！」

   「幸好涩谷市是继承了上个时代灵魂的时尚圣地，关于衣服方面不会有任何不便。SHIBUYA666就不用说了，原宿、里原宿、里・里原宿区的知名场所也都不在话下！」

   使命感を燃やしながら、マキナは宣言する。

   玛姬娜燃烧着使命感，如此宣言。

   「私が必ず、ベルトール様をプロデュースしてみせましょう！」

   「我一定会好好打造贝尔多尔大人！」

   ここにマキナＰプロデューサーが誕生した。

   玛姬娜P在此诞生。

   


   ◆

   ◆

   


   渋谷市道玄坂エリア。

   涩谷市道玄坂区。

   渋谷中央メトロ駅から西側に存在するエリアだ。

   位于涩谷中央地铁站西侧的区域。

   元の地名となった道玄坂は丘陵地帯であり、日本語の通りに坂道であったが、統合暦２０９９年現在地下都市ジオフロント渋谷市に存在する道玄坂エリアは特に坂道ではなく平へい坦たんで均ならされた土地である。

   原本的地名道玄坂是丘陵地带，如同字面所示是条坡道，但统合历2099年现在存在于地下都市涩谷市的道玄坂区并非坡道，而是平坦的平地。

   その道玄坂エリアに、一人の人物がいた。

   道玄坂区里有一个人。

   長い髪を項うなじのあたりで結んだ怜れい悧りな風貌のスーツ姿の女性だ。

   是将长发绑在后颈处，穿着套装，看起来很伶俐的女性。

   女性の名は木きノの原はら。

   女性的名字是木原。

   業種を問わず総合的な問題解決の支援をする人材、即ち勇者を派遣する企業──勇者派遣会社《ヴァル原》の社長である。

   她是一家派遣人才——勇者，支援各行各业解决问题的企业——勇者派遣公司《瓦尔原》的社长。

   木ノ原はウドン屋台の暖簾のれんの下で、ウドンを啜すすっている男性社員の側そばへと歩いていき、その背中に声を掛けた。

   木原走到在乌冬面摊的布帘下吃着乌冬面的男性员工身旁，从背后向他搭话。

   「ビジネスの時間です──グラム」

   「工作时间到了——古兰。」

   「ん？」

   「嗯？」

   グラムと呼ばれた金髪の男は声のする方へ振り返る。

   被称为古兰的金发男子转头看向声音传来的方向。

   軍用の軽けい装そう鎧よろいと青い外がい套とう、錆さびた銀の剣を腰に佩はいた少年だ。

   那是一名身穿军用轻铠甲和蓝色外套，腰间佩着生锈银剑的少年。

   丼を持ち、ウドンを啜っている。

   他拿着碗，正在吃乌冬面。

   「はんはっへ？」

   「啊啊啊？」

   「飲み込んでから喋しゃべってください。ウドンがはみ出ています」

   「请吞下去再说话，乌冬面都跑出来了。」

   ちゅるん。とウドンを口に啜り入れ、もぐもぐごくん。とグラムはウドンを嚥えん下かする。

   古兰把乌冬面吸进嘴里，嚼了几口后吞下去。

   「何だって？」

   「你说什么？」

   「食べてからでいいです」

   「吃完再说吧。」

   「ちょっと待ってね」

   「等我一下。」

   グラムは急いでウドンを啜り、汁まで完飲する。

   古兰急忙吸着乌冬面，连汤都喝光。

   「ご馳ち走そう様さま。本当にいいの？」

   「多谢招待。真的可以吗？」

   「おう！　いいってことよ！　また来てくれよな！」

   「哦！当然可以！下次再来啊！」

   「ありがとう、美味おいしかった。渋谷に立ち寄った時はまた来るよ」

   「谢谢，很好吃。下次经过涩谷时我会再来的。」

   とドワーフの店主に言いながらグラムは席を立ち、木ノ原の方へ。

   古兰一边向矮人老板道谢一边起身，走向木原。

   「現在通信できない状況でペイできなかったはずなのですが、まさかネットワークがリカバリーしたのですか？」

   「现在无法通讯，应该没办法付款才对，难道网络恢复了吗？」

   現在、木ノ原達はネットが使えない状況にある。

   现在木原他们处于无法使用网络的状态。

   話によれば悪魔を召喚する謎のアプリケーションを起動すればその不具合は解消するらしいのだが、セキュリティの観点からインストールしない事で木ノ原とグラムの間で意見が一致した。

   据说只要启动那个能召唤恶魔的神秘APP，就能解决这个问题，但出于安全性的考量，木原和古兰都一致认为不应该安装。

   つまり今現在、グラムには支払い能力がないはずである。

   也就是说，古兰现在应该没有支付能力。

   「いや、ネットはまだ繫つながらないよ」

   「不，网络还没连上。」

   「では？」

   「那么？」

   無銭飲食をしたという事は初めから考慮していない。

   他一开始就没考虑过古兰会吃霸王餐。

   たとえ餓死寸前であってもそんな事をするくらいなら飢え死にを選ぶ。そんな男だというのは痛いほどにわかっていた。

   就算饿死在眼前，他也会选择饿死，而不是做那种事。木原很清楚他就是这样的男人。

   「えーと……」

   「呃……」

   グラムは若干言いい淀よどむ。

   古兰有些支支吾吾。

   「社長待ってる間にちょっとあそこの店主さんが路地裏で物取りに襲われてる所に遭遇してさ、助太刀に入ったらなんだか奢おごってもらっちゃって……」

   「我在等社长的时候，碰巧看到那个老板在小巷里被强盗袭击，我出手相助后，他就请我吃饭……」

   「はぁ……全く貴方あなたというヒトは……」

   「唉……你这个人真是……」

   木ノ原も薄々そんな事だろうと思っていた。

   木原也隐约猜到是这么回事。

   この男はとにかく、竜ドが付く程のお人ひと好よしである。

   这个男人是个好到可以加龙的好人。

   西に泣いている子供がいれば救いに行き、東に困っている老人がいれば助けに行く。

   西边有小孩在哭，他就会去救；东边有老人在烦恼，他就会去帮忙。

   そこに見返りを求めたりはしない。

   他不会要求回报。

   ただそうあるべきをそうあるべきとして、息を吸うように、食事を摂とるように、自然とヒト助けをこなしてしまうのだ。

   只是认为应该这么做，就像呼吸、吃饭一样，自然而然地帮助别人。

   勇者としての生き方が染しみ付ついているのだ。この男は。

   这个男人已经把勇者的生存方式融入了骨髓。

   損な男だと木ノ原は思う。

   木原觉得他是个吃亏的男人。

   その性分で、彼が今までどれ程の不利益を被こうむったのか想像もできない。

   他无法想象古兰至今为止，因为这种性格吃了多少亏。

   叱られるのを恐れてか、悪戯いたずらがバレた子供のようにバツの悪そうな表情をしているこの五百歳を超える男に対し、自分のやっている事がどれ程の損失であるのかネチネチ嫌味を言ってやりたくなる時も一度や二度ではない。

   这个超过五百岁的男人，就像恶作剧被发现的孩子一样，露出尴尬的表情，大概是害怕被骂吧。木原好几次都想对他说，你做的事情到底造成了多大的损失。

   しかし腹を壊す事を覚悟して、説教の言葉を飲み込む。

   不过他还是做好会吃坏肚子的觉悟，把想说的训话吞了回去。

   せいぜい自分が手綱を握って、十分な報酬を払ってやろう。

   就由自己来掌握缰绳，给他足够的报酬吧。

   「まあいいでしょう。それで先程の──」

   「算了。那么关于刚才的——」

   木ノ原が話を切り出そうとしていると。

   正当木原要切入正题时。

   


   「おう」

   「喂。」

   


   と、声を掛ける者がいた。

   有人向他们搭话。

   木ノ原とグラムは同時に声の方に視線を向ける。

   木原和古兰同时看向声音的方向。

   「ちょっとあんたら、今いいか？」

   「你们现在有空吗？」

   そこにいたのは一人の少年だった。

   站在那里的是一个少年。

   年の頃はグラムと同じくらいだろうか、と考えるもグラムは不老で外見がティーンエイジャーで止まっているだけで中身は五百歳くらいのロートルなのをつい失念してしまう。

   年纪大概和古兰差不多吧。木原不禁忘记古兰只是外表看起来像十几岁，实际上是个五百岁左右的老人。

   とにかく、目の前の少年はグラムくらいの年齢だという事だ。

   总之，眼前的少年和古兰差不多大。

   （はて……この少年どこかで見覚えが……いや、ありませんねこんな特徴的な外見。流石さすがに見たら忘れるはずありませんし）

   （嗯……我好像在哪里见过这个少年……不，没看过这种特征明显的外表。要是见过应该不会忘记。）

   そう、少年は特徴的な外見をしていた。

   没错，少年的外表很有特征。

   （フランケンシュタインみたいですね）

   （简直就像科学怪人一样。）

   と、木ノ原は考えていた。

   木原如此想着。

   顔に斜めに大きく縫い跡が付いており、そこから左右で肌の色が違う。肌だけでなく耳の形もエルフと人間のようであり、目も左右で紅玉のように輝く瞳と焦げ茶色の瞳でそれぞれ異なる。

   他的脸上有一道斜斜的缝合痕迹，左右两边的肤色也不同。不只是皮肤，连耳朵的形状也像精灵和人类的混合体，眼睛也是左右不同色，一边是红玉般闪耀的眼眸，另一边则是焦茶色。

   まるでパッチワークだ。

   简直就像拼布一样。

   全機身フルボーグなのか、あるいは人体改造しているのかまではわからないが、特殊な趣味のヒトである事は間違いないだろう。見れば、ご丁寧に指も異なる。肌やそもそも長さや太さが不ふ均きん等とうという気合の入りっぷりだ。

   虽然不知道是全身都是这样，还是只有改造过人体，但可以确定他是个有特殊兴趣的人。仔细一看，连手指也不同。皮肤和长度、粗细都不均等，看得出他下了很大的功夫。

   木ノ原とグラムの二人は継つぎ接はぎの少年の次に発する言葉を待っているが、彼は黙ってこちらを見たまま動かない。

   木原和古兰两人等待着拼接少年接下来的话，但他只是沉默地看着这边，一动也不动。

   「どうしましたか？」

   「怎么了吗？」

   「ああ、いや……もしかして俺ってあんたらに会った事ある……？」

   「啊，不……我是不是在哪里见过你们……？」

   木ノ原は即座にピンと来た。

   木原立刻就明白了。

   （これは所謂いわゆるナンパ、という奴やつでしょうね……）

   （这就是所谓的搭讪吧……）

   客観的に見て、木ノ原は自分の事を『クール＆ビューティ』を絵に描いたような『バリキャリ美人』であると分析している。

   客观来看，木原分析自己是典型的「冰山美人」。

   それ故に彼女に声を掛けてくる者──特に飼って下さいと言ってくる女性──は多かったし、仕事優先なので相手にしなかったものの他者から魅力的に見られる事に悪い気は勿もち論ろんしなかった。

   因此向她搭话的人——特别是说要养她的女性——很多，虽然她以工作优先，所以没有理会，但被他人认为有魅力，当然不会觉得不高兴。

   ＩＨＭＩにいた頃の秘書業も楽しくはあったが、多忙で肌の調子もあまりよくなかった。

   在ＩＨＭＩ工作时的秘书工作虽然也很开心，但因为工作繁忙，皮肤的状态不是很好。

   現在の社長業は同じく多忙ではあるのだが、新しい試みで充実している為ためか肌ツヤも良くいい女度は増している。この少年が若さを持て余して自分に声を掛けてくるのも無理からぬ事だ。

   现在担任社长虽然同样很忙，但因为新的尝试而感到充实，所以肌肤的光泽也很好，女人味也增加了。这个少年会因为年轻气盛而向自己搭话也是理所当然的。

   だが現在は新しい仕事も楽しいし、恋人を作るつもりもない。

   但是现在的工作也很开心，也没有打算交男朋友。

   それはそれとして人体改造の趣味は特殊ではあるが、よく見れば割とグッドルッキングガイであるし、最近事業も好調で人手が足りなくなってきたので若いニューエンプロイーを入社させる線も割とありだ。

   先不说这个，虽然人体改造的兴趣很特殊，但仔细一看，他长得还挺帅的，最近事业也蒸蒸日上，人手不足，所以让年轻的新人加入公司也是个不错的选择。

   思考が逸それに逸れた。

   思绪越来越偏离正轨。

   「一応言っとくけどナンパじゃねえかんな？　どっかで会った事あった気がしたから声掛けただけだかんな？」

   「我先说清楚，这不是搭讪哦？我只是觉得好像在哪里见过你，所以才跟你搭话的哦？」

   「読心術を!?まあそれはそれとして、申し訳ございません。私は覚えがありません」

   「读心术！？算了，先不说这个，非常抱歉，我不记得了。」

   「僕も今初めて会ったと思う」

   「我也觉得是第一次见面。」

   「そうか……」

   「这样啊……」

   と言って少年は木ノ原から視線を逸らすが、グラムの事はまだじっと、何かを思い出すように見ている。

   少年说完，将视线从木原身上移开，但又像是想起什么似地，目不转睛地盯着古兰。

   （もしや初めからそっちにフォーカスするつもりだった……!?まあ嗜し好こうはヒトそれぞれですし我が社は社内恋愛を特に禁止していないので構いませんが。いえ、この方が別に入社するわけではないのですが）

   （难道他一开始就打算关注那边……！？不过每个人都有自己的爱好，我们公司也没有特别禁止员工谈恋爱，所以没关系。不对，他并不是要加入我们公司）

   「……それにしたって……」

   「……就算是这样……」

   「ん？　な、何だい？」

   「嗯？怎、怎么了？」

   少年にジロジロ見られ、グラムは困ったような表情を浮かべる。

   被少年盯着看，古兰露出为难的表情。

   「いや、何でもねえ。流石にどんだけ昔だって話だしな……悪い、忘れてくれ。最近ちょっと記憶がごっちゃになる事増えてな……さっきも同じような事があったばっかで……」

   「不，没什么。毕竟再怎么说都是很久以前的事了……抱歉，忘了吧。最近记忆混乱的情况变多了……刚才也发生了同样的事……」

   よくわからない事を言っている少年は仕切り直すように、一度大きく深呼吸をした。

   少年说着让人摸不着头脑的话，像是要重新来过一样，做了一次深呼吸。

   その様子をグラムと木ノ原は生暖かい視線で見守っている。心身ともに色々な事情を抱えたヒトがいるのだ。

   古兰和木之原用温暖的视线看着他。毕竟有些人身心都背负着各种各样的问题。

   「まあいい。せっかくだし訊ききたいんだがあんたらこの街の住人か？」

   「算了。机会难得，我想问一下，你们是这个城市的居民吗？」

   「いや、僕ら元々定住してる所はなくてね。今は新宿市を中心に色々都市を回って仕事してるんだ」

   「不，我们本来就没有定居的地方。现在是以新宿市为中心，在各个城市工作。」

   「私こういう者です」

   「我是做这个的。」

   言って、木ノ原は名刺を差し出す。

   说着，木之原递出名片。

   「はあ……」

   「哦……」

   少年は片手で名刺を受け取り、更に氏名の所に指も置いている。

   少年单手接过名片，手指还放在姓名的位置。

   （うーん、バッドマナー）

   （嗯，真是没礼貌。）

   木きノの原はらは内心で少年にダメ出しをする。

   木之原在心里批评少年。

   もしも木ノ原が社畜コーポ時代にこのような不作法を行おうものなら文字通り命取りになり得る。

   如果木之原在社畜时代做出这种不礼貌的行为，就如字面意思一样会成为致命伤。

   この時代、大企業は食うか食われるかの世界であり、木ノ原はＩＨＭＩ社長秘書というその上澄みまで這はい上あがった女傑なのである。

   这个时代，大企业是弱肉强食的世界，木之原是爬到IHM公司社长秘书这个地位的女杰。

   だが、マナー違反ではあるのだが、木ノ原は目の前の少年が作法を会え得とくしていない事に不快感を覚える事はなかった。

   然而，虽然违反了礼仪，木之原并没有因为眼前的少年不懂规矩而感到不快。

   粗野な言葉遣いからまともな育ちや社会経験を積んでいる事を期待するのも酷だと思ったし、そういう者はこの時代いくらでもいる。

   她觉得从粗鲁的措辞中期待对方有良好的教养或社会经验是过分的，而且这个时代有很多这样的人。

   木ノ原も一つボタンが掛け違っていれば彼のようになっていただろうから、こういう者に対する嫌けん悪お感などは抱かないのだ。

   木之原也觉得如果自己走错一步，就会变成他那样，所以不会对这样的人抱有厌恶感。

   「勇者派遣会社《ヴァル原》……？」

   「勇者派遣公司《瓦尔原》……？」

   名刺を見た少年が言う。

   少年看着名片说道。

   イノベーションを為なした新たなる業態に驚いているのだろう。決してどんな会社なのかよくわからないといった反応ではないはずだが、一応説明する。

   他应该是在惊讶于这个创新的全新业态吧。虽然这绝不是不知道这是什么公司的反应，但木之原还是说明了一下。

   「ニッチな分野を問わず様々な業務をアウトソーシングしている会社です」

   「我们是不问小众领域，将各种业务外包的公司。」

   「まあなんでも屋だと思ってくれればいいふグッ」

   「嗯，你就当是万事屋吧呜咕。」

   そんな雑でスタイリッシュさの欠片かけらもない名称の業務形態ではないので、一応抗議の意を込めてグラムの脇腹に密着させた掌てのひらから、勇者の横隔膜に寸すん勁けいを叩たたき込んだ。

   因为这不是那种随便又毫无时尚感的业务形态，所以木之原带着抗议的意味，从紧贴着古兰侧腹的手掌，对勇者的横膈膜使出寸劲。

   「はぁ……」

   「哦……」

   少年は名刺をポケットにしまう。

   少年将名片收进口袋。

   「なんか毎回本題に入る前に色々起きるな……まあいいや。さっき言った通りちょっと訊きたい事があんだよ」

   「总觉得每次在进入正题前都会发生一些事……算了。就像我刚才说的，我有点事想问你们。」

   「それはビジネス、という事でよろしいでしょうか？」

   「可以当作是商业委托吗？」

   「できればロハでお願いしたいんだが……」

   「可以的话，希望你们免费帮忙……」

   「まあまあ社長。話くらいは聞いてあげてもいいんじゃない？」

   「好了好了，社长。听听他怎么说也无妨吧？」

   「仕方ありませんね、聞くだけ聞きましょう」

   「真拿你没办法，就听听看吧。」

   見た所ティーン、たまのサービスもいいでしょう。と、木ノ原は考える。

   木之原心想，少年看起来才十几岁，偶尔服务一下也无妨。

   時間というリソースは貴重かつ有限ではあるが、元手が掛からない。確率としては相当低いが恩を売っておく事で次に繫がる可能性もある。

   时间这种资源既珍贵又有限，但不需要成本。虽然概率很低，但卖人情给他，说不定会有后续。

   「ヒトを探してる。背はこんくらいで──青みがかった白だか銀だかの髪をしてる女。年齢は俺より低いくらい」

   「我在找人。身高大概这么高——头发是泛蓝的白色或银色，年纪比我小。」

   「その人物のフォトグラフィとかはないのですか？」

   「没有那个人的照片吗？」

   「ああ、ねえんだ。規定でな」

   「嗯，没有。规定就是这样。」

   木ノ原は己の記憶を辿たどる。

   木之原回溯自己的记忆。

   記憶力は良いほうだ。そして仕事柄ヒトの特徴はよく覚えている。

   她的记忆力很好，而且因为工作性质，她很擅长记住人的特征。

   （私の記憶にある限り該当する人物は《救世教会ギルド》とかいう組織の《天使アンゼ》という人物です。が、流石にあの人物を探しているわけもありませんし……そもそもこの都市で見ていませんが）

   （就我的记忆，符合这个特征的人是《救世教会》这个组织的《天使》。不过，他不可能在找那个人……再说，我也没在这座都市见过那个人。）

   木ノ原はグラムの方をちらと見るが、彼も心当たりがなさそうであった。

   木之原瞥了古兰一眼，但他似乎也毫无头绪。

   「すみません、心当たりはありませんね」

   「不好意思，我也不认识。」

   「僕も心当たりないなぁ」

   「我也不认识。」

   「そうか……邪魔したな。ありがとう」

   「这样啊……打扰了，谢谢。」

   そう言うと、少年は背を向けてその場から去っていった。

   少年说完后，转身离开了。

   「フランケンシュタインみたいでしたね」

   「他好像弗兰肯斯坦呢。」

   「なにそれ？」

   「那是什么？」

   「フランケンシュタイン博士と呼ばれる怪物が昔アースにいたそうです。あれ、フランケンシュタイン博士が作った怪物でしたっけ……それにしても……」

   「听说以前亚斯有个被称为弗兰肯斯坦博士的怪物。咦，还是弗兰肯斯坦博士制造的怪物……话说回来……」

   今更だが、木ノ原もあの少年に見覚えがあるような気がしてきたのだった。

   虽然为时已晚，但木之原也觉得好像见过那个少年。

   継ぎ接ぎの人物そのものでなく、継ぎ接ぎの右と左でそれぞれに見覚えがあった。

   不是见过那个缝补的人，而是见过缝补的左右两边。

   それでも随分昔の話であるし、そもそも左右それぞれだなどと馬鹿げた話であるので思い出そうとする脳内リソース削減の為に気にしない事とした。

   但那毕竟是很久以前的事，而且左右两边分别见过这种事太荒谬了，为了减少脑内资源的消耗，他决定不去在意。

   「まあいいでしょう。それよりも仕事の話です」

   「算了。比起这个，来谈工作吧。」

   「あ、そうだったね。それでどうしたの？」

   「啊，对哦。所以怎么了？」

   「勇者グラム、貴方あなたは渋谷市の現状を把握してますか？」

   「勇者古兰，你掌握涩谷市的现状了吗？」

   「ネットが繫つながらなくなって、悪魔を召喚するソフトが勝手にダウンロードされて、今こうやって──悪魔が蔓延はびこってる」

   「网络连不上，召唤恶魔的软件擅自下载，然后现在——恶魔蔓延。」

   グラムは周囲を見渡す。

   古兰环顾四周。

   「ねーママー、アモンにおんぶー」

   「妈妈，我要背背——」

   「もう仕事全部ムルムルに任せようかな……」

   「干脆把工作全部交给穆穆咯……」

   「うわー負けた！　お前の悪魔強すぎだろ！」

   「哇——输了！你的恶魔也太强了吧！」

   勇者としていくつもの冒険を繰り広げ、悪魔とも戦った事がある。

   身为勇者，古兰经历过无数冒险，也曾与恶魔交手过。

   その彼をして、いや彼だからこそ、悪魔が普通にいる事が異常として映っていた。

   即使如此，不对，正因为如此，恶魔理所当然地存在于涩谷市，对他来说是件异常的事。

   渋谷市に悪魔が出現したのはほんの一週間前。

   涩谷市出现恶魔，不过是短短一周前的事。

   その短期間であまりにも異物あくま達は日常として溶け込んでいた。

   在这么短的期间内，异物们就融入了日常生活。

   「概要程度は把握しているようですね。よろしい。我々に来た依頼はその悪魔に関する事です。簡易ＭＴＧを始めましょうか、今回のクライアントは渋谷市副市長」

   「看来你已经掌握了大致情况。很好，我们接到的委托就是关于那个恶魔的事。开始简单的会议吧，这次的客户是涩谷市的副市长。」

   「副市長？」

   「副市长？」

   「この悪魔召喚アプリケーションの渋谷市での蔓まん延えん、渋谷市市長が絡からんでいる可能性が高いそうです。市長はシティネットの管理者権限を持つ人物の一人ですからね。このアプリケーションが渋谷市のシティネットを介していると目されている以上、関わっている人物が限られますからね」

   「这个恶魔召唤应用程序在涩谷市的蔓延，涩谷市市长很可能与此事有关。因为市长是拥有CityNet管理权限的人物之一。既然这个应用程序是透过涩谷市的CityNet传播，那么与之相关的人物就有限了。」

   「ああ、それで市長の動向を探ると」

   「啊，所以要调查市长的动向吗？」

   「いえ」

   「不。」

   木ノ原は首を横に振った。

   木之原摇了摇头。

   「市長は先程死亡が確認されました」

   「市长刚才已经确认死亡了。」

   「死んだ……？」

   「死了……？」

   グラムは一瞬だけ思考を巡らせる。

   古兰瞬间思考了一下。

   「死因は、もしかして心不全？」

   「死因该不会是心力衰竭？」

   「そうですが、何故なぜ知ってるのですか？」

   「是的，你怎么知道？」

   「悪魔と契約を交わしたヒトの死因のほとんどが心不全なんだ。尤もっとも、悪魔が直接心臓を止めるわけじゃなくて魂を抜き取られるとまず人体に起きるのが心臓の停止だからって理由なんだけど」

   「与恶魔缔结契约的人，死因几乎都是心力衰竭。不过，恶魔并不是直接让心脏停止，而是因为灵魂被抽走后，首先发生的就是心脏停止。」

   「成程。ともかく我々が受けた依頼はこの騒動の解決です。差し当たっては──」

   「原来如此。总之，我们接到的委托是解决这场骚动。目前——」

   木ノ原は副市長から借り受けたＰＤＡを取り出す。

   木之原拿出向副市长借来的PDA。

   「──市長と出会っていたとされるこの人物について、調査をしなければなりません」

   「——必须调查这名据说与市长见过面的人物。」

   「この人物？」

   「这名人物？」

   「はい」

   「是的。」

   ＰＤＡの画面に、一人の人物が表示される。

   PDA的画面上显示出一个人物。

   グラムは、その顔に見覚えがあった。

   古兰对那张脸有印象。

   「黒い髪の……天てん忌き侯こう……」

   「黑发的……天忌侯……」

   


   ◆

   ◆

   


   渋谷市、セントラルシティにあるアパレルショップ、更衣室の一画。

   涩谷市中央城的服饰店，更衣室的一角。

   「う、う、ううう……」

   「呜、呜、呜呜呜……」

   歔きょ欷きの声が聞こえる。

   传来啜泣声。

   「ううううううううううううううううううううううううううう……！」

   「呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜……！」

   潸さん然ぜんと咽むせび、涕てい涙るいが頰を濡ぬらす。

   潸然呜咽，涕泪沾湿脸颊。

   その涙の主を見ながら、やや引き気味に天忌侯メイは言った。

   天忌侯梅依看着流泪的人，有些退缩地说：

   「マキナが……泣いてる……」

   「玛姬娜……在哭……」

   端的に言えば、そういう事だった。

   简单来说，就是这么回事。

   「うああああああああああああああああああああああん！」

   「呜啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   六魔侯が一ひと柱はしら、煌こう灼しゃく侯こうマキナ゠ソレージュ。

   六魔侯之一，煌灼侯玛姬娜・索雷裘。

   〝国くに灼やき〟の異名を取る、歴戦の戦姫。悠久の時を生きてきた不死。

   别名「国灼」，身经百战的战姬。活过悠久时光的不死者。

   その彼女が、泣いている。ヒト目も憚はばからず、感情をむき出しにして。

   这样的她，正在哭泣。不顾他人眼光，毫不掩饰自己的感情。

   その涙の対象は裸体の女性。

   她的眼泪，是为了一名裸体的女性。

   「ふむ」

   「嗯……」

   女性は姿すがた見みに映った自身をまじまじと眺めている。

   女性目不转睛地盯着镜中的自己。

   烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの長い髪、闇色の瞳をした人間の女性だ。

   她是一名人类女性，有着乌黑亮丽的长发，以及暗色的眼眸。

   背は高く、プロポーションは抜群。妖よう艶えんで切れ長な目つき、ルージュで彩いろどる唇、立ち上る色香はヒトを視覚だけでなく五感で惹ひきつける。

   身材高挑，比例出众。妖艳的细长眼眸，以口红点缀的双唇，散发出的性感魅力不只吸引人的视觉，而是五感。

   絶世の、という冠ですらまだ闕けつ如じょしているその容姿。

   她的容貌，甚至用绝世美女都不足以形容。

   「お美しゅうございます……ベルトール様……」

   「真是太美了……贝尔多尔大人……」

   涙を滂ぼう沱だと流しながら両手で口を押さえ、しかしうっとりとした声音でマキナは美女──ベルトールの名を呼んだ。

   玛姬娜泪流满面，双手捂着嘴，以陶醉的语气呼唤美女——贝尔多尔的名字。

   マキナ゠ソレージュは現想融合ファンタジオン直後、一人の日本人女性の助力を得て同人誌という形で想像を創造に出力する術すべを身に着けている。

   玛姬娜・索雷裘在刚完成想融合后，得到一名日本女性的协助，学会了以同人志的形式将想象创造出来的技术。

   ベルトールの《人化》の魔法と、マキナ渾こん身しんの、魂を燃やすベースメイクとポイントメイクとによってベルトールという男はどこの宮廷に出しても恥ずかしくない程に完璧な淑女として生まれ変わったのである。

   贝尔多尔的《人化》魔法，加上玛姬娜使出浑身解数，燃烧灵魂的底妆和重点妆容，让贝尔多尔这名男子重生为无论到哪个宫廷都不丢脸的完美淑女。

   アパレルショップの更衣室で、ベルトールのキャラクリを行っていたのだ。

   两人正在服饰店的更衣室里，为贝尔多尔创造角色。

   マキナの泣き声が店内に響いており、他の店員や客が何事かとチラチラと視線を向けているが、マキナはそんな些さ事じを気にする余裕がない。

   玛姬娜的哭声在店内回响，其他店员和客人都在好奇地偷瞄，但玛姬娜没有余裕在意这些小事。

   普段全く気を使わないメイが周囲を気にする始末である。

   平常完全不会顾虑别人的梅依，也开始在意起周遭的视线。

   「んっんんっ、声が高くなるとやはり少し違和感があるな」

   「嗯嗯嗯，声音变高果然有点不习惯。」

   「変声の魔法はちゃんと機能しています、ベルトール様」

   「变声魔法有正常运作，贝尔多尔大人。」

   そして彼──いや彼女の声もまた、聴く者の耳を虜とりこにする美しくも荘そう厳ごんな男性の美声ではなく、妖艶な女性の声へと変わっている。

   而他——不，她的声音也从俘虏听者耳朵的庄严男声，变成了妖艳的女声。

   「それでどうだ、マキナの細かい指定によって作り変わった余の姿は」

   「玛姬娜，余这副依照你的详细指定改变后的模样如何？」

   自身の一糸まとわぬ女体を曝さらけ出だすように、ベルトールが両の手を広げる。

   贝尔多尔张开双手，仿佛要展现自己一丝不挂的女性身躯。

   「素晴らしいうっうううううう……！」

   「太棒了呜呜呜呜呜呜……！」

   「言葉にできない程に……？　でも確かに、とっても綺き麗れいだわベルトール」

   「无法用言语形容……？不过的确非常美丽呢，贝尔多尔。」

   「フッ、以前から薄々思っていたが、余の美というのは性別を超えた先にあるらしいな」

   「呵，余从以前就隐约觉得，余的美似乎超越了性别。」

   実際に、ベルトールの肉体は肉体の性別を一時的に女性に寄せても芸術品と言っても過言ではない程の美しさである。

   实际上，贝尔多尔的肉体就算暂时变成女性，其美丽也堪称艺术品。

   その細かい調整は、ほぼマキナが行っていた。

   那些细微的调整，几乎都是玛姬娜做的。

   「しかしやはり、今は新鮮さよりは心こころ許もとなさが勝るな」

   「不过比起新鲜感，现在果然还是不安的感觉更胜一筹。」

   作り出した自身の形よく豊満な乳房に触れながら、ベルトールは股間へと視線を向ける。いやらしさがあるわけではなく、自身の変化した肉体に対する確認である。

   贝尔多尔一边抚摸着自己创造出来的丰满乳房，一边将视线转向胯下。这并非是出于下流的念头，而是为了确认自己变化后的肉体。

   「本来ないはずのものがあり、あるべきものがないというのは落ち着かん」

   「本来没有的东西出现了，该有的东西却不见了，这让人很不自在。」

   「ちんちんの話ね」

   「你是指小鸡鸡吧。」

   「メイッ！」

   「梅依！」

   はしたない言葉をかますメイに、マキナが叱責と共に瞬速のでこぴんをした。

   梅依说出下流的词汇，玛姬娜在斥责的同时，以迅雷不及掩耳的速度弹了她的额头。

   「何をするのマキナ。ベルトールはお城でもよく服を脱いでいたから別に見慣れたものでしょう？　魔王城で生活していたヒトは多分みんな見てるわ、ベルトールのちんちんを」

   「玛姬娜，你干嘛啦？贝尔多尔在城里也经常脱衣服，你应该看惯了吧？在魔王城生活的人，大概都看过贝尔多尔的小鸡鸡哦。」

   「それはそれ！　これはこれです！　そういう事を言うのをやめなさい！　淑女はそんな事言いません！」

   「这是两码子事！不要再说那种话了！淑女不会说那种话！」

   マキナは両手ででこぴんを連打した。

   玛姬娜用双手连续弹了梅依的额头。

   「こうして玉体を拝謁させて頂きますと、改めてベルトール様のスタイルの良さが光りますね……足の長さが五メートルくらいあります……」

   「像这样拜见您的玉体，贝尔多尔大人的身材之好，再次令人赞叹……腿长有五米左右……」

   「表現が大げさすぎるわ……」

   「你形容得太夸张了……」

   「最初は肉体を変化させるのは女体化に当たるのではないか？　女装ではないのではないか？　と自問自答し、葛藤していたものですが、こうして本物のベルトール様を前にしたらどうでもよくなりましたね。やはりベルトール様は全てにおいて優先されます」

   「一开始我还在自问自答，纠结着改变肉体是不是等于女体化？是不是等于女装？不过像这样亲眼见到真正的贝尔多尔大人后，那种事就变得无所谓了。果然贝尔多尔大人是最重要的。」

   「あれだけ語っていた割に、案外すぐ瓦が解かいしたわね……マキナの拘こだわり……」

   「玛姬娜的坚持……明明之前说得那么坚决，没想到这么快就瓦解了……」

   「おだまりなさいメイッッ！」

   「给我闭嘴，梅依！」

   マキナがメイの頰を両側から押し込み、メイの口が「３」の形になる。

   玛姬娜从两侧按住梅依的脸颊，让她的嘴巴变成「3」的形状。

   折せっ檻かんから解放されたメイは、更衣室の姿見で全身をチェックしているベルトールを見ながらマキナに言う。

   从惩罚中解放的梅依，看着贝尔多尔在更衣室的全身镜前检查全身，同时对玛姬娜说：

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   「なんでしょうか」

   「什么事？」

   「ベルトールのおっぱい盛りすぎだと思うわ」

   「我觉得贝尔多尔的胸部太大了。」

   《人化》の魔法によって、肉体をある程度自在に変化できる。その塩あん梅ばいはマキナが決定していたのだが、胸部を大きくしすぎていた。

   透过《人化》魔法，肉体能在某种程度上自由变化。虽然大小是由玛姬娜决定的，但胸部实在太大了。

   「ベルトール様……しばしの間、玉体に触れる事をお許しください」

   「贝尔多尔大人……请允许我暂时触碰您的玉体。」

   「ん？　うむ、許す」

   「嗯？嗯，准了。」

   「あ、すみません腕上げてください」

   「啊，不好意思，请您抬起手臂。」

   マキナはベルトールの胸を観察し、正面だけでなく側面、背面側からも確認する。

   玛姬娜观察贝尔多尔的胸部，不只正面，还从侧面、背面进行确认。

   暫しばらくした後に。

   过了一会儿后——

   「うん」

   「嗯。」

   と言ってマキナは納得したように頷うなずいた。

   玛姬娜点头表示理解。

   「まだ盛れます」

   「还可以再大一点。」

   「まだ!?」

   「还可以！？」

   「はい。バランスを考えた上でこうなりましたが」

   「是的。我是考虑到平衡才变成这样的。」

   「バランスを考えた上で!?」

   「考虑到平衡才变成这样的！？」

   再度マキナはベルトールの裸体を見やる。

   玛姬娜再次看向贝尔多尔的裸体。

   「うへ……うへへへへ……」

   「唔嘿……唔嘿嘿嘿嘿……」

   自然と邪悪な笑みと涎よだれがこぼれていた。

   她自然地露出邪恶的笑容，口水也流了下来。

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   「えっあっはい！　なんですか？　メイ」

   「咦？啊，是！什么事？梅依。」

   「ベルトールの事いやらしい目で見てる……」

   「你用下流的眼神看着贝尔多尔……」

   「なあっ!?」

   「什么！？」

   「でも大丈夫。私もこのベルトールいやらしいと思うから」

   「不过没关系，我也觉得贝尔多尔很下流。」

   「な、なんですか!?別にそんな……」

   「什、什么啊！？我哪有……」

   もう何度目かの視線を、ベルトールの裸体へと向ける。

   玛姬娜再次看向贝尔多尔的裸体。

   「いやらしいですね」

   「真的很下流呢。」

   マキナは真顔でそう結論付けた。

   她一脸认真地做出结论。

   その後、アパレルショップで女性用の衣服やアクセサリもオフライン決済で購入し、完全装備となった女性体ベルトール一行は店を出る。

   之后，一行人又在服饰店用现金购买了女性用的衣服和饰品，完全装备完毕的女性体贝尔多尔一行人走出店外。

   店の外、渋谷市セントラルタウンの大通り。

   店外是涩谷市中心的大马路。

   彼──いや彼女が歩を進める度に、セントラルタウンの大通りにごった返したヒトの波が割れ、その真ん中を堂々とした足取りで闊かっ歩ぽする。

   他——不，她每走一步，市中心大马路上拥挤的人潮便随之分开，她则以堂堂正正的步伐走在正中央。

   「うおっ……すげぇ美人……！」

   「哇……好漂亮的美女……！」

   「映画かな？」

   「是拍电影吗？」

   「やば……腰の位置高ッ……足の長さが五メートルくらいある……」

   「天啊……腰的位置好高……腿大概有五米长……」

   「でッッッッッッッッ！」

   「好美————！」

   すれ違う人々はベルトールを目で追っている。

   擦身而过的人们纷纷看向贝尔多尔。

   漆黒のドレスは大きく背中が開いており、細いピンヒールが地面を叩たたく音がする。

   漆黑的礼服大大地敞开背部，细跟高跟鞋敲击地面的声音响起。

   耳と首まわりを彩る装飾品の金色と、唇と爪の赤がよく映える。

   点缀耳朵和脖子的金色饰品，与嘴唇和指甲的红色相映成趣。

   「ふっ……ふふっ……うふふふふ……」

   「呵……呵呵……唔呵呵呵呵……」

   その半歩後ろを歩くマキナが、ベルトールに注がれる視線と称賛する言葉に満足げな笑みを浮かべる。

   走在贝尔多尔半步之后的玛姬娜，对投向贝尔多尔的视线和称赞的话语露出满足的笑容。

   「なんでマキナが得意げなの……？　それに疑問なのだけど」

   「为什么玛姬娜一副得意的样子……？我对此感到疑问。」

   「なんです？」

   「什么？」

   マキナは、隣を歩くメイに問う。

   玛姬娜向走在身旁的梅依问道。

   だが視線だけは、前を歩くベルトールの尻に釘くぎ付づけになっている。

   不过她的视线却紧盯着走在前方的贝尔多尔的屁股。

   「マッサージ店で働くのにあんな格好にする必要があるのかしら……？」

   「在按摩店工作有必要穿成那样吗……？」

   「……？　ちょっと何言ってるかわからないですね……」

   「……？我听不太懂你在说什么……」

   [image: ]

   「……？　私難しい話をしたかしら……」

   「……？我说了什么难懂的话吗……」

   「いえすみません……ああ、成程」

   「不，抱歉……啊啊，原来如此。」

   合が点てんがいったという風に、マキナはポン、と左掌てのひらを右手の拳側面で叩いた。

   玛姬娜恍然大悟似地用右手的拳背敲了下左手掌。

   「仕方ありませんね、メイは世間知らずですからね──これはそういうものなのです」

   「没办法，梅依毕竟不谙世事——这就是所谓的淑女。」

   「流石さすがの私も騙だまされないわ……絶対マキナの趣味よこれは」

   「就算是我，也不会被你骗到……这绝对是玛姬娜的兴趣。」

   「なんだ二人共、こそこそと」

   「你们两个在说什么悄悄话？」

   「ベルトール」

   「贝尔多尔。」

   「どうした？　メイ」

   「怎么了，梅依？」

   「言葉遣いが王様のままよ」

   「你的遣词用字还是跟国王一样。」

   声こそ普段のベルトールの耳から支配されるような美声ではないものの、その言葉遣いはベルトールそのものである。

   尽管声音不像平常的贝尔多尔那样，仿佛能支配听者，但遣词用字却跟贝尔多尔如出一辙。

   別人のような声と顔の人物から、ベルトールそのものの言葉が出てくる違和感というものは確かに存在していた。

   声音和长相判若两人的贝尔多尔，却用跟平常一样的语气说话，确实有种不协调感。

   「それは王様のベルトールのもので、淑女のベルトールのものじゃないと思うわ。その点私はマキナからきちんと淑女の言葉遣いを教わったもの。見た目は綺麗になっても、私達のほうが淑女としては上よ」

   「我觉得那是国王贝尔多尔的说话方式，不是淑女贝尔多尔的。关于这点，我可是有好好向玛姬娜学习淑女的遣词用字。就算外表变漂亮了，我们还是比你更像淑女。」

   「ほう」

   「哦？」

   「……はっ！　メイに褒められて嬉うれしい気持ちとベルトール様に失礼な事を言っているメイを窘たしなめなければいけない気持ちがぶつかり合って一瞬無になっていました！」

   「……啊！被梅依夸奖的喜悦和必须责备梅依对贝尔多尔大人出言不逊的心情互相冲突，害我一瞬间愣住了！」

   「いやマキナ、メイの言う通りだ。見た目を模しただけでは意味がない。完璧に淑女になってこそであろう？　さりとて王として付け焼き刃の淑女ではボロが出る。であれば、余の記憶の中で一番の淑女を真ま似ねるとするか」

   「不，玛姬娜，梅依说得没错。光是模仿外表没有意义。应该要成为完美的淑女才对吧？话虽如此，临时抱佛脚学来的淑女形象会露出马脚。既然如此，就模仿余记忆中最完美的淑女吧。」

   「ベルトールそれってもしかして……私!?」

   「贝尔多尔，你该不会是指……我！？」

   「あははっ、全くそんなわけないでしょう驕おごりが過ぎますよメイったら──私でしょうね」

   「啊哈哈，怎么可能嘛，梅依你太自大了——应该是我吧。」

   ベルトールは足を止め、すっと目を伏せる。

   贝尔多尔停下脚步，垂下眼帘。

   一拍程置いて目を開く。

   隔了一拍后，他睁开眼睛。

   「──っ」

   「——！」

   「わぁ……」

   「哇……」

   その様子を見ていたマキナとメイは息を吞のんだ。

   玛姬娜和梅依见状，不禁屏息。

   


   「それでは、参りましょうか皆様」

   「那么，各位，我们走吧。」

   


   その淑女は柔にゅう和わな笑みを浮かべる。

   那位淑女脸上浮现柔和的笑容。

   声音も柔らかく、魔法で変声した声はそのままのはずなのに、まるで別人が喋しゃべっているかのようだ。

   声音也很温柔，明明是用魔法变声，却仿佛换了个人在说话。

   「はぁっ！　はぁっ！　はぁっ！」

   「呼！呼！呼！」

   「マキナが心臓を押さている……」

   「玛姬娜按着心脏……」

   三人はセントラルタウンの大通りから外れ、迷路のような小道を抜けた先にある娼しょう館かんビルが立ち並ぶ色街の一角へと辿たどり着ついた。

   三人离开中央市区的大马路，穿过迷宫般的小巷，来到娼馆大楼林立的红灯区一角。

   娼館ビルの急勾配な階段を昇った三階にある店、マッサージ店『のす☆すた』。

   爬上娼馆大楼陡峭的楼梯，来到三楼的按摩店「のす☆すた」。

   「それでは、行ってまいります」

   「那么，我出发了。」

   ベルトールは淑女の笑みを浮かべ、マキナとメイに言った。

   贝尔多尔露出淑女的笑容，对玛姬娜和梅依说。

   「ベルトール様、ご武運を」

   「贝尔多尔大人，祝您武运昌隆。」

   「頑張って、ベルトール」

   「加油，贝尔多尔。」

   その店の扉に、ベルトールは手を掛けた。

   贝尔多尔把手放在那家店的门上。

   「進化した面接対応術……お見せいたしましょう」

   「就让你们见识一下……我进化过的面试应对术吧。」

   


   ◆

   ◆

   


   「……」

   「……」

   「……」

   「……」

   黒と金。

   黑与金。

   男二人。

   两个男人。

   並んで《のす☆すた》近くにある雑居ビルの階段に腰を下ろしている。

   并肩坐在「のす☆すた」附近的住商大楼的楼梯上。

   「まさか貴様があのような店にやってくるとはな……」

   「没想到你会来那种店……」

   「まさか君がああいう店で働いているとはね……」

   「没想到你在那种店工作……」

   魔王ベルトールが情報収集の為ために『のす☆すた』に体験入店したのとほぼ時を同じくして、勇者グラムもまた来店。

   魔王贝尔多尔为了收集情报而到「のす☆すた」体验入店，几乎同一时间，勇者古兰也来到店里。

   ベルトールは面談の後、新人キャスト『ベルちゃん』として。

   贝尔多尔面试完后，以新人应召女郎「贝尔」的身份。

   グラムは仕事で客として。

   古兰则以客人的身份。

   それぞれ店内のブースで鉢合わせをし、今に至るというわけである。

   两人在店里的包厢碰个正着，然后就变成现在这样了。

   ベルトールはドレス姿からジャージとコートへと既に着替えており、《人化》の魔法も解いていた。マキナの夢の結晶であるベルトールの姿はそう長い時間保もたなかった。

   贝尔多尔已经把礼服换成运动服和大衣，也解除了「人化」魔法。玛姬娜梦想结晶的贝尔多尔样貌无法维持太久。

   「でもあの後本当にマッサージする必要あった……？　される僕も僕だけど……」

   「不过在那之后真的有必要按摩吗……？虽然被按摩的我也有问题……」

   「入店しておいて何もせぬわけにはいかぬという責任感に駆られたが故だったが……冷静に考えればなかったかもしれぬな……」

   「我被责任感驱使，觉得既然都入店了，总不能什么都不做……不过冷静想想，或许真的没必要……」

   気まずい空気が二人の間に流れる中、彼らに近付いてくる三つの影があった。

   两人之间弥漫着尴尬的气氛，这时有三道人影靠近他们。

   「お疲れ様です、グラム」

   「辛苦了，古兰。」

   木きノの原はら。

   木原。

   「こうして見ると、やはり普段のベルトール様が一番最高ですね……」

   「这样一看，果然还是平常的贝尔多尔大人最棒了……」

   マキナ。

   玛姬娜。

   「マキナの切り替えが早いわ……」

   「玛姬娜切换得真快……」

   そしてメイだ。

   以及梅依。

   「あれ、社長。珍しい組み合わせだね。いや本当に珍しいな……」

   「咦？社长。这组合真稀奇。哎呀，真的好稀奇……」

   「先程一緒になりまして」

   「我们刚才碰巧遇到。」

   木ノ原がベルトールへと近付いていく。

   木原走近贝尔多尔。

   「お久しぶりです魔王ベルトール。横浜市の件ではバタバタしていて碌ろくに挨拶もできませんでしたから」

   「好久不见，魔王贝尔多尔。横滨市那件事忙得不可开交，没能好好向您打声招呼。」

   そう言って、木ノ原はベルトールに名刺を渡した。

   说完，木原将名片递给贝尔多尔。

   「こうして会うのはあの時以来か」

   「上次见面是那时候吗？」

   「……そうですね」

   「……是啊。」

   六魔侯が一ひと柱はしらにして大企業ＩＨＭＩ社長マルキュスの秘書だった女であり、ベルトールやグラムとも一戦交えた女だ。

   她是六魔侯之一，也是大企业IHMI社长马尔库斯的秘书，曾与贝尔多尔和古兰交战。

   「横浜の時は其方そなたの助力があったと聞く。礼を言っていなかったな。感謝する」

   「听说横滨那时有你相助。我还没向你道谢呢。感谢。」

   「いえ、私も従業員を回収する仕事がありましたから。ついでというやつです。現在新しく事業をはじめましたので、何かございましたらご連絡を」

   「不会，我也有回收员工的工作要做。只是顺便而已。现在我开始经营新事业，有需要的话请跟我联络。」

   敵対していたとはいえ、それは過去の話だ。木ノ原はマキナ達に協力していたし、ベルトールもそれを聞いている。今更わざわざ蒸し返す事もなかった。

   虽说曾经敌对，但那都是过去的事了。木原协助过玛姬娜他们，贝尔多尔也听说了。事到如今没必要特地重提。

   「うむ」

   「嗯。」

   「うわ」

   「呜哇。」

   ベルトールと木ノ原が話している横で、メイが嫌そうな顔で嫌そうな声を出した。

   贝尔多尔和木原交谈时，梅依在一旁露出厌恶的表情，发出厌恶的声音。

   「本当に勇者グラムが生きている……」

   「勇者古兰真的还活着……」

   メイはマキナの後ろに隠れながらグラムを睨にらみつけて警戒心を露あらわにしている。

   梅依躲在玛姬娜身后，瞪着古兰，表现出明显的戒心。

   それはヒト見知りによるものではなく、外敵を威嚇する猫のようだ。

   那不是怕生，而是像猫在威吓外敌。

   「や、やあ、久しぶりだね。天てん忌き侯こう」

   「嗨、嗨，好久不见，天忌侯。」

   苦笑いを浮かべながら、グラムは軽く手をふる。

   古兰面露苦笑，轻轻挥手。

   「不死戦争とか関係なく、私はあなたを許していない……」

   「和不死战争无关，我还没原谅你……」

   「え、メイとは一緒に一度勇者グラムと戦った事ありますけど、それ以前に個人的に面識あったんですか？」

   「咦？梅依和勇者古兰一起战斗过一次，你们以前就认识吗？」

   「ああ、まあ……ちょっとね……」

   「啊啊，嗯……有点交情……」

   「あれは五百年前の事よ」

   「那是五百年前的事了。」

   メイは遠い目で過去を回想する。

   梅依遥望远方，回忆过去。

   「……外征任務中にマキナとはぐれた私は、マイテールの酒場で勇者グラムにご飯を奢おごってもらったの。そしてその後……あの時はいいヒトだと思ってたのに……勇者って身分を隠して近付くなんて……！」

   「……出征任务中，我和玛姬娜走散，在麦提尔的酒馆让勇者古兰请吃饭。然后……当时我还以为他是个好人……没想到他竟然隐瞒勇者的身份接近我……！」

   珍しく怒りの籠もった声と視線をグラムへと向けた。

   她难得用愤怒的语气和视线看着古兰。

   「べ、別に隠していたわけでも近付いたわけでもないって！　そもそも六魔侯だって知ってたら近付かなかったよ！」

   「我、我既没有隐瞒身份，也没有接近你！再说，要是知道你是六魔侯，我根本不会接近你！」

   「グラム……貴様一体メイに何をした」

   「古兰……你到底对梅依做了什么？」

   「見損ないました勇者グラム……」

   「我错看你了，勇者古兰……」

   「申し訳ございませんうちの従業員が。再発防止と社内研修の徹底化を致しますので」

   「对不起，我们的员工太失礼了。我们会彻底进行员工教育，防止类似事件再次发生。」

   三人の冷めた視線がグラムに刺さる。

   三人冰冷的视线刺向古兰。

   「ご、誤解だ！　何かあったわけじゃあ……っていうか！　社長くらいは従業員を庇かばってくれよ！」

   「你、你们误会了！我们之间什么都没发生……是说！社长，你好歹也帮员工说句话吧！」

   「まあそんな事よりもだ」

   「算了，先不管这件事。」

   「おいベルトール！　そんな事よりもじゃないぞ！」

   「喂，贝尔多尔！这哪能不管！」

   「確かにそんな事で済ませられないわ……！」

   「确实不能就这样算了……！」

   何やら因縁があるらしいメイとグラムを無視し、ベルトールは話を進める。

   贝尔多尔无视似乎有什么过节的梅依和古兰，继续说下去。

   「グラムよ。其方そなた何故なぜあの店にいた？　まさか本当にマッサージしてもらう為というわけではあるまい」

   「古兰，你为何会在那间店？总不可能真的是去按摩的吧？」

   「まあ」

   「这个嘛……」

   「だろうな。余と貴様があの店に来た目的は一致しているはずだ」

   「我想也是。余和你的目的应该一致。」

   「そうだね。僕らは天忌侯に似た人物の調査を渋谷市の副市長から依頼されたんだ。ローカルネットワークの管理者権限を持つ市長が失踪、そののち死亡が確認されてね」

   「是啊。涩谷市的副市长委托我们调查疑似天忌侯的人物。拥有地方网络管理权限的市长失踪，之后确认死亡。」

   「やはりな……余も同じ人物を探っていた。面接の際に店長代理から聞いたのだが、《のす☆すた》の店長は渋谷市のネットワーク関連に強いパイプを持っていたそうだ。そして現在、行方を晦くらましている。随分ときな臭い、貴様もそうは思わんか？」

   「果然……余也在找同一个人。面试时代理店长告诉余，《のす☆すた》的店长在涩谷市网络方面拥有强大的人脉，而那个人现在行踪不明。你不觉得事有蹊跷吗？」

   「あ」

   「啊。」

   とグラムは何かを察したように、ニヤニヤとした表情を浮かべる。

   古兰似乎察觉了什么，露出不怀好意的笑容。

   「はーやれやれ。もしかしてベルトール、また協力して欲しいのか？」

   「唉～真是的。贝尔多尔，你该不会又想请我帮忙了吧？」

   「はっ！　協力だと？　思い上がるな！　余は既にメイという強力な家臣が仲間に加わったのだ。貴様の力などいらん！　ばーかばーか！　ベロベロバ〜！」

   「哈！帮忙？少自以为是了！余已经有梅依这个强力的家臣，不需要你的力量！笨蛋笨蛋！呸～！」

   「な、なんだとお……!?ヒトが親切心で言ってやったのにこいつマジで！　もう一生協力してやんないからな！」

   「你、你说什么……！？亏我好心提醒你，这家伙真是！我这辈子都不帮你了！」

   「ふん、こちらから願い下げだ企業の犬が！」

   「哼，我才不想帮你呢，你这企业的走狗！」

   「ばーか！　配信切り忘れて炎上しろ！」

   「笨蛋！忘了关台被骂吧！」

   喧けん嘩かをしている二人を、マキナは親指の爪を嚙かみながら難しい顔で眺めている。

   玛姬娜咬着拇指指甲，一脸严肃地看着吵架的两人。

   「ぐぬぬぬ……勇者グラム、ベルトール様とあんなに仲良くして……羨ましい……！」

   「唔唔唔唔……勇者古兰和贝尔多尔大人感情那么好……好羡慕……！」

   「あれ仲良くしてるのかしら……？」

   「那叫感情好吗……？」

   「子供の喧嘩のように見えるのですが……」

   「看起来像小孩子在吵架……」

   マキナの言葉に、メイと木ノ原が首を傾かしげた。

   梅依和木原闻言，不禁歪头。

   「まあ良い。余から《ヴァル原》に直接依頼を申し込む」

   「算了。余直接向《沃洛原》提出委托。」

   「え、協力を申し出る気になったのかい？」

   「咦？你愿意帮忙吗？」

   「ふん、違うわ戯たわけ。逆だ」

   「哼，蠢货，不是。」

   「逆？」

   「不是？」

   ベルトールはグラムを否定する。

   贝尔多尔否定了古兰。

   「この一件、其方そなたらは関わるな」

   「这件事，你们别插手。」

   そうベルトールは言い放った。

   贝尔多尔如此说道。

   「どういう事ですか？　関わるな、という依頼？」

   「什么意思？别插手，是委托吗？」

   「その通りだ」

   「没错。」

   木ノ原の疑問に、ベルトールは首肯する。

   贝尔多尔肯定了木原的疑问。

   「別に今まで通り其方そなたらは渋谷市から依頼された調査を続けて構わん。それは余の関与しない事だ。だがもし仮に、これから先この渋谷市でなんらかの大きな騒動が起きれば──それは不死の手で始末を付けなければならない。魔王と六魔侯の問題であり、其方そなたらが関わるべき事ではない」

   「你们可以像之前一样，继续接受涩谷市的委托进行调查。那是余不会干涉的事。但假如今后涩谷市发生了什么大骚动——就必须用不死之手来解决。那是魔王和六魔侯的问题，不是你们该插手的事。」

   マキナもメイも何も言わなかった。ただ主の意向に従うだけだ。

   玛姬娜和梅依什么也没说，只是遵从主人的意向。

   メイと魂を共有していた《明みょう星じょう》という悪魔。

   和梅依共有灵魂的恶魔《明星》。

   その対決とメイの肉体の救出は、自分達だけで遂とげるという矜きょう持じからの申し出だった。

   贝尔多尔是出于想靠自己解决这场对决和拯救梅依肉体的矜持，才提出这个要求。

   「……わかった」

   「……我知道了。」

   グラムは頷うなずく。

   古兰点头。

   効率よりも、通すべき矜持プライドがある事を彼は知っているのだ。

   他知道比起效率，有些事更应该坚持。

   「ごめん、社長も了承してあげてほしい」

   「抱歉，希望社长也能同意。」

   「仕方ありませんね。しかしもし貴方あなた達がそのなんらかで失敗した時は、弊社は勝手に動かせてもらいます」

   「没办法。不过万一你们失败了，敝公司会擅自行动。」

   「好きにしろ。全てが上手うまく解決したら其方そなたらの手柄にしていい」

   「随便你们。如果一切顺利解决，功劳就归你们。」

   「わかった」

   「知道了。」

   と言って、グラムは立ち上がる。

   说完，古兰站起身。

   「それじゃあ。君達の目的が果たされるよう祈ってるよ」

   「那么，祝你们能达成目的。」

   「ふん、貴様に祈られるまでもない」

   「哼，用不着你来祈祷。」

   勇者と魔王は、互いに苦笑を浮かべあった。

   勇者和魔王彼此露出苦笑。

   「ああ、木ノ原」

   「啊啊，木原。」

   と、ベルトールは立ち去ろうとする木ノ原に声を掛けた。

   贝尔多尔叫住正要离开的木原。

   「なんです？」

   「什么事？」

   「もう一つ頼みたい事がある。これは個人的なちょっとした頼みなのだが──」

   「还有一件事想拜托你。虽然是我个人的小小请求——」

   


   ◆

   ◆

   


   「つまり君達が渋谷市で回収した神秘──《茨十字》の影響で、ボクとメイの魂は《天使アンゼ》という枷かせから解き放たれたんだ。ボクを造り、ボクを封じた組織の手で解放されたんだから、皮肉なものだよね。まあメイの魂まで出ていったのは誤算だったんだけど、この十字がある限りはこの土地に留まらざるを得ないから問題なかった」

   「也就是说，你们在涩谷市回收的神秘——《茨十字》的影响，让我和梅依的灵魂从名为《天使》的枷锁中解放了。制造我、封印我的组织亲手解放了我，真是讽刺。虽然连梅依的灵魂都跑出来是失算，但只要有这个十字架，我们就不得不留在这个地方，所以没问题。」

   《明星》は首から下げる逆十字のロザリオを掲げてみせる。

   《明星》举起挂在脖子上的逆十字架十字架。

   「解き放たれた後はそう難しくはなかった。何せ枷が人造精霊、現代魔法の化身だからね。内側から色々見ていたし、《クラヴィキュラ》の構想を練って形にするまではそう時間は掛からなかった。後はボクが直接手出ししなくても勝手に人間達──ああ、これは差別表現か……迷える子羊ちゃん達が勝手に悪魔達を使って受肉の条件を満たしてくれるって寸法さ。と言っても、この都市のシティネットにアクセスできる人物を懐柔する手間は掛かったけど」

   「解放之后就没那么难了。毕竟枷锁是人造精灵，是现代魔法的化身。我在内侧观察过很多次，没花多少时间就构思出《克拉维斯库拉》的构想并将其化为实体。之后就算我不直接出手，人类们——啊，这是歧视用语吗……迷途羔羊们也会擅自利用恶魔们满足受肉的条件。话虽如此，要拉拢能够连上这座都市的网络的人还是费了我一番工夫。」

   それで、と言って《明星》は続ける。

   「然后——」《明星》接着说。

   「話を戻すけど……どうするんだいゼノール」

   「回到正题……你要怎么做，泽诺尔？」

   巨人の骨を天井に望み、廃ビルの屋上の欄干に腰掛けながら、《明星》は継つぎ接はぎの少年に訊たずねた。

   《明星》坐在废弃大楼屋顶的栏杆上，仰望天花板的巨人骨骼，询问拼接少年。

   継ぎ接ぎの少年──ゼノールは、声の主へ殺意を持って睨みつける。

   拼接少年——泽诺尔带着杀意瞪向声音的主人。

   「どうするってなんだ」

   「什么怎么做？」

   「だから取引だよ」

   「就是交易啊。」

   悪魔が囁ささやく。

   恶魔低语。

   甘い声で、甘い言葉を。

   用甜美的声音，说出甜美的言语。

   「《天使アンゼ》を返してあげる。彼女の居場所を知っているのは、ボクだけだから」

   「我来把《天使》还给你。因为只有我知道她的所在地。」

   天使のような笑顔を浮かべ、悪魔が囁く。

   恶魔露出天使般的笑容，轻声说道。

   「なんなら契約書でも書こうか？」

   「不然我写契约书给你吧？」

   「条件はなんだよ、ただで返すわけじゃねえんだろ。取引だってんならよ」

   「条件是什么？既然是交易，你不可能白白把人还给我吧？」

   悪魔が笑う。

   恶魔笑了。

   詐欺師と悪魔は──笑顔で近付いてくるものだ。

   诈欺师和恶魔——都是笑着接近人类。

   


   「ベルトールを殺せ」

   「杀了贝尔多尔。」

   


   暗い暗い、凄惨な笑みで。

   带着阴暗又凄惨的笑容。

   [image: ]

   「そうすれば、《天使アンゼ》を返してあげる。君が愛している《天使アンゼ》を。ヒトでもない人造精霊を好きになるなんて現代的で人間的じゃないか」

   「只要你杀了贝尔多尔，我就把《天使》还给你。把你心爱的《天使》还给你。居然会喜欢上不是人类的人造精灵，真是现代又有人性的行为。」

   「うるせえよ」

   「少啰嗦。」

   「怒んないでよ。ボクは本気で愛は素晴らしいって思ってんだぜ？　どんな形でもね。それで、どうするんだい？　第七の封印はもうすぐ解ける。これが最後のチャンスだよ？」

   「别生气嘛。我是真心觉得爱很美好哦？不论是什么形式。所以，你打算怎么做？第七封印很快就会解除。这是最后的机会了哦？」

   少年は答える。

   少年回答。

   ゴアール市や新宿市で果たせなかった殺意の先を。

   回答在果阿市与新宿市没能达成的杀意。

   「んなもん頼まれなくても──」

   「用不着你拜托——」

   最初から、目的は一致しているのだ。

   打从一开始，目的就一致。

   「──殺してやるさ」

   「——我也会杀了他。」

  

 
  
   


   
    断章　血と剣

    断章　血与剑

   

   


   


   統合暦２０５５年、新宿市大深度地下・不死炉。

   统合历2055年，新宿市大深度地下・不死炉。

   不死狩り。

   狩猎不死者。

   第一次都市戦争と、第二次都市戦争の間の期間に各都市で行われた事件。

   这是在第一次都市战争与第二次都市战争之间，各都市所发生的事件。

   不死戦争も最も早はや歴史となったアルネスと、そもそも不死を知らぬアースは、泥沼で凄惨な第一次都市戦争で不死の脅威が多くの人々の記憶に強く刻まれた。

   对于不死战争早已成为历史的阿尔内斯，以及根本不知道不死者存在的亚斯来说，不死者的威胁在第一次都市战争的泥沼中留下了惨痛的记忆。

   その結果ＩＨＭＩ社長、マルキュスの主導による不死狩りが世界各都市で勃発。

   结果在ＩＨＭＩ社长马尔库斯的主导下，世界各都市爆发了狩猎不死者的行动。

   多くの不死が捕らえられ、滅ぼされた。

   许多不死者被捕，遭到消灭。

   ほとんどは極秘裏に新宿市へと移送され、不死炉に焚くべられてエネルギー源となった。

   他们几乎都被秘密移送至新宿市，投入不死炉成为能源。

   その不死炉に一番最初に焚べられたのが、業ごう剣けん侯こうゼノールである。

   而第一个被投入不死炉的，就是业剑侯泽诺尔。

   魔王復活の儀式魔法である《転輪の法メテノエル》の発動条件を知るマキナを逃がす為ためにゼノールは囮おとりとなり、そしてマルキュスによって捕らえられたのだ。

   为了帮助知道魔王复活仪式魔法《转轮之法》发动条件的玛姬娜逃走，泽诺尔成为诱饵，然后被马尔库斯抓住。

   「何か、言わないのですか。ゼノール殿」

   「你没有什么话要说吗，泽诺尔阁下？」

   ＩＨＭＩ社長にして業剣侯ゼノールと同じく六魔侯の一ひと柱はしら。

   身为ＩＨＭＩ社长，与业剑侯泽诺尔同为六魔侯之一。

   血けつ術じゅつ侯こうマルキュスは、自身の足元で拘束されたかつての朋ほう友ゆう、業剣侯ゼノールを見る。

   血术侯马尔库斯看着被绑在自己脚边的昔日好友，业剑侯泽诺尔。

   「……」

   「……」

   煌こう灼しゃく侯こうマキナを逃がす為に囮となった業剣侯ゼノールは、その後獅し子し奮ふん迅じんの活躍で追手を殲せん滅めつするも、マルキュス含む精鋭部隊の介入により捕縛され、現在に至る。

   为了帮助煌灼侯玛姬娜逃走而成为诱饵的业剑侯泽诺尔，之后虽然以勇猛的活跃歼灭了追兵，却因为包含马尔库斯在内的精锐部队介入而被捕，直到现在。

   疲れを知らぬ不死の身であるが、ゼノールは度重なる戦闘によって憔しょう悴すいしきっていた。

   虽然泽诺尔拥有不知疲倦为何物的不死之身，但经过多次战斗后，他已显得十分憔悴。

   「私は不死を裏切り、我が王を裏切り、そして朋友を裏切り、今こうしてここにいる。貴方を滅ぼそうとしている」

   「我背叛了不死，背叛了我的王，背叛了我的朋友，现在正准备消灭你。」

   隣に立つマルキュスは、有利な立場であるにも拘かかわらず、その声はあまりに弱々しい。

   站在他身旁的马尔库斯，明明处于有利的立场，声音却十分虚弱。

   「だのに何故なぜ詰なじらないのです、何故怒らないのです、何故……何も言ってくださらないのです。ゼノール殿」

   「然而你为什么没有责备我？为什么没有生气？为什么……什么也不说呢？泽诺尔阁下。」

   怯おびえ、惑い、何かに縋すがるような、あるいは救いを求めるような、そんな声だ。

   他的声音中带着胆怯、困惑，以及某种依赖，又或者说是求助。

   ようやく、業剣侯ゼノールが口を開いた。

   业剑侯泽诺尔终于开口了。

   「……貴公は、某それがしに恨んで欲しいのか？」

   「……您希望我恨您吗？」

   「……」

   「……」

   「それとも……赦ゆるして欲しいのか？」

   「还是说……希望我原谅您？」

   二人の目の前には、大口を開けて火入れの時を待つ不死炉の巨大な穴。

   两人眼前，是张着大口等待点火的不死炉的巨大洞穴。

   底すら見えぬ深しん淵えん。

   深不见底的深渊。

   かつて盟友であった二人は、今はもう決定的に戻れない所にいた。

   曾经是盟友的两人，如今已处于无法挽回的境地。

   「何故とは問わぬ。貴公は不死を裏切り、主を裏切った」

   「我不会问您为什么。您背叛了不死，背叛了您的主人。」

   顔を上げ、ゼノールはじっとマルキュスの眼めを見る。

   泽诺尔抬起头，直视马尔库斯的眼睛。

   「それだけが事実だ。この行為がもし、貴公の小さな自尊心を満たす為のものだろうと、それとも何か某では到底考えも及ばぬ深慮な思索の果てに辿たどり着ついた末のものだろうと、不死を率い、模範となるべき六魔侯として到底赦されないし、赦そうとも思わない」

   「这是唯一不变的事实。无论您是为了满足您那微不足道的自尊心，还是出于某种我无法想象的深谋远虑，身为率领不死的六魔侯，我绝不能原谅您，也不打算原谅您」

   その言葉に、マルキュスは視線を外す。

   听到这句话，马尔库斯移开了视线。

   受け止められない言葉だと。

   他无法接受这句话。

   「だが──」

   「但是——」

   ゼノールは言う。

   泽诺尔说道。

   「某は、今こうしてこの場においても、貴公を恨む気持ちは微み塵じんも持ち合わせておらぬ」

   「即使现在，我依然没有一丝一毫怨恨您的想法」

   驚きの表情で、マルキュスはゼノールを視みる。

   马尔库斯惊讶地看着泽诺尔。

   「何故です……？」

   「为什么……？」

   「何故？聡そう明めいな貴公ともあろう者がそのような事を問うなどと、異な事を」

   「为什么？您如此聪明，居然会问出这种问题，真是奇怪」

   業剣侯ゼノールは、ここにきて初めて笑みを作った。

   业剑侯泽诺尔第一次露出了笑容。

   


   「俺達は、朋友ともではないか」

   「我们不是朋友吗？」

   


   常に丁寧で、律りち儀ぎな男が放った砕けた言葉。

   总是彬彬有礼的男人，说出了直率的话语。

   五百年前。まだベルトールが生きていて、ゼノールが独断で予言の子を抹殺した作戦の責を取る際、ゼノールはマルキュスに救われた。

   五百年前，贝尔多尔还活着的时候，泽诺尔因擅自抹杀预言之子的作战而被追究责任，当时马尔库斯救了他。

   その際に、同じ言葉をマルキュスが言ったのだ。

   那时，马尔库斯也说了同样的话。

   それを、ゼノールは覚えていた。ずっと忘れたことはなかった。

   泽诺尔一直记得，从未忘记。

   ベルトールが敗北し、王国が崩壊し、マルキュスが不死を裏切り、同胞を大勢狩りたて、今こうしてゼノールを不死炉に焚べようとする直前であっても、彼はマルキュスを、この卑劣な裏切り者を恨む気持ちなど一片たりとも存在しなかった。

   即使贝尔多尔战败，王国崩坏，马尔库斯背叛不死，狩猎了大量同胞，现在甚至要把泽诺尔扔进不死炉，他也没有一丝一毫怨恨马尔库斯，怨恨这个卑鄙叛徒的想法。

   彼の言葉は、紛まがうことなき、本心からのものであった。

   他的话，毫无疑问是发自内心的。

   マルキュスは眉間に皺しわを寄せ、目を細め、震える程に下唇を嚙かんでいた。

   马尔库斯皱起眉头，眯起眼睛，咬紧下唇，身体颤抖。

   「っ……」

   「……」

   それを聴いて尚なお、マルキュスは初志貫徹する。

   即使听到这句话，马尔库斯也依然贯彻初衷。

   言いかけた言葉を飲み込む。

   他把说到一半的话咽了回去。

   それ以上は何も言わずに、ゼノールの身体からだを、マルキュスは不死炉に投げ入れた。

   马尔库斯没有再多说什么，把泽诺尔的身体扔进了不死炉。

   ゼノールが落下していく最中、不死炉が起動する。

   泽诺尔在下落的过程中，不死炉启动了。

   周囲の霊素エーテルが高速で回転を開始、炉に光が灯ともる。

   周围的灵素开始高速旋转，炉里亮起了光。

   ゼノールの身体は一瞬にして分解され、魂が焼却、霊素エーテルへと変換される。

   泽诺尔的身体瞬间被分解，灵魂被烧毁，转换成了灵素。

   業剣侯は膨大な霊素エーテルとなって消えた。

   业剑侯化为庞大的灵素消失了。

   霊脈エーテラインの乏しい新宿市に、火が灯る。

   灵脉匮乏的新宿市，燃起了火。

   業剣侯ゼノールの魂が霊素エーテルへと変換された結果、彼の不死を成立させていた一本の魔剣が、炉の底に落下していった。

   业剑侯泽诺尔的灵魂被转换成灵素，结果，让他得以不死的一把魔剑，掉进了炉底。

  

 
  
   


   
    第三章　戦う者たちの束の間の平穏と休息が破壊される確率

    第三章　战斗者短暂的平稳与休息被破坏的概率

   

   


   


   裏・裏原宿。

   里原宿。

   現在の裏原宿とは、原義の裏原宿からは違い原宿エリアの隣に位置するエリアの意で使われる。裏・裏原宿は裏原宿の更に真裏に存在するエリアの名である。

   现在的里原宿，与原义的里原宿不同，是指原宿区隔壁的区域。而里・里原宿，则是位于里原宿正后方的区域。

   別に裏の裏だからそれはただの原宿ではないのかという話もあるが、原宿から裏原宿を挟んで更に隣のエリアになるので全く異なる。

   虽然有人认为既然都里了两次，那不就只是原宿了吗？但因为里原宿与原宿之间还夹着一个区域，所以完全是不同的地方。

   細々とした路地が網目状に広がる地区であり、原宿や裏原宿ともまた違う、少しダークでいながらも賑にぎやかな雰囲気の場所だ。

   里・里原宿是细小巷弄如网眼般密布的地区，与原宿和里原宿不同，是个气氛有点黑暗，但又热闹的地方。

   「メ──────────────────イ！」

   「梅——————————————————！」

   破顔一笑。そんな言葉が似合いすぎる笑顔のままに翼を広げ、シルヴァルドがメイに向かって文字通り裏・裏原宿の細い路地を飛んできた。

   希瓦尔德破颜一笑。他带着与这句话再适合不过的笑容，张开翅膀，从里・里原宿的巷弄中飞向梅依。

   ベルトールは先程去り際に木きノの原はらに依頼し、彼女達が副市長から預かった携帯端末でシルヴァルド達に連絡を取ってもらったのだ。

   贝尔多尔在离开前，委托木之原用副市长大人交给他们的手机联络希瓦尔德等人。

   高たか橋はしが仮想環境で悪魔召喚アプリをインストールしていた事も幸いして、裏・裏原宿で合流する事が叶かなったのである。

   幸好高桥在虚拟环境中安装了恶魔召唤APP，因此得以在里・里原宿会合。

   尤もっとも、本来なら集合場所の代名詞であるナナ子像前で集合するのが理想であったが、高橋達の現在地とシルヴァルドがまたどっか行ってしまう可能性を考慮して裏・裏原宿で集合としたのである。

   本来应该在集合地点的代名词——奈奈子像前集合才对，但考虑到高桥他们的所在地和希瓦尔德可能又会跑掉，最后决定在里・里原宿集合。

   小柄なメイよりも更に小さいシルヴァルドが、飛ひ翔しょうそのままの勢いで思いっきりメイを抱きしめた。

   比娇小的梅依更小的希瓦尔德，就这么飞过来用力抱紧梅依。

   「よかった〜〜〜〜〜会いたかったぞ〜〜〜〜〜メイ〜〜〜〜〜お主は相変わらず可か愛わいいの〜〜〜〜〜ちゅっちゅっちゅ！」

   「太好了～～～～好想你哦～～～～梅依～～～～你还是一样可爱呢～～～～啾啾啾！」

   メイの顔に雨のように接せっ吻ぷんを降らせ、柔らかくもちもちしたほっぺたに吸い付き、メイの顔はシルヴァルドのよだれまみれになる。

   希瓦尔德如雨点般在梅依脸上落下亲吻，吸吮她柔软有弹性的脸颊，梅依脸上沾满了希瓦尔德的口水。

   シルヴァルドのドラゴンパワーで組み付かれ、メイでは振りほどく事ができない。

   被希瓦尔德用龙族的力量抱住，梅依根本无法挣脱。

   狭い路地を悪魔を連れて歩く人々も、何事かと視線を向ける。

   带着恶魔走在狭窄巷弄的人们，也好奇地望向这边。

   高橋達には木ノ原経由でメイについての一連の流れは伝えてあった。

   高桥他们已经透过木之原得知梅依这一连串的遭遇。

   「マ、マキナ、ベルトール……た、助け……」

   「玛、玛姬娜、贝尔多尔……救、救我……」

   メイは屋台で買っていた巨大な綿わた飴あめを持つマキナとベルトールに視線を送るが、二人はシンクロしたように同タイミングで頭を横に振った。

   梅依看向拿着在摊贩买的巨大棉花糖的玛姬娜和贝尔多尔，两人却同时摇头。

   「諦めろメイ」

   「放弃吧，梅依。」

   「私も横浜から戻った時に一晩中やられました」

   「我从横滨回来时也被亲了一整晚。」

   巨大でカラフルな綿飴をむしり食べながら、二人はどこか遠い目をしている。

   两人啃着巨大又色彩缤纷的棉花糖，眼神飘向远方。

   シルヴァルドから解放されたメイに、一人の人物が軽やかな足取りで近づいてきた。

   梅依从希瓦尔德的束缚中解放，这时有个人踩着轻快的脚步靠近她。

   「ハロハロ〜〜〜！メイちゃーん！　おはつー！　会いたかったよー！　いや会ってはいたんだけどさー。絶対可愛いとは思ってたんだよね〜。バイザーの下初めて見たけどやっぱ可愛いねえ」

   「哈啰哈啰～～！小梅依！早啊！我好想你哦！虽然我们之前就见过面了，但我早就觉得你一定很可爱～第一次看到你没戴头盔的样子，果然很可爱呢。」

   笑顔で手を振りながら、膝を少し曲げてメイに視線を合わせる。

   她笑着挥手，稍微弯下腰，让视线与梅依齐高。

   頭に丸いサングラスを載せ、ドワーフ・ジャケットにチャイナ・ドレスを着用した少女、高橋だ。

   头上戴着圆形墨镜，身穿矮人外套和旗袍的少女，正是高桥。

   同じく屋台で買ったのか、その手には螺ら旋せん状に伸びた揚げ芋串が握られている。

   她手上拿着螺旋状的炸薯条，大概是同样在摊贩买的吧。

   「あたし高橋ってーの、よろしくね！」

   「我叫高桥，请多指教！」

   「……ッ！」

   「……！」

   急接近してきた初対面の高橋にびっくりしたメイが、マキナの背中に隠れてしまう。

   第一次见面的高桥突然靠近，让梅依吓了一跳，躲到玛姬娜背后。

   「ありゃりゃ。お芋食べるかい？美味おいしいよ？」

   「哎呀呀，要吃薯条吗？很好吃哦。」

   塩の効いた揚げ芋を高橋はパリパリと食べながらメイへ手招きをする。

   高桥吃着咸香酥脆的炸薯条，向梅依招手。

   「ごめんなさい高橋……この子に悪気はないんです」

   「对不起，高桥……她没有恶意。」

   「だいじょぶだいじょぶ。わかってるってー、あたしヒトと仲良くなんの得意だからさー。仲良くしよーねーメイちゃん」

   「没关系没关系，我懂的。我很擅长跟人打好关系，让我们好好相处吧，小梅依。」

   「……」

   「……」

   「この子ったら……」

   「这孩子真是的……」

   マキナはやれやれ、といった風に腰に手を当てる。

   玛姬娜无奈地双手扠腰。

   メイもわかっている。高橋に敵意はなく、マキナから聞いた通りの優しい人物だと。

   梅依也明白，高桥没有敌意，正如玛姬娜所说，她是个温柔的人。

   それでも、身体が無意識的にマキナの陰に隠れてしまう。

   即使如此，身体还是下意识地躲到玛姬娜背后。

   ヒトが嫌いなのではない、ヒトが怖いのだ。

   她不是讨厌人类，而是害怕人类。

   それは彼女が地に堕おちて何年、何十年、何百年経たっても変わらなかった。

   无论她堕落了几年、几十年、几百年，这点始终没有改变。

   彼女が天の御使いである為ためか、ヒトと一線を画すが為なのかはわからなかった。

   不知道是因为她是天之使者，还是因为她跟人类有明确的区隔。

   別にこのままでもいいと、半ば諦めていたのだ。

   她觉得维持现状也无所谓，已经半放弃了。

   メイはちらと、助けを求めるようにベルトールを見る。

   梅依瞄了贝尔多尔一眼，向他求助。

   ベルトールは助けない。

   贝尔多尔没有伸出援手。

   ただ黙って口くち許もとに綿飴の欠片かけらを貼り付けながら微笑を浮かべてメイを見守っている。

   只是默默地微笑着，嘴角粘着棉花糖的碎片，守望着梅依。

   先程、彼が言っていた言葉を思い出す。

   她想起他刚才说的话。

   ──だが今は五百年前でも、此処ここは余が政まつりごとを布しいていた国でもない。変わらねばならぬのだ。余も、そして其方そなたもな。

   ——但是现在不是五百年前，这里也不是朕治理的国家。朕和你都必须改变。

   「変わる……」

   「改变……」

   小さく、口の中で転がすように呟つぶやく。

   她喃喃自语，声音小到只有自己听得见。

   そう、ここはもう不死の王国ではない。

   没错，这里已经不是不死的王国了。

   メイはぐっと両の拳を作り、高橋の前に一歩足を踏み出した。

   梅依握紧双拳，往高桥面前踏出一步。

   「高橋……」

   「高桥……」

   目を見据えて、彼女の事を呼ぶ。

   她看着高桥，呼唤她的名字。

   「メイよ」

   「梅依。」

   「わぁ……！」

   「哇……！」

   高橋は頰に両手を当て、目を輝かせた。

   高桥双手捧着脸颊，眼睛闪闪发亮。

   「メイちゃ────ん！　よろしくね─────！」

   「小梅依————！请多指教————！」

   メイの両の手を摑つかみ、高橋はぶんぶんと上下に振るう。

   高桥抓住梅依的双手，上下摇晃。

   「もー！　可愛い可愛い可愛い可愛い！」

   「哎呀！好可爱好可爱好可爱好可爱！」

   メイは自分より遥はるかに年下の娘に良いようにされるが、全く嫌な気はしない。むしろ心地よいくらいだ。

   梅依被远比自己年幼的女孩玩弄，却一点也不讨厌，反而觉得挺舒服的。

   高橋に揉もみくちゃにされながら、メイはもう一人の少女に視線を向ける。

   被高桥揉来揉去的同时，梅依看向另一名少女。

   「……」

   「……」

   一人、緋ひ月づきだけが一歩下がった位置で、巨大な平たい唐揚げを持ってメイを見ていた。

   只有绯月一个人站在后方一步的位置，拿着巨大的扁平炸鸡看着梅依。

   メイは、ベルトールの協力者達の事は一通り話を聞いている。

   梅依已经大致听说了贝尔多尔的协助者们的事。

   ハーフエルフにして、女神メルディアの分霊を宿す者。

   她是半精灵，体内寄宿着女神梅尔迪亚的分灵。

   確かに近くにいると、メルディアの神性を仄ほのかに感じさせる。

   的确，只要待在她身边，就能隐约感受到梅尔迪亚的神性。

   そして彼女が、メイの身体を制御していた《天使アンゼ》が所属していた組織《救世教会ギルド》によって人生を狂わされたという事を知っている。

   而且梅依知道，她的人生被控制自己身体的《天使》所属的组织《救世教会》给毁了。

   他人の心の機微に疎うとい事に自覚的なメイでもわかる。そんな自分と仲良くするのは難しいかもしれない。

   就连对察言观色不擅长的梅依也明白，要跟这样的自己好好相处或许很难。

   だけどメイは彼女とも仲良くなりたかった。

   但梅依还是想跟她交朋友。

   変わろうという思いで、メイは緋月に近寄っていく。

   梅依怀着想要改变自己的想法，走近绯月。

   「……私の身体を使っていたやつを、貴方あなたが許せないのは理解できる。今の私は私で、そいつじゃない。身体を使われていた時の記憶も覚えてない。でもそれを言い訳にはしない、なんでそうなったのか覚えてないけれど、少なくとも私がもっと強ければそんな事になってなかったはずよ。だから、その……ごめんなさい。私の事、許せないかもしれない、許して欲しいとも言わない。でも、私は……貴方と仲良くなりたいわ」

   「……我能理解你无法原谅利用我身体的家伙。现在的我是我，不是那家伙。我也不记得身体被利用时的事。但我不打算以此为借口，虽然不记得为什么会变成那样，但至少如果我更强一点，就不会发生那种事了。所以，那个……对不起。你或许无法原谅我，我也不奢望你能原谅我。但是，我……想跟你好好相处。」

   言葉が上手うまくまとまらなかった。

   梅依无法好好地表达自己的想法。

   でも言い切った。心に湧いた言葉を、腹から全て出した。

   但她还是说完了。她将心中涌出的话语，全都一吐为快。

   ちらと、上目遣いに緋月を見る。

   她抬眼瞄了绯月一眼。

   「えっ、あっ、おっ!?おおっ!?あっ！　いやっ！　あのっちがっ……！」

   「咦？啊？哦！？哦哦！？啊！不是！那个……！」

   緋月は動揺していた。

   绯月动摇了。

   しどろもどろになり、目が泳いでいて、混乱した様子で唐揚げを口に運ぶ。

   她语无伦次，眼神游移，一脸混乱地将炸鸡送入口中。

   「あーちゃうちゃうメイちゃん。そゆのじゃないの」

   「啊～不是不是，梅依。不是你想的那样。」

   「……え？」

   「……咦？」

   「緋月はねー、メイちゃんと仲良くしたいけど緊張してるし初めて会うヒトには大体あんな感じなんよねー。見た目は派手なのに中身は意外と陰いんの者なんだよ、こいつぁ」

   「绯月她啊～虽然想跟梅依好好相处，但因为紧张，所以面对第一次见面的人时，大多都是那种感觉。这家伙外表华丽，内心却意外地阴暗呢。」

   「うぉい！　ちょっと高橋！　なんつー事を……あんたもうちょっとこう、ビブラートに包みなさいよ！」

   「喂！高桥！你干嘛……你说话时好歹也加点抖音吧！」

   「緋月はァ〜〜〜とても根暗ちゃんなんだよォ〜〜〜〜」

   「绯月她啊～～～～是个非常阴暗的孩子哦～～～～」

   「店員さんにィ〜〜注文する時めっちゃ遠慮しちゃうんですよねェ〜〜〜〜」

   「点餐的时候～～总是非常客气呢～～～～」

   「顔を覚えられるとォ〜〜〜その店にはもう行かないんじゃよなァ〜〜〜〜」

   「要是被店员记住长相～～～～就再也不会去那家店了呢～～～～」

   「そういうところもひじきの面白い所よのォ〜〜〜〜」

   「这也是绯月有趣的地方哦～～～～」

   緋月とメイを除く他の全員がビブラートを効かせて奏かなでる。

   除了绯月和梅依以外的所有人，都用抖音唱起了歌。

   「やめろやめろ！　あんた達！　言い間違いよ！　効かせるんじゃないわよ！　私の第一印象が悪くなるじゃない！　後ひづきよベルトール！　久しぶりじゃない!?このツッコミを入れるの！」

   「别唱了别唱了！你们几个！是说错了吧！别给我唱起来啊！我的第一印象不就变差了吗！还有贝尔多尔！应该说好久不见吧！？应该吐槽这个才对吧！」

   一息で怒ど濤とうのツッコミを入れて、緋月は肩で息をする。

   一口气怒涛般地吐槽完，绯月喘着粗气。

   「ふふっ」

   「呵呵。」

   その様子を見て、メイは自然と笑みがこぼれた。

   看到她的样子，梅依自然地笑了出来。

   「……ごめんなさい、勘違いさせちゃった、いや気を使わせちゃったわね。別に貴方に対して何か思う所があるわけじゃないの。確かに《救世教会ギルド》は許せないけれど、メイは被害者でしょ。私が恨むのは完全にお門違い」

   「……对不起，让你误会了，不，让你费心了。我对你并没有什么想法。虽然我确实无法原谅《救世教会》，但梅依是受害者吧。我恨你完全是搞错对象了。」

   言いながらメイの両の手をぎゅっと握る。

   绯月一边说着，一边紧紧握住梅依的双手。

   緋月の手は柔らかく、とても温かい。

   绯月的手很柔软，非常温暖。

   「だから……仲良くしてね、メイ」

   「所以……和我好好相处吧，梅依。」

   「うん……」

   「嗯……」

   緋月とメイ、二人の笑顔が咲いた。

   绯月和梅依，两人的脸上绽放出笑容。

   「ひじきよ」

   「绯月。」

   「緋月よ！　何？　ベルトール」

   「绯月啦！什么事？贝尔多尔。」

   「恐らく大判唐揚げの油でメイの手もベトベトになってるぞ」

   「梅依的手恐怕也沾满了炸鸡块的油哦。」

   「うわぁごめんなさい！」

   「呜哇，对不起！」

   緋月は慌ててハンカチを取り出し、メイと自分の手を拭う。

   绯月连忙拿出手帕，擦拭梅依和自己的手。

   その様子を見て、他の全員も思わず吹き出し、笑ってしまった。

   看到这一幕，其他人也忍不住噗哧一笑。

   「つーかお主らばっか食っててずるい！儂わしも食べたい！」

   「话说回来，你们自己吃太狡猾了！我也想吃！」

   「姉上の言うことも一理ある。せっかく集合できたのだ、今後の士気を高める為にも食べ歩き大会を開催する事をここに宣言する！　いいな？　メイ」

   「姐姐大人说得有道理。难得大家聚在一起，为了提升士气，我在此宣布举办美食行脚大会！可以吧？梅依。」

   「……うん！」

   「……嗯！」

   裏・裏原宿には飲食店が多くある。

   里・里原宿有许多餐饮店。

   それぞれ歩みを進め、裏・裏原宿の露店で思い思いの食べ物を購入する。

   一行人各自迈开步伐，在里・里原宿的摊贩购买想吃的食物。

   上を見上げれば送電ケーブルの群れと巨人の骨に支えられた天井。

   抬头一看，只见成群的电线和巨人骨头支撑着天花板。

   道幅は狭く、裏・裏原宿は縦にも横にも窮屈だ。

   里・里原宿的街道又窄又挤。

   だが、自由がそこにはあった。

   不过，那里存在着自由。

   「……」

   「……」

   「どったのメイちゃん」

   「怎么了，梅依？」

   一通り買い終わった為、一行は裏・裏原宿の通りの端にある広場へと集まった。

   买完东西后，一行人聚集在里・里原宿街道尽头的广场。

   ガードレールに腰掛けた高たか橋はしが、イチゴ飴あめ──正確には苺いちごのように着色、合成されたメルニウスである──を齧かじりながら、カラースプレーがたっぷり掛かったアイスクリームを手に持つメイに問う。

   坐在护栏上的高桥一边啃着草莓糖——正确地说是染成草莓色的合成梅尔尼克斯——一边向拿着喷上满满彩色喷漆的冰淇淋的梅依问道。

   「思ったのだけれど」

   「我在想……」

   メイが、全員を見ながら言う。

   梅依看着所有人说。

   「ベルトール以外全員女ね」

   「除了贝尔多尔以外，其他人都是女的呢。」

   「……確かにそうじゃん！　ベルちゃんハーレムじゃん！」

   「……的确是这样！小贝尔后宫！」

   「この比率なのになんかあんまりハーレム感がないわよね。ベルトールのヒト柄なのかはたまた現実ってそんなもんなのかわかんないけど」

   「明明是这种比例，却没什么后宫的感觉呢。不知道是贝尔多尔的人际关系使然，还是现实就是如此。」

   右手に持つケバブを食べながら言う緋月の言葉に、マキナがうんうん、とたぬきクレープを頰張りながら頷うなずく。

   绯月右手拿着沙威玛边吃边说，玛姬娜则大口吃着豆皮可丽饼，点头附和。

   「いい事じゃな。儂男に興味ないし」

   「这样不是很好吗？反正老夫对男人没兴趣。」

   「そしてここに後一人女を入れたら六魔侯全員女になるわ」

   「然后如果再加一个女人，六魔侯就全部都是女人了。」

   「あの、メイ……自然にラルシーン卿きょうを殺さないでください……未いまだ生死不明ですが……」

   「那个，玫伊……请不要自然而然地把拉尔莘卿杀了……虽然她现在生死不明……」

   「えっ、メイちゃんあたしらも六魔侯にカウントされるの!?」

   「咦？小玫伊，我们也会被算进六魔侯吗！？」

   「あー大丈夫よメイ、私達どんな未来があろうと絶対六魔侯になんかなれないから。んでその話で言うと六魔侯の女子枠ってこれで全部揃そろったわけ？」

   「啊～放心吧，小玫伊，不管未来如何，我们绝对不可能成为六魔侯。不过照这样看来，六魔侯的女性名额已经全凑齐了？」

   左手に持つ超・チーズドッグを口に運びながら緋月は、裏・裏原宿裏うどんを啜すするベルトールに訊たずねる。

   绯月将左手的超・芝士热狗送入口中，同时向吸着里・里原宿里乌冬面的贝尔多尔问道。

   「女子枠などという概念はないが……言われてみれば確かに男女３：３だったな。意図したわけではないが」

   「虽然没有女性名额这种概念……不过经你这么一说，的确是男女各三呢。虽然不是刻意为之。」

   「私その流れで気付いたんだけど」

   「我顺着这个话题想到了一件事。」

   緋月は煌こう灼しゃく侯こうマキナ、黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルド、天てん忌き侯こうメイを順繰りに見る。

   绯月依序看向煌灼侯玛姬娜、黑龙侯希瓦尔德、天忌侯玫伊。

   「六魔侯ってお色気枠がいなくない？」

   「六魔侯里没有性感的名额吧？」

   その一言を言い放った。

   她抛出这句话。

   高橋がマキナの方を見ながら、慌ててフォローに入ろうとする。

   高桥看着玛姬娜，慌忙想打圆场。

   「あわわわ緋月それは──」

   「啊哇哇哇，绯月，那是——」

   しかし緋月は止まらない。

   然而绯月没有停下来。

   「こういう幹部って一人くらいお色気枠いるもんじゃない？」

   「这种干部不是应该至少有一个性感名额吗？」

   「儂がおるじゃろ！　これが儂の考える最高にカワイイ人間の女の子スタイルじゃが！　元に戻ると六魔侯どころか現生命体で最高のバストサイズになるんじゃぞ！」

   「有老夫在吧！这就是老夫心目中可爱人类女孩的体型！要是变回原样，别说六魔侯，老夫的胸围可是现生命体中最大的哦！」

   「それはバストサイズと言うにはあまりにも大きすぎるし大雑把すぎるでしょ……」

   「要说胸围也太大了，而且也太粗略了吧……」

   １００渋谷円パンを振り回しながら食って掛かるシルヴァルドとは対照的に、一人、静かに熱を燃やす女がいた。

   希瓦尔德挥舞着100涩谷圆面包反驳，与他形成对比，有个女人静静地燃烧着怒火。

   「ふぅ〜〜〜〜……」

   「呼～～～～……」

   その女、マキナは額に手を当てて、頰にクリームを付けながら深い深い溜ため息いきを吐つく。

   那个女人——玛姬娜手扶着额头，脸上沾着奶油，深深地叹气。

   「ど、どうしたのマキナ……」

   「玛、玛姬娜，你怎么了……」

   「あたししーらない！」

   「我不管了！」

   マキナはクリームを頰に付けたまま呆あきれたような、怒っているような視線を緋月に向け、高橋は他所よそを見ながら下手な口笛を吹く。

   玛姬娜脸上还沾着奶油，用像是傻眼又像是生气的眼神看向绯月，高桥则看着其他地方，吹着拙劣的口哨。

   「お、怒ってる？」

   「你、你生气了？」

   普段温和なマキナから、尋常ではない怒気オーラを感じ、緋月はやや縮こまる。

   从平时温和的玛姬娜身上感受到非比寻常的怒气，绯月有些畏缩。

   「タブー中のタブーに触れてしまいましたね……」

   「你触犯了禁忌中的禁忌呢……」

   「な、何が……？」

   「什、什么禁忌……？」

   「後世の創作物で我々をモチーフにした作品はそこそこあります。それこそゲームだのアニメだの漫画だの小説だの。そして史実とは異なるデザインにされる事も多いです」

   「后世的创作中，以我们为原型的作品还不少。游戏、动画、漫画、小说都有。而且经常被设计成与史实不同的模样。」

   「はあ、まあ、そうね？　いくつか知ってるわ私も」

   「哦，嗯，是啊。我也知道几个。」

   「その時！　ほぼ確実に！　私はお色気キャラに！　そしてゼノール卿は筋肉モリモリのマッチョマンにされがちなんですよ！　私本当にそれが嫌で嫌で……そもそも必要ですか!?お色気キャラ!?」

   「那种时候！几乎可以肯定！我会被设计成性感角色！而泽诺尔卿则经常被设计成肌肉发达的肌肉男！我真的非常讨厌那样……说到底，有必要吗！？性感角色！？」

   頰にクリームを付けたままマキナは腕を振り回しながら、緋月に抗議する。

   脸上还沾着奶油的玛姬娜挥舞着手臂，向绯月抗议。

   緋月は地雷を踏んだ事を後悔しながら平謝りしている。

   绯月后悔自己踩到地雷，不停地道歉。

   「まあ確かにモデルにした作品だとマキナってお色気お姉さんキャラにされがちだよね。女三人の選出ってベルちゃんの趣味？」

   「的确，以我们为原型的作品中，玛姬娜经常被设计成性感大姐姐角色。选三个女人是小贝尔的兴趣吗？」

   高橋の疑問に、ベルトールが返す。

   贝尔多尔回答高桥的疑问。

   「単純に能力の高さで任命しただけの話だ。流石さすがの余であっても趣味で重要戦力を選定する事はない。余にない才と、最低限の武力を個人で持っているのが条件だな」

   「单纯只是因为能力高才任命她们。就算是朕，也不会因为兴趣而选择重要战力。条件是拥有朕所没有的才能，以及个人具备最低限度的武力。」

   「んー、じゃあやっぱあたし達は六魔侯無理だね」

   「嗯～那我们果然当不了六魔侯呢。」

   「当時の六魔侯結成の背景として武力が必要だったから、というだけの話だ。もし仮に今この時代で新しく六魔侯を結成するのならばその限りではない。その点で言えば、高橋も緋月も他にない一芸がある」

   「当时六魔侯的成立背景需要武力，仅此而已。如果现在这个时代要组成新的六魔侯，就不一定了。就这点来说，高桥和绯月都有其他六魔侯所没有的特长。」

   「え、ほんと？　まあどのみち不死じゃないんだけど私達」

   「咦，真的吗？不过我们不管怎样都不是不死之身就是了。」

   ベルトールと高橋がそんな話をしている横で、頰にクリームを付けたままのマキナの怨は高まっている。

   贝尔多尔和高桥说着这些话时，脸颊上还沾着奶油的玛姬娜的怨气越来越强烈。

   「他の面々は基本的にあまり創作でもそんなに乖かい離りしないんですよラルシーン卿はたまにお爺じいちゃんにされますしメイも盛られる事はあるんですけど私やゼノール卿と比べると圧倒的に率が低いですマルキュスのあんぽんたんもまあ許容範囲内でしょうなにげに一番乖離しそうなシルヴァルド卿は結構な確率で美少女ドラゴンキャラにされるんですよね多分集合無意識的な存在なのでしょうが何が言いたいかというとそういうステレオタイプな偏見に悩まされているヒトもいるという事を少しは頭の隅に置いておいて欲しいという事です」

   「其他人基本上在创作中也不会有太大的差异，拉尔辛卿偶尔会被画成老爷爷，梅伊也会被画得很丰满，但和我跟泽诺尔卿相比，比例压倒性地低。马尔库斯那个笨蛋也还在容许范围内，感觉最不像的希瓦尔德卿倒是经常被画成美少女龙族角色，大概是因为他是集体潜意识的存在吧，我想说的是，希望你们能稍微把这种被刻板印象的偏见所困扰的人放在心上。」

   「ごめんマキナ……ごめん、私が悪かったから……」

   「对不起，玛姬娜……对不起，是我不好……」

   「仕方ありませんね……赦ゆるしましょう。いえ、そもそも怒っているというのも間違いです。理解を示して頂けるだけで。帰ったら三日程ベルトール様語りに付き合っていただければ」

   「真拿你没办法……我就原谅你吧。不，说起来我根本就没有生气，只是希望你能理解而已。回去之后，只要陪我聊贝尔多尔大人三天三夜，我就原谅你。」

   「ほんとに三日で済むやつ……？」

   「真的只要三天就行了吗……？」

   「マキナの地雷踏んじゃうと後が長いんだよね〜。あとさっきからずっとほっぺたにクリーム付けっぱだよマキナ」

   「要是踩到玛姬娜的地雷，之后可有得受了呢～还有，你的脸颊上一直沾着奶油哦，玛姬娜。」

   「えっ!?噓うそ!?早く言ってくださいよ！」

   「咦！？不会吧！？怎么不早点说啊！」

   怒っているマキナに、平謝りする緋ひ月づきを、高橋が一歩下がった場所でからかっている。

   玛姬娜生气，绯月拼命道歉，高桥则在退后一步的地方调侃他们。

   「メイよ」

   「梅依啊。」

   「なに？」

   「什么事？」

   「どうだ。此奴こやつらは。気持ちのいい連中だろう」

   「这些家伙怎么样？是不是很有趣？」

   「……うん」

   「……嗯。」

   アイスクリームを大事そうに持ちながら目を細め、メイは見る。

   梅依小心翼翼地捧着冰淇淋，眯起眼睛看着他们。

   「とっても、いい子達……」

   「他们都是很好的人……」

   「そうじゃな」

   「是啊。」

   メイの隣で、シルヴァルドが頷いた。

   希瓦尔德在梅依身旁点头。

   「定命にしては、中々見どころのある奴やつらじゃよな」

   「以寿命有限的人类来说，他们很有前途。」

   メイは微ほほ笑えむ。

   梅依微笑。

   彼女たちがどう思っているかはわからない。でも、メイにとっては、二人はもう友達であったし、高橋も緋月も既にメイと友達になったつもりだった。

   虽然不知道他们怎么想，但梅依已经把他们当成朋友，高桥和绯月也已经把梅依当成朋友了。

   「高橋よ」

   「高桥啊。」

   ベルトールがマキナに叱られている高橋に声を掛ける。

   贝尔多尔对被玛姬娜责骂的高桥说。

   「ほい！」

   「是！」

   流石にマキナも高橋の説教を止やめ、後ろへと控える。

   玛姬娜也停止说教，退到后方。

   「《アオバ》の件だが進捗はどうなってる？」

   「《青叶》那件事进展如何？」

   「あー一応動かせるけど、テストはまだしてないよ。そもそもテストできるような環境がないんだけど」

   「啊～是能启动啦，但还没测试过。说起来，我连测试的环境都没有。」

   それに、と言って少し寂しそうに続ける。

   高桥接着又有些落寞地说：

   「今の性能だとあの時の事を覆くつがえすみたいにはまだ無理だよ」

   「而且，以现在的性能，还无法颠覆当时的事。」

   「十分だ。一応使えるように準備をしておけ」

   「这样就够了。先做好能启动的准备。」

   「……穏やかじゃないね」

   「……听起来不太平静呢。」

   「事が事だ。敵は悪魔、契約と魂に関しては余らより一枚上を行っている。であれば、備えておいた方がよかろう」

   「毕竟事关重大。敌人是恶魔，关于契约和灵魂，他们比我们更有一套。既然如此，还是先做好准备比较好。」

   「わかった」

   「知道了。」

   話し込んでいるベルトールと高橋の傍かたわらで、メイが隣に立つマキナに声をかける。

   贝尔多尔和高桥交谈时，梅依在旁边对玛姬娜说：

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   マキナは首を傾かしげ、アイスクリームを抱えたままのメイの言葉を待つ。

   玛姬娜歪着头，等待抱着冰淇淋的梅依开口。

   「ごめんね」

   「对不起。」

   「えっ、どうしたの急に。アイス溶けちゃいますよ？」

   「咦？怎么突然这么说？冰淇淋要融化了哦？」

   「マキナが一番大変な時期に、私はマキナの隣にいられなかった。友達なのに、好きなヒトの側そばにいられなかった。それが私は……たまらなく、悔しいわ……」

   「在你最辛苦的时候，我却不在你身边。明明是朋友，却无法陪在喜欢的人身边。这让我……非常不甘心……」

   マキナはメイの手を優しく握りしめる。

   玛姬娜温柔地握住梅依的手。

   「何でメイが謝るんですか。こうして戻ってきてくれた。それで十分ですよ。後はメイの肉体を取り戻してこの都市から出て、私達の家に帰る。ただそれだけの簡単なタスクです。すぐに終わります、絶対に」

   「为什么梅依要道歉呢？你都回来了，这样就够了。之后只要夺回你的肉体，离开这座都市，回到我们的家。就只是这么简单的任务。马上就能结束，绝对。」

   「……うん」

   「……嗯。」

   「その代わり、約束して。もう二度と私の……私達の前からいなくならないって」

   「相对地，答应我。不要再从我……从我们面前消失了。」

   「うん、絶対。約束よ」

   「嗯，我保证。」

   伝わる熱。

   传来的热度。

   優しく、それ故に強い約束。

   温柔且坚定的约定。

   絶対に破るまいと、二人が共に心で誓った約束。

   两人在心中发誓，绝对不能违背这个约定。

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   だからメイは言う。

   所以梅依开口了。

   自分を探していてくれたマキナに、自分を待っていてくれた皆に。

   对寻找自己的玛姬娜，对等待自己的大家。

   「ありが──」

   「谢——」

   その言葉は届く事はなく。

   这句话没能传达出去。

   


   その約束は、すぐ反故ほごにされる事となる。

   这个约定，马上就被打破了。

   


   渋谷市中で、喇らっ叭ぱの音のファンファーレが鳴り響き、メイの声をかき消した。

   涩谷市内响起喇叭的吹奏乐，盖过了梅依的声音。

   次いで、高たか橋はしの眼前、ホログラムディスプレイが勝手に展開、一つの画面が表示された。

   接着，高桥眼前擅自展开全像投影屏幕，显示出一个画面。

   「え？　な、何これ」

   「咦？这、这是什么？」

   それは悪魔召喚アプリ、《クラヴィキュラ》。仮想環境でひとりでに起動したのだ。

   是恶魔召唤APP《克拉维丘》。在虚拟环境中自行启动了。

   その現象は高橋だけに起きたのではない。

   这个现象不只发生在高桥身上。

   喇叭のファンファーレと同じく、《クラヴィキュラ》がインストールされている渋谷市中の全ての機器で、だ。

   和喇叭吹奏乐一样，安装了《克拉维丘》的涩谷市内所有机器都发生了同样的事。

   「どうした、高橋」

   「怎么了，高桥？」

   「いや、なんか──」

   「不，总觉得——」

   高橋が何か言うよりも前に、《クラヴィキュラ》に更なる動きがあった。

   高桥还没说完，《克拉维丘》又有了新的动静。

   『おめでとうございます』

   『恭喜您。』

   画面から女性の機械的な音声が霊素エーテルに乗って響き渡った。

   女性的机械语音乘着灵素从画面中响起。

   あちらこちらで、おめでとうございます。おめでとうございます。と、声が重なる。

   恭喜您。恭喜您。声音从四面八方传来，重叠在一起。

   『おめでとうございます。現時刻を以もってＤポイントの到達目標が達成されました、成じょう就じゅしました。迷える子羊達よ、愚かな貴方あなた達が悪魔を使役し、殺し合わせ、目先の利便性と快楽に身を委ねてくれたおかげで──』

   『恭喜您。现在，D点的到达目标已经达成，完成了。迷途的羔羊们啊，多亏了愚蠢的你们驱使恶魔，让恶魔互相残杀，沉溺于眼前的便利性和快乐——』

   無機質に、無感情に。

   无机质地，无感情地。

   『──累計Ｄディザスターポイントが既定値に到達した為ため、第七の封印が解除アンロックされました、《コード：アポカリプス》が実行されます』

   『——累计D点已达到既定值，第七封印被解除了，《代码：Apocalypse》开始执行』

   続いて高橋の目の前で、魔法陣が展開される。

   紧接着，高桥眼前展开了魔法阵。

   そして、光とともに待機状態だった卵型の悪魔が実体を持ち、召喚される。

   然后，处于待机状态的卵型恶魔伴随着光芒被召唤出来，拥有了实体。

   それと同時。

   与此同时。

   広場にいる周囲の人々にも異変があった。

   广场周围的人们也发生了异变。

   悪魔を連れ歩いてはいないが、《クラヴィキュラ》をインストールして悪魔を手にしている人々も、高橋と同じように手持ちの悪魔が召喚されている。

   虽然没有带着恶魔，但安装了《克拉维丘》并持有恶魔的人们，也和高桥一样，手里的恶魔被召唤了出来。

   あちこちで、同時多発的に魔法陣が展開、悪魔が多数召喚された。

   魔法阵同时在各处展开，召唤出了大量的恶魔。

   「……全員、固まって警戒せよ」

   「……所有人，聚在一起保持警惕」

   ベルトールはその場にいる面々に指示を出す。

   贝尔多尔对在场的众人下达了指示。

   明らかな異変に対応すべく、全員に緊張感が走る。

   为了应对明显的异变，所有人都紧张了起来。

   「高橋、状況は」

   「高桥，情况如何？」

   「わかんない。なにこれ、強制召喚……？　待機コマンドも受け付けないし強制終了しても無理、アプリの術式だけ独立して動いてる……？」

   「不知道。这是什么，强制召唤……？待机指令也不接受，强制结束也没用，只有APP的术式独立运作着……？」

   高橋は人造精霊も動員してあらゆるコマンドを入力し、《クラヴィキュラ》の停止を試みるが、命令を受け付けない。

   高桥也动员了人造精灵，输入了各种指令，尝试停止《克拉夫念珠》，但APP不接受命令。

   「お、おいどうなってんだこりゃ……悪魔が勝手に……」

   「喂，喂，这是怎么回事……恶魔擅自……」

   「バフォ様ー？　なんで戻ってくれないんですかー？」

   「巴弗大人？为什么不回来啊？」

   「なんだよこれ、どうなってんだよ。別にネット使いたいだけだから悪魔とかどうでもいいよ俺は」

   「这是什么啊，怎么回事啊。我只是想上网而已，我才不管什么恶魔呢」

   広場にいる人々も、突然の悪魔召喚に困惑し、動揺し──恐怖していた。

   广场上的人们也对突然的恶魔召唤感到困惑，动摇——恐惧。

   悪魔。霊的下位存在。

   恶魔。灵的下位存在。

   その力の根源は負の信仰力。

   其力量的根源是负的信仰力。

   即すなわち──

   也就是说——

   恐怖はこれ以上ない程の餌となる。

   恐惧是最棒的饵食。

   高橋の目の前で卵の悪魔の口が、笑みの形になった気がした。

   高桥感觉卵型恶魔的嘴在自己眼前变成了笑脸的形状。

   「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

   「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   卵の悪魔が絶叫を上げながら大口を開けて、歯茎を剝むき出だしにして臼歯のような太く大きい歯で高橋に嚙かみ付つかんと襲いかかる。

   卵型恶魔一边发出尖叫一边张开大嘴，露出牙龈，用臼齿般粗大的牙齿咬向高桥。

   「うわぁ！」

   「呜哇！」

   高橋は反射的に身を竦すくめる。

   高桥反射性地缩起身子。

   戦闘経験の乏しい彼女が取った単純な防衛本能、それが悪手という知識すらない。

   缺乏战斗经验的她采取了单纯的防卫本能，她甚至不知道这是错误的。

   悪魔の顎あぎとが高橋を嚙み砕くだく直前。

   就在恶魔的嘴要咬碎高桥的前一刻。

   「ふっ……！」

   「呼……！」

   弧を描く黄金の残光が、卵の悪魔を両断した。

   划出弧线的黄金残光将卵型恶魔一刀两断。

   卵の悪魔はそのまま黒い塵ちりとなって消える。

   卵型恶魔就这样化为黑色尘埃消失了。

   「高橋大丈夫!?」

   「高桥，你没事吧？」

   「さ、サンキュー緋月……」

   「谢、谢啦，绯月……」

   緋月が己の魂に格納されたメルディア三種の神器の一つ、《王剣ブレイド》を喚よび出していた。

   绯月召唤出收纳在自己灵魂中的梅尔基亚三神器之一《王剑》。

   「緋月、良き太刀筋であった。最も早はや剣の腕だけであればメルディアをとうに超えている」

   「绯月，你的剑法很不错。单论剑术的话，你早已超越梅尔基亚了。」

   「ありがと。師匠が教えるの上手だからね」

   「谢谢。因为师父很会教啊。」

   ベルトールの言葉に照れながら、緋月は師匠であるマキナにウインクを送る。

   绯月对贝尔多尔的话感到害羞，对师父玛姬娜眨了眨眼。

   「確か悪魔って死ぬとレベル１になってまた再召喚できるんだよね……」

   「我记得恶魔死了之后会变成等级1，然后可以再次召唤对吧……」

   高橋は慌てて仮想環境を破棄、エーテルネットワークの接続手段が断たれるが、背に腹は代えられなかった。

   高桥连忙废弃虚拟环境，虽然切断了以太网络的连接手段，但这是不得已的。

   「……マキナ」

   「……玛姬娜。」

   「メイ……？」

   「芽衣……？」

   マキナはメイを見る。その顔は青ざめていた。

   玛姬娜看向芽衣。她的脸色苍白。

   「どうしたんですか？」

   「怎么了？」

   「わからない……何か、来る」

   「不知道……有什么，要来了。」

   メイの言葉はマキナに届くことはなかった。

   芽衣的话没有传达到玛姬娜那里。

   「キイイイイイイイイイイイイイイヤアアアアアアアアアアアアアアアア」

   「叽咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿咿呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   「ぷるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる」

   「噗噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜噜！」

   「アハハハハハハハハハハハハハハハハハ」

   「啊哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   鼓膜が破れんばかりの悪魔達の叫びが、渋谷市のあちこちで同時に起きたのだ。

   恶魔们震耳欲聋的叫声，同时在涩谷市的各处响起。

   


   そして──渋谷市全域に、地獄が顕現した。

   然后——地狱显现于涩谷市全域。

   


   強制召喚された悪魔達が、召喚者達に攻撃を加え出した。

   被强制召唤的恶魔们，开始攻击召唤者们。

   「うわあああああああああああああああああああ！」

   「呜哇啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   荷物持ちをしていた悪魔が女性に殴りかかる。

   提着行李的恶魔殴打女性。

   「や、やめっ……！」

   「住、住手……！」

   ボディガードとして付き添っていた悪魔が老人に爪を立てる。

   担任保镖的恶魔用爪子抓老人。

   「い、いだいいいい……！」

   「好、好痛啊啊啊啊……！」

   子供をあやしていた悪魔が牙を剝く。

   哄着小孩的恶魔露出獠牙。

   「助けて、助けて！」

   「救命、救命啊！」

   血が滴したたる、肉が裂ける、骨が砕ける。

   鲜血滴落，皮开肉绽，骨碎筋摧。

   悲鳴が、怒号が、絶叫が、響き渡る。

   惨叫、怒吼、哀号响彻四周。

   空走車フライトビークルが制御を失いビルに突っ込み、どこかで火災が起きた。

   失控的空走车冲进大楼，某处发生火灾。

   警報が鳴り、都市警察シティガードのサイレンが無秩序に聞こえてくる。

   警报声大作，都市警察的警笛声此起彼落。

   「《黒弾ベルバル》！」

   「《黑弹》！」

   ベルトールが魔法を発動、高く打ち上げた黒の魔力弾は、空中で分裂し周囲の悪魔達に降り注ぐ。

   贝尔多尔发动魔法，高高射出的黑色魔力弹在空中分裂，朝周围的恶魔倾注而下。

   分裂させた為に威力や弾速は通常より低いものの、悪魔達を貫くには十分な威力を持っている。

   虽然分裂导致威力和弹速比平常低，但威力仍足以贯穿恶魔。

   しかし。

   然而——

   「……やはり再召喚されるか」

   「……果然会再度召唤吗？」

   消滅した悪魔達は、展開された魔法陣から再び出現する。

   消灭的恶魔从展开的魔法阵再度出现。

   「全員救うにはこの数は手に追えんぞ！」

   「要救所有人，这个数量实在应付不来！」

   子供に襲いかかっている悪魔を吹っ飛ばしながらシルヴァルドが言い放つ。

   希瓦尔德一边打飞袭击小孩的恶魔，一边大喊。

   渋谷市の住人で現在悪魔を召喚している者はそのほとんどがファミリアを所持している。であれば、ほぼ全員魔法が使える事になるし、対抗する手段は持っている。

   涩谷市的居民中，现在召唤恶魔的人几乎都拥有法米利亚。既然如此，几乎所有人都会使用魔法，拥有对抗的手段。

   それなのに一方的に攻撃を受けるというのは、戦闘経験が少ない者が多い事に加え、不意打ちのように襲われ混乱しているが故である。

   然而，之所以单方面遭受攻击，是因为缺乏战斗经验的人占多数，加上对方宛如偷袭般突然来袭，导致众人陷入混乱。

   「高橋、どうしたの？」

   「高桥，怎么了？」

   何かを考え込んでいる高橋に、緋ひ月づきが訊たずねる。

   绯月询问陷入沉思的高桥。

   「この悪魔の暴走まで……仕組まれてたって事じゃ……」

   「连恶魔的失控……都是计划好的吗……」

   「ご明察。流石さすがにわかるか」

   「答对了。果然看得出来吗？」

   阿あ鼻び叫きょう喚かんの混こん沌とんの中、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく高橋に告げる者がいた。

   在惨叫与怒吼的混沌之中，有人对茫然低语的高桥说：

   


   「安心しなよ。悪魔は召喚者を殺さないからさ」

   「放心吧。恶魔不会杀害召唤者。」

   


   着崩した修道服。

   凌乱的修道服。

   雑に被かぶったウィンプル。

   随便披着的头巾。

   逆十字のロザリオ。

   逆十字的玫瑰念珠。

   黒い髪。

   黑发。

   「悪魔の食事は負の信仰力。であれば、殺してしまったら餌がなくなってしまう。だから死なない程度に痛めつけて、極上の恐怖を啜すするんだ」

   「恶魔的粮食是负面信仰力。既然如此，杀了召唤者就等于没有食物。所以要折磨到不会死的程度，啜饮极致的恐惧。」

   その人物と同じ顔を持つメイが、その名を呼ぶ。

   和那个人拥有相同脸孔的梅依，喊出那个人的名字。

   「《明みょう星じょう》……」

   「《明星》……」

   この騒動の中心と目される人物。

   被视为这场骚动中心的人物。

   「やあどうも。また会ったね」

   「嗨，你们好。又见面了。」

   「こいつが……」

   「这家伙就是……」

   「《明星》……」

   「《明星》……」

   高橋と緋月が、メイと瓜うり二ふたつの姿を見て息を吞のんだ。

   高桥和绯月看到和梅依一模一样的人，倒抽了一口气。

   「君達の事も知っているよ、高たか橋はしと緋月。君達とは《天使アンゼ》の身体からだで会ったきりだったね。まあ、取るに足らない存在はどうでもいいや」

   「我也知道你们哦，高桥和绯月。上次和你们见面时，我用的是《天使》的身体。不过，不值一提的存在怎样都无所谓。」

   《明星》が指を鳴らすと、魔法陣が展開され、一人の人物が現れる。

   《明星》弹响手指，展开魔法阵，出现一个人。

   黒いバイザーを着けた修道女のような格好をした青銀の髪の少女。

   是戴着黑色面罩，打扮得像修女的蓝银发少女。

   それを見たマキナが言う。

   玛姬娜见状说：

   「《天使アンゼ》……!?」

   「《天使》……！？」

   そう。メイの肉体を制御している者であり、言うなればあれは《天使アンゼ》ですらなくメイの肉体そのものだ。

   没错。控制着梅依肉体的人，说起来甚至不是《天使》，而是梅依的肉体本身。

   「《天使アンゼ》とはあくまでこの肉体を制御している人造精霊の事だからね。彼は多分この身体ごと返してもらえると思ってるんだろうけど……そもそも、ボクは彼が勝てるとは最初から思ってない、体ていの良い足止め役さ」

   「《天使》只是控制这副肉体的人造精灵。他大概以为我会连这副身体一起还他吧……不过我从一开始就不认为他会赢，只是个方便的绊脚石罢了。」

   《明星》の独白にも《天使アンゼ》は応えず力なくうなだれ、まるで人形のように静止している。

   《天使》无力地垂着头，没有回应《明星》的独白，宛如人偶般静止不动。

   「渋谷市の住民達が悪魔を使役してくれたおかげで、第七の封印は解除された」

   「多亏涩谷市的居民们驱使恶魔，第七封印解除了。」

   《天使アンゼ》のバイザーに罅ひびが入り、砕け散った。

   《天使》的面罩出现裂痕，碎裂开来。

   その瞳が露あらわになる。

   眼眸露了出来。

   「そして、今こうして枷かせが外れた。それはボクの再誕を意味するんだ」

   「如今枷锁已然解开，这代表我将再次诞生。」

   《明星》は告げる、高らかに。

   《明星》高声宣告。

   


   「祝えよ旧霊長！　さあ始めよう！　復活祭をさ！」

   「旧灵长们，为我庆祝吧！来，开始吧！复活祭！」

   


   異変が起きた。

   异变发生。

   《明星》の姿が光の粒となって消えたのだ。

   《明星》的身影化为光粒消失。

   それと同時。

   与此同时——

   《天使アンゼ》──つまり器である元々のメイの肉体に変化があった。

   《天使》——也就是梅依原本的肉体，出现了变化。

   その青銀の髪が、根本から先端にかけて徐々に黒く染まっていき、開かれた瞳も黒へと変わる。

   那头蓝银发从发根到发梢逐渐染黑，睁开的眼眸也变成黑色。

   天使アンゼの身体は、悪魔の肉体からだへと変貌し、誰の所持物であるかを端的に示していく。

   天使的身体变成恶魔的肉体，明确地显示出这是谁的所有物。

   その背に、黒い光輪が出現した。

   背上出现黑色的光环。

   「ボクの中に帰っておいで、メイ」

   「回来我体内吧，梅依。」

   優しく、妖しく、悪魔が微ほほ笑えんだ。

   恶魔露出温柔而妖艳的微笑。

   


   「マキ──」

   「玛姬——」

   


   一瞬だった。

   只是一瞬间。

   まるで共鳴するかのようにメイの全身もまた、光の粒となって消えた。

   梅依全身也化为光粒消失，仿佛与玛姬娜共鸣。

   彼女の着ていた服がふわりと一瞬浮かび上がる。

   她穿的衣服一瞬间轻飘飘地浮起。

   メイが持っていたアイスクリームが地面に落ちる。

   梅依手上的冰淇淋掉到地上。

   べちゃり。と、音を立てた。

   啪的一声。

   「……メイ？」

   「……梅依？」

   マキナの呼びかけに応える声はない。

   玛姬娜的呼唤没有得到回应。

   無残に地に落ちたアイスクリームが、じわじわと地面の染しみとなり、広がっていく。

   凄惨地掉在地上的冰淇淋逐渐渗入地面，扩散开来。

   「これは……」

   「这是……」

   ベルトール、高橋、シルヴァルドの三人は知っている。

   贝尔多尔、高桥、希瓦尔德三人知道。

   先程メイに起きた事象に類する先例を。

   知道与刚才发生在梅依身上的现象类似的前例。

   決して忘れない記憶。

   绝对无法忘怀的记忆。

   鉄の孤島、横浜市で見た悲劇。肉体を霊素エーテルへと変換し、魂を抽出する現象を。

   在铁之孤岛横滨市所见的悲剧。将肉体转换为灵素，抽出灵魂的现象。

   《明星》とメイの姿が消えると同時、渋谷市の天が変じた。

   《明星》与梅依消失的同时，涩谷市的天空变了。

   巨人の骨によって支えられた空が取り払われ、朝と夜の間の空が現れたのだ。

   巨人骨骼支撑的天空被移除，出现白天与黑夜之间的天空。

   渋谷市の隔てもなくなり、ただ果てしなく続く地平線に向かうにつれて白み始める朝の空と、直上には群ぐん青じょう色の夜の空。

   涩谷市的隔阂也消失，朝地平线无尽延伸的天空逐渐泛白，正上方是群青色的夜空。

   ただ一つ、輝くのは金の星だけ。

   唯一闪耀的是金星。

   「さぁ、拝謁する栄誉をあげるよ──新たなる魔王の姿を！」

   「来，赐予你们拜谒的荣誉——新魔王的样貌！」

   そしてここに降誕する。

   然后在此降生。

   


   「ハハ……」

   「哈哈……」

   


   それはアースに存在した信仰において、七つあるとされる大罪の一。

   在亚斯的信仰中，那是七大罪之一。

   悪徳の具現、傲慢を司つかさどり、憤ふん怒ぬを司るものとも同一視される存在。

   恶德的具现，掌管傲慢，也被视为掌管愤怒的存在。

   天より追放されたと語られる絶対的な悪性存在。

   据说是被逐出天界的绝对邪恶存在。

   信仰の下、人々が無意識下で恐れ、忌いみ嫌きらい、熟成された普遍的な悪のイメージ。幻想なき惑星の〝現想〟の最大公約数。

   在信仰下，人们无意识地恐惧、忌讳、厌恶，普遍的邪恶形象。无幻想行星的「现想」最大公约数。

   


   「ハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

   「哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   


   《明星》の姿が変わる。

   《明星》的身姿改变。

   その堂々たる立ち姿、赫かく々かくたる御み姿すがた。

   那威风凛凛的站姿，赫赫的尊容。

   堕天の代名詞。

   堕天的代名词。

   背の黒い光輪が回転しながら展開し、羽根を散らしつつ広がるは黒く燃える六対の翼。

   背上的黑色光轮一边回转一边展开，散落羽毛的同时，扩散的是燃烧着黑色火焰的六对翅膀。

   頭上に漆黒のハイロゥが出現し、戴いただく。

   漆黑的高卢出现在头顶，戴在头上。

   金星、輝ける星、曙あけぼのの者、天を忌む叛はん逆ぎゃく者、地上に降り立った明けの明星。

   金星、闪耀之星、曙光之人、忌讳天际的叛逆者、降临地上的启明之星。

   魔王。

   魔王。

   その身、その振る舞いは、下げ賤せんの者に自らを手本とするようにと示している。

   其身、其举止，仿佛在对下贱之人展示自己。

   故に、《明星》はこう告げた。

   因此，《明星》如此宣告。

   


   「斯かくあれかし」

   「如此这般。」

   


   と。

   如此这般。

   黒い翼は薄うっすらと透けて見える。

   黑色翅膀隐约透明。

   霊素エーテルに一定以上の強い圧力を掛けた際に見られる黒化現象だ。

   那是对灵素施加一定以上压力时会看见的黑化现象。

   「あー、自分の肉を得た感覚というのは存外気分がいい。ありがとうメイ、この身体はボクが大切に使ってあげるからおとなしく死んでね〜」

   「啊，得到自己肉身的感觉意外地好呢。谢谢你，梅依，我会好好使用这副身躯的，所以你就乖乖去死吧～」

   世界を全身で感じるように《明星》は翼を広げる。

   《明星》有如用全身感受世界般展开翅膀。

   「メイを取り込み、その身体を得て、本気で悪魔を新たな霊長へと昇華させるつもりなのか、其方そなたは」

   「你吸收了玫伊，得到她的身体，是认真打算让恶魔升华为新的灵长吗？」

   「うん。悪魔を自立させるのはもう暫しばらくかかるから餌としてのヒトは必要だけど、君達はいらないから殺すね？　君達の存在は絶対にボクの目的とかち合うし」

   「嗯。要让恶魔独立还需要花上一段时间，所以需要人类作为粮食，但我不需要你们，所以要杀了你们哦？因为你们的存在绝对会妨碍我的目的。」

   「そうか……余も其方そなたをどう苦しませて殺してやろうと考えていた所だ」

   「这样啊……余也正在思考要怎么折磨你再杀了你。」

   ベルトールが殺意を持って睨にらみつける。

   贝尔多尔带着杀意瞪着《明星》。

   マキナも、シルヴァルドも、高橋も、緋月も、それぞれ瞳の奥に怒りの炎を滾たぎらせる。

   玛姬娜、希瓦尔德、高桥、绯月，每个人的眼底都燃烧着熊熊怒火。

   視線だけで殺せるのならば、《明星》は千回は死んでいるだろう。

   如果光靠视线就能杀人，《明星》应该已经死了上千次了吧。

   「おお怖い怖い」

   「哦哦，好可怕、好可怕。」

   だが現実は視線だけでは殺せない。

   但现实是，光靠视线是杀不死人的。

   悪魔は嘲るようにおどけてみせる。

   恶魔嘲弄似地开玩笑。

   「では死ね」

   「那么，去死吧。」

   一番最初に動いたのはベルトールだった。

   最先采取行动的是贝尔多尔。

   儀式動作で魂こん魄ぱく兵装の黒い鎧よろいを喚よび出し、装備する。

   他以仪式动作召唤出魂魄兵装的黑色铠甲，装备在身上。

   魔力を起動、《明星》に迫る。

   启动魔力，逼近《明星》。

   


   「怖いから──まず君から消えてもらおうか、ベルトール」

   「因为很可怕——所以就先从你开始消失吧，贝尔多尔。」

   


   パチン、と。《明星》が指を鳴らした。

   啪！《明星》弹响手指。

   「なっ……」

   「什么……」

   ベルトールのその身体が虚こ空くうへと消え去った。

   贝尔多尔的身体消失在虚空中。

   一瞬にして、魔王ベルトールの姿がその場から消失したのだ。

   魔王贝尔多尔的身影瞬间从现场消失。

   抵抗も、予兆も何もなく、唐突に。

   没有抵抗，也没有预兆，非常突然。

   「ベルちゃん!?」

   「小贝尔！？」

   「ベルトール！」

   「贝尔多尔！」

   「ベルトール様!?」

   「贝尔多尔大人！？」

   「落ち着け」

   「冷静点。」

   メイを目の前で失い、すぐにベルトールも失って困惑の声を上げる三人を、シルヴァルドが宥なだめる。

   梅依在眼前消失，贝尔多尔也随即消失，三人困惑地叫喊，希瓦尔德安抚道：

   「ベルトールなら大丈夫じゃ。儂わしらのやる事は変わらん。わかるな？」

   「贝尔多尔不会有事的。我们要做的事不会改变，明白吗？」

   「……はい」

   「……是。」

   マキナとシルヴァルド、両者儀式動作により魂魄兵装の鎧を展開。

   玛姬娜和希瓦尔德以仪式动作展开魂魄兵装的铠甲。

   マキナの魔力が起動し、その髪と目が炎の色に染まる。

   玛姬娜启动魔力，头发和眼睛染上火焰的颜色。

   「高橋、緋ひ月づき。お主ら二人は下がっておれ」

   「高桥、绯月，你们两个退下。」

   「わ、わかった！」

   「知、知道了！」

   「気をつけてね」

   「小心点哦。」

   《明みょう星じょう》から視線を外さないままシルヴァルドが指示を出し、戦闘能力の低い高橋と緋月がその場から離れる。

   希瓦尔德紧盯着《明星》下达指示，战斗能力低的高桥和绯月便离开现场。

   「やる気満々って感じだけど……君達に平和的解決って選択肢はないわけ？」

   「感觉你们干劲十足……难道没有和平解决的选项吗？」

   《明星》は手出しをしない。

   《明星》没有出手。

   ただ超然と構えている。

   只是超然地摆出架式。

   「お主がこの騒動を止め、メイの肉体を返すのであれば考えてやるわ」

   「只要你停止这场骚动，归还梅依的肉体，我倒是可以考虑。」

   「あっはー！　ごめんね！　だってボク、君達には死んで欲しいんだもの！」

   「啊哈！抱歉啦！因为我希望你们死掉嘛！」

   「であれば……貴方あなたから、メイの身体を返してもらいます」

   「既然如此……就由你归还梅依的身体吧。」

   「それは無理だよ煌こう灼しゃく侯こうマキナ」

   「办不到哦，煌灼侯玛姬娜。」

   口くち許もとに薄笑いを浮かべながら、《明星》は言う。

   《明星》嘴角浮现浅笑，说道：

   「枷かせである《天使アンゼ》は破壊したし、もうボクとメイの魂は混ざり合っちゃった。この身体からだはもうボクのものなんだよ」

   「我破坏了枷锁《天使》，我和梅依的灵魂已经混合在一起了。这副身体已经是我的了。」

   「それでも、必ず助けます。だって約束したんですから、もうどこにも行かないって」

   「即便如此，我也一定会救她。因为我已经答应过她，不会再让她离开我了。」

   マキナは燃える決意と冷たい殺意を胸に抱く。

   玛姬娜心中燃烧着决心，同时怀抱着冰冷的杀意。

   「絶対に、メイを取り戻します」

   「我绝对会把梅依带回来。」

   幻想なきアースに伝わる魔王との戦いが、始まる。

   与魔王的战斗，将在没有幻想的亚斯展开。

  

 
  
   


   
    第四章　継がれた刃の中を見る少年と彼の業と因果についての結論

    第四章　关于少年所见的继承之刃，以及他的罪业与因果的结论

   

   


   


   ベルトールは一瞬にして自分の視界が変わった事に驚き、しかしすぐに感情を立て直す。

   贝尔多尔对自己视野瞬间改变感到惊讶，但立刻重整情绪。

   （他者を強制的に転移させる魔法か）

   （这是强制转移他人的魔法吗？）

   見えるのは瑠璃色の空、そして地に足が着いていない事、浮遊感。

   他看见琉璃色的天空，以及双脚没有着地的飘浮感。

   それは自分がまだ渋谷市にいて、空中にいるという事だ。

   这表示自己还在涩谷市的空中。

   視線を巡らせる。

   他环顾四周。

   『SHIBUYA666』を南に確認。

   在南方确认到「SHIBUYA666」。

   先程までいた広場から遠く離れている。恐らく現在地点は大・代官山の端で、極端にヒトの少なく広い場所。

   距离刚才所在的广场很远。现在地点恐怕是大代官山的边缘，人很少的宽广场所。

   ベルトールは二十メートル程の高さを自由落下し、着地する。

   贝尔多尔从二十米左右的高度自由落下，着地。

   そこはフェンスに囲まれた屋外のバスケットコートだ。

   那里是被栅栏围住的户外篮球场。

   （連続使用や他の者も飛ばされるような都合のいいものではないはずだ。恐らくは《明星》が悪魔の契約履行を悪用して余のみを飛ばしたのだろう。成程、面白い事をする）

   （应该不是可以连续使用，或是把其他人也一起转移的方便魔法。恐怕是《明星》滥用恶魔契约，只把我转移了吧。原来如此，真有趣。）

   周囲を警戒しながら、立ち上がる。

   他一边警戒周围，一边站起来。

   「へえ……《明星》の奴やつ本当に連れてきやがった。悪魔ってのは律りち儀ぎなもんだ」

   「哦……《明星》那家伙真的带我来了。恶魔还真是守规矩。」

   背後から声が聞こえた。

   背后传来声音。

   「悪魔との契約って他人を他所よそに転移もできるのか。あいつは遠ざけたい、俺は会いたいって相互の契約だから糞くそみてえな代償もないのが嬉うれしいとこだな」

   「原来和恶魔的契约也能把人转移到其他地方啊。因为是那家伙想远离我，我想见那家伙的相互契约，所以没有像屎一样的代价，这点真令人高兴。」

   ゆっくりと振り返る。

   他缓缓回头。

   そして、視認した。

   然后，他看见了。

   「おう」

   「嗨。」

   と。ベルトールの視界には軽く手を上げ、声を掛ける者がいた。

   在贝尔多尔的视野中，有人轻轻举手向他打招呼。

   黒髪と赤髪、宍しし色と褐色、焦げ茶と紅玉。継つぎ接はぎの肉体を持つ少年だ。

   黑发与红发、灰白色与褐色、深褐色与红玉色。拥有拼接肉体的少年。

   その手にはバスケットボールを抱えている。

   手上抱着篮球。

   （此奴こやつは……）

   （这家伙是……）

   少年はベルトールに向かって口を開き、言葉を投げる。

   少年对贝尔多尔开口，说出话语。

   「ようやく直接会え──」

   「终于能直接见面——」

   その言葉が言い終わる前に。

   在那句话说完之前。

   「《滅閃デル・レイ》」

   「《灭闪》。」

   躊ちゅう躇ちょなく、思考する間もなく。

   毫不犹豫，没有思考的时间。

   何故なぜこんな所に、何故マッサージ店に、などの考えは邪魔になるので全て捨て去った。

   为什么会在这种地方、为什么在按摩店，这些想法会成为阻碍，所以他全部舍弃。

   ベルトールの指先から発射された黒い閃せん光こうが、継ぎ接ぎの少年の頭に直撃し、粉砕した。

   从贝尔多尔指尖发射的黑色闪光，直接击中拼接少年的头部，将其粉碎。

   その衝撃で少年の身体は仰向けに倒れ、コートに血ち溜だまりを作る。

   那股冲击让少年的身体仰躺倒下，在球场上形成血泊。

   バスケットボールが手から滑り落ちて、ベルトールの足元まで転がる。

   篮球从手中滑落，滚到贝尔多尔的脚边。

   「おい」

   「喂。」

   ベルトールは、長い指でバスケットボールを鷲わし摑づかみにして持ち上げながら、倒れ伏した死体に冷淡な声で話しかける。

   贝尔多尔用修长的手指一把抓起篮球，同时以冷淡的声音对倒卧的尸体说话。

   「何を遊んでいる小僧、余は忙しいのだ。さっさと甦よみがえれ」

   「你在玩什么啊，小子。我很忙，快点复活。」

   その言葉に反応するかのように、死体が動いた。

   仿佛对那句话产生反应似的，尸体动了。

   吹き飛んだ肉が、骨が、血が、まるで逆再生するように傷口に戻っていき、即座に再生を開始。

   飞散的肉、骨头、血，宛如倒带般回到伤口，立刻开始再生。

   元の継ぎ接ぎの少年の姿となる。

   恢复成原本拼接少年的模样。

   バスケットコートに広がった血溜まりは、跡形もなく消え去っていた。

   在篮球场扩散的血泊，消失得无影无踪。

   「ったく」

   「真是的。」

   死んだはずの少年はゆっくりと身を起こしながら、不満げな声と共に抗議の視線を向ける。

   应该已经死亡的少年缓缓起身，发出不满的声音，同时投以抗议的视线。

   「いきなりぶっ殺しに来るとは随分ご丁寧な挨拶だなてめえ。こっちはフレンドリーに話しかけようとしたってのによ」

   「突然就杀了我，真是有礼貌的打招呼方式啊。我可是打算友善地跟你说话耶。」

   「フレンドリーと言うのならば少しは殺気を隠す努力くらいはしろ──ゼノールの名を名乗るのならば、その程度の作法は身につけておけ」

   「要说是友善，至少努力隐藏杀气吧——既然自称泽诺尔，就该学会这种程度的礼仪。」

   言って、ベルトールはバスケットボールを少年──ゼノールへと片手で放った。

   说完，贝尔多尔单手将篮球扔给少年——泽诺尔。

   「へえ……よく俺がゼノールだってわかったな。この顔で会うのは初めてだろ」

   「哦……真亏你知道我是泽诺尔。用这张脸见面还是第一次吧？」

   ゼノールは意外そうに言いながら、ボールをキャッチする。

   泽诺尔感到意外地说着，同时接住球。

   「其方そなたの殺気は匂い立って敵かなわん。一度触れれば嫌でも覚える」

   「你的杀气太明显了。只要接触过一次，就算不愿意也会记住。」

   「それで、鎧の中身がこんなんだったわけだが、がっかりしたか？　てめえの知るゼノールじゃなくてよ」

   「所以，铠甲里面是这种家伙，你失望了吗？不是你认识的泽诺尔。」

   「別に、がっかりする程期待もしておらん。初めて名を聞いた時ならばいざしらず、新宿の地下で相対した時に其方そなたが余の知るゼノールではない事は確信していたからな。期待も希望もしていない、ただ余の前で彼奴あやつの名を騙かたる不届き者が一人いる。それだけだ」

   「并没有，我也没期待到会失望。第一次听到名字时还另当别论，在新宿地下对峙时，我就确信你不是我认识的泽诺尔。不抱期待也不抱希望，只是有个不肖之徒在我面前冒用那家伙的名字。仅此而已。」

   「あっそ」

   「是哦。」

   「そして相対した時から薄々そうではないかと思ってはいたが、あの蘇そ生せい反応、やはり其方そなたも不死だったか。それも、ゼノールの蘇生反応によく似ている」

   「还有，从对峙时我就隐约觉得，那个复活反应，你果然也是不死者吗？而且和泽诺尔的复活反应很像。」

   「……」

   「……」

   ゼノールは一度、ボールをコートに弾ませた。

   泽诺尔将球往地上一拍。

   「ゼノールを名乗った鎧よろいの中身が其方そなたのような可か愛わいげのない小僧だったという事、そして名前や剣技だけではなく、蘇生反応までゼノールと酷似している事に、多少の驚きはないと言えば噓うそになるが、それだけだ」

   「自称泽诺尔的铠甲里面是像你这种不可爱的小鬼，而且不只名字和剑技，连复活反应都和泽诺尔很像，要说我不惊讶是骗人的，但也就如此而已。」

   「あ？　小僧って不死の年齢なんてわかんのかよ」

   「啊？小鬼知道不死者的年龄吗？」

   言いながら、ゼノールはベルトールへと再びボールを投げる。

   泽诺尔边说边再度把球扔给贝尔多尔。

   「余を誰だと思っている。不死の王国を束ねた魔王ベルトールであるぞ。ひと目見て、言葉を交わせばどのくらい不死として年月を重ねたのか把握する事など造作もない。その上で言えば、其方そなたはまだ不死になって日が浅い。せいぜい数年程度か」

   「你以为余是谁？余可是统治不死者王国的魔王贝尔多尔。只要看一眼，交谈几句，要掌握你成为不死者多久了，根本轻而易举。更进一步地说，你成为不死者的日子还不长，顶多几年吧。」

   「……」

   「……」

   「それも自ら望んで不死になったわけではない者特有の肉体と精神の不一致さを抱えているな。定命から不死になった事に未いまだ折り合いがついていない、そんな所か」

   「而且你身上还有非自愿成为不死者的人特有的肉体与精神不一致。从寿命变成不死者这件事还没调适过来，是这样吧？」

   「……そう簡単に、こんな身体と折り合いがついてたまるかよ」

   「……这么简单就调适过来，谁受得了啊。」

   継ぎ接ぎの少年は、忌いま々いましそうに吐き捨てる。

   拼接少年忿忿地说。

   「それで──」

   「所以——」

   魔王がボールを投げ、問う。

   魔王扔出球，问道：

   「殺意は纏まとえど鎧は纏わず、余に話しかけたという事は今すぐ殺し合いをするつもりでもないのだろう？　何の目的で余の前に現れた？」

   「你身上缠绕着杀意，却没有穿铠甲，还主动向余搭话，表示你并不打算立刻与余厮杀吧？你是为了什么目的出现在余面前的？」

   受け取ったゼノールが答える。

   接住球的泽诺尔回答：

   「さぁ別に……殺す前にお前と少し話をしてみたくなった……いや、それも違うな。てめえに話を聞いてもらいたくなった、そんだけだ。特に深い理由はねえよ」

   「没什么……只是想在杀了你之前，和你稍微聊聊……不，这么说也不对。我只是想让你听我说话，仅此而已。没什么特别的理由。」

   「……よかろう。時間はないが、余も全く興味がないわけではない」

   「……好吧。虽然没有时间，但余也不是完全没兴趣。」

   ベルトールは片手を上げ、促す。

   贝尔多尔举起一只手，示意他继续说。

   こんな事をしている時間はない。それは理解している。

   他明白现在没有时间做这种事。

   だが目の前の男が業ごう剣けん侯こうゼノールと関係していると思われる以上、彼の事を知る義務がある。魔王としての義務が。

   但既然眼前的男人与业剑侯泽诺尔有关，他就有义务了解他。这是身为魔王的义务。

   それに、あちらにはシルヴァルドやマキナがいる。主として、彼らの事は信頼していた。

   而且，希瓦尔德和玛姬娜也在。身为他们的主人，他很信赖他们。

   「聞いてやる。語ってみせよ、其方そなたの事を」

   「余就听你说吧。说说你的事。」

   ゼノールが、一度ボールを弾ませた。

   泽诺尔将球拍了一下。

   


   ◆

   ◆

   


   覚えているのは、白だった。

   他记得的，是一片白。

   〝彼〟が白衣を着た歯抜けのドワーフの老人に連れられてやってきたのは、白々しい程に真っ白で、空々しい程に清潔な白い床と白い天井の広い部屋だった。

   『他』被身穿白衣、缺了牙齿的矮人族老人带来的地方，是个白得令人觉得虚假，地板和天花板白得令人觉得空虚的宽敞房间。

   部屋には遊具が置かれており、部屋というよりは公園といった風ふ情ぜいであり、遊具の他にも玩具おもちゃや本等もあり、バスケットコートとゴールもある。

   房间里放着游乐器材，与其说是房间，更像是公园。除了游乐器材以外，还有玩具和书本，甚至有篮球场和篮框。

   部屋にいるのは白衣の大人以外は十代前半から十代半ばの、様々な種族の少年少女があるいはグループで、あるいは一人で遊んでいる。

   房间里除了白衣大人以外，还有十几岁到二十岁出头的少年少女，他们有的成群结伴，有的独自玩耍。

   元気そうに遊び回るエルフの少年もいれば、賢そうで気の強そうな人間の少女が難しそうなビジネス書を読んでいる。

   有精力充沛地到处跑的精灵少年，也有看似聪明伶俐、个性强势的人类少女，正在阅读艰涩的商业书籍。

   当時の〝彼〟はわからない事だったが、天井にはこれみよがしにＩＨＭＩの社章が刻まれており、少年少女達の頭には検査・管理用のヘッドギアが着けられている。

   当时的『他』并不知道，天花板上刻着IHMI的公司商标，少年少女们头上戴着检查、管理用的头戴式装置。

   〝彼〟は初めての場所、初めての景色にやや緊張した面持ちで踏み込んだ。

   『他』带着略显紧张的表情，踏进这个陌生的场所、陌生的景色。

   「彼が今日から新しくここで生活する仲間だ。仲良くしなさい」

   「他是从今天开始，要在这里生活的新人。大家要好好相处。」

   それだけ言って、白衣のドワーフは部屋から出ていった。

   只留下这句话，白衣矮人便离开了房间。

   〝彼〟は一人取り残される。

   『他』被独自留在原地。

   知らない場所、知らないヒト達。俯うつむき、不安と緊張で泣き出しそうになる直前。

   陌生的场所、陌生的人们。就在他低着头，因为不安和紧张而快要哭出来的时候——

   


   「おう！」

   「嗨！」

   


   と、声を掛ける者がいた。

   有人向他搭话。

   顔を上げて、声の主を見る。

   他抬起头，看向声音的主人。

   そこにいたのは少年だった。

   站在那里的是个少年。

   褐色の肌に尖とがった耳、そして短く切った赤い髪。

   褐色的肌肤、尖耳朵，以及剪短的红发。

   そして眼がん窩かには、紅玉のように美しく輝く瞳が二つ納まっている。

   眼窝里有两颗宛如红宝石般美丽闪耀的眼眸。

   その身体的特徴はダークエルフのものであり、年齢は〝彼〟と同じくらいだろう。

   他的身体特征是黑暗精灵的特征，年龄和『他』差不多。

   バスケットボールを小脇に抱え、ニコニコとした笑みを浮かべている。

   少年将篮球夹在腋下，脸上挂着笑容。

   「お前新入りだろ！」

   「你是新来的吧！」

   潑はつ剌らつとした声で、少年は〝彼〟に早口で捲まくし立たてるように言葉を向ける。

   少年以活泼的语气，连珠炮似地向『他』搭话。

   「俺はロビン。施設の連中には４番ハルって呼ばれてるけどな。ロビンって呼んでくれ。お前は……いや待て、当てる。パトラが５番アンゼだから６番エレだろ！」

   「我叫罗宾。设施的人们都叫我四号，但你叫我罗宾就好。你是……不对，等等，我猜猜。派翠是五号，所以你是六号吧！」

   「ううん、７番フィンだけど……」

   「不对，我是七号……」

   「そっちかー！　なんで一個飛んでんだよ！」

   「是那边啊！为什么跳过一个号码啊！」

   ロビンと名乗った少年は、頭を手で覆うようにして悔しがる。

   自称罗宾的少年以手掩头，表现得相当不甘心。

   「なんで君は──」

   「为什么你——」

   「君じゃなくてロビンな！」

   「别叫我你，叫我罗宾！」

   「ご、ごめん。ロビン……は名前が二つあるの？」

   「抱、抱歉。罗宾……你有两个名字吗？」

   「番号だけじゃつまらないから、ご本に出てくるヒトから取ってるの！」

   「只有号码太无聊了，所以就从书里的人名取了一个！」

   そう朗らかに言うのは、ロビンではなかった。

   以开朗的语气这么开口的，并不是罗宾。

   ロビンの背中から顔を出した、背の低い人間の少女だ。

   而是在罗宾身后探出脸孔的矮小人类少女。

   「ロビンはね！　ロビンフッドだから、ロビン！」

   「罗宾他啊！是因为罗宾汉，所以叫罗宾！」

   「ロビンフッド？」

   「罗宾汉？」

   「昔にいた義賊よ！　後でご本を貸してあげるわ！　私はパトラっていうの！　本当はクレオパトラにするかパトラにするかクレオにするか迷ったのだけど、パトラのほうが言いやすいから！　パトラ！　よろしくね！」

   「是以前的义贼哦！我之后借你书看！我叫派翠！我原本很犹豫要叫埃及艳后、派翠或是克丽奥，但还是觉得派翠比较好念！派翠！请多指教！」

   パトラが花の咲くような笑顔を〝彼〟に向ける。

   佩特拉对「他」露出如花朵绽放般的笑容。

   「こっちのでかいのはドレイクだ。大海賊フランシス・ドレイクな。無口だけどいい奴だ」

   「这边这个大块头是德瑞克。大海盗法兰西斯・德瑞克。虽然话不多，但人很好哦。」

   ドレイクと呼ばれたオーガの少年が、にっこりと優しい微ほほ笑えみを向け、手を差し伸べる。

   被称为德瑞克的食人魔少年，露出温柔的微笑，朝「他」伸出手。

   「よろしくね」

   「请多指教。」

   「よ、よろしく……」

   「请、请多指教……」

   オーガのドレイクの手はとても大きく、だが優しく、温かい。

   食人魔德瑞克的手非常大，但很温柔，也很温暖。

   「そんであっちにいる小さいのはペノーレト。ペノーレトの大冒険知ってるよな？」

   「然后那边那个小不点是佩诺雷特。你知道佩诺雷特的大冒险吧？」

   「ううん、知らない……」

   「不，我不知道……」

   「ああそう。まあいい、そいつも後で読ませてやる。おいペノーレト、お前も挨拶しろよ」

   「啊，这样啊。算了，那本书之后再借你看。喂，佩诺雷特，你也来打个招呼啊。」

   ゴブリンのペノーレトは、読んでいた本を閉じて〝彼〟の側そばへ近付いて拳を突き出す。

   哥布林佩诺雷特阖上正在看的书，走到「他」身旁，伸出拳头。

   「ん」

   「嗯。」

   「な、なに？」

   「什、什么？」

   「あげる」

   「给你。」

   ペノーレトは顔を背けながら、何かを強引に渡す。

   佩诺雷特别过脸，硬是将某样东西塞给「他」。

   それは包装されたチョコレート菓子だった。

   是包装过的巧克力点心。

   「あ、ありがとう……」

   「谢、谢谢……」

   「ん」

   「嗯。」

   そう言ってペノーレトは元の位置に戻ると、また本を読み出した。

   佩诺雷特说完，回到原本的位置，又开始看书。

   「ここにある本はなんでも読んでいいからな。それで、お前はなんにする？」

   「这里的书你可以随便看。那么，你要叫什么？」

   「ぼ、僕は別に７番フィンでも……」

   「我、我叫7号也……」

   「そんなのだめよ！」

   「不可以那样！」

   〝彼〟の言葉を遮ったのはパトラだ。

   佩特拉打断「他」的话。

   「せっかくだし新しく付けましょうよ！　そっちの方が絶対素敵だわ！」

   「机会难得，就取个新名字吧！那样绝对比较棒！」

   「ふっふっふ、それならいい本があるぜ」

   「呵呵呵，我有本好书哦。」

   ロビンがどっかへ行ったと思ったら、駆け足で戻ってきた。

   罗宾不知道跑去哪里，又跑回来了。

   その手には、一冊の本が握られていた。

   他的手上拿着一本书。

   「『魔剣士と魔剣』……？」

   「《魔剑士与魔剑》……？」

   ロビンが本のページを開き、〝彼〟の眼前に突きつける。

   罗宾翻开书页，拿到「他」眼前。

   そこには黒い鎧に黒い剣を持った剣士の姿が描かれていた。

   上面画着一名身穿黑色铠甲，手持黑剑的剑士。

   その剣士を指差して、ロビンが言う。

   罗宾指着那名剑士说：

   


   「今日からお前は──ゼノールだ！」

   「从今天开始，你就是——泽诺尔！」

   


   だが、パトラはその提案に不満げだ。

   不过，帕特拉对这个提议似乎不太满意。

   「えー！　でもゼノールって悪者になるのよ？　それならグラムのほうがいいわ！」

   「咦——！可是泽诺尔是坏人耶？那古兰比较好！」

   「馬鹿だなぁパトラ、それがかっけーんだろうが！」

   「帕特拉，你真笨，这样才帅啊！」

   そう言うロビンの表情は実に爽やかで、その瞳は紅玉のように輝いていた。

   罗宾这么说，表情非常爽朗，双眼如红宝石般闪闪发亮。

   羨ましい程に、美しかった。こうなりたいと、思った。

   他的模样美得令人羡慕，「他」也想变成那样。

   だから訊きく。その物語を。

   所以「他」问了，问了那个故事。

   「ど、どういうお話なの？」

   「故、故事内容是什么？」

   「お前字読める？」

   「你看得懂字吗？」

   「よ、読めない……」

   「不、看不懂……」

   「しょうがねーな、おいパトラ！　読んでやれ！」

   「真拿你没办法。喂，帕特拉！念给他听！」

   「偉そうにしてるけど、ロビンは字を読むの苦手なのよ」

   「罗宾一副了不起的样子，其实他很不会念书哦。」

   「おいバカ余計な事言うなパトラ！　もう結構読めるようになったんだよ俺も！」

   「喂，笨蛋，帕特拉，别说多余的话！我已经会念很多字了！」

   「はいはい、ちょっとまっててね」

   「好好好，你等一下哦。」

   そして、パトラが持ってきた本を読み始める。

   接着，帕特拉开始念起她带来的书。

   


   ▽

   ▽

   


   昔々ある所に一人の剣士がおりました。

   很久很久以前，某个地方有一位剑士。

   剣士は人間と獣人セリアンの間に産まれた男の子で、人間からも、獣人セリアンからもいじわるをされて、仲良くできませんでした。

   剑士是人类与兽人之间生下的男孩，他被人类和兽人欺负，无法与他们和平相处。

   そんな彼が憧れたのは、世界で一番強い剣士の英雄譚たん。男の子は自分も世界で一番強い剣士になるべく出自を隠す為ために兜かぶとで顔を覆い、己を鍛えました。

   他憧憬的是世界最强剑士的英雄传说。男孩为了成为世界最强的剑士，隐藏自己的出身，用头盔遮住脸，不断锻炼自己。

   その途中。世界で一番強い剣士に剣の技を教えてもらったり、戦争で大勢のヒトを殺したり、沢山の修行と戦いを経てどんどんと強くなっていきました。

   途中，他向世界最强的剑士学习剑术，在战争中杀死许多人，经过许多修行与战斗，变得越来越强。

   男の子はこう思いました。

   男孩这么想：

   「死なない身体からだになれば、ずっと剣の腕を鍛えられるのに」

   「如果身体不会死，就能一直锻炼剑术了。」

   だから男の子は求めました。

   所以男孩追求了。

   持ち主を死なない身体にする、伝説の魔剣を。

   追求能将持有者变成不死之身的传说魔剑。

   男の子は魔剣を手にする旅に出たのです。

   男孩踏上了寻找魔剑的旅程。

   荒れ狂う海を越え、乾いた砂漠を越え、枯れ果てた荒野を越え、男の子はいつしか子供から大人に、大人から本物の剣士になりました。

   跨越狂暴的大海，跨越干燥的沙漠，跨越枯竭的荒野，男孩不知不觉从孩童变成大人，从大人变成真正的剑士。

   そうして剣士は冒険の果てに、ようやく魔剣を手に入れたのです。

   就这样，剑士在冒险的尽头，终于得到了魔剑。

   その魔剣の名は《ゼノール》。

   那把魔剑名为《泽诺尔》。

   後の世、異なる世界の言葉で『業ごう剣けん』とも訳される黒き剣。

   后世以异世界语言将其译为「业剑」的黑剑。

   ですが魔剣はいつだって呪いを孕はらむもの。

   然而魔剑总是蕴含着诅咒。

   魔剣は持ち主に不死の身体を与える代わりに、持ち主の剣の経験を食べるのです。

   魔剑给予持有者不死之身，代价是吃掉持有者的剑术经验。

   不死になった剣士は、その時から剣の腕が上達しなくなりました。

   成为不死之身的剑士，从那时起剑术就不再进步。

   剣士は絶望しました。

   剑士绝望了。

   剣の腕を鍛え続ける為に不死身の身体を手に入れたのに、剣の腕は上がらないのです。

   明明是为了锻炼剑术才得到不死之身，剑术却无法进步。

   剣士は怒り狂い、沢山の他の剣士を殺し、その剣を集めていく内にいつしか自分の名前も忘れ、魔剣士となってしまいました。

   剑士愤怒发狂，杀死许多剑士，收集他们的剑，不知不觉间连自己的名字都忘了，成为了魔剑士。

   何百年と経たったある日、魔剣士の前に一人の男が現れました。

   几百年后，某一天，一个男人出现在魔剑士面前。

   長く黒い髪の、黒い風を纏まとわせた男です。

   他有着一头黑色长发，身上缠绕着黑色的风。

   魔剣士は男と戦いました。

   魔剑士与男人战斗。

   剣の腕は魔剣ソードマン士の方が強かった。でも男はもっと戦いが強かったのです。

   剑术是魔剑士更强。但男人的战斗能力更强。

   倒れる魔剣士を見下ろし、男は言います。

   男人俯视倒下的魔剑士，说道：

   「余と共に来い、魔剣士よ。最も早はや研がれぬ刃やいばなれば、毀こぼれ朽ちるのを待つのはあまりに惜しい。ならばせめて余の為に振るわれよ」

   「魔剑士啊，与朕一同来吧。既然你已是无法磨砺的剑刃，等待腐朽就太可惜了。那么至少为朕挥舞吧。」

   魔剣士は自分の人生で、初めて誰かに己を求められたのです。

   魔剑士的人生中，第一次有人需要自己。

   これから自分の持ち主となる男に傅かしずき、頭こうべを垂れ、魔剣士はこう言いました。

   魔剑士向即将成为自己主人的男人低头，说道：

   「某それがしはこれよりただ一振りの剣として、魔剣ゼノールとして、御おん身みに仕えましょう」

   「在下从今以后，将作为一把剑，作为魔剑，侍奉您。」

   そうして男は王に仕える刃として、己の魔剣と同じ名を名乗り、王に剣を教える事となりました。

   于是男人作为侍奉王的剑，以自己的魔剑之名自称，开始教导王剑术。

   これは、後に業ごう剣けん侯こうと呼ばれる剣士の物語。

   这是后来被称为业剑侯的剑士的故事。

   とっぴんぱらりのぷう。

   咚乒啪啦噗。

   


   △

   △

   


   ゼノールという名には、三つの意味がある。

   泽诺尔这个名字，有三个意思。

   一つは、魔剣ゼノール。

   一个是，魔剑泽诺尔。

   一つは、魔剣の名を継いだ業剣侯ゼノール。

   一个是，继承魔剑之名的业剑侯泽诺尔。

   一つは、それらの物語から名を肖あやかった少年、ゼノール。

   另一个，则是被这些故事所影响的少年，泽诺尔。

   ゼノールが施設に来てから数年が経った。

   泽诺尔来到设施后，已经过了数年。

   身体は大きくなり、幾ばくかの知識と、それを応用して活いかす知恵も付いた。

   他的身体变大，也学到了一些知识，以及活用知识的智慧。

   施設はＩＨＭＩが出資、運営しており、身寄りのない子供達を受け入れる児童養護施設としての役割を持っているとゼノールは施設の職員から説明されていた。

   设施由ＩＨＭＩ出资、经营，收养无依无靠的孩子们，担任儿童养护设施的角色。这是设施职员对泽诺尔的说明。

   施設の子供達には衣食住が保障され、高度な教育と厳しい訓練が実施され、時には薬の治験なども行われる。

   设施的孩子们衣食住都受到保障，实施高度教育与严格训练，有时还会进行药物试验。

   そして身元引受人が見つかるか、一定の期間が過ぎればＩＨＭＩやその関連企業へと就職し、施設を出る事となる。

   找到收养人，或是经过一定期间后，就会离开设施，到ＩＨＭＩ或相关企业就职。

   施設での生活は楽しいだけではなく、苦労もあり、大変な時もあった。

   设施的生活并非只有快乐，也有辛苦、难受的时候。

   本や遊具はあったが、外に出る自由はなく、年頃の少年少女達にとっては酷な事だったろう。

   虽然有书本和玩具，却没有外出的自由，对正值青春年华的少年少女们来说，想必很残酷吧。

   それでも寒さに凍え、路地裏で餓うえて残飯を漁あさる生活とは無縁なのはどう考えても幸いだったし、何より仲間達がいたから大変ではあっても辛つらくはなかった。

   尽管如此，能远离寒冷、饥饿、在暗巷里翻找剩饭的生活，怎么想都是幸运的。更重要的是，有同伴在。就算辛苦，也不会难受。

   施設にはいくつかの教室があり、ゼノールの教室はロビン、パトラ、ドレイク、ペノーレトが一緒で全員同い年である。

   设施里有好几间教室，泽诺尔的教室里有罗宾、佩托拉、德雷克、佩诺雷特，大家都是同龄。

   いつもの白く、広い部屋は教室問わず利用できる共用スペースだ。

   平时的白色宽敞房间，是不分教室都能利用的共用空间。

   その部屋の隅が、彼らの定位置だった。

   这个房间的角落，是他们的固定位置。

   ジャングルジムの天辺てっぺんに腰掛け、共用スペースを見下ろす。隣にはロビン。近くにはバスケットコートがある。

   他们坐在攀登架的顶端，俯视着共用空间。罗宾坐在泽诺尔身旁，附近有篮球场。

   彼も随分と背が伸びたが、その紅玉のような瞳の輝きは変わらない。

   罗宾的身高也长高了不少，但那双红玉般的眼眸依旧闪耀着光辉。

   教室の他のメンバーとも仲がいいが、一番の親友は誰かと問われれば迷う事なくゼノールはロビンを挙げる。ロビンは、教室の中心人物であり、ゼノールは彼を尊敬していた。

   虽然和教室里的其他成员关系也不错，但若问泽诺尔谁是自己最好的朋友，他一定会毫不犹豫地回答罗宾。罗宾是教室里的中心人物，泽诺尔很尊敬他。

   ロビンが、共用スペースの片隅にある読書コーナーに向けて指をさす。

   罗宾指向共用空间角落的读书区。

   「おい見ろゼノール。今日は珍しくお客さんが来てるぜ」

   「喂，泽诺尔，你看。今天难得有客人来。」

   「うん？」

   「嗯？」

   ゼノールが読んでいた本から顔を上げると、そこにいたのは深紅のスーツを着たダークエルフの男だった。

   泽诺尔从书本中抬起头，看到一名身穿深红色西装的黑暗精灵男子。

   背後に大勢の職員を引き連れており、一ひと際きわ異彩を放っている。

   他身后跟着一大群职员，显得格外引人注目。

   スーツの男は、一人の人物に喋しゃべりかけていた。

   西装男对一个人说话。

   いつも仏ぶっ頂ちょう面づらでビジネス書ばかり読んでいる気の強そうな少女だ。年齢はゼノール達とそう変わらないくらいだろう。

   那是一名总是板着脸，只看商业书籍的强势少女。年龄应该和泽诺尔他们差不多。

   「17番ケルフィン、非常に優秀な成績を修めていると聞きました。こちらが貴方あなたの新しい身分です、覚えておくように」

   「17号，听说你成绩非常优秀。这是你的新身份，要记清楚。」

   そう言って、スーツの男は一枚の紙を少女に手渡す。

   说完，西装男将一张纸交给少女。

   「ＩＨＭＩ本社第三秘書室所属……姓は──木きノの原はら、ですか。承知いたしました」

   「隶属ＩＨＭＩ总公司第三秘书室……姓氏是——木原吗？我明白了。」

   「私は種族や性別で差別しません。能力と功績で判断します。貴方の能力を活かし、功績を上げれば第一秘書室……即すなわち私の右腕にまで抜ばっ擢てきされるかもしれません。道のりは中々難しいかもしれませんが……期待していますよ木ノ原」

   「我不会因种族和性别而歧视他人，只会凭能力和功绩来判断。只要活用你的能力，立下功绩，说不定能被提拔到第一秘书室……也就是我的左右手。虽然这条路并不好走……但我会期待你的表现，木原。」

   そう言ってスーツの男は少女に背を向け、その場から去っていく。

   说完，西装男转身离去。

   一瞬。スーツの男の視線がこちらに向いた──気がした。

   一瞬间，西装男似乎——看向了这边。

   「あいつ確かお前と同じくらいに入ったんだよ」

   「我记得那家伙和你差不多时间进来。」

   「うん」

   「嗯。」

   「なのに俺らより早く出て行きやがる……」

   「却比我们更早出去……」

   「そうだね……喋ったことないからどんな子かよくわかんないけど……」

   「是啊……虽然我没和她说过话，不知道她是什么样的人……」

   「つっても俺らもあと一年でこっから出る事になっちまうしな。あーあ、俺もいいとこに就職して悠々自適な暮らしがしてえぜ」

   「不过我们再过一年也要离开这里了。唉～我也想找个好工作，过上悠哉的生活啊。」

   「うん……」

   「嗯……」

   ゼノールとロビンはジャングルジムから真っ白い天井を見上げる。

   泽诺尔和罗宾从攀登架上仰望纯白的天花板。

   最初にこの施設に来た時は、この共用スペースがとてもとても広い部屋に視みえたのに。

   刚来到这个设施时，这个共用空间看起来明明非常宽敞。

   今ではとても狭く思えた。

   现在却觉得十分狭窄。

   「二人共ー！　今日は先生に呼ばれてるんだから遅刻しないでよねー！」

   「你们两个！今天老师会找你们，别迟到了哦！」

   パトラがいつもどおり、元気よく二人を呼ぶ。

   帕托拉一如往常，精神饱满地呼唤两人。

   「わーってるよー！」

   「知道啦～！」

   少し鬱陶しそうに、だけど少し嬉うれしそうにロビンは返す。これが日常。

   罗宾有些不耐烦，又有些开心地回答。这就是日常。

   「ったくパトラの奴やつ。いっつもいっつもお姉さんぶりやがって、年々酷ひどくなってる気がするぜ……」

   「真是的，帕托拉那家伙。每次都摆出一副大姐姐的样子，感觉一年比一年更夸张了……」

   言葉ではそう言っているものの、嫌っている素振りなど微み塵じんもない。

   虽然嘴上这么说，但罗宾看起来一点也不讨厌她。

   「なあ」

   「我说啊。」

   ロビンがジャングルジムから飛び降りて、ゼノールに問う。

   罗宾从攀登架上跳下来，向泽诺尔问道：

   「ゼノールはこっから出たらどうすんだ？」

   「泽诺尔离开这里后要做什么？」

   「わかんない」

   「不知道。」

   ここから出て、どうするかなど考えた事もなかった。考えたくなかった。

   他从来没想过离开这里后要做什么。他不想去想。

   「でもできるなら……」

   「不过如果可以的话……」

   それは願い。

   那是他的愿望。

   きっと叶かなわないと知っているけれど。

   他知道一定无法实现。

   それでも願わずにはいられない、我わが儘ままにも似たエゴだ。

   但还是忍不住许下愿望。这是类似任性的自我。

   「ここから出た後も、みんなとずっと一緒にいたいな」

   「离开这里后，我想和大家一直在一起。」

   「たりめーだ」

   「那当然。」

   憧れる程に美しい紅玉の瞳でゼノールを見据え、ロビンは言う。

   罗宾用美丽到令人憧憬的红玉眼眸看着泽诺尔，如此说道。

   「全員集合！」

   「全员集合！」

   ロビンのその言葉に、パトラ達が近寄ってくる。

   听到罗宾这句话，帕托拉等人走了过来。

   「何なの？　もう時間だよ？」

   「怎么了？时间到了哦？」

   「どうしたんだいロビン」

   「怎么了，罗宾？」

   「何？」

   「什么事？」

   パトラ、ドレイク、ペノーレト、そしてロビン。

   帕托拉、德雷克、佩诺雷特，以及罗宾。

   いつも一緒で、これからも一緒にいたいみんな。

   总是和自己在一起，今后也想和他们在一起的大家。

   言ってしまえば、これがゼノールの世界の全てだ。

   说起来，这就是泽诺尔的世界的一切。

   「ずっと一緒だぜ、俺達。絶対に離れる事はねえ」

   「我们要一直在一起。绝对不会分开。」

   掌てのひらを下に向け、手を出す。

   他手掌朝下，伸出手。

   「そんなの無理よロビン、もうあと一年でみんなバラバラに……」

   「不可能啦，罗宾。再过一年大家就要各奔东西了……」

   「いいや違うね！　少し離れる事があったとしても、すぐにまた会える！　そうでなくとも俺達は一緒だ！　ずっとな！　だって心で繫つながってるんだからよ！」

   「不，不对！就算稍微分开，也很快就能再见面！就算不是这样，我们也会在一起！永远在一起！因为我们的心是连在一起的！」

   自信に満ちた声。

   罗宾的声音充满自信。

   「恥ずかしい事本気で言うわよね、ロビン」

   「你居然认真地说出这么羞耻的话啊，罗宾。」

   「でも、そうだね。ロビンの言う通りだよ」

   「不过，你说得对。」

   「……うん」

   「……嗯。」

   みんな恥ずかしがりながら、ロビンの手の上に重ねていく。

   大家虽然害羞，但还是把手叠在罗宾的手上。

   「みんな一緒だよ」

   「大家在一起。」

   ゼノールが最後に一番上に置き、皆で一斉に置いた手を上へと上げた。

   泽诺尔最后把手叠在最上面，大家一起把手举起来。

   「そうね、みんなずっと一緒よ！」

   「是啊，大家永远在一起！」

   ロビンは床に落ちていたバスケットボールを拾い上げる。

   罗宾捡起掉在地上的篮球。

   「ああ、ずっとだ」

   「嗯，永远在一起。」

   そう言って、ボールをゴールのリングに向けて投げた。

   说完，他把球投向篮框。

   放物線を描き、ボールはリングに飛んでいく。

   球划出抛物线，飞向篮框。

   高く、高くへ。みんなが、それをじっと見ている。

   飞得很高、很高。大家目不转睛地看着。

   笑顔だった。

   脸上带着笑容。

   


   ◆

   ◆

   


   最初に機能を回復したのは聴覚。

   最先恢复功能的是听觉。

   心電図モニターが、一定間隔で音を立てている。

   心电图显示器发出一定间隔的声音。

   「おお目覚めたか！」

   「哦哦，你醒了啊！」

   そんな声が、耳に入ってくる。

   这样的声音传入耳中。

   目は開けているが、何も視えない。光を受容しているが、焦点が合わない。

   眼睛虽然睁开了，却什么都看不见。虽然有光线进入眼睛，却无法对焦。

   「手術開始から７９２時間と44分４秒で覚醒、と。実験は成功だ！」

   「手术开始后792小时44分4秒就醒了。实验成功了！」

   少しずつ視界も戻ってくる。目の前に、見覚えのある白衣を着た歯抜けの老ドワーフが吐き気を催す程の満面の笑みを浮かべていた。

   视野逐渐恢复。眼前，一个穿着熟悉的白衣，缺了牙的老矮人正露出令人作呕的满面笑容。

   「魔剣と適合した時点ですぐに目覚めてもいいはずだったが……暫しばらく休眠状態だったのは魂の最適化デフラグに時間がかかったのか？　まあそれは追々検証すればいいだけの話。とにかく今は成功を祝おうではないか！　これで追加の出資が受けられ、研究が続けられるというものだ！」

   「在与魔剑契合的那一刻，你应该马上就能醒来了……之所以暂时处于休眠状态，是因为灵魂的最适化需要时间吗？算了，之后再慢慢验证吧。总之，现在就先庆祝成功吧！这样一来就能获得追加的出资，继续研究了！」

   研究者のテンションについていけず、ゼノールは困惑するしかなかった。

   跟不上研究者的兴奋，泽诺尔只能感到困惑。

   「気分はどうかね７番フィン、バイタルセンサに異常はないのだがどうだ？　痛みはあるか？　どこか身体からだに不調は？　まあその身体になったなら常に健康体になるから羨ましい限りではあるが……うむうむ、各種数値も安定、因子も特定できておる。ま、今は起きたばかりで混乱してるのだろう。経過観察は必要だな」

   「感觉怎么样，7号？生命体征监测器没有异常，你觉得如何？会痛吗？身体有哪里不舒服吗？不过，变成那副身体的话，你就会一直保持健康，真是令人羡慕……嗯嗯，各种数值都很稳定，因子也已经确定了。不过，你刚醒来，应该还很混乱吧。需要继续观察。」

   手に持ったＰＤＡに、老ドワーフは何かを入力している。

   老矮人在手上的PDA上输入着什么。

   「７番フィン……いや仲間内では君はゼノールと呼ばれていたのだったか。よかったではないか、これで名実ともにゼノールだ。まあ多少男前は台無しになった気もするが……落ち込む事はない、些さ細さいな事だよ。それでは、また後程」

   「7号……不，你的同伴都叫你泽诺尔吧。这不是很好吗？这样一来，你就是名副其实的泽诺尔了。虽然感觉有点糟蹋了你的男子气概……但你不用沮丧，这只是小事。那么，待会儿见。」

   そう言って、老ドワーフは行ってしまった。

   说完，老矮人就离开了。

   取り残されたゼノールは、老ドワーフの言葉を理解できずにいた。

   被留下的泽诺尔，完全无法理解老矮人的话。

   そもそも、何が起きたのかすらもよくわかっていない。

   说到底，他连发生了什么事都不清楚。

   ゼノール達の教室の面々が、医務室の地下に連れて行かれた所までは覚えているのだが、そこから先の記憶がない。

   泽诺尔还记得，教室里的同学们被带到了医务室的地下，但之后的事他就没有记忆了。

   今自分はベッドの上にいて、真っ白い天井を見上げている。この施設はどこも同じ天井だからどの部屋にいるのかわからない。

   现在自己躺在床上，仰望着纯白的天花板。这栋设施的天花板都一样，所以他不知道自己在哪个房间。

   身を起こし、周囲を見回す。

   他坐起身，环顾四周。

   「ここは……」

   「这里是……」

   薬品の匂いが鼻をつく。知ってる部屋、医務室だった。

   药品的气味扑鼻而来。这是他熟悉的房间，医务室。

   ふと、自分の手を見て絶句した。

   他突然看向自己的手，哑口无言。

   「……？」

   「……？」

   自分の腕に、何本もの針がついた管と──見知らぬパーツがくっついていた。

   自己的手臂上，插着好几根针头的管子——还装着陌生的零件。

   右手の親指と人差し指と中指は自分のものだが、薬指と小指は自分のものと比べると細い。まるで女の子のもので、縫い跡のようなものが見える。

   右手的拇指、食指和中指是自己的，但无名指和小指比自己的要细。简直就像女孩子的手，上面还有缝合的痕迹。

   左手は、そもそも手首から先が小さい。

   左手的话，手腕以下的部分都很小。

   「な、なんだこれ……」

   「这、这是什么……」

   ゼノールはベッドから立ち上がり、床に足を下ろす。

   泽诺尔从床上站起，双脚着地。

   足の長さや幅が左右で少し異なるせいで、バランスを崩して倒れた。

   由于左右脚的长度和宽度不同，他失去了平衡，摔倒在地。

   ふらふらと、医務室に置かれている鏡の側そばへ寄っていく。

   他摇摇晃晃地走到医务室里的镜子旁。

   縋すがり付つくように鏡に映った自分の顔を見やる。

   他紧紧盯着镜中的自己。

   黒髪に宍しし色の肌、焦げ茶色の瞳。

   黑发、褐色的皮肤，以及深褐色的眼睛。

   それはいつも通り、普段通り、見慣れた自分の顔。

   那是自己熟悉的脸，和平时一样，和往常一样。

   何も問題はない、いつもと変わらない。

   没有任何问题，和平时一样。

   それは右側だけの話だ。

   但那只是右半边。

   だが額から眉間、鼻根部へ斜めに線が走るように縫い目のような跡が付いており、左半分の色が変わっていた。

   从额头到眉间，再到鼻根部，有一道斜斜的缝合痕迹，左半边的颜色也变了。

   肌の色は褐色、先端の切れた長い耳、赤色の髪の毛、そして眼がん窩かには──羨ましい程に輝く紅玉の瞳。

   褐色的皮肤，尖尖的长耳朵，红色的头发，还有眼窝里——闪闪发光的红宝石眼瞳。

   「あ…」

   「啊……」

   気付いてしまった。

   他注意到了。

   それは──

   那是——

   「あああああああああああああ!!」

   「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！」

   ──それは、紛れもなく友ロビンの身体の一部だと。

   ——那毫无疑问，是朋友身体的一部分。

   あんなにも憧れて、綺き麗れいだと思っていたそれが、何かとても醜いもののように思えて、怖おぞ気けが走って、だから指を突っ込んで搔かき出だした。

   曾经那么憧憬，那么美丽的那个，现在却觉得非常丑陋，让他感到恐惧，所以他把手指插进去，挖了出来。

   痛みはない。ただ感触だけはある。

   没有痛楚，只有触感。

   神経を引きちぎり、目を抉えぐり出す。真っ暗になった片目の視界は即座に戻り、身体から離れた赤い虹こう彩さいを持つ眼球は、砂のように崩れて消えた。

   他扯断神经，挖出眼球。变黑的单眼视野立刻恢复，带着红色虹膜的眼球从身体上脱落，像沙子一样崩塌消失。

   それは不死の再生反応。

   那是不死的再生反应。

   


   ゼノールは、不死となっていた。

   泽诺尔，成为了不死者。

   


   ──よろしくね。

   ——请多指教。

   ドレイクの、力強く、優しい温ぬくもりを思い出す。

   他想起了多莱克那强而有力的温柔温暖。

   ──あげる。

   ——给你。

   ペノーレトの、ぶっきらぼうの中にある気遣いを思い出す。

   他想起了佩诺雷特那粗鲁中带着的体贴。

   ──そうね、みんなずっと一緒よ！

   ——是啊，大家永远在一起！

   パトラの、いつも元気をもらえる笑顔を思い出す。

   他想起了帕特拉那总是能让人打起精神的笑容。

   ──ずっと一緒だぜ、俺達。絶対に離れる事はねえ。

   ——我们永远在一起。绝对不会分开。

   ロビンの、いつも希望に満ちた声を思い出す。

   他想起了罗宾那总是充满希望的声音。

   気付いてしまった。

   他注意到了。

   この指の形を、足の形を、よく知っている。

   这手指的形状，脚的形状，他都很熟悉。

   だって毎日見ていたから。

   因为他每天都在看着。

   これは、これらは、いつも一緒にいた、いつまでも一緒にいたかった者達の身体の部品パーツだという事に。

   这是，这些是，一直在一起，想要永远在一起的人们的身体部件。

   


   ◆

   ◆

   


   ゼノールが投げたバスケットボールが放物線を描き、リングの中へと収まった。

   泽诺尔投出的篮球划出一道抛物线，落入篮框之中。

   リングを揺らし、ボールは地面に落ち、バウンドする音が聞こえる。

   篮框摇晃，篮球掉到地上，发出弹跳的声音。

   「第二次都市戦争前に行われた不死狩り」

   「第二次都市战争前进行的不死狩猎。」

   ゼノールは呟つぶやくように、相対するベルトールへ向かって吐き出す。

   泽诺尔对着对面的贝尔多尔，喃喃自语般地说道。

   「それで狩られた不死達、当然連中の利用方法は不死炉の薪としてだけではなかった」

   「被狩猎的不死者们，当然不只有被当成不死炉的柴火。」

   ゼノールにとっては、どうでもいい話だ。

   对泽诺尔来说，这些事都无所谓。

   「人類の夢である不老不死を人工的に作り出す為の実験材料にもなっていた。人体実験さ。不死とは偶発的、あるいは個人の資質に依よる所が大きく、今現在でも再現性のある不死の存在は確立されていないからな」

   「他们也被当成实验材料，用来进行人类的梦想——人工制造不老不死的实验。也就是人体实验。因为不死是偶发的，或是取决于个人资质，现在也还没确立能够重现的不死存在。」

   ゼノールの言葉を聞くベルトールは、何も返さない。

   贝尔多尔听着泽诺尔的话，什么也没说。

   別に何かを期待しているわけではない、話を聞いてもらいたい、ただそれだけ。

   他并没有期待什么，只是想把话说出来而已。

   ただ自分の中のわだかまりを吐き出しているだけにすぎない。

   只是想把心中的疙瘩吐出来而已。

   「俺がいた施設は、ＩＨＭＩのエリート養成施設であると同時に、不死を造り出す実験場でもあった。その実験の特殊成功例第一号が、俺だ」

   「我所在的设施，既是ＩＨＭＩ的精英培养设施，同时也是制造不死的实验场。而那个实验的特殊成功案例第一号，就是我。」

   ゼノールは落ちたボールを拾いながら言葉を続ける。

   泽诺尔捡起掉在地上的球，继续说道。

   「業ごう剣けん侯こうは不死狩りによって捕獲され、不死炉に焚くべられ、新宿市の魔力・電力源となった。だが業剣侯の魂が霊素エーテルとなってから暫くの後、不死炉の底からある物が回収される事となる」

   「业剑侯被不死狩猎捕获，投入不死炉，成为新宿市的魔力、电力来源。但是业剑侯的灵魂化为灵素之后不久，不死炉的底部回收了某样东西。」

   それは──

   那就是——

   「──魔剣《ゼノール》。業剣侯ゼノールの不死イモータル因子ファクターだ」

   「——魔剑《泽诺尔》。业剑侯泽诺尔的不死因子。」

   「魔剣《ゼノール》……」

   「魔剑《泽诺尔》……」

   ようやくベルトールが口を開いた。

   贝尔多尔终于开口了。

   「其方そなたがゼノールと同じ蘇そ生せい反応をしていたのも……」

   「你和泽诺尔一样有苏生反应也是因为……」

   「ああ。俺の魂には《ゼノール》が融合してる。今の《ゼノール》の所有者は、俺だ」

   「是啊。我的灵魂和《泽诺尔》融合了。现在的《泽诺尔》的所有者是我。」

   「魔剣《ゼノール》には二つの呪いがあったはずだ。一つは所有者となった時点で所有者の剣の戦闘経験がそれ以上積まれなくなる、即すなわち剣の腕前がその時点で止まる呪い」

   「魔剑《泽诺尔》应该有两个诅咒。一个是成为所有者的那一刻起，所有者就无法再累积剑的战斗经验，也就是剑的本领在那一刻停止的诅咒。」

   もう一つは。

   另一个是——

   「《ゼノール》が認める一定以上の剣の腕がないと、所有者を食い殺す呪いだ」

   「如果没有《泽诺尔》认可的一定以上的剑的本领，就会被吃掉的诅咒。」

   剣が持ち主を選ぶ特性上、《ゼノール》は魔剣でありながら聖剣としての性質も持つ。

   由于剑会选择主人的特性，《泽诺尔》虽然是魔剑，但也具有圣剑的性质。

   優れた剣士でなければ持てず、しかし優れた剣士はそれ以上剣の腕を鍛える事ができなくなる。

   只有优秀的剑士才能持有，但优秀的剑士却无法再锻炼剑的本领。

   故に業ごう剣けんと訳される、因果の剣。

   因此被称为业剑，因果之剑。

   「よく知ってんな、《ゼノール》の事」

   「你对《泽诺尔》了解得真清楚啊。」

   ゼノールがゴールに目掛け、ボールを放る。

   泽诺尔瞄准篮框，投出球。

   「其方そなた自身よりも、余はその剣の事は理解しているつもりだ」

   「比起你，我自认更了解那把剑。」

   「そりゃそうか。不死になるって特典も、俺からすりゃ呪いみたいなもんだけどな」

   「那倒也是。虽然对我来说，变成不死身的特典也跟诅咒没两样就是了。」

   ボールはリングの縁に当たり、外れる。

   球打中篮框边缘，没投进。

   「其方そなたは選ばれたのか、《ゼノール》に」

   「你被《泽诺尔》选上了吗？」

   生なま半なかな剣士では、魔剣の呪いに食い殺されてしまう。

   半吊子的剑士会被魔剑的诅咒啃食殆尽。

   この魔剣は、剣士を食らうのだ。

   这把魔剑会吞噬剑士。

   天てん稟ぴんのある者が長い年月を掛けて高みに達した後、それでも尚なお貪欲に強さを求める者のみを《ゼノール》は受け入れるのだ。

   只有天赋异禀的人花费漫长岁月达到巅峰之后，仍贪婪地追求力量的人，才会被《泽诺尔》接受。

   「《呪怨無効体質》って知ってるか？」

   「你知道《咒怨无效体质》吗？」

   ゼノールの言葉に、ベルトールは頷うなずいた。

   贝尔多尔点头回应泽诺尔的话。

   リングに弾はじかれたボールが、ベルトールの足下へと転がっていく。

   被篮框弹开的球滚到贝尔多尔的脚边。

   「呪いを無効にする特異技能の一つだな。成程、それで呪いを踏み倒したのか」

   「是让诅咒无效的特异技能之一吧。原来如此，你就是用那个技能无视诅咒的吗？」

   「いや、てめえが考えてんのとは多分少し違ちげぇ。《呪怨無効体質》ってのはそもそもそこまで便利なもんでもねえ、身体からだの一部分が呪いに対する高い耐性を持つってだけだ。俺の場合、呪いに対する耐性は、脳と脊髄を含む身体の約35％だ」

   「不，大概跟你想的不太一样。《咒怨无效体质》本来就不是那么方便的东西，只是身体的一部分对诅咒有很高的耐性而已。我的话，对诅咒有耐性的部位是包含脑和脊髓的身体约35％。」

   「よもや……」

   「难道……」

   「てめえの想像通りだ」

   「跟你想象的一样。」

   ゼノールは自身の顔、その左半分。

   泽诺尔指着自己的脸，左半边。

   褐色の肌と紅玉の瞳の顔を指で差す。

   他指着自己褐色的皮肤和红玉般的眼瞳。

   「俺は──俺達の身体は複数人の呪いに対する耐性が高い部位の集合で構成されている。たまたま俺が皆より重要な器官の耐性が高かっただけだ。ロビン、パトラ、ドレイク、ペノーレト……皆の皮膚が、骨が、臓器が、今の俺のもんになってる」

   「我——我们的身体，是由对多种诅咒有高耐性的部位集合而成的。只是我身上重要器官的耐性比其他人高而已。罗宾，帕特拉，德雷克，佩诺雷特……大家的皮肤，骨头，内脏，都成了现在的我的一部分」

   ゼノールは身体の上から、心臓を鷲わし摑づかみにするように身体を摑つかむ。

   泽诺尔从身体的上方，像抓住心脏一样抓住身体。

   「何年も寝食を共にした仲間を細切れにして、継つぎ接はぎして、完璧な《呪怨無効体質》を作り上げ、《ゼノール》の呪いに対抗した。他者の肉体を移植する事の拒絶反応は《ゼノール》の不死性で無理矢理回復する。そうして人工的に創り出された不死、それが俺だ」

   「我把一起生活了多年的同伴切碎，拼接起来，制造出完美的《咒怨无效体质》，对抗《泽诺尔》的诅咒。移植他人的肉体产生的排斥反应，就用《泽诺尔》的不死性强行恢复。这样人工制造出的不死，就是我」

   ＩＨＭＩの社長であるマルキュスは、《救世教会ギルド》と強い繫つながりがあった。

   ＩＨＭＩ的社长马尔库斯，和《救世教会》有很强的联系。

   その繫がりで、ゼノールは不死になってから数年後、《救世教会ギルド》のエージェント──《勇者》として活動する事となる。

   通过这个联系，泽诺尔在成为不死者数年后，成为了《救世教会》的特工——《勇者》。

   「左手がパトラのだから色々気ぃ使うし、右足がペノーレトのだから中々靴のサイズに難儀してさ……ああ、そうだ……どうせならちんこをドレイクのと取っ替えてくれりゃよかったのにな。あいつのデカかったからさ……ハハッ……」

   「左手是帕特拉的，所以要多注意，右脚是佩诺雷特的，所以很难找到合适的鞋子……啊，对了……既然要换，怎么不把鸡巴换成德雷克的呢。那家伙的很大……哈哈……」

   自分の継ぎ接ぎの身体を指して、自嘲気味に、ゼノールは笑う。

   泽诺尔指着自己拼接的身体，自嘲地笑了。

   冗談めかして言っている。

   他故意用开玩笑的语气。

   わざと尾び籠ろうな話をしている。

   故意说些下流的话。

   それは、自分の境遇を自虐する事で己の心を守る自己防衛だ。ゼノールもそれに気がついているが、止められなかった。

   这是通过自虐自己的境遇来保护自己的内心，一种自我防卫。泽诺尔也注意到了这一点，但无法停止。

   「あれだけ憧れてたロビンの瞳も……俺が持っててもそんなに綺麗に見えないんだよな。やっぱこの目は、あいつが持ってたから輝いて見えたんだってようやく気付いたよ」

   「我曾经那么憧憬罗宾的眼睛……但就算我拥有，看起来也不那么漂亮。我终于意识到，这双眼睛是因为在那家伙身上才显得那么耀眼」

   「……」

   「……」

   ベルトールは何も言わない。

   贝尔多尔什么也没说。

   ただ黙って足下のボールを拾い、ゼノールの話を聞いている。

   只是默默地捡起脚下的球，听着泽诺尔的话。

   「身体が不死になったのはそれ程問題じゃねえ……問題なのは、魂だ。魂が《ゼノール》と融合した影響で前の持ち主の記憶が流れ込むようになった。記憶だけじゃねえ、明らかに業剣侯ゼノールの影響を受けてるんだ。俺の使う剣技だって、元は俺のもんじゃねえ、……ゼノールの記憶と経験が、魔剣を通じて俺のもんになってるだけだ」

   「身体变成不死者并不是什么大问题……问题是灵魂。灵魂和《泽诺尔》融合后，前主人的记忆会流入我的脑海。不只是记忆，我明显受到了业剑侯泽诺尔的影响。我使用的剑技原本也不是我的……只是泽诺尔的记忆和经验通过魔剑变成了我的」

   ゼノールは自分の顔を手で覆った。

   泽诺尔用手捂住自己的脸。

   「なあ、わかるかてめえに！　魔剣の前の持ち主の！　業剣侯ゼノールの記憶や意識が魔剣に染しみ付いてて！　それに影響されちまってんだ！　見ず知らずの奴やつを、てめえを、ベルトールを前にして、今も膝を突きたくなっちまってる！　頭を下げたくなっちまってる！　忠誠を誓いたくなっちまってる！」

   「你明白吗！魔剑的前主人！业剑侯泽诺尔的记忆和意识已经渗透进魔剑！我被影响了！在你这个素不相识的家伙，贝尔多尔面前，我现在也想跪下！想低头！想发誓效忠！」

   そう、ゼノールは本人の意思とは関係なく、ベルトールに対して強い敬意を抱いてしまっている。

   没错，泽诺尔本人的意志无关，对贝尔多尔抱有强烈的敬意。

   彼が実験によって不死になった後、まだ出会った事のない時からそれは日に日に強くなっていった。知らない他人への忠誠、自らの意思との不一致。

   自从他通过实验成为不死者后，这份敬意与日俱增。对陌生人的忠诚，与自己的意志不一致。

   それこそが、ゼノールがベルトールに対して強い敵てき愾がい心しんを抱いていた理由である。

   这就是泽诺尔对贝尔多尔抱有强烈敌意的原因。

   魂が滅びて尚、業剣侯ゼノールのベルトールに対する不滅の忠誠心が、一人の少年の精神に多大な影響を及ぼしてしまっているのだ。

   即使灵魂毁灭，业剑侯泽诺尔对贝尔多尔的不灭忠诚心，对一名少年的精神造成了巨大的影响。

   自分の心とは無関係に忠義の気持ちが高まるにつれ、その理不尽に対する殺意も同時に高まっていったのだ。

   随着与自己内心无关的忠诚心高涨，对这种不合理情况的杀意也同时高涨。

   「てめえを見て喜んでんだよ！　魂が！　俺の頭ん中と無関係に！　死人が俺を縛りやがる！　それが一体どんな気持ちかわかるかよ！　そんなのが俺なのか!?身体の半分以上が他人との継ぎ接ぎで！　腕の長さも、足の大きさもちぐはぐで、内臓も他人のもんが入ってて、明日を、未来を語り合った親友が、殴り合いの喧けん嘩かした友達が俺の一部になってる！　それだけなら我慢できた、皆と一緒だから。でも……でも身体だけじゃねえ、魂さえ混ざりもんなんだよ俺は！　知らねえ奴の記憶を見て、知らねえ奴に敬意を抱いちまってる……これは本当に俺の意思なのか……？　俺を構成する要素って一体何だ……？　教えてくれよベルトール……俺は……僕は……誰だ？」

   「我的灵魂！看到你这家伙！就高兴得不得了！和我的意志无关！死人束缚着我！你知道这是什么感觉吗！我就是这种人吗！？身体有一半以上是别人的！手臂的长度，脚的大小都不一致，内脏也是别人的，和我一起谈论明天，谈论未来的挚友，和我打过架的朋友，都成了我的一部分！如果只是这样我还能忍耐，因为我和大家在一起。但是……但是不只是身体，连灵魂都是混杂的！看到不认识的家伙的记忆，对不认识的家伙抱有敬意……这真的是我的意志吗……？构成我的要素到底是什么……？告诉我啊贝尔多尔……我……我是……谁？」

   この身体になってから抱え続けていたものを、ゼノールは殺意を抱いている相手に全て吐き出していた。

   泽诺尔将变成这副身体后一直抱有的东西，全部吐向抱有杀意的对象。

   自己同一性アイデンティティ。この男はそれが大きく揺らいでいるのだ。

   自我同一性。这个男人的自我同一性正在剧烈动摇。

   業剣侯の主であったベルトールならば、もしかしたら答えを提示してくれるかもしれないという淡い期待。

   如果是业剑侯的主人贝尔多尔，说不定会给出答案。他抱着淡淡的期待。

   「成程な」

   「原来如此。」

   ずっと話を聞いていたベルトールが、ボールをバウンドさせながら口を開く。

   一直听着的贝尔多尔，一边让球弹跳一边开口。

   「其方そなたの事情は聞かせてもらった。非常に痛ましい過去だ、同情に値する。我が忠臣業剣侯ゼノールの所持していた魔剣《ゼノール》を移植され、不死になったと。そして魔剣《ゼノール》で不死になった事とは関係なく、それ以前から其方そなた自身の名も真まことにゼノールであり、名前が同じなのは単なる偶然、いや運命と言ったほうが詩的か？　ふむふむ、実にややこしい悲劇である、涙なくして語れまい。それを理解した上で、余の考えを伝えよう」

   「你的事情我已经听说了。真是令人痛心的过去，值得同情。你移植了吾之忠臣业剑侯泽诺尔所持有的魔剑《泽诺尔》，成为了不死之身。然后和魔剑《泽诺尔》让你成为不死之身这件事无关，你自己的名字从以前开始就真的是泽诺尔，名字相同只是单纯的偶然，不，说是命运比较有诗意吗？嗯嗯，真是复杂难解的悲剧，令人不禁潸然泪下。在理解了这些之后，让吾说出自己的想法吧。」

   ベルトールは、手に持ったバスケットボールをゴール目掛けて完璧なフォームでシュートする。

   贝尔多尔以完美的姿势，将手上的篮球投向篮框。

   家臣そのものと言える魔剣を持ち、その過去を慮おもんぱかって、解決策を提示してくれるかもしれない、何か言葉をかけてくれるかもしれない。そうゼノールは期待していた。

   拥有可说是家臣的魔剑，考虑到他的过去，说不定会提出解决方法，说不定会说些什么。泽诺尔如此期待着。

   そんな細い糸にも縋すがる気持ちでゼノールが放った心からの言葉、叫びは──

   泽诺尔抱着一丝希望，发自内心说出的话，他的呐喊——

   


   


   「どうでもいい」

   「怎样都好。」

   


   


   ──たった一言で切って捨てられた。

   ——被仅仅一句话给否定了。

   「……」

   「……」

   それを聞いたゼノールは瞬まばたき一つせず、ただ一度だけ、ごくり。と、唾を飲み込んだ。

   听到这句话的泽诺尔连眼睛都不眨一下，只是吞了一口口水。

   ベルトールが放ったボールは美しい角度でリングに吸い込まれるように入っていった。

   贝尔多尔投出的球以美丽的角度，像是被篮框吸进去一般投进了。

   「ゼノールの記憶が其方そなたに影響を与えている？　余に忠誠を誓いたくなる？それがどうした。思い上がるな、其方そなたは業剣侯ゼノールなどではない、ただの哀れな、不死の小僧だ。余には、なんら、関係がない」

   「泽诺尔的记忆影响了你？想向吾宣誓忠诚？那又如何？别自以为是了，你不是业剑侯泽诺尔，只是个可悲的不死小鬼。和吾没有任何关系」

   一言一句、嚙かんで含めるように。ベルトールは続ける。

   贝尔多尔一字一句，像是在仔细咀嚼一般，继续说道。

   「確かに其方そなたの半生は悲劇だ。多くの不死を見てきたが、友の肉や骨を繫ぎ合わせた身体で不死になった例など余は知らぬ」

   「你的半生确实是一场悲剧。吾见过许多不死者，但将朋友的肉和骨头拼接在一起，从而成为不死者的例子，吾从未见过」

   まるで諭すかのように、示すかのように。

   他像是在教导，又像是在展示一般。

   「だがな、不死の悲劇に特別なものなど存在しないのだ。個人が感じ入る以上のものはない。そういう不幸自慢がしたいのならな、便所の壁にでも書いておけ」

   「但是，不死的悲剧中不存在特别的东西。没有比个人的感悟更特别的。如果你想炫耀自己的不幸，那就写在厕所的墙上吧」

   便所の壁、それ即ち２０９９年に復刻、変質したネットスラングだ。

   厕所的墙，这是在2099年复刻，变质的网络用语。

   「それに少なくとも──余の知る業ごう剣けん侯こうゼノールはそんな瑣さ末まつな事でみっともなく喚わめき散らす男ではなかった事は事実だがな」

   「而且至少——吾所知道的业剑侯泽诺尔，不是会因为这种琐碎小事而大声嚷嚷的男人」

   「瑣末……事……」

   「琐碎……小事……」

   乾いた笑いが、ゼノールから漏れた。

   泽诺尔发出干笑。

   ボールがコートに短いリズムで弾む音が虚むなしく響く。

   球在球场上弹跳的短促声音空虚地回响着。

   「あははッ……」

   「啊哈哈……」

   一いち縷るの望みは断たれた。

   一缕希望被斩断了。

   「……そうかよ」

   「……是吗」

   わかっていた事だった。ベルトールの言うことは１００％正しい。

   他早就知道了。贝尔多尔的话是100%正确的。

   勝手にベルトールに期待して、勝手にその言葉に絶望した。ただそれだけの話。

   擅自对贝尔多尔抱有期待，又擅自对他的回答感到绝望。仅此而已。

   殺意を向けていた相手から、優しく耳触りのいい言葉をもらう事を期待していた自分が、どうしようもなく愚かで、情けなかった。

   泽诺尔期待着从自己充满杀意的对象口中听到温柔的话语。这样的自己，真是愚蠢又可悲。

   「じゃあ俺の為に死んでくれ、ベルトール」

   「那就为我而死吧，贝尔多尔。」

   殺さねばならぬと、思った。

   他心想，必须杀了他。

   「そうすりゃ少なくとも、てめえに忠誠を誓いたいなんて気持ちはなくなるだろうよ……」

   「这样一来，至少就不会再有想对你宣誓忠诚的人了……」

   ゼノールはベルトールに向ける。

   泽诺尔面对贝尔多尔。

   怒りを、殺意を、己が己である為ために。

   为了自己，释放愤怒，释放杀意。

   ベルトールを消し去れば、あるいはこの心は落ち着くかもしれないと信じて。

   他相信，只要贝尔多尔消失，自己的心或许就能平静下来。

   それが八つ当たりじみた逆恨みだとは理解していても、今の彼にはそれしかないのだ。

   即使明白这是迁怒，是恼羞成怒，现在的他也只能这么做。

   黒い風が吹き始めた。

   黑色的风开始吹起。

   「よかろう、不死の先せん達だつとして──其方そなたに教育してやろう」

   「好吧，作为不死者的前辈——就让我来教育你吧。」

   ベルトールは告げる。

   贝尔多尔宣告。

   「格の違いというものをな」

   「让你明白，我们之间的差距。」

   それが、最後の一線であった。

   这就是最后的底线。

   


   「《黒雷オルタナティブ》、起動！」

   「《黑雷》，启动！」

   


   言葉と共に、ゼノールの全身が黒光に包まれた。

   随着这句话，泽诺尔全身被黑光所包围。

   光は一瞬で収まり、ゼノールの全身が黒の鎧よろいに覆われる。

   光芒瞬间消失，泽诺尔全身被黑色的铠甲所覆盖。

   第五世代型魔導鎧骨格マギノ・ギア、《黒雷オルタナティブ》。

   第五世代型魔导铠骨骼，《黑雷》。

   『俺はこの力を嫌っちゃいるが、使えるもんはなんでも使う』

   『虽然我讨厌这股力量，但能用的东西就要全部用上。』

   くぐもった機械音声。

   模糊的机械音响起。

   『不死の肉体、第五世代型ＭＧ、更に魔剣の記憶から読み取ったゼノールの剣技。てめえに勝ち目はねえ、この前は勝負が付かなかったが、今度はノーコンテストはねえ。全力で殺す』

   『不死的肉体、第五世代型MG，再加上从魔剑记忆中读取的泽诺尔的剑技。你没有胜算。上次没分出胜负，这次我不会手下留情。我会全力杀了你。』

   巨大な砲剣の切っ先をベルトールに向け、まるでゼノールの殺意に連動するように、《黒雷オルタナティブ》の眼めに当たる二つのセンサが妖しく光る。

   巨大的炮剑剑尖指向贝尔多尔。仿佛与泽诺尔的杀意同步，相当于《黑雷》双眼的两个感应器发出妖异的光芒。

   [image: ]

   《黒雷オルタナティブ》は、量産を前提に設計された同型姉妹機の《白霞ゼロベース》と比べると、実験機としての色が濃く、試験的な機能を多く搭載しており、全体的な性能は《白霞ゼロベース》を上回っており、更に装備の拡張性も高いＭＧだ。

   《黑雷》与以量产为前提设计的同型姐妹机《白霞》相比，实验机的色彩更为浓厚，搭载了许多实验性的机能，整体性能超越《白霞》，装备的扩充性也更高。

   マキナと邂かい逅こうしたゴアール市では、任務の性質上重装備だったが、今回は対人戦を想定した高機動型の装備になっている。

   在与玛姬娜邂逅的戈尔市，由于任务性质而装备了重装，这次则换成了以对人战为前提的高机动型装备。

   以上の事から非常に強力な機体ではあるが、その代わり搭乗者ドライバーへの負担は《白霞ゼロベース》の比ではないのだが、その欠点も不死の肉体によって克服している。

   从以上几点来看，这是一架非常强大的机体，但相对地，对搭乘者的负担也非《白霞》所能比拟。不过这个缺点也借由不死的肉体克服了。

   「勝敗とは戦力差で決まるものではない。勝負が終わってから決まるものだ」

   「胜败并非由战力差距决定，而是由胜负的结果决定。」

   だが。と、ベルトールは言って続ける。

   「不过，」贝尔多尔继续说道。

   「そうだな、認めよう。ゼノールの剣技も、その鎧を使いこなすのも、紛れもなく其方そなたの力だ。現状のスペックでは其方そなたの方が上だろう」

   「也对，我承认。泽诺尔的剑技，以及将那副铠甲运用自如，毫无疑问是你的力量。以现状的规格来说，你在我之上吧。」

   『現状のスペック……？　まるでてめえに今より上があるみてえな言い回しだな』

   『现在的规格……？说得好像你还有比现在更强的形态。』

   「ある」

   「没错。」

   ベルトールは即答した。

   贝尔多尔立即回答。

   「高い信仰力と高い霊素エーテルという特定の条件下で余の能力が大きく向上する形態が存在する。尤もっとも、この場ではその条件は満たせぬがな」

   「在高信仰力与高灵素的特定条件下，余的能力会大幅提升。只不过，现在无法满足那个条件。」

   『ハッ！　それじゃあ意味ねえじゃねえか』

   『哈！那不就没意义了吗？』

   「余がこの状況で意味のない知識を披露すると思うか？」

   「你觉得余会在这种状况下，说出没有意义的知识吗？」

   『……どういう事だ』

   『……什么意思？』

   スペックでは圧倒している。

   规格上是压倒性地有利。

   それは間違いない。

   这点毫无疑问。

   これはただの虚勢、ブラフ、つまらない駆け引き。

   这只是虚张声势、虚晃一招、无聊的讨价还价。

   そう断じる事は可能だ。

   可以这么断定。

   だが背筋が凍えるような底知れぬ何かを、ゼノールは既視感として覚えていた。

   但是泽诺尔却有种既视感，仿佛背脊发凉的某种深不可测的东西。

   「出し惜しみをする理由もない。見せてやろう」

   「余也没有理由保留实力。就让你见识一下吧。」

   既視感。

   既视感。

   それは自分ゼノールとしての既視感ではない。

   那不是自己的既视感。

   業剣侯ゼノールの記憶、業剣侯となる前、初めてベルトールと出会い、戦った時の感覚──それが、既視感となったのだ。

   而是业剑侯泽诺尔的记忆。在成为业剑侯之前，第一次与贝尔多尔相遇、战斗时的感觉——成为了既视感。

   「目に焼き付けよ白はく面めん郎ろう、そして光栄に思うが良い。この姿を見せるのは其方そなたが初めてなのだから」

   「白面郎，好好烙印在眼底吧。然后感到光荣吧。你是第一个看到这副模样的人。」

   両腕を振るう。

   他挥动双臂。

   「余がこの時代に復活してから四度、大きな戦いを経た。これはその集大成、蓄積した経験の出力である」

   「余在这个时代复活后，经历了四次大战。这是集大成，是累积经验的输出。」

   それは魂こん魄ぱく兵装の鎧を喚よび出す儀式動作。

   那是召唤魂魄兵装铠甲的仪式动作。

   「黒天に染めよ──」

   「染上黑天——」

   そして魂魄兵装の武器を喚び出す短文詠唱。

   接着，他以短文咏唱召唤魂魄兵装的武器。

   魔王が、その名を宣言する。

   魔王宣告其名。

   


   「──《終世百青ベルナル／纏衣深淵ヴォラス》──」

   「——《终世百青／缠衣深渊》——」

   


   黒い風が吹いた。

   黑风刮起。

   風は暴風となり、やがて嵐となり、霊素エーテルを巻き込んで吹ふき荒すさび、魔王の姿を渦となって隠す。

   风化为暴风，最后化为暴风雨，卷起灵素吹袭，漩涡遮蔽了魔王的身影。

   《黒雷オルタナティブ》の中にあって尚なお、ゼノールはその風に何のアクションも起こさず、動かずにいた。

   尽管身在《黑雷》之中，泽诺尔却对那阵风没有任何动作，一动也不动。

   一見ベルトールは無防備になっている行動であるが、ゼノールの判断は正しい。

   乍看之下，贝尔多尔的行动毫无防备，但泽诺尔的判断是正确的。

   これは単なる放出される魔力による霊素エーテルの風ではない。近づく者を弾き、引き裂く攻勢の防壁として機能するものだ。

   那不是单纯释放魔力所形成的灵素之风，而是能弹开、撕裂接近者，发挥防御功能的攻击防壁。

   ゼノールは知る由よしもないが、これは霊れい竄ざんにおける対侵入防壁ブラックアイスを参考に組んだ攻勢のカウンターメジャーである。

   泽诺尔无从得知，这是参考灵窜的入侵防御壁所组成的攻击性防御措施。

   螺ら旋せんを描く風は、やがてその勢いをなくし、中心にいる人物の姿を曝さらけ出だす。

   描绘着螺旋的风最后失去劲道，暴露出位于中心的人物。

   そしてゼノールはそれを見た。

   泽诺尔见到了那个身影。

   「なんだ、それは……」

   「那是什么……」

   それはベルトール第二の姿でも、シルヴァルド戦で見せた限定一秒の第二の姿でもない。

   那既不是贝尔多尔的第二型态，也不是在希瓦尔德之战中展现的限定一秒的第二型态。

   どちらも現状の霊素エーテルでは到達できない。

   两者都非现状的灵素所能到达。

   ベルトールが纏まとうは丈の短い外装ジャケットと、腰から下がる外套マントだ。

   贝尔多尔身上穿着短版外装，以及垂挂在腰际的外套。

   それらは血の赤と闇の黒で染め上げられている。

   那些都染上了血红与黑暗之黑。

   そして赤しゃく銅どう色の篭手を片手に着け、身の丈程の長さのある青黒い魔力の炎を纏う長刀を握っている。

   他单手戴着赤铜色的护手，握着长度与身高相仿、缠绕着蓝黑色魔力火焰的长刀。

   長い黒髪は髪飾りによって高い位置で一本に結い上げ、ベルトールは目を伏せている。

   长长的黑发用发饰在高处绑成一束，贝尔多尔垂下眼帘。

   外装はいつもの黒い鎧よりも、更に軽装であり心こころ許もとないように見える。

   外装比平时的黑色铠甲更轻便，看起来不太可靠。

   だが相対しているゼノールは、その外装が防御面で鎧に劣っているとは微み塵じんも思わず、威圧感が増しているようにさえ感じていた。

   但与他对峙的泽诺尔，丝毫不认为那外装在防御方面会逊于铠甲，甚至觉得威压感更强了。

   魔王が、目を開いた。

   魔王睁开眼睛。

   「なんだそれは、と問うたな」

   「你问这是什么吧？」

   ベルトールの周囲に漂う霊素エーテルが、彼の魔力に当てられて薄暗い、青黒い光を放っている。

   飘荡在贝尔多尔周围的灵素，接触到他的魔力，发出昏暗的蓝黑色光芒。

   「これは具現化された信仰だ」

   「这是具现化的信仰。」

   周囲の空気が、霊素エーテルが、質量を増したように重く肩にのしかかる。

   周围的空气、灵素，仿佛增加了质量，沉重地压在肩上。

   「余が戦った終世魔王は、終世魔王ベルトールという異界を纏う事で信仰力の代替としていた。これはその戦いで得た経験を応用したもの。異界を纏う技術を使い、信仰を武器と外装に限定して具現化した攻防一体型魂魄兵装だ」

   「朕所战斗的终世魔王，以名为终世魔王贝尔多尔的异界缠身，代替信仰力。这是应用了那场战斗所获得的经验。使用缠绕异界的技术，将信仰限定于武器与外装，具现化而成的攻防一体型魂魄兵装。」

   「終世魔王……？」

   「终世魔王……？」

   「それは其方そなたが知る必要はない。そもそも異界化は本質を秘匿する事で成り立っており、秘匿が破られると崩壊するという性質は神秘魔法に近しい故に、そこから着想を得たのだが──まあ御託を並べるより直接体験したほうが早いか。来るが良い、打たせてやる」

   「你没必要知道。异界化原本就是借由隐匿本质而成立，隐匿被打破就会崩坏的性质近似于神秘魔法，朕就是从那里得到灵感的——不过与其听朕说，直接体验比较快吧。来吧，让朕打。」

   くいくい、と。ベルトールは片手で手招きをする。

   贝尔多尔用一只手招手。

   ゼノールにはベルトールの説明の１／10も理解できていなかったが、関係がない。

   泽诺尔连贝尔多尔说明的十分之一都没听懂，但无所谓。

   倒してしまえばいいだけだ。

   只要打倒他就行了。

   


   「《フェスティナレンテ》！」

   「《Festina lente》！」

   


   宣言と同時に、《黒雷オルタナティブ》に搭載された特殊機能が発動する。

   宣言的同时，《黑雷》搭载的特殊机能启动了。

   《黒雷オルタナティブ》の全身に、一瞬だけ、回路のような紋様の赤い光が走り、魔力が迸ほとばしり、足元の地面が割れて瓦が礫れきが周囲に飛散する。

   一瞬间，《黑雷》全身上下都浮现出回路般的红色纹路，迸发魔力，脚下的地面裂开，瓦砾飞散四周。

   次いで、排熱補助の為の装甲が展開。背骨に沿って配置された注射器が脊髄に刺さり、直接薬品が注入される。

   紧接着，散热辅助用的装甲展开。沿着脊椎配置的注射器刺进脊髓，直接注入药物。

   それは新宿市の地下にある異界で、ゼノールがベルトールと相対した時にも使った機能。

   这是泽诺尔在新宿市地下的异界与贝尔多尔对峙时也使用过的机能。

   ゼノールの周囲、あらゆる全ての動きが徐々に緩慢になっていく。

   泽诺尔周围的一切动作都渐渐变得缓慢。

   空気の流れが、周囲を舞う埃ほこりが、飛び散った瓦礫が、ベルトールの呼吸の動きが、ゆっくりとなっていく。

   空气的流动、飞舞的尘埃、飞散的瓦砾、贝尔多尔的呼吸，都变得缓慢。

   その緩慢な世界の中で、ゼノールはいつもと変わらぬ速さで動いた。

   在这缓慢的世界中，泽诺尔以和平时一样的速度行动。

   《フェスティナレンテ》。

   《Festina lente》。

   それは過剰なまでの強化魔法と薬品投与によって運動能力、反応速度、反射神経を一時的にブーストし、相対的なスローモーションの世界を作り出す機能である。

   这是透过过剩的强化魔法与药物投予，暂时提升运动能力、反应速度、反射神经，创造出相对的慢动作世界的机能。

   （新宿でやった時はミイラ女相手に使ってたからほとんど効果時間残ってなかったが、今回はちげえ、確実に仕留める……！）

   （在新宿用的时候因为是用在木乃伊女身上，所以几乎没有效果时间，但这次不一样，要确实地解决他……！）

   ただでさえ肉体に甚じん大だいな負荷が掛かる《黒雷オルタナティブ》だが、《フェスティナレンテ》使用時はその比ではない。不死の回復力と再生能力で無理矢理乗りこなしているのだ。

   《黑雷》原本就会对肉体造成巨大的负担，《Festina lente》使用时更是如此。泽诺尔是靠着不死的恢复力和再生能力强行驾驭的。

   黒の魔王に向かって黒の魔剣士が突撃する。

   黑色的魔剑士向黑色的魔王发起突击。

   （《フォーマルハウト》通常駆動ドライブモード……！）

   （《佛拉格拉克》通常驱动……！）

   下段に構えた黒の砲剣《フォーマルハウト》のトリガーを一度弾くと、装塡されたスクロール・カートリッジに納められた魔法が発動、刃やいばに付呪エンチャントされる。

   泽诺尔扣动了举在下段的黑色炮剑《佛拉格拉克》的扳机，装填在卷轴弹匣中的魔法发动，附魔在剑刃上。

   試作型魔砲剣《フォーマルハウト》は、トリガーを弾く事でマガジン内にセットされたスクロール・カートリッジが内蔵された各種魔法を発動し、砲塔から発射されるか、刃に付呪される機構となっている。

   试作型魔炮剑《佛拉格拉克》的构造是通过扣动扳机，发动装填在弹匣中的卷轴弹匣内所含的各种魔法，从炮塔发射，或是附魔在剑刃上。

   今ゼノールが付呪した魔法は不死殺しの効果を持ち、更にその刃は強力な魔力斬撃となる。

   泽诺尔现在附魔的魔法具有杀死不死的效果，而且剑刃会变成强力的魔力斩击。

   遅くなった世界の中。

   在变慢的世界中。

   


   「《────》」

   「《————》」

   


   ベルトールの口がゆっくりと開き、何かを宣言する。

   贝尔多尔缓缓张开嘴，宣布了什么。

   （ベルトールの野郎がどんな魔法を使おうが関係ねえ。もう遅おせぇ！）

   （贝尔多尔那家伙要用什么魔法都无所谓。已经太迟了！）

   新宿市の地下で消耗していた時と違い、今回は直前で使った《フェスティナレンテ》の効果時間が切れる事はない。

   和在新宿市地下消耗的时候不同，这次《Festina lente》的效果时间不会在攻击前结束。

   相対的な速度差の絶対的な優位性。

   相对速度差的绝对优势。

   魔王の首を斬り飛ばす黒い砲剣の必殺の一撃は──

   黑色炮剑斩下魔王首级的必杀一击——

   （なっ……!?）

   （什么……！？）

   ──しかし魔王の持つ黒の長刀によって止められていた。

   ——然而魔王手中的黑色长刀却挡住了这一击。

   返す刀でベルトールがゼノールの首を刎はねるようにカウンターを仕掛ける。

   贝尔多尔以回击的刀刃砍向泽诺尔的脖子，进行反击。

   主観的にゆっくりと進む時間の中、普段と変わらぬ速度で。

   在主观上缓慢流逝的时间中，以和平时一样的速度。

   ゼノールは背後へと跳躍、カウンターを回避する。

   泽诺尔向后跳跃，躲开了反击。

   《フェスティナレンテ》の効果時間が解除され、時間の流れが元に戻る。

   《Festina lente》的效果时间解除，时间的流逝恢复了正常。

   「なんだ、今のは……」

   「刚才那是什么……」

   付呪の効果が切れ、単発式のスクロール・カートリッジが一枚排はい莢きょうされた。

   附魔的效果结束，单发式的卷轴弹匣排出了一枚。

   《黒雷オルタナティブ》のインターフェイス上に表示される《フォーマルハウト》の残弾数は５。

   《黑雷》的界面显示《佛鲁萨乌特》的剩余弹数为5。

   「何しやがった……てめえ」

   「你这家伙……做了什么？」

   「其方そなたのその能力……いや鎧よろいの機能か。瞬間的に運動能力と反応速度を極限まで高め、擬似的に時間の流れを遅くするようなものだろう？」

   「你的那个能力……不，是铠甲的功能吗？是将运动能力和反应速度瞬间提高到极限，让时间的流逝变得缓慢的拟似效果吧？」

   「……わかったのか、あれを」

   「……你居然看出来了。」

   「何を驚く事がある。其方そなたは以前新宿で一度余に今の技を見せたではないか。そして余はそれを脅威と感じた。であれば、何か対抗策を講じておくのは当然であろう？」

   「有什么好惊讶的。你以前不是在新宿对余展示过一次这个技能吗？而且余还觉得这是个威胁。既然如此，余当然会想出对策来对抗吧？」

   「だからって……こんな短期間に……」

   「就算是这样……居然在这么短的时间内……」

   「驕おごるなよ。魔王相手に一度技を見せ、時間を空けた其方そなたの落ち度だ」

   「别太自大了。你对魔王展示过一次技能，还隔了一段时间，这是你的失误。」

   ゼノールは一度《フェスティナレンテ》を見せている。

   泽诺尔曾经展示过一次《Festina lente》。

   そこからその効果に当たりをつけるのはそう難しい事ではない。

   从那效果来推测，也不是什么难事。

   問題なのはベルトールの言う対抗策だ。

   问题在于贝尔多尔所说的对策。

   この場合、対抗策は二つ。

   在这种情况下，对策有两种。

   一つはゼノールと同じく運動能力と反応速度を強化する事による擬似的なスローモー。

   一种是和泽诺尔一样，通过强化运动能力和反应速度来模拟慢动作。

   もう一つは──

   另一种是——

   「本当に時間を遅くしている……？」

   「真的让时间变慢了……？」

   ゼノールの言葉に、ベルトールは満足げな笑みを浮かべた。

   听到泽诺尔的话，贝尔多尔露出了满意的笑容。

   「これはこの魂魄兵装でのみ使える結界魔法。新宿市の地下で其方そなたが見せた能力のカウンターとして余が開発したものだ。名を《禁域庭園ゲフェオン》と言う」

   「这是只有这个魂魄兵装才能使用的结界魔法。作为你在新宿市地下展示的能力的反击，余开发了这个魔法。其名为《禁域庭园》。」

   「結界魔法……」

   「结界魔法……」

   結界魔法は指定した土地、及び空間そのものに作用させる魔法の総称である。

   结界魔法是对指定的土地和空间本身产生作用的魔法的总称。

   大きく分けて結界魔法には効果範囲内の対象になんらかの魔法効果を与えるものと、結界の内外を隔てる壁としての効果のものと二種類存在する。

   结界魔法大致上可以分为两种，一种是对效果范围内的对象施加某种魔法效果，另一种是作为隔绝结界内外的墙壁。

   恐らく、この魔法は後者だとゼノールは判断した。

   泽诺尔判断这个魔法应该是后者。

   「余を中心として発動し、範囲内にいる余を除いた物体の時間を遅くする結界だ」

   「这是以余为中心发动的结界，会减慢范围内除了余以外的物体的时间。」

   「時間を……遅くする……」

   「减慢……时间……」

   その言葉が真実なのであれば、《フェスティナレンテ》が攻略されたのだ。

   如果这句话是真的，那么《Festina lente》就被破解了。

   「勿もち論ろん制約は多い。この複合魂こん魄ぱく兵装、《終世百青ベルナル／纏衣深淵ヴォラス》装備時でのみ使用できる魔法であるし、効果範囲もまだ狭く、効果時間も短い……」

   「当然，这个魔法有很多限制。只有在装备这个复合魂魄兵装《终世百青／缠衣深渊》时才能使用，效果范围还很窄，效果时间也很短……」

   だが。と、ベルトールは言う。

   但是，贝尔多尔说道。

   「其方そなたへのカウンターとしての有用性は証明されたようだな」

   「看来已经证明了这个魔法作为反击你的手段是有效的。」

   そう。

   没错。

   必殺のはずの攻撃が、完全に対応されていたのだ。

   本应是必杀的攻击，被完全应对了。

   「時間を遅くするだなんて……そんな事できるはずが……」

   「居然能减慢时间……怎么可能做到这种事……」

   「余は以前、時間に関する研究を行っていた。その成果が《転輪の法メテノエル》だ。そして未来から過去へ遡る魔法を目まの当あたりにしている。それに比べれば、ほんの一瞬だけ時間を遅くする魔法など大したものではない」

   「余以前曾进行过关于时间的研究。其成果就是《转轮之法》。而且余还亲眼目睹了从未来回到过去的魔法。与之相比，只是让时间变慢一瞬间的魔法根本不算什么。」

   「それにしたって、俺とてめえが戦ってから大して時間も経たってねえのに、そんな魔法を組めるわけが──」

   「就算是这样，从我和你战斗到现在也没过多久，你怎么可能有时间组织那种魔法——」

   「舐なめるなよ小僧」

   「别小看余，小鬼。」

   ベルトールが殺意を向ける。

   贝尔多尔释放出杀意。

   


   「其方そなたの前にいるのは、一度は世界を震しん撼かんさせた魔王であるぞ」

   「在你面前的，可是曾经震撼世界的魔王。」

   


   一瞬だけ魔王の姿が大きく見えてしまった。怯ひるんでしまった。気け圧おされてしまった。

   一瞬间，魔王的身影看起来巨大无比。泽诺尔感到胆怯，被气势压倒了。

   「くっ」

   「唔！」

   その事実から目を背けるように、振り払うように、ゼノールは前に出る。

   为了从这个事实中转移视线，为了摆脱这个事实，泽诺尔向前冲去。

   《フェスティナレンテ》は使わない、互いに時間を遅くする手段を持っている以上は最も早はやアドバンテージは完全に失われた。

   他不会使用《Festina lente》，既然双方都拥有让时间变慢的手段，那么优势已经完全消失了。

   「余のこの複合魂魄兵装は、《禁域庭園ゲフェオン》を使えるようになるだけではない」

   「余的这个复合魂魄兵装，不只是能使用《禁域庭园》。」

   ベルトールが以前とは別次元の速度で駆ける。

   贝尔多尔以与以前不同次元的速度奔跑。

   一瞬姿を見失うが、第五世代型ＭＧのセンサはベルトールの動きを捉えていた。

   虽然一瞬间看丢了贝尔多尔的身影，但第五世代型MG的传感器捕捉到了贝尔多尔的动作。

   警告音。横合いからの長刀による神速の突きをなんとか砲剣の装甲部分で防ぐ。

   警报声响起。泽诺尔勉强用炮剑的装甲部分挡住了从侧面袭来的神速突刺。

   （速はえぇ……！そして、重おめぇ……！）

   （好快……！而且，好重……！）

   速度だけではない、膂りょ力りょくや魔力も上昇している。

   不只是速度，臂力和魔力也上升了。

   完全にＭＧの性能に助けられていた。もしこの鎧がなければ、あるいは今の一瞬で勝負が決まっていた可能性すらある。

   完全是靠MG的性能才得以幸免。如果没有这具铠甲，刚才那一瞬间就有可能分出胜负。

   シティネットが悪魔に掌握され、霊素エーテルそのものに影響が出ているのか、渋谷市では転移魔法《スワンプマン》が使用できない。元々戦術に組み込める程便利な代物ではないが、撤退にも使えなくなるのは選択肢が一つ潰れている事になる。

   也许是城市网络被恶魔掌握，对灵素本身造成了影响，无法在涩谷市使用转移魔法《沼泽人》。虽然原本就不是方便到能编入战术的魔法，但连撤退时都不能使用，就等于少了一个选项。

   撤退を考慮から外す。速度ではこちらも負けてはいないのだ。

   撤退这个选项从考虑中被排除。因为论速度，自己也不输对方。

   追い打ちの攻撃を回避する為ために、補助機構の踏み込みとスラスターの逆噴射で背後へと跳躍。一旦距離を取る。

   为了回避追击的攻击，泽诺尔利用辅助机构的踏步和推进器的逆喷射跳向背后。暂时拉开距离。

   「全体的に能力が向上してやがる。新宿で戦やり合った時の比じゃねえ……！」

   「整体能力都提升了。和在新宿交手时完全不能比……！」

   ベルトールは追ってこない。

   贝尔多尔没有追上来。

   その代わりに、センサがベルトールの魔力の起動を確認し、出力値を算出。攻撃魔法発動のアラートが鳴り響く。

   取而代之的是，感应器确认到贝尔多尔的魔力启动，计算出输出值。攻击魔法发动的警报声响起。

   「《滅デル──」

   「《灭——」

   ベルトールが腕を伸ばし、掌てのひらを向け、魔法を発動する。

   贝尔多尔伸出手臂，掌心朝向泽诺尔，发动魔法。

   （それは知ってる。発生が速く、射程も速度も威力もある非常に強力かつ汎用性の高い破壊魔法……だが、そこまで怖くねえ。単発で直進するという性質上対処は楽だ）

   （我知道。发生迅速，射程、速度、威力兼具，非常强力且通用性高的破坏魔法……但没那么可怕。单发直线前进的性质，应对起来很轻松。）

   「──閃レイ》」

   「——闪》」

   ベルトールの魔法が発動した。

   贝尔多尔的魔法发动了。

   ゼノールの見立ては正しい。ベルトールの得意とする《滅閃デル・レイ》は、コストパフォーマンスに優れる攻撃魔法であるが、軌道が直線的故に読みやすい。

   泽诺尔的判断是正确的。贝尔多尔擅长的《灭闪》是性价比优秀的攻击魔法，但因为轨道是直线，容易预测。

   誤算があるとすれば。

   要说有误算的话。

   「んだこれ……！」

   「这是什么……！」

   放たれた黒の光は一条だけではなかったという点である。

   就是射出的黑光不只一道。

   合計八条。

   合计八道。

   ベルトールの掌だけでなく、周囲に展開された魔法陣から発射された黒の閃せん光こうがゼノールに襲いかかる。

   不只是从贝尔多尔的掌心，从周围展开的魔法阵发射的黑色闪光袭向泽诺尔。

   その一条一条の威力も八分割されているというわけではなく、新宿市の地下で見たものと比べても破壊力や速度の遜色がない。

   每一道的威力都没有被分割成八等分，和在新宿市地下看到的相比，破坏力和速度毫不逊色。

   ゼノールの誤算も仕方がないだろう。

   泽诺尔的误算也是无可奈何的吧。

   終世魔王ベルトール。

   终世魔王贝尔多尔。

   今はもう存在しない、滅びの未来からの来訪者の使っていた魔法を、ベルトール自身がアレンジし、この形態で使用できるようにしたのだから。

   因为贝尔多尔将如今已不存在的，来自毁灭未来的来访者所使用的魔法，经过自己的改编，以这种形态使用。

   「《フォーマルハウト》全駆動フルドライブ！」

   「《佛鲁马胡特》全驱动！」

   ゼノールはトリガーを三回弾く。

   泽诺尔扣下三次扳机。

   カートリッジを消費して砲塔から発動するのは、蛇のようにのたうつ三本の黒い魔力光。捻ねじれ、広がり、黒の閃光とぶつかる。

   消耗弹匣从炮塔发动的，是像蛇一样扭动的三道黑色魔力光。扭曲、扩散，撞上黑色闪光。

   八本の閃光と三本の魔力光が互いにぶつかり合い、黒い電撃を散らして対消滅する。

   八道闪光和三道魔力光互相碰撞，黑色电击四散，互相抵消。

   （個人の魔力放出量で《フォーマルハウト》の全駆動フルドライブと互角かよ、バ火力が……！）

   （个人的魔力释放量竟然能和《佛鲁马胡特》全驱动匹敌吗，这火力也太……！）

   カード状のカートリッジが三枚連続で排はい莢きょうされ、同時に砲剣の装甲が展開、余剰魔力と余剰熱が排出される。

   三枚卡片状的弹匣连续排出，同时炮剑的装甲展开，排出剩余魔力和剩余热量。

   「どうした小僧！　この程度か！」

   「怎么了，小鬼！就这点程度吗！」

   「うるせえ！」

   「闭嘴！」

   ゼノールはチャンバーに二枚装塡しつつ腰よう部ぶにホールドしていたマガジンを交換。

   泽诺尔一边往弹仓装填两枚弹匣，一边更换腰部的弹匣。

   （超過動オーバーロードなら押し負けるとは思わねえが、あれを連発できるなら遠距離戦は分が悪わりぃ、近距離戦闘で仕留める……！）

   （虽然不觉得在超动机会输，但要是他能连续使用那个，远距离战就对我不利了，要在近距离战斗中解决他……！）

   《呪怨無効体質》によって魔剣《ゼノール》の『剣士の経験値を吸われる呪い』が無効化されている影響で、魔剣が吸い取ったゼノールの剣技を寸分違たがわず再現できる。

   因为《咒怨无效体质》使得魔剑《泽诺尔》的『剑士的经验值会被吸收的诅咒』无效化，所以魔剑能分毫不差地再现泽诺尔被吸收的剑技。

   業ごう剣けん侯こうの記憶を読み取っていく内に、ゼノールは一つの事を知った。

   在读取业剑侯的记忆时，泽诺尔得知了一件事。

   それは業剣侯がベルトールの剣の師だという事、そしてベルトールは業剣侯に剣の勝負で一度も勝てていないという事だ。

   那就是业剑侯是贝尔多尔的剑术老师，以及贝尔多尔在剑术上一次也没赢过业剑侯。

   故に、剣技で仕留める。

   因此，要用剑技解决他。

   「行くぞ、ベルトールァァァァ！」

   「要上了，贝尔多尔——！」

   「来い、小僧」

   「来吧，小鬼。」

   


   ◆

   ◆

   


   渋谷市セントラルタウン入り口。

   涩谷市中央区入口。

   「あはははははははははははは！」

   「啊哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   砂袋を背負った老人の悪魔が笑う。

   背着沙袋的恶魔老人笑了。

   情けなく尻もちをついた獣人セリアンの客引きキャッチは、振り上げられた砂袋を眺めながら思う。

   难看地一屁股坐在地上的兽人揽客员，望着高高举起的沙袋心想。

   あの黒髪ロンゲの男の言葉は正しかったと。

   那个黑发长发男说的话是正确的。

   便利な使い魔程度の認識でしかなかった。

   他只把恶魔当成方便的使魔。

   悪魔など、身近な存在ではなかったから。

   因为恶魔并不是身边的存在。

   砂袋が振り下ろされる。

   沙袋挥了下来。

   あの中身はなんだろう。中に入っているのがただの砂であろうと、振り回され遠心力で叩たたきつけられれば致命傷になる。

   里面装的是什么？就算里面装的只是普通的沙，被挥舞着的沙袋以离心力砸中的话，也会造成致命伤。

   《クラヴィキュラ》。

   《克劳薇尔》。

   それは悪魔を使役する魔導書の断片。

   那是使役恶魔的魔导书的碎片。

   悪魔との取引をした者は、代償を支払わなければならないのである。

   与恶魔交易的人，必须支付代价。

   「ちくしょう、こんなもん入れなきゃ──」

   「可恶，要是没放这种东西——」

   振り下ろされる砂袋は──

   挥下来的沙袋——

   


   「ベルトールが言っていたのってこれのことか」

   「贝尔多尔说的就是这个吗？」

   


   ──しかし、銀の光によって、持ち主とともに両断されていた。

   ——但是，被银色的光芒，连同持有者一起砍成两半。

   男は見る。

   男人看见了。

   夜明け前のグラデーションの空の下に立つ金の髪を持つ男を。

   站在黎明前的渐层天空下，拥有金发的男人。

   男は本能的に確信する。

   男人本能地确信。

   この男は、勇者であると。

   这个男人是勇者。

   勇者の持つ錆さびた銀の剣によって、斬り捨てられた砂袋を背負う老人の悪魔は、砂のように崩れて消えた。

   背着被勇者持有的生锈银剑砍断的沙袋，恶魔老人如沙一般崩解消失。

   「危ねえ！」

   「危险！」

   勇者は背後から迫る別の悪魔に気付いていないのか、獣人セリアンの男が警告の声をあげる。

   勇者似乎没注意到从背后逼近的其他恶魔，兽人男子发出警告。

   


   「《雷らい光こう惨さん弾だん》」

   「《雷光惨弹》。」

   


   スーツ姿で怜れい悧りな風貌の女が放った電撃を帯びた六本のクナイが、勇者の背後にいる悪魔を吹き飛ばし、錆びた銀の剣が悪魔を叩き斬った。

   身穿套装、外表伶俐的女性射出六支带有电击的苦无，将勇者背后的恶魔击飞，生锈的银剑则将恶魔砍成两半。

   「ぼーっとしないでください、グラム」

   「古兰，别发呆。」

   「いやいや、社長の援護を信頼してるからさ」

   「不不不，因为我相信社长的掩护啊。」

   「はぁ……私の攻撃ではすぐに再召喚されてしまいますが、貴方あなたの聖剣であれば再召喚されないのです。口を動かす前に手を動かしてください」

   「唉……我的攻击马上就会被重新召唤，但你的圣剑就不会。在开口前先动手。」

   「わかってるよ……」

   「我知道啦……」

   二人は軽口を叩き合いながら、周囲の悪魔達を着実に仕留めていく。

   两人一边互相开玩笑，一边确实地收拾周围的恶魔。

   それはまるで刃やいばの嵐だ。

   简直就像刀刃的风暴。

   「グラム」

   「古兰。」

   「何？」

   「什么？」

   「元凶を絶ちに向かうのがスマートかと思われますが？」

   「我认为去斩断元凶比较聪明哦？」

   「いや。僕達は僕達で一人でも多くのヒトを助けよう。それだって大切な事だよ」

   「不，我们尽量多救一个人吧。这也是很重要的事。」

   それに、と勇者は言う。

   勇者接着说「而且」。

   「あいつが全部なんとかしてくれるさ」

   「那家伙会设法解决一切的。」

   「随分、敵だった魔王を買っているんですね」

   「你很信任曾是敌人的魔王呢。」

   「そりゃそうだよ」

   「那是当然的。」

   勇者は信頼の笑みを浮かべた。

   勇者浮现信赖的笑容。

   「敵だったからこそ、あいつの強さに僕は全幅の信頼を置いてるんだ」

   「正因为曾是敌人，我才会对那家伙的强悍寄予全面的信赖。」

   勇者達は行く。

   勇者他们前往战场。

   未いまだ悪魔に襲われている人々を救う為に。

   为了拯救至今仍被恶魔袭击的人们。

   その堂々とした背中を見て、男も立ち上がる。

   看到那威风凛凛的背影，男人也站了起来。

   こんな自分だって、誰かを助けられるはずだと信じて。

   相信就算是这样的自己，应该也能帮助某人才对。

   


   ◆

   ◆

   


   黒の砲剣と、黒の長刀がぶつかり合う。

   黑色的炮剑与黑色的长刀互相碰撞。

   黒の雷が弾はじける。

   黑色的雷电爆裂。

   ゼノールとベルトールの戦闘は激化していた。

   泽诺尔和贝尔多尔的战斗愈发激烈。

   既にバスケットコートは戦いの余波により、原型を留とどめていない。

   篮球场已经因为战斗的余波而面目全非。

   「戦争に負けて！　そのせいでてめえに忠義を尽くしてきた奴やつらが！　不死が！　大勢死んだ！　てめえのせいで！　ゼノールだって！」

   「因为战争输了！因为你的错！那些对你尽忠的家伙！那些不死者！死了那么多人！泽诺尔也是！」

   業剣侯の記憶を垣かい間ま見みて、彼はその記憶に当てられていた。

   他窥见了业剑侯的记忆，被那些记忆所影响。

   魔王ベルトールという主君に対する不満や不安など一切ない業剣侯の生き様を追体験した彼は、思ってしまったのだ。

   业剑侯对魔王贝尔多尔这个主君没有任何不满或不安，他体验了业剑侯的人生，不禁心想。

   こんなに良い奴が、何故なぜこんな奴に忠誠を誓っているのかと。

   这么好的人，为什么会效忠这种家伙？

   彼の怒りは、自分の精神が変調しているからだけではない。ただ見知らぬ不死の為に憤慨しているのだ。

   他的愤怒并非只是因为自己的精神失常，而是为那些陌生的不死者感到愤慨。

   全ての不死を死地に追いやった魔王に対して、代わりに怒りをぶつけているのだ。

   他将愤怒发泄在将所有不死者逼入绝境的魔王身上。

   きっと業剣侯ゼノールだって、この男に怒っているに違いないのだ。

   业剑侯泽诺尔肯定也对这个男人感到愤怒。

   「そうだ！　ゼノール達は余の覇道の礎いしずえとなった。余に反旗を翻ひるがえしたマルキュスだってそうだ。故にこそ余は進み続けねばならん。余の理想に従事し、運命を歪ゆがめられた者達の為にも足を止めてはならんのだ！」

   「没错！泽诺尔他们成为了朕的霸业基石。对朕揭起反旗的马尔库斯也是。因此朕必须继续前进。为了实现朕的理想，为了那些命运被扭曲的人们，朕不能停下脚步！」

   ベルトールが吼ほえ、刃と刃の打ち合う音が鳴り響く。

   贝尔多尔大吼，刀刃与刀刃的碰撞声响起。

   ゼノールは知っている。

   泽诺尔知道。

   業剣侯の記憶を見て知っている。不死戦争の顚てん末まつも、不死狩りも、その末路も。

   他看过业剑侯的记忆，知道不死战争的始末、狩猎不死者，以及其末路。

   「沢山死んで！　沢山殺して！　まだ戦い足りねえのかよ！　てめえは！」

   「死了那么多人！杀了那么多人！你这家伙！还不满足吗！」

   「当然だ！　血を流さずして成し遂げられる理想などありはしない！」

   「当然！不流血就无法实现的理想根本不存在！」

   刃と刃がぶつかり合い、二人は顔を突き合わせる。

   刀刃与刀刃碰撞，两人面对面。

   「てめえの理想は知ってる！　くだらねえ理想を！　世界を支配して、平和にするだ!?ふざけてんじゃねえ！　余計な事すんな！　不死だって静かに生きたい奴がいるだろ！」

   「我知道你的理想！无聊的理想！支配世界，带来和平！？开什么玩笑！别多管闲事！也有不死者想安静地生活啊！」

   「では誰が不死を救うと言うのだ！」

   「那你说谁来拯救不死者！」

   漆黒の火花を散らし、二つの剣が弾けた。

   两把剑迸出漆黑的火花，弹开。

   互いに距離を取る。

   双方拉开距离。

   「不死とは、弱者だ！」

   「不死者是弱者！」

   ベルトールが魔法を発動。

   贝尔多尔发动魔法。

   黒炎の塊が、四つ周囲に展開され、それぞれ時間差を付けてゼノールに襲いかかる。

   四团黑炎在周围展开，各自以时间差袭向泽诺尔。

   「その特異性、希少性から不死は圧倒的な少数派だ！　子を成せど不死性は受け継がれん。そして不死になるには再現性がなさすぎる！　死なないという事は生命として強きょう靭じんだが、増えないという事は生物として欠陥だ！」

   「因为其特异性、稀少性，不死者是压倒性的少数派！即使生子也无法继承不死性。而且要成为不死者，重现性太低了！不会死，作为生命来说强韧，但无法增加，作为生物来说是缺陷！」

   黒炎が着弾、破裂。周囲に更なる黒炎を撒まき散ちらす。

   黑炎命中，炸裂。朝周围散布更多黑炎。

   純粋な剣技としてはゼノールが圧倒しているだろう。ＭＧによる補助もあって、近距離戦闘ではスペック上は上回っている。

   纯粹以剑技来说，是泽诺尔压倒性地占上风。加上MG的辅助，在近距离战斗的性能上也更胜一筹。

   しかし複合魂こん魄ぱく兵装による各種ステータスの上昇と、魔法を織り交ぜた攻撃で、戦闘は拮きっ抗こうしていた。

   但是复合魂魄兵装带来的各种能力值上升，以及交织着魔法的攻击，让战斗势均力敌。

   刃がぶつかり合う音だけがただただ響く。

   只有刀刃碰撞的声音不断响起。

   ベルトールが叫ぶ。

   贝尔多尔叫道。

   「定命は羨む！　老いぬ身体からだを！　定命は恐れる！　死なぬ身体を！　そんな存在が社会から弾き出されるのは道理！　異端者を排除するのがヒトの生存本能なのだから！」

   「短命者羡慕！不老的身体！短命者恐惧！不死的身体！这种存在被社会排斥是理所当然！因为排除异端是人类的生存本能！」

   ベルトールの言葉は続く。

   贝尔多尔继续说道。

   その言葉は、何の迷いも陰りもありはしない。

   他的言语中没有任何迷惘和阴霾。

   「ならば余が世界を支配し、平和な世界を作り上げ、居場所を作るしかなかろう！　弱き者が歩める世界を！　少数であっても虐しいたげられぬ世界を！」

   「那么，只有由我来支配世界，创造和平的世界，创造容身之处！创造弱者也能行走的世界！创造即使为少数也不会被欺凌的世界！」

   「無理に決まってんだろ！　夢見てんじゃねえよ！　ヒトは分かり合えねえ、手を取り合えねえ！　一緒に歩けねえ！　ヒトは皆歩幅が違う、歩く速度も！　生きる速度も！　なにかに合わせなきゃならねえ！　それは常に遅く、そして多い連中にだ！」

   「当然不可能！别做梦了！人类无法互相理解，无法携手合作！无法一起前进！人类的步幅不同，行走速度也不同！生存速度也不同！必须配合某人！而且总是配合速度慢的多数人！」

   ゼノールの蹴りがベルトールの腹に突き刺さった。

   泽诺尔的踢击命中贝尔多尔的腹部。

   後方へと吹き飛ぶベルトールへ、ゼノールは追いすがる。

   泽诺尔追上被踢飞到后方的贝尔多尔。

   「何かを犠牲にしなけりゃ俺達は生きていけねえ！　ヒトって生き物が稼か働どうし続けるには常に奪い合いだ！　他人の熱を奪わなきゃならねえ！」

   「不牺牲某些东西，我们就无法生存！人类这种生物要持续运转，就必须不断掠夺！必须掠夺他人的热量！」

   他人の熱を、他人の命を。

   掠夺他人的热量，掠夺他人的生命。

   その体現者がゼノールだ。

   泽诺尔正是其体现者。

   他者の命の上に、彼は生きているのだから。

   因为他正是建立在其他人的生命之上而生存的。

   「そんな奴らがいる世界で、平和だ!?寝てんのかてめえは！　星が枯れ、宇宙の熱が冷え切っても、俺達は争いを止やめられねえよ！　俺達は戦う事で生き残り、進化してきたんだから！　そういう風にデザインされてるんだから！」

   「在有这种家伙的世界里，和平！？你睡糊涂了吗！就算星球枯竭，宇宙的热量冷却，我们也不会停止斗争！因为我们是通过战斗生存，通过战斗进化而来的！我们就是被设计成这样的！」

   「そうだな」

   「是啊」

   二人の動きが止まった。

   两人的动作停了下来。

   先程までの激情は鳴りを潜め、ベルトールは静かに言う。

   贝尔多尔收起刚才的激动，平静地说道。

   「其方そなたの言う事も正しい。ヒトがヒトである内は、平和の完全実現は難しいだろう。余が支配から始めるのもそういう理由だ。完璧な理想を実現する為ための第一段階にすぎんし、あるいは闘争本能とはヒトの宿しゅく痾あなのやもしれぬ」

   「你说的没错。只要人类还是人类，就很难实现完全的和平。朕从支配开始也是因为这个理由。这只是为了实现完美理想的第一阶段，或者说斗争本能就是人类的宿疾」

   穏やかに、諭すように、導くように。

   他平静地，教导般地，引导般地说道。

   「だが余は知っている。忠節による自己犠牲を、親が子を愛する気持ちを、ヒトがヒトと魂で繫つながれる事を、使命に殉ずる者の気高い魂を、世界を燃やし尽くすほどの──愛を」

   「但是朕知道。知道忠义带来的自我牺牲，知道父母对孩子的爱，知道人类与人类灵魂的联系，知道为使命殉道者的崇高灵魂，知道足以燃烧整个世界的——爱」

   ベルトールの言葉に、ゼノールの思考が止まった。

   贝尔多尔的话，让泽诺尔的思考停止了。

   愛。

   爱。

   そんな言葉が目の前の男から出てくるなどとは、思っても見なかったからだ。

   他想都没想过，眼前的男人会说出这个词。

   「てめえは……まさか愛があれば世界が平和になるだなんてそんな寝ぼけた事言うつもり……ねえだろうな……？」

   「你……该不会要说只要有爱世界就会和平这种梦话吧……？」

   それは願いのようなものだ。

   那是他的愿望。

   そんな言葉を、目の前の男から聞きたくなかったという確認。

   他不想从眼前的男人口中听到这种话。

   


   「その通りだ」

   「正是如此」

   


   だがベルトールは、そんな願いとは裏腹に、少しの躊ちゅう躇ちょもなく肯定した。

   然而贝尔多尔却毫不犹豫地肯定了。

   悉ことごとくゼノールの願いを否定する。

   他否定了泽诺尔的所有愿望。

   この男とは絶対に相あい容いれないと、ゼノールは確信した。

   泽诺尔确信，自己和这个男人绝对无法相容。

   「余も其方そなたも、誰かを愛し、誰かに愛されたから今ここに立っているのだから。他者との争いは止められぬ、だが他者を愛する事だってヒトはできる。であれば、ヒトはいつか本当に平和を手に入れる事だってできるはずだ。ヒトの可能性を、余は諦めたくない。然しかるにそれこそが、ヒトの持つ命の輝きなのだ」

   「你和朕，都是因为爱着某人，被某人所爱，才能站在这里。虽然无法停止与他人的斗争，但人类也能爱着他人。既然如此，人类总有一天能够真正地获得和平。朕不想放弃人类的可能性。这才是人类拥有的生命光辉」

   馬鹿げている。

   蠢话连篇。

   愛で平和になるなどと、そんな陳腐でお花畑の平和論なんて、温室育ちで世間知らずの現実が見えていない馬鹿しか説きはしないだろう。現実はもっと複雑で、過酷で、だから自分のような存在が生まれてくるのだ。

   说什么爱能带来和平，这种陈腐的和平论，只有在温室里长大的不知世事的笨蛋才会说。现实更加复杂，更加残酷，所以才会诞生出自己这样的存在。

   そして目の前に、そんな馬鹿がいて。

   而眼前，就有这样的笨蛋。

   そんな馬鹿の言葉に──ゼノールは感銘を受けてしまっていた。

   而这个笨蛋的话——却让泽诺尔深受感动。

   「理想論だ……お前は結局の所、大勢の定命と不死を殺しただけの大悪党……何も成せなかった敗者でしかねえ。それは歴史が証明してる」

   「这是理想论……你到头来，只是个杀害了无数注定死亡的人和不死者的恶徒……是个一事无成的失败者。历史已经证明了这一点」

   ベルトールの言葉を振り切るように、ようやく、必死に否定の言葉を絞り出した。

   泽诺尔终于挤出了否定的话语，仿佛要甩开贝尔多尔的话。

   自分に業ごう剣けん侯こうの魂が混ざっていて、その影響でベルトールの言葉に耳を傾けているんだ。そう自分に必死に言い聞かせるが、何よりもゼノール自身が気付いていた。

   是因为业剑侯的灵魂混入了自己的体内，才让自己听信了贝尔多尔的话。虽然他拼命地这样说服自己，但泽诺尔自己也注意到了。

   その言葉に魅み入いられていた事を。

   自己被这番话所吸引。

   「そうだ、馬鹿げた理想論だろう。そして結果的に余の行いが多くの命を犠牲にした事もまた事実。悪党の誹そしりも受け入れよう」

   「没错，这是愚蠢的理想论。而朕的所作所为导致了无数生命牺牲，这也是事实。朕愿意接受恶徒的诽谤」

   ベルトールは否定しない。

   贝尔多尔没有否定。

   ゼノールの言葉を否定しない。

   没有否定泽诺尔的话。

   それが理想だと理解して、それでも尚なおこの男は追い求めるのだ。

   他理解这是理想，但依然在追求。

   「仮令たとえこの星が枯れ果て、宇宙の熱が冷え切って、世界が崩れる時を迎えても、それでもまだヒトは分かり合えていないかもしれない。余の行いは悪でしかないのかもしれない」

   「就算这颗星球枯竭，宇宙的热量冷却，世界迎来崩坏之时，人类或许依然无法互相理解。朕的所作所为或许只是恶行」

   魔王は手を伸ばす。

   魔王伸出了手。

   その手は理想を摑つかむように。

   仿佛要抓住理想。

   「だが余は、いや余も、其方そなたも不死だ。生きている限りは永遠に機運がある。不滅たる余が真しんに滅びを迎える時は、理想を足搔あがくのをやめた時だ。だから余は嘯うそぶこう」

   「但是朕，不，朕和你都是不死者。只要活着，就永远有机会。不灭的朕真正迎来毁灭之时，是放弃追求理想的时候。所以朕要高声宣告」

   ベルトールは告げる。真まっ直すぐにゼノールを見据えて。

   贝尔多尔直直地盯着泽诺尔。

   


   「余は、余の理想の為に悪を成す者──魔王を称すると」

   「朕，是为理想而行恶之人——魔王」

   


   黒い風が眩まばゆすぎる。

   黑风过于耀眼。

   向かい風が強すぎて、美しすぎて、ゼノールは目を細めてしまった。

   迎面而来的黑风太过强烈，太过耀眼，让泽诺尔眯起了眼睛。

   「……」

   「……」

   魔剣と業剣侯と同じ名を持つ若き不死の男は、黒の砲剣を握りしめる。

   与魔剑和业剑侯同名的不死青年，握紧了黑色的炮剑。

   「《救世教会ギルド》の《勇者》という称号なんて、どうでもいいと思ってたが、魔王を相手にしてるのなら悪くねえな」

   「我本来觉得《救世教会》的《勇者》称号根本无所谓，但既然对手是魔王，那倒也不错。」

   構える。

   他摆好架势。

   位置は高く、切っ先は後ろに、大剣を肩に担かつぐような構えだ。

   位置偏高，剑尖朝后，仿佛将大剑扛在肩上。

   「憎むべき敵だとか、悪魔との取引だとか、今はどうでもいい」

   「该憎恨的敌人，与恶魔的交易，现在都无所谓了。」

   彼を悩ませていたあらゆる雑念がこの一瞬だけ綺き麗れいに晴れた。

   让他烦恼的杂念，在这一瞬间全部烟消云散。

   純粋に戦いだけを求めている。

   他纯粹地追求着战斗。

   


   「──今はただ、あんたに挑んで、勝ちたい」

   「——现在，我只想挑战你，战胜你。」

   


   敵意や殺意を超えた先、敬意にも似た忠義なき戦意を向けられ、魔王は笑みを浮かべる。

   超越了敌意与杀意，面对着近似敬意的无忠义战意，魔王露出了笑容。

   「いいだろう、存分に味わわせてやる。この先何千、何万と味わう事になる──」

   「好吧，就让你好好品尝。在今后品尝几千、几万次——」

   ベルトールも構える。

   贝尔多尔也摆好了架势。

   切っ先は背後に、位置は低く、黒の長刀を鞘さやのない居合のように構える。

   剑尖朝后，位置偏低，仿佛没有刀鞘的居合术一般，握着黑色的长刀。

   


   「──敗北の味をな」

   「——败北的滋味。」

   


   その瞬間、世界には二人だけになった。

   那一瞬间，世界只剩下了两人。

   目の前に相対する自分と相手だけの、真剣勝負の世界。

   只有自己与对手相对的，认真对决的世界。

   静止は一瞬。

   静止只有一瞬。

   仕掛けるのはゼノール。

   先出手的是泽诺尔。

   「《フォーマルハウト》全駆動フルドライブ！」

   「《佛拉格拉克》全驱动！」

   残弾を全て消費して、砲塔から放たれる全駆動フルドライブの魔力砲撃。

   消耗所有残弹，从炮塔释放出全驱动的魔力炮击。

   巨大な竜のように、渦巻く魔力がベルトールへと向かう。

   如同巨龙一般，漩涡状的魔力向贝尔多尔袭去。

   地面を蹴り、同時に腰よう部ぶと背部、両脚側面のスラスターを噴射、魔力砲撃を追い掛けるように飛び出す。

   泽诺尔蹬地而起，同时腰部、背部、双脚侧面的推进器喷射，追着魔力炮击飞了出去。

   全弾使用した全駆動フルドライブの砲撃は生なま半なかな魔法では相そう殺さいできない。

   使用了所有残弹的全驱动炮击，半吊子的魔法是无法抵消的。

   そして仮に相殺できたとしても、同時にゼノールも詰めている。

   而且就算能够抵消，泽诺尔也会同时逼近。

   魔名の宣言というアクションを必要としない砲剣の利点がここで活いきる。

   炮剑不需要魔名宣言这一动作，其优势在此时得以发挥。

   隙の生じぬ二段攻撃。

   毫无破绽的二段攻击。

   渦巻く魔力の砲撃を追いかけながら、《フォーマルハウト》の装甲が展開される、だが排出されるのは余剰熱だけだ。

   追着漩涡状的魔力炮击，泽诺尔展开了《佛拉格拉克》的装甲，但排出的只有多余的热量。

   全駆動フルドライブ後に排出される余剰魔力を利用する、《フォーマルハウト》の最終攻撃機能。

   利用全驱动后排出的多余魔力，《佛拉格拉克》的最终攻击机能。

   


   「《フォーマルハウト》超過動オーバーロード！」

   「《佛拉格拉克》超驱动！」

   


   気炎万丈。

   气焰万丈。

   装甲から余剰魔力が噴き上がり、黒の魔力大剣を形成する。

   装甲喷出的多余魔力，形成了黑色的魔力大剑。

   砲撃と魔力大剣の連続攻撃。

   炮击与魔力大剑的连续攻击。

   こちらが先手を取った以上、砲撃と大剣どちらも対応する事は不可能。

   既然我方先发制人，对方就不可能同时应对炮击与大剑。

   ──不可能。

   ——不可能。

   「その眼めに刻みつけよ、若き不死よ。そして忘れるな」

   「年轻的不死者，将这幅景象烙印在你的眼中吧。然后，不要忘记。」

   そのはずであった。

   本应如此。

   「其方そなたの前にいる──」

   「在你面前的——」

   音のない世界で、黒い風の音だけが剣士の耳に囁ささやいた。

   无声的世界中，只有黑风的声音在剑士的耳边低语。

   「──魔王よの姿を」

   「——魔王的姿态。」

   闇の光が見えた。

   看见了黑暗的光芒。

   


   「《黒天極夜ベルストラ》！」

   「《黑天极夜》！」

   


   その一いっ閃せんを以もって、一人の男の宿しゅく業ごうを断ち切った。

   这一闪，斩断了一个男人的宿业。

   《終世百青ベルナル／纏衣深淵ヴォラス》。

   《终世百青／缠衣深渊》。

   長刀と外装の攻防一体型魂こん魄ぱく兵装。

   长刀与外装的攻防一体型魂魄兵装。

   この時代に復活したベルトールが四度の大きな経験の末に導き出した、一つの答え。

   在这个时代复活的贝尔多尔在四次重大经验的最后，所得到的一个答案。

   その外装、《纏衣深淵ヴォラス》の左腕に装着された赤しゃく銅どう色の篭手は、その長刀《終世百青ベルナル》の制御装置だ。

   其外装《缠衣深渊》的左臂上装备的赤铜色手甲，是那把长刀《终世百青》的控制装置。

   未来から来た勇者の装備、神の槌つち《グラガラッド》を直接装備した経験を活かして分析し、その能力を極限まで削そぎ落とし、制限、用途を特化させたものである。

   活用直接装备了来自未来的勇者的装备——神之锤《古拉格拉德》的经验，将其能力削减至极限，加以限制，使其用途特化。

   結果的に引き起こるのは一つの事象。

   结果引发的，是一个现象。

   篭手の制御によって魔力で圧縮強化された刀身を瞬間的に伸ばし、斬撃の速度と強度を極限まで高めた必殺の一撃。

   通过手甲的控制，瞬间伸长被魔力压缩强化的刀身，将斩击的速度与强度提高至极限的必杀一击。

   その名を《黒天極夜ベルストラ》。

   其名为《黑天极夜》。

   ゼノールの絶対不可避の砲撃と斬撃の二段攻撃を、一太刀で斬り伏せたのである。

   泽诺尔绝对无法回避的炮击与斩击的二段攻击，被一刀斩断了。

   鎧よろいは斬り裂かれ、兜かぶとは断ち割られた。ＭＧは半壊し、血ち飛沫しぶきが上がる。

   铠甲被斩裂，头盔被斩断。MG半毁，血沫飞溅。

   黒の剣士が崩れ落ちる。大の字になり、閉じた天を視みる。

   黑色剑士倒下。呈大字形，看着闭合的天空。

   傷が痛む。この身体からだになってから、ほとんど痛みを感じなかったのに。

   伤口很痛。明明自从变成这副身体之后，就几乎感觉不到疼痛了。

   だが傷の痛みとは裏腹に、心は実に晴れやかであった。

   但是与伤口的疼痛相反，内心非常舒畅。

   心の痛みは、魔王の一撃によって取り払われた。

   内心的疼痛，被魔王的一击消除了。

   継つぎ接はぎの身体、混ざった心。敗北に、一筋の涙が溢あふれた。

   拼接的身体，混杂的心。败北，让一滴泪水溢出。

   「こんな身体、欲しくなんてなかった……」

   「我根本不想得到这样的身体……」

   溢れる弱音。失った友を思い、その言動を真ま似ねて心を鎧よろっていた彼の、剝むき出だしの感情。

   他吐露着丧气话。他思念着失去的朋友，模仿其言行，用心灵武装自己。而如今，他露出了最真实的情感。

   「人並みでいい、普通でいい……死なないなんて、老いないなんて……きっと苦しいだけだから……一つの身体になって、皆一緒だって思ってたけど、そんな事ない。だって皆は死んでるんだから」

   「我只想过普通人的生活……不会死，不会老……肯定只会带来痛苦……我本以为合为一体，大家就能在一起，但事实并非如此。因为大家都死了」

   抑えきれない感情が溢れた。

   他抑制不住自己的感情。

   「大切なヒトだって、みんな先に死んでしまう……別れは嫌だ……」

   「就算是重要的人，也会先我一步死去……我不想和他们分开……」

   元々の性格。弱気で引っ込み思案な、彼の姿。

   他原本的性格，就是软弱而消极。

   「──一人は嫌だよ」

   「——我不想孤身一人」

   孤独こそが、彼の根源的な恐怖であった。

   孤独才是他最根源的恐惧。

   「以前一人の男が余に言った」

   「以前，一个男人对余说」

   倒れたゼノールを見ながら、ベルトールは言う。

   贝尔多尔看着倒下的泽诺尔，说道。

   「命があるからこそ、勝てたのだと。弱いからこそ強くあろうとするのだと。限りある生命は素晴らしいと。それこそが命の輝きなのだと。そうだな、それは確かに正しいだろう、余もまた一度はそれに敗れたのだから」

   「正因为有生命，才能胜利。正因为弱小，才想要变强。有限的生命是美好的。那才是生命的光辉。没错，他说得确实没错，余也曾经败给了他」

   その声音は優しく、慈愛に満ちている。

   他的声音温柔而充满慈爱。

   「だがな、余の不死たる矜きょう持じは変わらぬ。知った上で、敗れた上で、その輝きに灼やかれた上で、この時代に再臨して様々な形を見た上で尚断じよう。そんなものはくだらんと。不死とは素晴らしいものであると」

   「但是，余不死的矜持不会改变。在知晓这一点，败给这一点，被那光辉灼烧之后，余再次降临这个时代，看到了各种各样的形式，余依然断言，那种东西太无聊了。不死才是美好的」

   強い、強い断言。

   他坚定地断言。

   「限りあるからこそ尊いなどと嘯くが、なぜ定命は死を忌避する。病を嫌う。老いに恐怖し、若さを保ちたいと願い、手足や臓ぞう腑ふを機械で補ってまで生きようとする。富と権力を手にした者が最後に望むのは死の回避だ、生命を礼らい賛さんし、限り在る命をありがたがるというのは持たざる者の猜さい忌きにすぎん。結局ヒトは、不死が羨ましいのだ」

   「虽然有人高喊正因为有限才珍贵，但为何定命之人会忌讳死亡，厌恶疾病，恐惧衰老，祈求青春永驻，不惜用机械代替手脚和脏器也要活下去。得到财富和权力的人最后想要的，都是回避死亡。赞颂生命，感激有限的生命，不过是无能之人的猜忌。到头来，人还是羡慕着不死」

   それは何故なぜか。

   这是为什么呢。

   「肉体の死が辛つらく、苦しいものだと魂が理解しているからだ」

   「因为灵魂知道肉体的死亡是痛苦的」

   魔王の言葉、その全てが、若い不死の頭に、心に染しみ込んでいく。

   魔王的话语，全都渗入了年轻的不死者的心中。

   「死や老いとは定命にとって影のようなもの。故に死を恐れ、自らの限りある命に価値を見み出いだそうとする。命とは素晴らしい、輝かしいものであるとな。大変結構なことだ」

   「死亡和衰老对于定命之人来说，就如同影子一般。因此他们畏惧死亡，想要在自己有限的生命中找到价值，想要让生命变得美好，变得灿烂。这非常不错」

   だが。

   但是。

   「そんな綺き麗れい事ごとを心の底から言えるような大おお戯たわけはな、余の知る限りそう多くはない。財力、権力、武力、全て備えた定命の行き着く望みの果ては古今東西永遠の命だ。其方そなたもまたその産物であろう。誰かが不死を願ったからこそ其方そなたの存在がある」

   「能打心底说出这种漂亮话的大蠢货，就余所知并不多。定命之人拥有财力，权力，武力，他们最后的愿望，古今中外都是永远的生命。你也是其产物吧。正因为有人祈求不死，你才会存在」

   ベルトールは不死の王として、不死の先せん達だつとして、悩み、迷い、戸惑う若い不死に道を示しているのだ。

   贝尔多尔作为不死之王，作为不死的前辈，为烦恼，迷茫，困惑的年轻不死者指明了道路。

   「其方そなたは誰もが羨む力を手に入れたのだ。大切なものの犠牲の上であろうと、その事実は変わらん。それは否定してはならぬ事だ」

   「你得到了人人羡慕的力量。哪怕是以重要的东西为代价，这个事实也不会改变。你不可以否定这一点」

   ベルトールの言葉を聴いていたゼノールが、口を開いた。

   泽诺尔听着贝尔多尔的话，开口说道。

   「この先何十億年かの後、太陽だって死に絶える。その前にこの星が耐えきれないだろ。それでも……そこに残された不死は、どうなるんだ」

   「在几十亿年之后，太阳也会死去。在这之前，这颗星球就撑不住了吧。即便如此……残存下来的不死者，又会怎么样呢？」

   若い不死の問いかけに、不死の王が答える。

   不死之王回答了年轻不死者的提问。

   


   「その程度の心配事なぞ、余は数千年前に通り過ぎている」

   「这种程度的担心，余早在几千年前就考虑过了」

   


   それは、誰よりも不死を案じ、誰よりも未来を見ていた者の言葉。

   这是比任何人都要担心不死，比任何人都要展望未来的人所说的话。

   「この星だいちが死に絶え、宇宙そらの熱が死しても尚なお、我らは歩みを止めぬだろう。星だいちを飛び出し、宇宙そらを超え、あらゆる艱かん難なんを踏破し、全ての辛苦を飲み込んで、ヒトは進み続ける。余は信じているのだ、命の、ヒトの可能性というものを」

   「就算这颗星球死去，宇宙的热量也死去了，我们也不会停下脚步。我们会飞出星球，超越宇宙，克服一切艰难险阻，吞下所有的辛苦，人类会继续前进。余相信，相信生命的，人类的可能性」

   あまりにも、遠い。

   太遥远了。

   「ヒトはそれを、希望と呼ぶのだろう？」

   「人类会将其称之为希望吧？」

   負けた、と。心の底からそう思った。

   输了。他打心底里这么想。

   あまりにも爽やかな顔でそう言うものだから、素直に負けを認めてしまった。

   因为对方的表情太过爽朗，他坦率地承认了失败。

   スケールが違いすぎる。見ている視座が違いすぎる。立っている場所が違いすぎる。

   规模相差太大了。所处的视角相差太大了。所站的位置相差太大了。

   業ごう剣けん侯こうゼノールだって、この男に怒っているに違いないと思っていた。

   他本以为业剑侯泽诺尔肯定也对这个男人感到愤怒。

   思い上がっていた。

   他太自以为是了。

   なんて事はない、彼はこの理想に殉じたのだ。最後まで、王の臣下だったのだ。

   泽诺尔错了。他只是为这个理想殉身了。直到最后，他都是王的臣子。

   「勝者として、敗者に掛ける言葉があるとするのならば、生きろ」

   「作为胜者，余对败者只有一句话。活下去吧」

   ベルトールが背を向けた。

   贝尔多尔转过身去。

   「何、安心しろ。其方そなたの抱える不死への不安は若い不死が陥りがちな麻疹のようなものだ。五百年も経たてば其方そなたも気にならなくなる。自分が何者であるかもな。己が己である為ために、運命さえも支配せよ。それこそが不死としての生き方だ」

   「没什么，放心吧。你对不死的不安，就像年轻不死者容易得的麻疹一样。过了五百年，你也会不在意的。包括自己是什么人。为了自己，连命运都要支配。这才是不死者的生存方式」

   「運命さえも……」

   「连命运都……」

   「五百年生きてみてまだ自らの命に価値がないと思うのであれば、その時はまた余のところへ来い。今度はきっちり滅ぼしてやる」

   「要是活了五百年后，你还是觉得自己的生命没有价值，到时候再来找余吧。余会好好消灭你的」

   冗談交じりで、ベルトールがそう言った。

   贝尔多尔半开玩笑地说道。

   「たった五百年経っただけでこれだけこの世界は余を楽しませるのだ。もっと先のことなど楽しみで仕方がない」

   「仅仅过了五百年，这个世界就让余如此享受。更久以后的事，余就更期待了」

   「五百年前に失敗した奴やつが何億年後も見越してるだなんて笑わせるぜ」

   「五百年前失败的家伙居然能预见到几亿年后的事，真是笑死人了」

   ゼノールの軽口に、ベルトールは至って真面目な声で返す。

   泽诺尔开玩笑道。贝尔多尔用非常认真的声音回答。

   「一つの王朝が千年連続性を保ち維持するのも大変なのに、一人の為政者が千年トップを張り続けた国もそう多くあるまい。初めてにしては上出来だと思うが？」

   「一个王朝要保持连续性维持千年都很难，一个为政者能连续执政千年的国家也不多。以第一次来说，余觉得干得不错了」

   「まるで次があるかのような言い方だな……」

   「说得好像还有下次一样……」

   「何を言っている」

   「你在说什么？」

   当然の事のようにベルトールは言う。

   贝尔多尔理所当然地说道。

   「余がこれまで生きてきて何度失敗を繰り返したと思っている。まだ余は一度しか国家運営を失敗していないのだ」

   「你以为余至今为止的人生中失败了多少次？余还只失败了一次国家运营呢」

   嗚呼ああ、この男はつくづく。

   啊啊，这个男人真是。

   （……スケールがデカすぎる）

   （……格局太大了）

   その偉大な背中に、感服するしかなかった。

   泽诺尔只能对那伟大的背影表示佩服。

   「そして余は失敗から学べる男。次はうまくやれるという自信がある」

   「而且余是能从失败中学习的男人。余有自信下次能做得更好」

   「……この世はな、再チャレンジに厳しいんだよ」

   「……这个世界啊，对再挑战很严格的」

   「ならば再チャレンジしやすい世界へと余が変えてやろう」

   「那么余就改变这个世界，让它变得容易再挑战吧」

   「ハッ……そいつは──楽しみだな」

   「哈……那还真是——令人期待啊」

   何の不純物もない笑顔を作った。

   泽诺尔露出了没有任何杂质的笑容。

   「それに小僧、其方そなた《ゼノール》を使わなかったな。業剣侯の剣技を使っておいて、魔剣は出さぬとはよもや余に対して情けでもかけたのか？　それとも使えないのか？」

   「而且小子，你没有用《泽诺尔》啊。用上了业剑侯的剑技，却没有用魔剑，莫非是同情余吗？还是说不会用？」

   この《ゼノール》は魔剣の事だと文脈で判断する。

   从上下文判断，这个《泽诺尔》指的是魔剑。

   自分の事ながら、ややこしい名前だとゼノールは思う。

   泽诺尔觉得，自己的名字还真是复杂。

   「使えないわけじゃねえよ。まともに使った事はねえけどな」

   「不是不会用。只是没有好好用过」

   ゼノールは自分の胸に手を置く。

   泽诺尔把手放在自己的胸口。

   魔剣《ゼノール》は使用者の魂と融合する事で効果を発揮する。所有者となったのならば、魂魄兵装と同じ手順で魔剣も喚よび出せる。

   魔剑《泽诺尔》要通过与使用者的灵魂融合来发挥效果。成为持有者的话，就能用和魂魄兵装一样的步骤召唤出魔剑。

   「それに誰がてめえに手加減なんかするかよ。俺は使い慣れた武器で戦うのが一番勝率が高いと踏んだだけだ。だけど、無理矢理理由をひねり出すなら……怖かったのかもな。魔剣を使えば……もしかしたら本当に俺が俺じゃなくなっちまうんじゃねえかって」

   「而且谁会对你手下留情啊。我只是觉得用惯了的武器战斗胜率最高而已。不过，硬要找个理由的话……我可能是害怕吧。要是用了魔剑……我可能真的就不是我了」

   「どちらにせよ小僧では余には勝てなかっただろうがな」

   「不管怎样，小子你都赢不了余吧」

   「うっせ」

   「闭嘴」

   夜明け前、赤と黒の混じった瑠璃色の空。

   黎明前，天空是混杂着红色和黑色的琉璃色。

   「余は行く。不死の王として、救わねばならぬ者がいるからな。其方そなたにもいるのではないか？　そういう者が」

   「余要走了。余身为不死之王，还有必须拯救的人。你不是也有吗？那样的人」

   雲ひとつない天に、金色に輝く星が一つだけ浮かんでいる。

   万里无云的天空中，只有一颗星星闪耀着金色的光芒。

   「……一つだけ聞かせてくれ、ベルトール」

   「……让我问你一件事，贝尔多尔」

   「なんだ」

   「什么」

   「《天使アンゼ》は……あいつの身体はどうなってる」

   「《天使》……那家伙的身体怎么样了」

   「既に《明みょう星じょう》は《天使アンゼ》の──メイの肉体と魂を得て完全に受肉、顕現している」

   「《明星》已经得到了《天使》——梅依的肉体和灵魂，完全受肉，显现了」

   「……………………そうか」

   「……………………是吗」

   「ゼノール」

   「泽诺尔」

   初めて、魔王は少年の名を呼んだ。

   魔王第一次叫了少年的名字。

   「立て」

   「站起来」

   ベルトールは金の星を一いち瞥べつした後にそれだけ言うと、跳躍してその場から立ち去った。

   贝尔多尔瞥了一眼金星，只说了这么一句话，就跳着离开了。

   その足取りには、やるべき事がまだあると、そう告げていた。

   他的脚步在告诉泽诺尔，他还有该做的事。

   ゼノールは一人、取り残される。

   泽诺尔被独自留在了原地。

   「そうだ」

   「对了」

   少年は砲剣を杖つえにして立ち上がる。

   少年用炮剑撑着站了起来。

   「まだ何も終わっちゃいねえんだ」

   「什么都没结束」

   膝が笑う、目め眩まいがする、それでもちぐはぐの身体で前を向く。

   膝盖颤抖，头晕目眩，即便如此，他还是用不协调的身体向前迈进。

   先を行った魔王の背中はもう見えぬ。

   魔王的背影已经消失在前方。

   けれども、それでも前に進むのだ。

   即便如此，他还是继续前进。

   歩みはやがて走りに、走りはやがて跳躍になる。

   脚步渐渐变成奔跑，奔跑渐渐变成跳跃。

   「……ッ！」

   「……！」

   歯を食いしばり、ゼノールは夜明け前の空の下を駆ける。

   泽诺尔咬紧牙关，在黎明前的天空下奔跑。

   「一泡吹かしてやらねえといけねえ奴もいるしな……！」

   「还有个家伙必须让他大吃一惊才行……！」

   契約違反者には罰則を与えなくてはならない。

   必须给违反契约者惩罚。

   それに、ただ純粋に憧れてしまったのだ。

   而且，他纯粹地憧憬着。

   これは忠義や忠誠によるものではない。業剣侯の意思とは無関係な、若き不死ゼノールとしての憧憬である。

   这并非出于忠义或忠诚。而是与业剑侯的意志无关，年轻的不死泽诺尔的憧憬。

   遠く、まだ見えないとしても。

   即使还看不见遥远的彼方。

   いつか届くと信じて、彼は征ゆく。

   他相信总有一天会抵达，于是踏上征途。

  

 
  
   


   
    第五章　黒い風の始まりと終わりにおける嗟嘆と明星の結実

    第五章　黑风起落的嗟叹与明星的成果

   

   


   


   黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルド。

   黑龙侯希瓦尔德。

   六魔侯で白兵戦最強の存在。

   六魔侯中白刃战最强的存在。

   竜の時代の覇者であり、強大な四翼の大竜を喰くらい、不死となった者。

   龙的时代的霸者，吞噬了强大的四翼大龙，成为不死者的人。

   竜の代名詞。

   龙的代名词。

   「はぁ……はぁ……」

   「呼……呼……」

   シルヴァルドは自身の皮膚の表層に魔力を通すと硬化し、竜の鱗うろこと同等の防御能力を得る事ができる。

   希瓦尔德让魔力通过自身的皮肤表层，使其硬化，得到与龙鳞同等的防御能力。

   それは角や翼も同じだ。

   角和翅膀也一样。

   元々竜は高い再生能力を持ち、更に不死であるシルヴァルドは不死の中でも随一の再生力を誇る。

   龙原本就拥有高度的再生能力，而身为不死者的希瓦尔德在不死者中更是以再生能力为傲。

   魔王ベルトールと、勇者グラムの両方を相手取った黒竜侯シルヴァルドが──

   与魔王贝尔多尔和勇者古兰为敌的黑龙侯希瓦尔德——

   「くそっ……！」

   「可恶……！」

   ──圧倒されていた。

   ——被压着打。

   肩で息をしていた。

   她喘着大气。

   竜の鱗と同等の防御力を持つ皮膚が裂かれ、角が折れ、翼は引き裂かれていた。

   拥有与龙鳞同等防御力的皮肤裂开，角折断，翅膀被撕裂。

   傷口から流れ、止まらない血が、彼女の不死としての力の低下を端的に示していた。

   从伤口流出的血止不住，明确地显示出她身为不死者的力量正在下降。

   「どうした伝説？」

   「怎么啦，传说？」

   彼女の目の前には禍こう々ごうしい威容。

   她眼前是不祥的威容。

   「その程度なの？　期待はずれだねえ……」

   「就这点程度吗？真是令人失望……」

   シルヴァルドの横には、同じくボロボロになって倒れ伏したマキナの姿。不死として強力な彼女であるが、耐久力はシルヴァルドには遠く及ばない。未いまだに戦えているシルヴァルドの強きょう靭じんさを褒めるべきだろう。

   希瓦尔德身旁，玛姬娜同样遍体鳞伤地倒在地上。身为不死者，她虽然拥有强大的力量，但耐久力远远不及希瓦尔德。希瓦尔德还能战斗，应该称赞她的强韧吧。

   最大魔力放出量と白兵戦最強という六魔侯二人がかりであっても、傷一つ付けられていないのが現状であった。

   即使最大魔力放出量与白刃战最强的两名六魔侯联手，却连一道伤痕都没能留下。

   堕天使、《明星》。

   堕天使《明星》。

   アースの神話が、アルネスの伝説を蹂じゅう躙りんしていた。

   亚斯的神话蹂躏着阿尔内斯的传说。

   満まん身しん創そう痍いになりながらも、シルヴァルドは黒い稲妻のような勢いで《明星》に迫る。

   尽管浑身是伤，希瓦尔德仍以宛如黑色闪电的气势逼近《明星》。

   跳躍、空中で身を回し、蹴りを叩たたき込む。

   跳跃，在空中转身，使出踢击。

   「ちっ……！」

   「啧……！」

   巨人の脚すらへし折りそうな一撃を、《明星》は片腕だけで受け止めていた。

   连巨人的脚都能踢断的一击，被《明星》用单手接住了。

   「うーん！　惜しい！」

   「唔嗯——！真可惜！」

   そのままシルヴァルドは空中で連撃を放つも、その全てを悉ことごとく打ち払い、除のけられる。

   希瓦尔德顺势在空中施展连击，但全都被打掉、化解。

   ヒットする度にシルヴァルドから黒い魔力が衝撃波のように弾はじけ、その度に《明星》の肉体の数ミリ前に金色の魔力障壁が広がり、その全てを防ぎ切る。

   每次命中，希瓦尔德的黑色魔力便宛如冲击波般迸发，《明星》的肉体前方数毫米处张开金色魔力障壁，将所有攻击悉数挡下。

   まるで一個の黒い竜巻のような乱打。その一撃一撃が鋼を穿うがち、大地を砕く。

   宛如一道黑色龙卷风的乱打，每一击都足以贯穿钢铁、粉碎大地。

   だがしかし、《明星》には届かない。

   但是，却碰不到《明星》。

   「どうなっとるんじゃ……ったく」

   「到底是怎么回事……真是的。」

   荒く呼吸をしながら、シルヴァルドは悪態をつく。

   希瓦尔德气喘吁吁地咒骂。

   「不死のような再生力というわけではない、まともに当たってもおる……じゃのに、届かんのは単に効いとらんのか」

   「并不是不死者的再生力，也确实命中了……却碰不到，单纯只是没效吗？」

   「さぁ、どうだろうね？」

   「这个嘛，你说呢？」

   会話の途中でシルヴァルドは跳躍、背の翼を大きく羽ばたかせ、飛ひ翔しょうする。

   对话途中，希瓦尔德跳跃，大大地拍动背上的翅膀飞翔。

   対する《明星》も六対の翼を広げ、シルヴァルドに追いすがる。

   《明星》也展开六对翅膀，追着希瓦尔德。

   両者、音を置き去りにした高速の飛翔。

   两者都以超越音速的速度飞翔。

   だがそれでも、《明星》はすぐにシルヴァルドに追いついていた。

   尽管如此，《明星》仍立刻追上了希瓦尔德。

   「へこむのう……！」

   「真令人沮丧……！」

   言いながらシルヴァルドは空中で回転し、《明星》に回し蹴りを浴びせる。

   希瓦尔德边说边在空中转身，对《明星》施展回旋踢。

   側頭部にクリティカルヒット。

   踢中了侧头部。

   しかし。

   但是——

   「くそっ……」

   「可恶……」

   《明星》には、まるでダメージが通っていなかった。

   对《明星》完全无效。

   「残念でしたー！　いやー惜しい！　惜しいねー！」

   「真可惜啊——！哎呀——真可惜！真可惜啊——！」

   一瞬で、《明星》がシルヴァルドに触れた。

   一瞬间，《明星》碰到了希瓦尔德。

   「《しのかげのたに》」

   「《狮子之影之谷》。」

   「がはっ……！」

   「呃啊……！」

   腹から背に、金色の衝撃が走り抜ける。

   金色冲击从腹部贯穿到背部。

   竜は地面へと一直線に墜落し、受け身も取れず背中から叩きつけられる。

   龙直线坠落，背部着地，来不及采取受身。

   「ボクってば《救世教会ギルド》に人工的に造られた謂いわば人造悪魔なわけで、でも名前の元ネタがあんまりにも最強すぎて造ってすぐ手に負えないのがわかったから、廃棄もできず受肉する前に封印されてたわけじゃん？」

   「我啊，是《救世教会》人工制造的人造恶魔，但是名字的由来实在太强了，所以一制造出来就发现无法控制，又不能废弃，所以才在受肉之前被封印了，对吧？」

   優雅に翼をゆっくりと動かしながら、《明星》は宙空でシルヴァルドを見下ろす。

   《明星》优雅地缓缓拍动翅膀，在空中俯视希瓦尔德。

   「自分のスペックは理解してたつもりなんだけど、いざこうやって君をボコってると本当に最強なんだーって実感できて気持ちいいよね。受肉前は戦闘力皆無のよわよわ悪魔だったからあれやこれや裏で奔走してたんだけどさ、その甲か斐いはあったかな」

   「我自认理解自己的规格，不过像这样痛扁你一顿后，就能实际感受到自己真的是最强的，感觉真好呢。受肉前我可是毫无战斗力的弱小恶魔，所以才在暗地里东奔西走，不过这样也算是有价值了。」

   夜と朝の狭はざ間まの空に浮かぶ金色の星の下、悪魔は続ける。

   在介于夜晚与早晨之间的天空下，恶魔在金色星星下继续说道：

   「同じ堕天使の属性を持つ天てん忌き侯こうメイを捕獲できたからそこから逆算してボクが造られたんだけど、ほーんといい身体からだだよねこれ、まあちょっと子供っぽすぎるけど。でもままならないよね。そもそも悪魔を従えるってコンセプトがまず破綻してる気もするんだけど」

   「因为捕获了同样拥有堕天使属性的天忌侯梅伊，所以才逆向推算造出了我，不过这个身体真的很棒呢，虽然有点太孩子气就是了。不过世事总是无法尽如人意呢，说起来，我觉得让恶魔服从这个概念本身就破绽百出。」

   「聞かれてもおらん事をペラペラと……」

   「没人问你，你却滔滔不绝……」

   「ごめーんねえ？　ボクってばお喋しゃべりだからさ、必要ある事ない事色々喋りたいんだ。何より、何もわからないまま死ぬのは可か哀わい想そうだろ？　ボクなりの慈悲なんだよ」

   「对不起唷？我就是很爱说话，所以会想说各种有必要或没必要的事情。毕竟什么都不晓得就死掉很可怜吧？这是我的慈悲唷。」

   クスクスと《明星》は笑う。

   《明星》发出轻笑。

   「無様だねぇ、憐あわれだねぇ……一時代を築いた竜が、翼の主と呼ばれた者が、今は地べたに這はいつくばってこうして見下されている」

   「真难看呢，真可怜呢……建立一个时代的龙，被称为翼之主的人，如今却像这样趴在地上被我俯视。」

   ニヤケ顔を浮かべながら、《明星》は言う。

   《明星》浮现贼笑说道：

   「それともメイを慮おもんぱかって攻撃の手を緩めているのかな？　それなら意味がないから諦めなよ。メイの魂を解放する手段なんてない、不可能なんだ。混ざり、溶け合い、最も早はやボクとほぼ一体化している。あー確か横浜市で《父祖プロジェネター》が市民の魂を生いけ贄にえに捧ささげてたよね、あんな感じ。君はカフェオレからコーヒーとミルクを分けられる？　無理だろ？」

   「还是说，你顾虑到梅，所以手下留情了？那样一点意义也没有，所以还是放弃吧。没有方法可以解放梅的灵魂，那是不可能的。她已经和我混合、融合，几乎和我一体化了。啊——我记得《父祖》在横滨市拿市民的灵魂当祭品对吧，就像那种感觉。你能从咖啡欧蕾分离出咖啡和牛奶吗？办不到吧？」

   シルヴァルドへ侮辱の視線を向ける。

   梅尔文对希瓦尔德投以侮辱的视线。

   「シルヴァルド。おっきくならないの？　もしかしたらボクを押しつぶせるかもよ？」

   「希瓦尔德，你不打算变大吗？那样说不定能压扁我哦？」

   「生あい憎にく、でかくなって失敗した経験があるからの……」

   「很遗憾，我有变大的失败经验……」

   「つまんないのー。多くの罰を受ける為ために身体を大きくする敬けい虔けんさが君にあればもっと早く終わってたんだけどねー」

   「真无趣。如果你有为了受更多惩罚而让身体变大的虔诚，就能更早结束了说。」

   声を上げて、コロコロと笑う。

   梅尔文提高嗓门，咯咯发笑。

   「安心しなー？　ボクは不死じゃない、一個の生命体となったのだから。ただ少しだけ──ほんの少しだけ強すぎるだけだよ」

   「放心吧？我不是不死，因为我已经成为一个生命体了。只是稍微——稍微强过头了而已。」

   「お主は……」

   「你……」

   膝を立て、力を入れ、身を起こす。

   希瓦尔德立起膝盖，使劲起身。

   「お主は何がしたいんじゃ」

   「你到底想做什么？」

   「んーそれはベルトールに一回話したんだけど……まあいいか、復習ね。ボクは今肉を得て、命を得た。わかるかい？　今ボクは生きてるんだ。ヒトの無意識下から生成された混こん沌とんではなく、一個の生命体として稼か働どうしている。ああ、でも不死にはこの感覚は理解できないか、もしくは忘れちゃったかはわからないけど。とにかく今は感じられる」

   「嗯——这个我跟贝尔多尔说过一次了……不过也罢，就当作复习吧。我现在得到了肉身，得到了生命。你明白吗？我现在是活着的。不是从人类的潜意识中产生的混沌，而是作为一个生命体在运作。啊啊，不过不死者应该无法理解这种感觉吧，又或者说是忘记了呢？总之我现在能感受到。」

   目を瞑つぶり、五感で世界を感じるように《明みょう星じょう》は両の手と翼を広げる。

   《明星》闭上眼睛，展开双手和翅膀，仿佛要用五感感受世界。

   饒じょう舌ぜつ。話したくて仕方がないといった風である。

   饶舌。一副想说就说个不停的模样。

   「何がしたいかと問うたね」

   「你问我想要做什么吧。」

   それは。

   那就是——

   「生存と繁栄。それだけだよ」

   「生存与繁荣。仅此而已。」

   「生存と繁栄じゃと……？」

   「生存与繁荣……？」

   「そ。生きる事と増える事。それこそが生命の性質、根本原理だろ？」

   「对。生存与增加。这才是生命的性质，根本原理吧？」

   「……」

   「……」

   「悪魔ボクらは高度に発達した知性を獲得した君等からしか生まれない。ヒトという生き物の信仰の産物、いや創造の産物と言ったほうが正確か。まあいくら賢くても竜種である君からは悪魔は生まれないから君等ってのは不適切なんだけどね」

   「恶魔只会从获得高度发达的智慧的你们身上诞生。是人类这种生物的信仰产物，不，应该说是创造的产物才对。不过不管再怎么聪明，龙种的你身上也不会诞生恶魔，所以用你们来称呼也不太恰当就是了。」

   《明星》の語り口はそれまでのふざけていたものと違い、真剣なものとなっていた。

   《明星》的语气变得严肃，与先前的胡闹截然不同。

   「この地上で、悪魔を新たなる霊長とする」

   「我要让恶魔成为这个地上的新灵长。」

   それこそが、《明星》の目的であった。

   这才是《明星》的目的。

   「安心するといい。一度は個として生命体の頂点に君臨した君に、ボクはそれなりに敬意を持ってるんだよ黒竜侯シルヴァルド。いやはやよく耐えたね君は。メイとは記憶を共有してるから君達の事は少しはわかってるつもりだったんだけどね、流石さすがは〝元〟最強の生命体だ」

   「放心吧。我对你这个曾经君临生命体顶点的存在抱持着相当的敬意哦，黑龙侯希瓦尔德。哎呀，你真能撑呢。我和梅依共享记忆，所以自认对你们的事情略知一二，但你真不愧是『前』最强的生命体。」

   言いながら、《明星》は自分の頭を指で突つついた。

   《明星》边说边用手指戳自己的头。

   「想像以上に硬い、並の不死なら百回は滅びてるだろうね。ボクから言わせてみれば、本当の不死身は君のような存在を指すんじゃないか？　まあそれでもボクには勝てないんだけど──」

   「比想象中还硬，如果是一般的不死者，早就毁灭一百次了吧。要我说的话，真正的不死之身应该是指你这样的存在吧？不过就算这样也还是赢不了我就是了——」

   「《燃えろゴ・アール》！」

   「《燃烧吧》！」

   言葉を遮って、シルヴァルドが竜魔法で炎を吐き出した。

   希瓦尔德打断他的话，用龙魔法吐出火焰。

   黒い炎が悪魔を包む。しかし、腕を一振りするだけであっけなく炎は散らされた。

   黑色火焰包覆恶魔，但恶魔只是挥了一下手臂，火焰就轻易地散去了。

   「無駄だって」

   「没用的。」

   「本当はすげえ強いんじゃけどなあこれ……！」

   「这家伙其实强得要命啊……！」

   「君のそれは生物としての強さだ。君とボクとじゃ、文字通り格が違うんだよ」

   「你的强是生物的强。你和我，实力是天差地别。」

   その言葉を聞いたシルヴァルドは、怒りも嘆きもしない。

   听到这句话，希瓦尔德既不愤怒也不哀叹。

   「ハッ」

   「哈！」

   笑ったのだ。

   而是笑了。

   「そうじゃな……儂わしはお主に及ばん。儂は生命の頂点ではあるが、お主は理外の存在じゃ、儂一人で勝てんのはわかりきっとる」

   「是啊……老夫比不上你。老夫是生命的顶点，但你是超乎常理的存在，老夫早就知道凭老夫一人是赢不了你的。」

   「へえ意外と利口だね、自分の無能を理解している」

   「哦，意外地聪明呢，理解自己的无能。」

   「ああ、理外にいるお主には勝てん。儂一人ではな」

   「是啊，老夫一个人是赢不了你的。」

   「ふーん……」

   「哦……」

   《明星》が咄とっ嗟さに頭上を見た。

   《明星》倏地看向头顶。

   巨人の骨の蓋が消え去った、永遠の夜明けの空。

   巨人骨骸的天花板消失，露出永远的黎明天空。

   夜と朝の間、瑠璃色の空から赤い星が落下してくる。

   在夜晚与早晨之间，一颗红星从琉璃色的天空落下。

   地上に輝く金の星目掛けて。

   朝着在地上闪耀的金星。

   「そのままおとなしく死んどけばよかったのにねえ──煌こう灼しゃく侯こうマキナ！」

   「你要是乖乖死在那里就好了——煌灼侯玛姬娜！」

   マキナだ。

   是玛姬娜。

   その黒い鎧よろいは砕け、罅ひび割われ、不死の再生力をもってしても傷は癒えていないが、戦う意志は未いまだ顕在。

   她的黑色铠甲碎裂、龟裂，即使有不死的再生力，伤势也没有痊愈，但战斗意志依然健在。

   倒れて機を窺うかがっていた所で、シルヴァルドの炎を目め眩くらましにして跳躍。

   她倒在地上伺机而动，趁希瓦尔德的火焰制造出的眩目效果跳跃。

   空中から赤く燃える髪を靡なびかせて、背面から魔力をジェットのように噴射し、彗すい星せいの如ごとく急降下してきたのだ。

   在空中摇曳着燃烧的红发，从背后喷射出魔力，如彗星般急速下降。

   「死んだふりして傷を癒やしていたのか知らないけど、君が何かしようとしてるのはわかっていたさ！　シルヴァルドが露骨に時間を稼ごうとしていたのもね！　六魔侯が随分汚い戦い方をするんだね！」

   「我不知道你是不是装死疗伤，但我知道你想做什么！也知道希瓦尔德明显是在争取时间！六魔侯的战斗方式还真肮脏啊！」

   「死んだふりをするのは一度や二度ではありませんから！」

   「我装死又不是一次两次了！」

   落下しながら、マキナが吼ほえる。

   玛姬娜在坠落的同时大吼。

   頭上を取っているとはいえ、直線的な動き。

   虽说占据了头顶的位置，但她的动作是直线的。

   「それに戦いに綺き麗れいも汚いもありません！」

   「而且战斗没有分什么肮脏或干净！」

   「そこは同感だね！」

   「这点我有同感！」

   《明星》が迎撃の構えを取る。

   《明星》摆出迎击的架式。

   マキナ目掛けて、《明星》は手を掲げた。

   他朝着玛姬娜举起手。

   「《あけぼしたちはともにうたう》」

   「《黎明一同歌唱》。」

   金色の光弾が、重い音を奏かなでながら連続で射出される。

   金色光弹奏着沉重的音色，连续射出。

   マキナはそれらを全て空中で姿勢を制御し、回避していく。だがそれでも何発かは掠かすり、不死殺しの力が付与されたその一撃は、マキナに確実なダメージと出血を強しいる。

   玛姬娜在空中控制姿势，闪避所有光弹。但还是有几发擦过身体，赋予了不死杀手之力的攻击，确实地对玛姬娜造成伤害，使她流血。

   だがそれでも、確実に距離を詰めていた。

   尽管如此，她依然确实地拉近距离。

   そこで、一瞬だけシルヴァルドへの注意が外れた。

   这时，她一瞬间疏忽了对希瓦尔德的警戒。

   「《止まれヴァス》！」

   「《停止》！」

   「鬱陶しいんだよ死に体が……！」

   「烦死人了，你这死人……！」

   シルヴァルドから放たれた竜魔法によって一瞬、《明星》の身が硬直した。

   希瓦尔德施展的龙魔法，使《明星》的身体瞬间僵直。

   一度マキナに気付かせ、自分への注意を逸そらさせたのだ。

   他先让玛姬娜注意到自己，使她疏忽对他的警戒。

   「《みたまのつるぎ》！」

   「《神剑》！」

   光剣がシルヴァルドの周囲に展開。

   光剑在希瓦尔德周围展开。

   《明星》が拳を握り込む動きに連動し、光剣がその全身を貫いた。

   光剑随着《明星》握拳的动作，贯穿了他全身。

   「がっ……」

   「呃啊……」

   膝を突き、竜が崩れ落ちる。

   龙跪倒在地。

   「シルヴァルド卿きょう……ありがとうございます……！」

   「希瓦尔德卿……谢谢你……！」

   接敵。

   接敌。

   「《紅べに花はな》！」

   「《红花》！」

   マキナの掌てのひらから炎が炸さく裂れつ。

   玛姬娜的手掌炸出火焰。

   炎が広がり、《明星》に襲いかかる。

   火焰扩散，袭向《明星》。

   「この程度の魔法で……」

   「这种程度的魔法……」

   そう、この程度。

   没错，这种程度。

   《明星》にとって警戒すべきは、国灼きの魔法デル・ソレージュ。

   《明星》该警戒的是焚国魔法。

   それ以外はどれも大したダメージにはならないとはいえ、煌灼侯マキナの魔力放出量を鑑かんがみれば、わざわざ奇襲をかけ、近距離でこのような魔法を使う意味がない。

   虽说除此之外的魔法都无法造成多大伤害，但考虑到煌灼侯玛姬娜的魔力释放量，特地发动奇袭，在近距离使用这种魔法并没有意义。

   マキナの使った魔法、《紅花》は、射程は短く威力も然さ程ほどではない。

   玛姬娜使用的魔法《红花》，射程短，威力也不怎么样。

   だが発動から発生までが速く、破裂の瞬間に炎が広がる。

   但是从发动到产生效果很快，破裂的瞬间火焰就会扩散。

   それは──視界を塞ぐのだ。

   那会——遮蔽视线。

   炎の中からマキナが飛び出してくる。

   玛姬娜从火焰中冲了出来。

   「下手かよ！」

   「太逊了吧！」

   カウンターを仕掛ける為、《明星》が手をのばす。

   《明星》伸出手，准备反击。

   しかし。

   但是——

   「《飛び陽炎かげろう》！」

   「《飞阳炎》！」

   次いでマキナが発動したのは、霊素エーテルによって残像を作り出す魔法。

   玛姬娜接着发动的是以灵素制造残像的魔法。

   《明星》のカウンターが不発に終わる。

   《明星》的反击以失败告终。

   「へえ？」

   「哦？」

   《明星》に、マキナは更に近付き、飛びつく。

   玛姬娜更加靠近《明星》，扑了上去。

   その身体に抱きつくように密着したのだ。

   紧紧抱住他的身体。

   「……なんのつもりだい煌灼侯マキナ。組み付いて自爆？　それとも破れかぶれかな？　何をやろうと勝てないよ」

   「……你想做什么，煌灼侯玛姬娜？抱住我自爆？还是自暴自弃？不管做什么你都赢不了我。」

   「ええ、私では貴方あなたには勝てません」

   「是啊，我赢不了你。」

   「何がしたいのかわからないけど、自分から密着しにきたのは愚かだったね。君はシルヴァルド程の耐久力はない。これから君を滅ぼすのに十秒も必要ない」

   「虽然不知道你想做什么，但自己主动贴上来真是愚蠢。你的耐久力不如希瓦尔德，接下来我用不到十秒就能消灭你。」

   「十秒……ですか。それは贅ぜい沢たくな話ですね」

   「十秒……吗？那还真是奢侈呢。」

   マキナはニヤリ、と笑った。

   玛姬娜扬起嘴角一笑。

   「一秒でも貴方の注意を引ければそれでいいのですから……！」

   「只要能吸引你的注意力一秒就够了……！」

   「……は？　さっきから君達は一体何を──」

   「……啊？你们从刚才开始到底在说什——」

   《明星》はそこに来てようやく気付いた。

   《明星》这时终于察觉了。

   白兵戦最強戦力であるシルヴァルドを圧倒し、優位に立って先手を取り続けていると思っていた。

   他以为自己压制了白刃战最强战力希瓦尔德，一直占上风，先发制人。

   しかしここにきて、自分の思考と行動が、後手に回らされている事にようやく気付いた。

   但到了这个地步，他终于发现自己的思考和行动被逼到后手了。

   そして次の一手も測りかねる。

   而且他无法预测对方的下一步。

   「シルヴァルド卿が稼ぎ、私に繫つなげてくださいました。私のやる事は、死んでも貴方を離さない事です……！　ええ、感じていましたとも……この魔力の波動を、五百年待ち続けた私が、私達が違たがえるはずがありません！」

   「希瓦尔德卿争取时间，为我创造了机会。我该做的就是死也不放开你……！没错，我感觉得到……这股魔力的波动，等待了五百年之久的我，我们不可能弄错！」

   マキナは叫ぶ。

   玛姬娜大喊。

   背後から迫る人物に向かって。

   对着从背后逼近的人物喊道：

   


   「ベルトール様！」

   「贝尔多尔大人！」

   


   黒い風が迫ってくる。

   黑色的风逼近。

   長い黒髪を一本に結い上げ、鎧とは異なる外装に身を包んだベルトールの姿。

   贝尔多尔将黑色长发绑成一束，身穿不同于铠甲的外装。

   これこそがシルヴァルドと、そしてマキナが、ベルトールが必ず戻ってくるという信頼の元に組み立てた作戦というには余りにも儚はかない希望。

   这正是希瓦尔德和玛姬娜相信贝尔多尔一定会回来，以此为前提所拟定的作战计划，但这个希望实在太过渺茫。

   敵の強大さ、メイが再び取り込まれた事、そして何よりベルトールだけ離された時点で、マキナとシルヴァルドは一言も交わさず、盗聴を考慮して《念話ウィスパー》も使わず、だが完璧な意思疎通を完了していた。

   敌人的强大、玫伊再次被吸收，以及最重要的是贝尔多尔被孤立的时候，玛姬娜和希瓦尔德一句话也没说，考虑到被窃听，连《念话》也没用，但两人却完成了完美的沟通。

   つまりは、とにかくシルヴァルドが耐え、ベルトールの到着に併せてマキナが隙を作る。

   也就是说，总之先由希瓦尔德撑住，玛姬娜配合贝尔多尔的抵达制造破绽。

   《明星》が受肉し、力を振るいシルヴァルドをいたぶる事に夢中になっていた事、そして何よりシルヴァルドの驚異的な耐久力で盾役タンクに徹したのが嚙かみ合あった。

   《明星》受肉后，一心一意地使用力量折磨希瓦尔德，以及最重要的是希瓦尔德以惊人的耐力贯彻盾牌角色，这些都吻合了。

   ベルトールが戻ってくる事を二人は確信していた。

   两人确信贝尔多尔一定会回来。

   「お待ちしておりました！」

   「我等您很久了！」

   「遅いんじゃよお主！」

   「你太慢了！」

   マキナの身体からだで隠れていて、《明みょう星じょう》は発見と対応が遅れる。

   《明星》被玛姬娜的身体挡住，发现和应对都慢了一步。

   ようやく視認した時には、既に行動は完了していた。

   终于看见时，行动已经结束了。

   


   「《ベルナル・ディル》！」

   「《贝尔纳尔・迪尔》！」

   


   黒の長刀が銀色に染まる。

   黑色长刀染成银色。

   ベルトールはそれを矢を番つがえるように引き、構える。

   贝尔多尔将长刀拉到身后，摆出架式。

   「少し我慢しろ、マキナ」

   「稍微忍耐一下，玛姬娜。」

   そして、ベルトールの長刀が、マキナごと《明星》の身体を貫いたのだ。

   然后，贝尔多尔的长刀连同玛姬娜贯穿了《明星》的身体。

   「くっ……！」

   「呜……！」

   「な……っ!?」

   「什么……！？」

   マキナの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

   玛姬娜的脸痛苦地扭曲。

   純粋な霊素エーテルの刃やいばである《ベルナル・ディル》は直接的な攻撃能力を持たない。

   纯粹的灵素刀刃《贝尔纳尔・迪尔》不具有直接的攻击能力。

   魂を捉え、斬り裂く力も持っている処刑剣であるが、今使うのはその機能ではない。

   虽然这把处刑剑拥有捕捉灵魂、将其斩断的力量，但现在使用的不是那个功能。

   それは横浜市の海上で、機神アトラスに対して行った事と同じ。

   那和在横滨市海上对机神亚特拉士做的一样。

   霊素エーテルと対象を接続する為ための、ハブとしての役割である。

   是为了连接灵素和对象的中继站。

   魔剣を介して《明星》、マキナと霊素エーテルを繫げる。

   透过魔剑，将《明星》和玛姬娜与灵素连接。

   条件は整った。

   条件齐全了。

   「なんかパワーアップしたような格好で格好カッコよく登場したけどさあ、君一人じゃ何もできないんだよねえ！」

   「虽然你以升级后的帅气模样登场，但你一个人什么都做不到！」

   「そうだ」

   「没错。」

   ベルトールは否定しない。

   贝尔多尔没有否定。

   「余一人では何もできん。余は己の身の丈を理解している。不死の身となった時からな」

   「朕一个人什么都做不到。朕很清楚自己的斤两。从朕成为不死之身时开始。」

   魔王とて、全能ではない。

   魔王并非全能。

   この時代に来てから、いやそれよりも以前から彼に降り掛かった無力感、敗北感は一度や二度ではない。

   来到这个时代后，不，从更早之前开始，无力感和败北感就一再降临到他身上。

   「だから余には、臣下や朋友ともが必要なのだ……！」

   「所以朕需要臣子和朋友……！」

   


   ◆

   ◆

   


   ベルトールの言葉を待たずして、二人は既に行動を起こしていた。

   不等贝尔多尔说完，两人已经采取行动。

   全力疾走で金色の一つ星が輝く瑠璃色の空の下を、二つの影が駆ける。

   两道人影在闪耀着金色一等星的琉璃色天空下全力奔驰。

   高たか橋はしと緋ひ月づき。

   高桥和绯月。

   それまで安全な場所で潜伏し、戦況を見守っていた二人が戦場に姿を現した。

   至今为止一直潜伏在安全的地方，观察战况的两人出现在战场上。

   客観的に見て、この場では戦闘能力で見劣りするこの二人が、《明星》へ向かって──ベルトールとマキナの方へと駆け寄っている。

   客观来看，在场战斗能力最差的两人，正朝《明星》——贝尔多尔和玛姬娜的方向奔去。

   この状況で、何かあると勘付かない《明星》ではなかった。

   《明星》不可能没察觉到这个状况有什么蹊跷。

   「何をするつもりなのか知らないけど……」

   「虽然不知道你们想做什么……」

   突き刺され、組み付かれている状況で、ベルトールとマキナの二人を引き剝がす選択は取らない。

   在被刺穿、被缠住的状况下，《明星》没有选择把贝尔多尔和玛姬娜两人扯下来。

   《明星》からすれば戦闘力で言えば雑ざ魚こが二人、この状態でも容易に殺せる。

   从《明星》的角度来看，那两人以战斗力来说只是小喽啰，就算在这种状态下也能轻易杀死。

   「それ以上近づかないでもらおうか！」

   「别再靠近了！」

   《明星》はベルトール達を振り払わず、直接二人を攻撃する事を選択する。

   《明星》没有甩开贝尔多尔他们，而是选择直接攻击两人。

   「《みたまのつるぎ》！」

   「《魂之剑》！」

   《明星》の周囲に光剣が展開され、射出された。

   《明星》在周围展开光剑，发射出去。

   高橋と比べれば緋月は直接戦う術すべはあるが、このレベルの猛も者さが集う戦場においては高橋と緋月は同じようなものだ。

   绯月虽然有直接战斗的能力，但和高桥相比，两者在聚集了这种等级的猛者的战场上，都一样无能为力。

   故に、この光剣を防ぐ術はなく、直撃する事となる。

   因此，两人无法防御光剑，即将被直接击中。

   ──二人の間に、シルヴァルドが割り込まなければ。

   ——如果希瓦尔德没有介入两人之间的话。

   「ぐっ……！」

   「呜……！」

   シルヴァルドは小さな身体を捻ねじ込ませるように盾にして、直接光剣を防ぐ。

   希瓦尔德扭动娇小的身体，将自己当作盾牌，直接防御光剑。

   光剣一つ一つのサイズは然程でもない。

   每一把光剑的尺寸都不大。

   が、それでも高橋と緋月の二人を殺すには十分すぎる程の威力があり、度重なるダメージで防御力が低下しているシルヴァルドに対しては有効であった。

   但威力却足以杀死高桥和绯月两人，对因多次受到伤害而防御力低下的希瓦尔德也十分有效。

   「っざっけんな！　あの竜、まだ動けるのかよ……！」

   「开什么玩笑！那条龙居然还能动……！」

   忌いま々いましげに《明星》が吐き捨てる。

   《明星》愤恨地咒骂。

   《明星》の言った並の不死なら百回は滅びているという言葉は誇張でもなんでもなく、純然たる事実である。

   《明星》说的「一般的不死者早就被消灭一百次了」这句话并非夸大，而是纯粹的事实。

   「止まるな！　進め！」

   「别停下来！前进！」

   血と共に言葉を吐き出しながら、前のめりにシルヴァルドは倒れ込む。

   希瓦尔德吐着血，身体向前倾倒。

   「シルヴァルド……」

   「希瓦尔德……」

   「ありがとうシル姉……！」

   「谢谢你，希尔姐……！」

   シルヴァルドが防御に入るのは織り込み済み。

   希瓦尔德会进入防御状态，是早就计划好的。

   信頼による進軍。二人はその足を止める事はない。

   两人基于信赖而进军，没有停下脚步。

   「くそっ、邪魔なんだよ君達……！」

   「可恶，你们太碍事了……！」

   「ならばどかしてみるのだな！」

   「那就试试看能不能推开我们啊！」

   「テコでも動きません……！」

   「就算用杠杆也撬不动……！」

   「ああ、そう……！　だったらさぁ！」

   「啊啊，是吗……！既然这样！」

   《明星》の全身に魔力が漲みなぎる。

   《明星》全身涌出魔力。

   「《かれたほね》！」

   「《枯骨之剑》！」

   《明星》の身体から黄金の光が放たれた。

   《明星》的身体释放出金黄色的光芒。

   向きは前方。

   朝向前方。

   光の波の効果範囲は非常に広く、威力よりも回避できない事を重点に置いた一撃。

   光波的攻击范围非常广，比起威力，更着重于无法回避。

   狙いを定めずともマキナとベルトールごと、高橋と緋月を一手で殺す。

   就算不瞄准，也能一击杀死玛姬娜、贝尔多尔、高桥和绯月。

   威力を落としたといっても、光の波に吞のみ込まれたマキナとベルトールは滅びこそせずとも、光波によって肉体が崩壊していき、二人の援護に向かえない。

   尽管威力减弱了，玛姬娜和贝尔多尔被光波吞噬后，肉体虽然没有毁灭，却逐渐崩坏，无法前去支援两人。

   「死んじゃえよぉ！　虫ども！」

   「去死吧！你们这群虫子！」

   高橋と緋月に破壊が迫る。

   破坏逼近高桥和绯月。

   緋月の神しん威いがあれば、あるいはこの場は助かるかもしれない。

   如果有绯月的神威，或许能救他们一命。

   しかし緋月の能力がなければ恐らくメイは助けられない。

   但没有绯月的能力，恐怕就救不了梅依。

   そしてベルトールから、能力使用の許諾はまだ出ていない。

   而贝尔多尔还没允许他使用能力。

   悩む時間もない。

   没有时间烦恼了。

   奇跡でも起きなければこの瞬間は乗り越えられない。だが奇跡を起こせば友達を助けられない。

   除非发生奇迹，否则无法度过这个难关。但发生奇迹的话，就无法拯救朋友了。

   光の波が彼女達を吞み込む。

   光波即将吞噬他们。

   「大丈夫だてめえら──」

   「放心吧，你们——」

   その寸前。

   在那之前。

   


   「──俺がいるからよ……！」

   「——有我在……！」

   


   それは奇跡などではない。

   那不是奇迹。

   ただヒトとヒトの運命が絡からみ合った時に起きる、必然という名の結果の表れである。

   只是人与人命运交织时，必然产生的结果。

   一人の人物が高橋と緋月を庇かばうように飛び出してきた。

   一名人物冲出来保护高桥和绯月。

   二人の前に飛び出してきたのは、上半身を露あらわにし、上腕部と下半身に黒い鎧よろいを装着した継つぎ接はぎの少年の姿。

   冲到两人面前的，是上半身赤裸，上臂和下半身穿着黑色铠甲的少年。

   「あんた……！」

   「你……！」

   「さっきのナンパボーイ……!?」

   「刚才的搭讪男……！？」

   緋月と高橋が、その見覚えのある少年の姿を見て叫んだ。

   绯月和高桥看到熟悉的少年，不禁大喊。

   「《フォーマルハウト》全駆動フルドライブ！」

   「《佛鲁马胡特》全驱动！」

   ゼノールが引き金を弾はじき、砲剣の残弾を全て消費。

   泽诺尔扣下扳机，用尽炮剑的剩余弹药。

   砲塔から発射される魔力砲撃を、巨大な一本の剣のようにして光波にぶつけ、異なる魔力がぶつかり合った影響で衝撃と電撃が霊素エーテルに伝わり、弾ける。

   炮塔发射的魔力炮击化为巨大的剑，与光波碰撞。不同魔力的碰撞使冲击和电击传到灵素，迸发开来。

   「な、なんでナンパボーイがここに……!?」

   「为、为什么搭讪男会在这里……！？」

   「助けてくれたの!?」

   「你救了我们吗！？」

   「俺はヒト助けが趣味なもんでな……！」

   「我的兴趣就是帮助别人……！」

   額に汗を浮かべ、強がるようにゼノールは口を笑みの形にする。

   泽诺尔额头上冒出汗水，逞强地扬起嘴角。

   「っの……！」

   「可恶……！」

   余りにも圧倒的な光の波と鍔つば迫ぜるゼノールの身体が圧おされ、ジリジリと地面に擦り跡ができる。

   泽诺尔的身体被压在过于强大的光波下，地面出现摩擦的痕迹。

   受ける衝撃で、ゼノールの筋肉や腱けんが切れ、即座に再生を繰り返す。

   承受的冲击使泽诺尔的肌肉和肌腱断裂，又立刻再生。

   肉体は無事。しかし砲剣《フォーマルハウト》に罅ひびが走り、崩壊が始まっている。

   肉体没事，但炮剑《佛鲁马胡特》出现裂痕，开始崩坏。

   「やべえ……！」

   「糟糕……！」

   ゼノールの表情に、焦あせりの色が浮かぶ。

   泽诺尔脸上浮现焦急的神色。

   「頑張ってナンパボーイ！　ここで三人一緒に死んだらすごいダサいから！」

   「加油啊，搭讪男！要是在这里三个人一起死掉的话就太逊了！」

   「あんたならできるわ！　かっこよく助けに入ったんだからかっこつけてよね！」

   「你一定能做到的！既然都帅气地救了我们，就帅气地解决吧！」

   「うるせえよ！」

   「吵死了！」

   二人の応援にゼノールは咄とっ嗟さにツッコミを入れてしまった。

   泽诺尔立刻吐槽了两人的声援。

   が、それが逆にゼノールに平常心を齎もたらした。

   不过，这反而让泽诺尔恢复了平常心。

   「ゼノール、このクソ野郎！　ベルトールの味方しやがって！　契約違反だろ！」

   「泽诺尔，你这个混蛋！居然站在贝尔多尔那边！你违反契约了吧！」

   大声で《明星》が喚わめく。

   《明星》大声叫唤。

   「ハッ、契約違反はてめえだろうが！　それに俺はベルトールに味方してるわけじゃねえ、顔だけ知ってる女どもを助けてるだけだ……！」

   「哈，违反契约的是你吧！而且我并不是站在贝尔多尔那边，只是在帮助认识的女人而已……！」

   「この、クソ詐欺師が！」

   「你这个混蛋诈欺师！」

   《明星》の罵倒にゼノールは笑みで返す。

   泽诺尔笑着回应《明星》的谩骂。

   少年の胸元に闇が渦巻き、そこから剣の柄が伸びている。

   少年的胸口卷起黑暗，从中伸出剑柄。

   少年は柄に手を掛け、砕けた砲剣を投げ捨て、己と同じ武器の名を叫ぶ。

   少年握住剑柄，扔掉碎掉的炮剑，喊出与自己同名的武器。

   


   「影の獄ひとやに滲にじめ──《ゼノール》！」

   「渗入影之牢狱——《泽诺尔》！」

   


   短文詠唱によって胸元から引き抜かれるは一本の黒い大剣。

   透过短文咏唱，从胸口拔出一把黑色大剑。

   禍まが々まがしくも美しい、かつて一人の魔剣士が振るった伝説の魔剣《ゼノール》。

   不祥而美丽，过去由一名魔剑士所挥舞的传说魔剑《泽诺尔》。

   新宿市の不死炉の底から回収され、業ごう剣けん侯こうから一人の少年へと受け継がれた剣士を喰くらう黒の魔剣。

   从新宿市的不死炉底部回收，从业剑侯传给一名少年，吞噬剑士的黑色魔剑。

   それがゼノールの不死イモータル因子ファクターであるのならば、この男もそれを使えるのは道理である。

   如果这就是泽诺尔的不死因子，那么这个男人能使用它也是理所当然的。

   「っらああああああああああああああああああああ！」

   「喝啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   闇の残光を纏まとわせながら、ゼノールは迫りくる光の波は濤とうに向かって引き抜いた勢いで下段から掬すくい上あげるような斬撃を放つ。

   泽诺尔挥舞着缠绕着黑暗残光的魔剑，以拔剑的势头，从下段向上挑起，斩向逼近的光之波涛。

   黒の魔剣はその軌跡の延長線上に、黒の魔力斬撃を形成。光の波と衝突し、黄金と漆黒が押し合う。

   黑色魔剑的轨迹延长线上，形成了黑色的魔力斩击。斩击与光之波涛相撞，黄金与漆黑互相推挤。

   「いっけええええええええええええええええええ！」

   「上啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   「やっちまえええええええええええええええええ！」

   「干掉它啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   二人の少女の声に背中を押され、ゼノールは大きく一歩踏み込む。

   在两名少女的声援下，泽诺尔向前踏出一大步。

   「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

   「唔哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦！」

   そしてそのまま魔剣を掬い上げた。

   然后就这样向上挑起魔剑。

   黒の斬撃が光を切り裂き、霧散させる。

   黑色斩击撕裂了光，使其消散。

   脅威が消え去ったのを確認する間もなく、高橋と緋月はゼノールの両脇を走り抜ける。

   高桥和绯月还没来得及确认威胁是否消失，就从泽诺尔的两侧跑了过去。

   「ありがとうナンパボーイ！　マジ助かった！」

   「谢谢你，搭讪男！真的帮大忙了！」

   「本当にありがとう！」

   「真的谢谢你！」

   「礼はベルトールに言っておけ……！」

   「要谢就去谢贝尔多尔……！」

   高橋と緋月は知る由よしもないが、ベルトールとの死闘を終え、ゼノールは限界を迎えていた。

   高桥和绯月无从得知，泽诺尔在与贝尔多尔的死斗结束后，已经到了极限。

   魔力切れで魔剣が影に溶け、消える。

   魔力耗尽，魔剑融入影子中，消失了。

   「後でちゅーしてあげる！　──緋月が！」

   「之后我会亲你一下的！——绯月会！」

   「しねーわよ！　でも、助かったわ！」

   「才不会亲咧！不过，你帮了大忙！」

   「馬鹿な事言ってねえでさっさと行け……！」

   「别说傻话了，快走……！」

   二人の背中を視線だけで追いながら、ゼノールは前のめりに倒れ込む。

   泽诺尔只用视线追着两人的背影，向前倒下。

   「……僕にも、生きていく決意ができたよ……ロビン……」

   「……我也下定决心要活下去了……罗宾……」

   二人は振り返る事なく、ただ走る。

   两人头也不回地奔跑。

   大切な友達を助ける為ために、新しくできた友達を救う為に。

   为了拯救重要的朋友，为了拯救新结交的朋友。

   「範囲ギリギリ、ここなら届く！」

   「勉强在范围内，这里的话应该能到！」

   高たか橋はしは効果範囲内に足を踏み入れる。

   高桥踏入了效果范围内。

   「ルリ、アオイ、フタバ！　いくよ！」

   「瑠璃、葵、双叶！要上咯！」

   高橋は自らの周囲にウィンドウを展開。全ての人造精霊をアクティブにする。

   高桥在自己周围展开视窗，启动所有的人造精灵。

   霊素エーテルから直接ベルトールの魔剣を媒介にし、マキナとリンクする。

   她以贝尔多尔的魔剑为媒介，直接从灵素连结到玛姬娜。

   「《コード：アオバ》起動！」

   「《代码：青叶》启动！」

   それは以前、横浜市で機械の神にその魂を取り込まれた一人の少女の名を冠する術式コード。一万の魂を混ぜられた時に助けられなかった経験を踏まえた、対抗策。

   这是以前在横滨市，一名少女被机械之神夺走灵魂时，冠上她的名字的术式。是记取了一万灵魂混合时没能拯救她的教训，所想出的对策。

   ベルトールの魔剣を介し一万の魂の坩る堝つぼに触れたベルトールと、直接触れた高橋だからこそ組み上げられた術式。

   这是透过贝尔多尔的魔剑接触过一万灵魂熔炉的贝尔多尔，以及直接接触过的高桥才能构筑的术式。

   もう二度と覆ふく轍てつを踏まぬと、同じ失敗は繰り返さぬとベルトール主導で高橋と共に開発が進められていた魔法。

   为了不再重蹈覆辙，不再犯下同样的错误，由贝尔多尔主导，与高桥一同开发的魔法。

   まだ完全ではない。一万の魂から一つの魂を分離することはまだできない。

   这魔法还不完全，还无法从一万灵魂中分离出一个灵魂。

   だが混ざり合った二つの魂から一つの魂を分離する事ならば、不可能ではない。

   不过，从混合的两个灵魂中分离出一个灵魂，倒不是不可能。

   不可能ではないが、簡単な話ではない。

   虽然不是不可能，但并不简单。

   霊素エーテルを介して接続しているベルトール、そしてマキナの魂の記録を含め、《明みょう星じょう》の肉体からメイの魂の情報をできるだけ取得する。

   透过灵素连接，从贝尔多尔和玛姬娜的灵魂记录，以及《明星》的肉体中尽可能取得梅的灵魂情报。

   だが魂の情報を可能な限り取得したとしても、それを検討し、一つの魂に正しく再構築するには、無限に等しい組み合わせの検証を必要とし、現在の量子演算処理素子であっても気が遠くなる程の時間が掛かる。

   但就算尽可能取得了灵魂情报，要检讨并正确地重新构筑成一个灵魂，需要验证等同于无限的组合，就算是现在的量子演算处理元件，也需要花费令人昏厥的时间。

   故に高橋は、一括で処理を実行する。

   因此高桥选择一次处理。

   一つずつ検証していくよりも時間は当然掛からないが、無数にある複雑なパズルのピースを一つの箱に入れ、振った際にパズルを完成させるようなものだ。

   虽然当然比一个一个验证来得省时，但就像把无数的复杂拼图碎片放进一个箱子里，摇晃时完成拼图一样。

   理論上は可能だが、確率的にはほぼ不可能と言っていい。

   理论上是可能的，但以概率来说几乎不可能。

   「そう確率なんだよね……！」

   「没错，就是概率……！」

   高橋は不敵に笑う。

   高桥无畏地笑了。

   最大の問題点をたった一手で解決する、文字通り神の一手ワンライナー。

   只用一步棋就解决最大的问题，名副其实的神之一手。

   属人化されたプログラムなど、愚の骨頂。美しさの欠片かけらもない駄文クソコードだと高橋は理解している。

   高桥明白，被人类化的程序愚蠢至极，是毫无美感的废文。

   完成品とはとても呼べない不格好で不細工な代物。

   是称不上完成品的丑陋、拙劣的东西。

   でも今は。

   但是现在——

   「Done is動くなbetterらそれthan peでいいrfect.っしょ──緋ひ月づき！」

   「Done is better than perfect.——绯月！」

   高橋は２０９９年にまで伝わるアクロバティックな意訳ジョークを言い放つ。

   高桥说出流传到2099年的特技表演式意译笑话。

   問題点が確率の話であれば、確実な方法があるのだ。

   既然问题在于概率，就有确实的方法。

   「困った時の神頼み！」

   「遇到困难时就求神！」

   高橋の背後で、悪魔から女神の降霊術が発動する。

   在高桥背后，女神的降灵术从恶魔身上发动。

   


   「《女神メルディア・天生インストール》！」

   「《女神天生》！」

   


   黄金の光が走った。

   黄金的光芒闪过。

   高橋の背後に立つ緋月の頭上に王冠クラウンが戴いただき、その手に王剣ブレイドを握り、その右眼がん窩かに納まる王珠オーブが輝きを放ち、両の眼めが金色へと変わる。

   站在高桥背后的绯月头上戴上了王冠，手中握着王剑，右眼窝里的王珠散发出光芒，双眼变成了金色。

   禍福の女神、メルディアの力をその身に宿す降霊術、《女神メルディア・天生インストール》。

   降灵术《女神天生》，将祸福女神梅尔迪亚的力量寄宿于其身。

   「行くわよ……」

   「要上了……」

   ──女神の分霊を宿す者、緋月。

   ——寄宿着女神分灵之人，绯月。

   アルネス六大神の一ひと柱はしら、女神メルディアの依より代しろとなり、その力の一端を行使する力を持つこの世界で唯一の存在。

   阿尔内斯六大神之一，女神梅尔迪亚的附体，拥有行使其力量一部分的能力，是这个世界唯一的存在。

   魔法的、物理的法則、概念までも凌りょう駕がする力、神しん威い。メルディアのそれは、幸運と不運を自在に操る力。運命というダイスの目をいじるズルチート。

   凌驾于魔法、物理法则，甚至概念的力量，神威。梅尔迪亚的神威，是自由操纵幸运和不幸的力量。是操纵命运这颗骰子的作弊。

   理論的に可能性として起こりうる事象であるならば、それが０でない限り、運良く、あるいは運悪く、任意に事象として引き起こす事が可能となる。

   只要是理论上可能发生的事件，只要概率不是0，就可以任意地引发幸运或不幸的事件。

   「役立たずの我わたしが、唯一できる事なんだから……！」

   「这是无能的我唯一能做的事……！」

   金の星よりも尚なお光る金色の神威。

   比金星更加耀眼的金色神威。

   女神の黄金が、悪魔の金色を塗り潰さんばかりに燦さん然ぜんと輝く。

   女神的黄金，仿佛要将恶魔的金色抹去一般灿烂地闪耀。

   「悪魔風ふ情ぜいが、無礼であろう。その肉体からだは元々我わたしが授けたモノなのだ、容易たやすく触れて良いものではないぞ……！」

   「区区恶魔，真是无礼。那具肉体原本就是我赐予的，可不是能轻易触碰的东西……！」

   王冠クラウンと王珠オーブの輝きが最高潮へ達し、女神は王剣ブレイドを地面に突き立てる。

   王冠和王珠的光芒达到最高潮，女神将王剑刺入地面。

   女神の神威と、霊竄士エーテルハッカーの術式が同時に走った。

   女神的神威与灵窜士的术式同时发动。

   「頼んだわよ……！」

   「拜托了……！」

   「マキナ！」

   「玛姬娜！」

   お膳立ては済んだ。

   准备已经就绪。

   シルヴァルドが時間を稼ぎ。

   希瓦尔德争取了时间。

   ベルトールが接続し。

   贝尔多尔连接了灵魂。

   高橋と緋月によって状況は整えられた。

   高桥和绯月调整好了状况。

   そして、メイを一番良く知るマキナが《明星》から魂を引き剝がす。

   然后，最了解梅依的玛姬娜将灵魂从《明星》中剥离。

   「──帰ってきてよ！」

   「——回来吧！」

   魂まで届くように、マキナは叫ぶ。

   玛姬娜大喊，仿佛要将声音传到灵魂那里。

   彼女の名を、親友の名を呼ぶ。

   呼唤她的名字，呼唤挚友的名字。

   


   「メ──────────────────イ！」

   「梅——————————————————！」

   


   光が、弾はじけた。

   光芒迸发。

   


   ◆

   ◆

   


   「しかし……ベルトール様からメイの教育係を拝命しましたが……教育とは一体……？」

   「可是……贝尔多尔大人任命我负责教育梅依……但教育到底是什么……？」

   マキナは頭を悩ませていた。

   玛姬娜烦恼不已。

   教育とは何か、何からすればいいのか、そもそも教育とは何かという哲学。

   教育是什么？该从何教起？说到底，教育是什么？这是个哲学问题。

   [image: ]

   その様子を見ていたメイが言う。

   梅依见状说：

   「別に、必要ないと思う」

   「我觉得没必要。」

   「これからたくさんのヒトに会うのですから、今のままですとちょっと……」

   「今后会遇到很多人，照现在这样有点……」

   「会う必要を感じない」

   「我不觉得有必要见他们。」

   「いやいやそういうわけには……」

   「不不不，那可不行……」

   「マキナとベルトールがいればそれでいい」

   「有玛姬娜和贝尔多尔就够了。」

   メイの言葉は冷たく、棘とげがある。

   梅依的话冰冷而带刺。

   だが棘がありこそすれ、彼女自身に悪意があるわけではない。

   但尽管带刺，她本身并没有恶意。

   言うなれば産まれて間もない赤子のようなものだ。情緒というものがまだ発達していないのである。

   说起来，她就像刚出生不久的婴儿，情绪尚未发达。

   言葉に感情を乗せる術すべを知らないのだ。

   她不知道如何在话语中加入感情。

   「んー。まずはその言葉遣いをどうにかしなければなりませんが……見た目は可か愛わいらしいのですからお淑しとやかなお嬢様路線で」

   「嗯～首先得想办法改善你的遣词用字……不过你外表很可爱，就走端庄娴淑的大小姐路线吧。」

   「おしとやかなおじょうさま……？　わからない……」

   「端庄娴淑的大小姐……？我不懂……」

   「淑女というやつです」

   「就是所谓的淑女。」

   お淑やかなお嬢様や淑女という言葉の意味は理解できても、その概念の知識がないメイは、困ったような顔をする。

   即使明白端庄娴淑的大小姐和淑女的意思，但没有相关知识的梅依一脸困惑。

   御使いの時のおぼろげな記憶を辿たどるとパッと浮かんだのは女神メルディアだったが、高慢ちきで高飛車な女神はお淑やかとは真逆な存在だったので記憶から抹消する。

   她回溯起身为使徒时的模糊记忆，脑中浮现女神梅露蒂雅的身影，不过高傲又盛气凌人的女神跟端庄娴淑完全沾不上边，于是她将女神从记忆中抹消。

   「そもそも、いきなり沢山の事をやれと言われてもできない。簡単なものはないの？」

   「说起来，一下子要我做那么多事，我根本办不到。没有简单一点的吗？」

   「か、簡単なものですか……」

   「简、简单一点的吗……」

   マキナは暫しばし考え込む。

   玛姬娜沉思了一会儿。

   「あ、そうだ！」

   「啊，对了！」

   と、マキナは両手を合わせる。

   她双手一拍。

   その表情は眩まぶしい程に明るい。

   表情开朗得令人眩目。

   あるいはメイは、マキナのその表情に恋をしていたのかもしれない。

   或许梅依就是爱上了玛姬娜的这种表情。

   自分も彼女のように笑いたいと、そう思った。憧れていたのだ。

   她也想像玛姬娜一样笑，她憧憬着玛姬娜。

   「最初に覚える大事な事です」

   「这是最初要学的重要事情。」

   「何？」

   「什么事？」

   「感謝の言葉です！」

   「感谢的话语！」

   「感謝……」

   「感谢……」

   対人関係を円滑に進めるコミュニケーションの基本である。

   这是让人际关系圆滑进行的基本沟通技巧。

   知ってはいる。

   梅依知道。

   だがそれの有用性を実感できる経験がない。

   但她没有实际感受过其有用性。

   「別にマキナは私に対して感謝する事がないから、見本にならない」

   「玛姬娜对我没什么好感谢的，没办法示范。」

   「いいえ、ありますよ。私と出会ってくれてありがとう、メイ」

   「不，有哦。谢谢你遇见我，梅依。」

   マキナの言葉と、そして笑みは、受肉して麻ま痺ひしている彼女の感性に、確かな温ぬくもりを与えた。

   玛姬娜的话语和笑容，为她受肉后变得麻痹的感性带来了确切的温暖。

   だから真ま似ねてみる。

   所以她试着模仿。

   「マキナ」

   「玛姬娜。」

   ぎこちない笑顔。

   她露出僵硬的笑容。

   だけど目一杯の感謝の気持ちを込めて。

   不过，其中蕴含了满满的感谢之情。

   「ありがとう」

   「谢谢你。」

   


   ◆

   ◆

   


   ──やられた。

   ——被摆了一道。

   光の中で《明星》は理解していた。

   在光芒中，《明星》理解了。

   自分とメイの魂が引き剝がされた事を。

   自己和梅依的灵魂被剥离了。

   羽虫だと思っていたガキ二人。あの二人が鍵だった。

   原本以为只是小虫子的两个小鬼，那两人就是关键。

   いつでも殺せたはずなのに、妙な邪魔が入った。

   明明随时都能杀了他们，却莫名地受到妨碍。

   そして煌こう灼しゃく侯こうマキナ。

   还有煌灼侯玛姬娜。

   戦力としての価値しかないと思っていた女が、最後に自分からメイの魂を引き剝がした。黒こく竜りゅう侯こうと遊んでいないで、真っ先に滅ぼしておくべきだったのに。

   原本以为这个女人只有作为战力的价值，最后却主动剥离了梅依的灵魂。早知道就不该和黑龙侯玩，应该先消灭她才对。

   誤算。

   失算。

   「ふざけるな……」

   「开什么玩笑……」

   《明みょう星じょう》はわなわなと震え、恨み節を漏らす。

   《明星》浑身颤抖，吐出怨言。

   そしてそれは、どんどんと大きくなっていく。

   然后，声音越来越大。

   「ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるな！　このボクが負けるはずがない！糞くそ！　糞糞糞糞！　なんてこった霊素エーテルが薄い！　苦しい……魂が、肉体の形を保てない……消える！　ボクが消えてしまう！　助けて！」

   「开什么玩笑开什么玩笑开什么玩笑开什么玩笑！我怎么可能输！可恶！可恶可恶可恶可恶！怎么会这样，灵素好稀薄！好痛苦……灵魂、无法维持肉体的形状……要消失了！我会消失！救救我！」

   《明星》の身体からだにノイズが走り、その黒い翼も酷ひどく薄くなっている。

   《明星》的身体出现噪声，黑色羽翼也变得非常稀薄。

   悪魔とは元来、物理世界においては存在強度が低い存在だ。肉体を得ないとすぐに霊素エーテルに溶け込み、拡散してその情報を失ってしまう。

   恶魔原本就是存在强度低落于物理世界的存在。得不到肉体的话，就会立刻溶入灵素，扩散后失去情报。

   その為ためにメイの肉体と魂を取り込み、《明星》という存在を確立していたのだ。

   因此《明星》才要取得梅依的肉体与灵魂，确立《明星》这个存在。

   そのメイが引き剝がされた事で、存在強度が急激に低下。結果として、崩壊を招く。

   梅依被剥离后，存在强度急遽降低。就结果而论，招致了崩坏。

   悪魔の形が、崩れていく。

   恶魔的形体渐渐崩解。

   同時、渋谷市を覆っていた空が明滅するように薄れ、巨人の骨に支えられた天井が透けて見えてくる。

   同时，覆盖涩谷市的天空有如闪烁般变淡，可以看见巨人骨头支撑的天花板。

   「うう……！　痛い痛い痛い痛い……！　痛いよお！　星の力が入ってこない……！　星が消えてしまう……！　無敵の力が、無敵の星が……！」

   「呜呜……！好痛好痛好痛好痛……！好痛哦！星之力进不来……！星星要消失了……！无敌的力量、无敌的星星……！」

   《明星》は苦痛に喚わめき立たてる。

   《明星》痛苦地叫唤。

   状態は非常に悪いが、回復する手段はいくつかある。

   虽然状态极差，却有数种手段可以回复。

   だがそれはあくまで最後の手段だ。魂を分離された直後で不安定になっているだけで、時間が経たてば安定していく。星も戻ってくる。

   然而那些手段终究只是最后的手段。灵魂只是刚分离不久，所以变得不稳定，只要时间经过就会渐渐稳定，星星也会回来。

   もう一つ誤算があるとすれば。

   如果要说还有另一个失算的话。

   そんな時間などあるはずがないという所にまでは思考が回っていなかったという事だ。

   就是她没考虑到根本没那种时间。

   そこで聞こえた。

   此时，声音传入耳中。

   


   「私の身体で、情けない声出さないで」

   「不要用我的身体发出难听的声音。」

   


   続いて聞こえる、祈るような、囁ささやくような呪文の詠唱。

   接着传入耳中的是有如祈祷般，有如嗫语般的咒文咏唱。

   「《鳥の牙ヘメシス》《魚のさざめきテリア》《霜の声エグズキア》」

   「《鸟之牙》《鱼之呢喃》《霜之声音》。」

   魔法を発動する際に行われる工程の一つ。術式を構築している呪文を唱える事で、魔法という存在を確立し、発動の一助となる行為。

   这是发动魔法时的步骤之一。借由咏唱构筑术式的咒文，确立魔法的存在，以助于发动。

   無詠唱法を使うベルトール、竜魔法を使うシルヴァルド、魔法発動の為の補助装置であるファミリアを装着しているマキナ達。

   贝尔多尔使用无咏唱法，希瓦尔德使用龙魔法，玛姬娜等人则装备了法米利亚，那是发动魔法的辅助装置。

   彼らは詠唱する必要がない。

   他们不需要咏唱。

   今この場で、呪文に詠唱を必要とする人物。

   现在在场需要咏唱咒文的人——

   ──天てん忌き侯こう、メイ。

   ——天忌侯・梅依。

   感情を得た事で天より追放された堕天使。

   因获得感情而被天界放逐的堕天使。

   《コード：アオバ》によって《明星》の肉体からメイの魂を分離、《転輪の法メテノエル》の応用で肉体を再構成、マキナの記憶をベースに魂を定着させる事に成功。

   透过《代码：青羽》将梅依的灵魂从《明星》的肉体分离，应用《转轮法》重新构筑肉体，以玛姬娜的记忆为基础，成功让灵魂定着。

   二つに混ざりあった魂から、一つの魂を抜き出したのである。

   从混合在一起的灵魂中，抽出一个灵魂。

   メイは既に儀式動作によって魂こん魄ぱく兵装の軽けい装そう鎧よろいを喚よび出し、装備している。

   梅依已经透过仪式动作召唤出魂魄兵装的轻装铠，装备在身上。

   その眼めには闘志が──

   她的眼中充满斗志——

   「私の身体を使って、友達を傷つけた貴方あなたを許す事はないわ」

   「我不会原谅你，你用我的身体伤害了我的朋友。」

   ──いや冷たさを感じる程の殺意が宿っている。

   ——不，是令人感到冰冷的杀意。

   「や、やめろ！　そもそもボクがボクの身を守る為に戦って何が悪いんだよ！　仕方ないだろ！」

   「住、住手！我为了保护自己而战，有什么不对！我也是逼不得已的啊！」

   「仕方ない？　随分楽しそうだったみたいだけど？」

   「逼不得已？我看你好像很乐在其中呢。」

   「それは……受肉して舞い上がっちゃってたんだって！」

   「那是因为……我得到肉体，太兴奋了！」

   「ああ、もう喋しゃべらないで。どうでもいい、私の望みは一つだけ──できるだけ無様に死んで欲しい。それだけよ」

   「啊啊，别再说了。怎样都无所谓，我的愿望只有一个——希望你尽可能死得难看。就这样。」

   堕天使の魂から分離に成功し、親友と再会を喜ぶ暇すらなく、間髪入れずに《明星》へ攻撃を仕掛けた彼女の魔法が発動した。

   成功从堕天使的灵魂中分离出来后，梅依甚至没时间为了与挚友重逢而喜悦，立刻对《明星》发动攻击。

   「《月冴ゆり、ペイル・揺蕩う君へネセフ》」

   「《月色清冷，摇荡的你》。」

   《明星》の足元に魔法陣が出現。

   《明星》脚下出现魔法阵。

   「っ……！」

   「……！」

   咄とっ嗟さに防御の姿勢を取る。

   我立刻摆出防御姿势。

   足元から現れたのは天を衝つくように聳そびえる巨大な氷の柱。

   从脚下出现的，是直冲天际的巨大冰柱。

   否いな、最も早はやそれは氷山とでも形容したほうが正しいだろうそれが、《明星》の全身を包み込み、凍結させる。

   不，应该说冰山比较正确。冰山包覆住《明星》全身，将其冻结。

   メイは水や冷気の魔法を得意とする。

   梅依擅长水与寒气的魔法。

   そして今、メイが使った魔法は、魔力を使用して霊素エーテルから一瞬で熱を奪い、冷気へと変えて対象にぶつける魔法。

   而她现在使用的魔法，是利用魔力从灵素中瞬间夺走热能，将其转变为寒气，朝目标释放的魔法。

   奪った熱を活用する者がいる。

   有人活用了被夺走的热能。

   


   「《焼やく死し葬そう》！」

   「《烧死葬》！」

   


   赫かく々かくと煌きらめき、灼しゃく熱ねつに燃える髪の少女。

   少女的头发闪耀着灿烂的光辉，炽热燃烧。

   ──煌灼侯、マキナ。

   ——煌灼侯，玛姬娜。

   その手には巨大な火球。

   她手中握着巨大的火球。

   「散々やってくれましたね……！」

   「你竟敢把我们整得这么惨……！」

   メイが奪った熱を利用し、マキナが魔力によって火球を生成。

   玛姬娜利用梅依夺走的热能，以魔力制造出火球。

   それを全力で投とう擲てきした。

   接着全力投掷出去。

   ぶち殺してやるという殺意を込めて。

   带着要杀死我的杀意。

   着弾、爆発。

   火球命中目标，爆炸。

   六魔侯随一の魔力放出量を誇る煌灼侯が放った怒りの火球は、氷を一瞬にして蒸発させ、発生した火柱は《明星》を吞のみ込む。

   以六魔侯中魔力释放量最高为傲的煌灼侯所释放的愤怒火球，瞬间蒸发了冰柱，产生的火柱吞噬了《明星》。

   「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

   「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   激しい炎の中で、《明星》が絶叫を上げる。

   在猛烈的火焰中，《明星》发出惨叫。

   煌灼侯マキナと天忌侯メイ。

   煌灼侯玛姬娜与天忌侯梅依。

   炎と熱、水と冷気。

   炎与热，水与寒气。

   互いに不得手の、属性円の対極を互いに補完する二人。

   两人各自擅长的属性圆位于对角线，能够互补。

   六魔侯の中、対で運用される事の多かった二人だ。

   在六魔侯中，这两人经常被配对运用。

   「マキナとなら」

   「和玛姬娜一起的话。」

   「二人でなら」

   「两个人一起的话。」

   メイとマキナの声が重なる。

   梅依和玛姬娜的声音重叠。

   「誰にも負けない……！」

   「就不会输给任何人……！」

   爆煙の中、十二枚の翼が半壊した《明星》が後方へと退避する。

   在爆炸的烟雾中，十二枚翅膀半毁的《明星》退到后方。

   「ふ、ふざけんなよ……！　こっちは死にそうなのに追い打ちかけるような真似、ヒトの心はないのかよ……！」

   「开、开什么玩笑……！我快死了，你们还追上来补刀，你们没有人性吗……！」

   悪態をつきながら、《明星》は逃げる。

   《明星》一边咒骂一边逃跑。

   「ヒトの心じゃと？」

   「你说人性？」

   瞬速。《明星》の眼前に竜の尾ドラゴンテール。

   瞬间，龙尾出现在《明星》眼前。

   「あるはずがねーじゃろーがボケ！」

   「怎么可能有啊，蠢蛋！」

   ──黒竜侯、シルヴァルド。

   ——黑龙侯，希瓦尔德。

   竜と不死の再生力をもってしてもまだ彼女の傷は塞がっていない。

   即使拥有龙与不死的再生力，她的伤口依然没有愈合。

   最早戦闘不能だと思われた彼女を動かしているのは、戦意でも闘志でもない、ただただ殺意のみ。

   让她还能动的不是战意也不是斗志，只有杀意。

   少女の姿の伝説の黒竜が拳を引き、腰を深く落とす。

   少女模样的传说黑龙收起拳头，深深压低重心。

   そしてまっすぐに《明星》を突いた。

   然后笔直地冲向《明星》。

   「げぁっ……」

   「呃啊……」

   鳩尾みぞおちに竜の正拳突きが捻ねじ込まれる。

   心窝被龙的正拳打中。

   《明星》の身体がくの字に曲がり、前のめりになった顔面を横合いから殴りつける。

   《明星》的身体弯成ㄑ字形，脸往前倾，接着从旁殴打。

   「散々やってくれたのう……！」

   「你可真会给我找麻烦啊……！」

   シルヴァルドは上半身を左右に振りながら、無限の軌道を描いて連続して勢いの乗った拳を浴びせ続ける。

   希瓦尔德的上半身左右摇摆，连续挥出的拳击描绘出无限的轨迹，势如破竹。

   鬱憤を晴らすかのように、憤ふん怒ぬの形相と共にその拳には絶対にぶち殺してやるという意思が乗っている。

   他愤怒的神情中带着一股绝对要杀了对方的意志，仿佛要一扫心中的郁闷。

   


   「くたばれ！」

   「去死吧！」

   


   フィニッシュに回し蹴りを加えられ、《明星》が吹き飛んだ。

   最后补上一记回旋踢，《明星》被踢飞了出去。

   「ぐっ！」

   「唔！」

   地面に叩たたきつけられ、何度も転がり、ようやく停止する。

   《明星》重重摔在地上，滚了好几圈才终于停下来。

   「おえっ、げええ……！」

   「呕、恶恶……！」

   《明星》は逆流する胃液と共に血反吐ちへどを吐き出す。

   《明星》吐出鲜血，同时反胃呕吐。

   メイの肉体を元に受肉した以上、各器官は人間に準拠する。

   既然以梅依的肉体为基底受肉，各器官自然也与人类相同。

   禍まが々まがしくも神こう々ごうしい翼はへたれ、ハイロゥは罅割れ明滅し、身体は末端から崩壊しており、連続でダメージを受けた影響で、最早存在を保てる状態ではない。

   不祥而神圣的羽翼瘫软无力，海楼石铠甲出现裂痕，忽明忽暗，身体从末端开始崩解，连续受到伤害的影响，使他已无法维持存在。

   「あなたは……！」

   「你……！」

   「ここで！」

   「我要在这里！」

   「ぶち殺す！」

   「杀了你！」

   もう後一分もしないうちに消滅する《明星》目掛け、メイ、マキナ、シルヴァルドが、手を緩める事なく殺到する。

   梅依、玛姬娜、希瓦尔德毫不留情地杀向只剩不到一分钟就会消灭的《明星》。

   鬼気迫る、単純な殺意をぶつけられて《明星》は恐怖した。

   面对他们散发出的杀意，《明星》恐惧不已。

   「ボクに……近付くなあああああああああああああ！」

   「别靠近我啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   《明星》が払はらい除のけるように腕を振るう。

   《明星》挥动手臂，试图驱赶他们。

   「《あしのうみ》！」

   「《足之海》！」

   海が割れるような光波を放ち、三人を足止めする。

   他释放出宛如海水分开的光波，阻止三人前进。

   「くっ……！」

   「唔……！」

   死に体。

   已经没救了。

   消えゆく寸前の炎なれど、未いまだその強大な力は顕在。

   虽然火焰即将熄灭，但其强大的力量依旧存在。

   しかし、今の一撃で存在強度を大幅に減らしてしまった。

   然而，刚才那一击大幅削减了它的存在强度。

   まさに虫の息。

   简直奄奄一息。

   「悪魔どもおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

   「恶魔啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   《明みょう星じょう》が、吠ほえた。

   《明星》大吼。

   「ボクを助けろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

   「快来救我啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   


   ◆

   ◆

   


   渋谷市・セントラルタウン。

   涩谷市・中央区。

   《明星》の号令により、渋谷市の結界内──シティネット範囲内の空に動きがあった。

   在《明星》的号令下，涩谷市结界内——城市网络范围内的天空出现了动静。

   東の空に輝く一つ星を中心に、巨大な魔法陣が展開されたのだ。

   以在东方天空闪耀的一颗星为中心，展开了巨大的魔法阵。

   少女に襲いかかる悪魔を斬り伏せたグラムは空を見やる。

   古兰砍倒袭击少女的恶魔后，望向天空。

   「これは……」

   「这是……」

   巨大な魔法陣の出現は、一つの結果を齎もたらす。

   巨大魔法阵的出现，带来了某个结果。

   「悪魔が……消えていく……？」

   「恶魔……消失了……？」

   グラムと背中合わせでカバーしあっていた木きノの原はらが、手に持つ武装鍛造で作り出した刀を鞘さやに納めながら言った。

   与古兰背靠背掩护彼此的木之原，将手中以武装锻造制成的刀收进刀鞘，同时这么说道。

   木ノ原の言葉通り、それまで人々を襲っていた悪魔が、魔法陣が空に展開した瞬間に突然動きを止め、その身体からだが青い光の粒となって消えたからだ。

   正如木之原所说，原本袭击人们的恶魔，在魔法阵于天空展开的瞬间突然停止动作，身体化为蓝色光粒消失。

   渋谷市に、青い光が立ち上る。

   涩谷市升起蓝色光芒。

   それは無色透明であるはずの霊素エーテルが、視認できる程に高濃度である事を意味している。

   这表示本应无色透明的灵素，浓度高到肉眼可见。

   渋谷市の耐寒領域結界内、即すなわちシティネット範囲内に存在する悪魔が全て霊素エーテルへと変換されたのだ。

   存在于涩谷市的耐寒领域结界内，也就是城市网络范围内的恶魔，全都转换成了灵素。

   つまりはこれで、渋谷市の住民が悪魔によって受ける被害はなくなった事を意味する。

   换言之，这代表涩谷市的居民不会再受到恶魔的伤害。

   「……一体何が」

   「……到底发生了什么事？」

   「何だっていいさ。何があろうと、あいつが僕以外に負けるはずがないんだから」

   「是什么都无所谓。因为不管发生什么事，那家伙都不可能败给我以外的人。」

   勇者は笑う。

   勇者笑了。

   「僕達は、僕達のできる事をしよう」

   「我们就做我们能做的事吧。」

   


   ◆

   ◆

   


   「アハッ！」

   「啊哈！」

   東の空に輝く金色の星の下、喜びの声が上がる。

   在闪耀于东方天空的金色星辰之下，响起了喜悦的声音。

   「ハハハハハハハハハハハハハハ！」

   「哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   再生する。

   再生。

   翼が、四肢が、ハイロゥが。

   翅膀、四肢、海卢。

   新たに広がり、修復し、元に戻る。

   重新展开、修复、恢复原状。

   渋谷市に召喚された全ての悪魔を生いけ贄にえに、傲慢の魔王は復活を遂げたのである。

   以召唤至涩谷市的所有恶魔为祭品，傲慢的魔王成功复活了。

   だがこれは《明星》にとっても最後の手段である。

   然而，这对《明星》来说也是最后的手段。

   悪魔召喚アプリ《クラヴィキュラ》で契約を交わしているのは渋谷市の市民だけではない、悪魔もまた、召喚者あくまと悪魔みょうじょうの間で契約を交わしているのである。

   以恶魔召唤应用程序《克拉维丘》缔结契约的不只涩谷市的市民，恶魔也和召唤者之间缔结了契约。

   契約書クラヴィキュラにある一文、召喚者は契約の対価を悪魔に提供する義務があり、対価の内容は悪魔が決めるという趣旨の文言を逆手に取って、全ての悪魔を霊素エーテルにしたのである。

   契约书上有一条文，召唤者有义务向恶魔提供契约的代价，代价的内容由恶魔决定。《明星》反过来利用这条文，将所有恶魔都转换成了灵素。

   それは霊素エーテル精製儀式魔法機関である不死炉に非常に似ているが、受肉した霊的下位存在かつ《明星》と契約済みの悪魔に限定したものだ。

   这和灵素精制仪式魔法机关不死炉非常相似，但限定于受肉的低等灵魂存在，且和《明星》缔结契约的恶魔。

   召喚された悪魔全てを霊素エーテルと信仰へと変換した為ために、手持ちの悪魔はゼロ。自身の計画という観点から言うと、非常に遠のいたと言える。

   由于将召唤来的恶魔全数转换为灵素与信仰，手边的恶魔数量归零。从自身计划的观点来看，可以说离目标非常遥远。

   それでも、自身の消滅との天てん秤びんに掛けた時にどちらを取るかは明白であった。

   尽管如此，当与自身的消灭放在天秤上衡量时，该选择哪边自是不言自明。

   「退けぇ！蝿はえ共！」

   「退下！苍蝇们！」

   《明星》は黄金の波を周囲に放った。

   《明星》朝周围释放黄金波浪。

   「あっ……」

   「啊……」

   「くっ……」

   「呜……」

   「仕留めきれんかったか！」

   「没能收拾掉吗！」

   マキナ達三人は波によって吹き飛ばされ、再び距離ができる。

   玛姬娜三人被波浪吹飞，双方再度拉开距离。

   《明星》は翼と両腕を広げる。

   《明星》展开双翼与双手。

   自身の再誕を誇示するように。

   仿佛在夸耀自身的重生。

   「んーフフフフ……まあいい。悪魔どもを霊素エーテルに変換、更に信仰を確保……君達をぶち殺すには十分だ。悪魔は減ってしまったが、産めよ増やせよだ。また造ればいい」

   「嗯——呵呵呵呵……也罢。将恶魔转换为灵素，又确保了信仰……要宰了你们绰绰有余。虽然恶魔减少了，但要生养众多，遍满地面，再造就好。」

   《明星》に余裕の笑みが戻る。

   《明星》恢复从容的笑容。

   「《黒天極夜ベルストラ》！」

   「《黑天极夜》！」

   黒い風が弧を描く。

   黑风描绘出弧线。

   ＭＧの装甲すら斬り裂く、魂こん魄ぱく兵装の長刀による必殺の一撃。

   这是连MG装甲都能斩裂，以魂魄兵装长刀使出的必杀一击。

   「うわびっくりした」

   「呜哇，吓我一跳。」

   だがそれは《明星》の首筋に触れるものの、断ち切る事なく、傷つける事すらなく、刃やいばが止まっていた。

   然而刀刃虽然触及《明星》的脖子，却没能斩断，甚至没有伤到对方，停了下来。

   「惜しかったねえ、十秒前にこれができてたらボクを殺せてたのに。千載一遇のチャンスを逃しちゃったねえ。馬鹿だねえ、愚かだねえ」

   「真可惜啊，如果十秒前能做到这点，就能杀掉我了。你错失了千载难逢的机会呢。真笨啊，真蠢啊。」

   「先程まで無様に喚わめき立たてていた奴やつが、随分と強がるではないか」

   「刚才还难看地鬼吼鬼叫的家伙，现在倒是挺逞强的嘛。」

   「演出だよ。倒せそうな所から逆転されたほうが絶望するし、盛り上がるだろう？」

   「这是演出。在看似能打倒的时候被逆转，会更绝望，气氛也会更热烈吧？」

   「ゲームの話ならば賛同してやったのだがな」

   「如果是游戏的话，我还能赞同。」

   「ゲームさ。ボクにとってはね」

   「就是游戏啊。对我来说。」

   ベルトールは刃を引き、《明星》から距離を取る。

   贝尔多尔抽回刀刃，与《明星》拉开距离。

   「安心しなよ、すぐに人類を滅ぼすような真ま似ねはしないからさ。今はまだボク達が存在するには君達の想像力きょうふが必要だけど、受肉したボク達の数が増えれば自分達の想像力しんこうで自分達を増やす事ができるようになる。それまでは生かしておいてあげる。生贄にはいつだって羊が必要なんだから」

   「放心吧，我不会立刻做出毁灭人类的举动。现在我们还需要你们的想象力，但等受肉的我们数量增加后，就能靠自己的想象力增加自己了。在那之前我会让你们活下去的。因为活祭品总是需要羊的。」

   肉体が崩れかけていた先ほどまでとは違い、《明星》は完全に力を取り戻していた。

   跟肉体即将崩坏的先前不同，《明星》完全取回了力量。

   それは霊素エーテル濃度により存在の拡散を防ぎ、悪魔の魂を完全には分解しない事で信仰力を確保した為だ。

   这是借由灵素浓度防止存在扩散，不让恶魔之魂完全分解，借此确保信仰力的缘故。

   ヒトの無意識下の結晶たる大悪魔、《明星》の魔導技術力は、現在人類の一歩先を行っている。

   大恶魔《明星》是人类无意识下的结晶，其魔导技术力目前领先人类一步。

   その術式を理解できる者は、この地球上に存在しない。

   能理解其术式的人，不存在于这个地球上。

   


   「へー……悪魔を霊素エーテルに変換した上で信仰力も確保してあるんだ……」

   「哦……将恶魔转换为灵素，还确保了信仰力啊……」

   


   ただ一人を除いては。

   除了一个人以外。

   ──霊竄士エーテルハッカー、高たか橋はし。

   ——灵窜士，高桥。

   ファミリア登場時から、人類総魔法使い化が起きた。その中では魔法使いとしては凡庸窮きわまる。保有魔力容量、放出魔力量、生成魔力量、どれも平均以下だ。

   自从法米利亚登场后，人类全体都变成了魔法师。在那之中，她作为魔法师可谓平庸至极。保有魔力容量、放出魔力量、生成魔力量，每一项都在平均以下。

   だがエーテルネットワークと現代のパッケージ化された魔法を読み取る事に対しては非常に高い適性を持ち、魔法使いとしての新たな形──霊竄士エーテルハッカーとしては超一流の凄腕ウィザードと言っても差し支えない。

   然而她却对乙太网络与现代的封装魔法有着极高的适应性，作为魔法师的新形态——灵窜士，她可以说是超一流的高手。

   悪魔召喚がアプリケーションとしてパッケージ化されている事、結界に見立てているのがシティネットだという事、そして目の前で《明星》がシティネットを通じて悪魔に対しハックを行っていたのを見ていたという三点

   恶魔召唤被封装成应用程序，结界被视作城市网络，以及她亲眼目睹《明星》透过城市网络对恶魔进行骇客行为。

   類い稀まれな才能を持つこの若者が、今この瞬間、その才能を更に一段上へと昇華させた。

   拥有稀世才能的这名年轻人，在这个瞬间，让才能更上一层楼。

   ２０９９年現在、この時を以もって霊竄士エーテルハッカーは二種類に分けられた。

   2099年现在，灵窜士被分为两种。

   彼女と、それ以外に。

   她，以及其他人。

   「──あー、今日のあたしちゃんめっちゃ冴さえてるわ」

   「——啊——今天的我超级敏锐呢。」

   霊素エーテルを通じた悪魔とそれに近しい存在との二度の接触。そこに高濃度霊素エーテル下による一種の霊素エーテル酔いという条件が重なり、これまでベルトール達と出会ってから普通の霊竄士エーテルハッカーでは得られなかった経験値がここで開花し、高橋を所謂いわゆる〝ゾーン〟の状態へと誘いざなった。

   透过灵素与恶魔以及其近似存在接触了两次，再加上高浓度灵素下引发的一种灵素醉，至今为止与贝尔多尔等人相遇后，普通灵窜士无法获得的经验值在此开花结果，将高桥引诱至所谓「ZONE」的状态。

   瞳孔が完全に開き、しかし極めて冷静に頭の中で術式が駆け回る。

   瞳孔完全放大，但是脑中却极为冷静地运转着术式。

   現在のシティネット内の各種ステータスを表示するウィンドウを展開しては消していき、その全ての情報を彼女の持つ人造精霊を使って精査する。

   她展开显示现在城市网络内各种状态的视窗，然后又关闭，使用她拥有的人造精灵仔细检查所有情报。

   霊竄術エーテルハックとは術式構築の基礎的な知識量や、それを応用する柔軟性は必須。

   灵窜术需要构筑术式的基础知识量，以及应用的柔软性。

   だがそれは最低限の話だ。

   但那是最低限度。

   彼女の才能を支えるのは、術式をリアルタイムで臨機応変に書き換えるという、思考の瞬発力。

   支撑她才能的是，即时临机应变改写术式的思考爆发力。

   それと──経験値効率の良さ。

   还有——经验值效率之高。

   霊竄士エーテルハッカーとして、他に類を見ない経験をし、それをフィードバックして次へと活いかす事に対する効率が非常に良いのである。

   身为灵窜士，她拥有无与伦比的经验，将其回馈活用在下一次的效率非常好。

   高橋は横浜市の戦いにおいて、機神をハックし、霊素エーテルとなり指向を定められた信仰に直接触れている。

   高桥在横滨市的战斗中，骇入机神，直接接触了成为灵素，被赋予方向的信仰。

   横浜市の人造人間ホムンクルス達の魂の組成は霊的下位存在、悪魔に近い。

   横滨市的人造人灵魂组成是灵的低阶存在，近似恶魔。

   そして悪魔召喚アプリ、《クラヴィキュラ》を解析した事によって、悪魔という存在について、知識だけではなく肌感覚で理解していた。

   然后借由解析恶魔召唤应用程序《克拉维斯》，她对恶魔这种存在，不只是知识，也以感觉理解了。

   横浜市での無力感が、高橋を間違いなく強くしていたのだ。

   在横滨市的无力感，毫无疑问地让高桥变强了。

   高橋はいくつものウィンドウを展開。《クラヴィキュラ》の構造は解析済み。クラック、リアルタイムで改かい竄ざんする。

   高桥展开好几个视窗。《克拉维斯》的构造已经解析完毕。她即时窜改。

   「あははははははははははは！」

   「啊哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   彼女の意思とは無関係に、笑い声が漏れ出す。

   不顾她的意志，笑声从口中漏出。

   アドレナリンが大量に分泌し、心拍数と血圧が上昇。毛細血管が破裂して鼻から血が滴したたるが、一切意に介さない。

   肾上腺素大量分泌，心跳数和血压上升。毛细血管破裂，鼻血滴落，但她毫不在意。

   女神の神しん威いを使った反動で、隣で完全に伸びている緋ひ月づきの姿も今は目に入っていない。

   使用女神的神威的反作用力，让绯月在她身旁完全瘫软，但如今她也毫不在意。

   「あー渋谷市のシティネットを結界の内と外で隔てる領域の役割として仮定してるんだシティネット内に悪魔を巡らせて回転させて信仰力を増幅させてるでもこれなら父祖のがいくらかいいもん作ってたわでも魂に関する部分は流石さすがってとこか」

   「啊——假设涩谷市的市内网络是隔开结界内外的领域，让恶魔在市内网络中循环，增幅信仰力，不过这样的话，祖先们也做得更好啊，不过关于灵魂的部分，还是得说不愧是他们吧」

   このアプリは悪魔と使用者の魂を繫つなげる。

   这个应用程序将恶魔和使用者的灵魂连接起来。

   現在霊素エーテルと化した悪魔達の全ての信仰は、《明みょう星じょう》に向けられている。

   现在化为灵素的恶魔们的全部信仰，都向着《明星》。

   高橋は、《クラヴィキュラ》を改竄。

   高桥窜改了《克拉维库拉》。

   川の水を引くように、《明星》から信仰を別の対象にも引っ張る。

   就像引水一样，从《明星》将信仰引向其他对象。

   「やっちゃえ、ベルちゃん」

   「上吧，小贝尔」

   ３Ｄキーボードの実行キーを押した。

   她按下3D键盘的执行键。

   脳に強烈な負荷が掛かった影響で、高橋は意識を失いその場に倒れ込む。

   由于对大脑施加了强烈的负荷，高桥失去意识，当场倒下。

   


   「──よくやった、異能の魔導師よ」

   「——干得好，异能的魔导师啊」

   


   《明星》以外の、一人の人物に信仰が流れ込んだ。

   信仰流入了《明星》以外的一个人物。

   「条件は整った」

   「条件齐备了」

   その人物こそ。

   那个人物正是。

   ──魔王、ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。

   ——魔王，贝尔多尔・贝尔维德・贝尔修瓦尔兹。

   球形の闇が魔王の身体からだを覆った。

   球形的黑暗覆盖了魔王的身体。

   程なくして闇が少しずつ、鱗うろこが削そぎ落ちるように剝がれていく。

   不久，黑暗就像鳞片剥落一样，一点点地剥落。

   そこから現れたのは、一体の異形の姿であった。

   从那里出现的，是一只异形。

   捻じくれた二本の角を戴いただく竜の頭蓋を頭部とし、闇が滲にじんだかのような漆黒の片刃の魔剣を持ち、同色の外がい套とうに身を包んだ巨大な異形。

   头部是长着两根扭曲的角的龙的头盖骨，拿着像是渗出黑暗的漆黑单刃魔剑，穿着同色外套的巨大异形。

   天を穿うがつような二本の角、竜の頭蓋の眼がん窩かには赤い光が妖しく灯ともる。

   仿佛要刺穿天空的两根角，龙的头盖骨的眼窝里闪烁着妖异的红光。

   影を滲ませたようなその体たい軀くは瘦せ細り、節くれだっている。

   仿佛渗出影子的躯体瘦削，关节突出。

   身体を包む外套は、闇を剝ぎ取って仕立てたようで、背後に翼のように広がっている。

   包裹身体的外套，仿佛是从黑暗中剥下制作而成的，像翅膀一样在背后展开。

   全高にして五メートルを超える巨体。

   全高超过五米的巨体。

   手に持つ魔剣も、魔王の存在の増大に比例して巨大になっている。

   手上的魔剑也随着魔王的存在增大而变得巨大。

   魔王ベルトール、第二の形態。

   魔王贝尔多尔，第二形态。

   その姿になった際、各種出力ステータスの上昇以外に、ある副次効果を持つ。

   变成这个姿态的时候，除了各种输出的上升以外，还具有某种次要效果。

   それはベルトールが負っていたダメージや失った魔力の全回復。

   那就是贝尔多尔所受的伤害和失去的魔力全部恢复。

   つまりは──いくら通常形態のベルトールが消耗していたとしても、この形態になった時点で万全かつ出力が大幅に上昇したベルトールと連戦しなくてはならないのである。

   也就是说——不管通常形态的贝尔多尔消耗了多少，变成这个形态的时候，就必须和万全状态且输出大幅上升的贝尔多尔连续战斗。

   「な、なんだその姿は……ボクは知らない……そんなの、ボクは知らないぞ！」

   「那、那是什么样子……我不知道……那种东西，我不知道啊！」

   《明星》は見上げる。

   《明星》抬头仰望。

   身の丈以上に、魔王の全身から放たれる圧倒的威圧感が、天を衝つく程の大きさに感じさせていた。

   魔王全身释放出的压倒性压迫感，让《明星》感觉比自己的身高还要高，仿佛要冲破天际。

   「当然であろう」

   「这是当然的。」

   臓ぞう腑ふにまで響き渡るような声。

   那是仿佛能响彻五脏六腑的声音。

   「この形態すがたを知る者は少ない。全知全能の対義であれば尚なお更さらであろう。我が玉体の拝謁する栄誉を誇るがよい」

   「知道这个形态的人很少。若是全知全能的对义者，就更不用说了。为能拜谒吾之玉体而自豪吧。」

   ベルトールが腕を伸ばす。

   贝尔多尔伸出手臂。

   「死ぬ事を許す」

   「我允许你去死。」

   次の瞬間。

   下一个瞬间。

   炎の柱が、《明星》の全身を包んだ。

   火柱包围了《明星》的全身。

   何の予備動作もなく、何の予兆もなく。

   没有任何预备动作，没有任何预兆。

   魔法が発動するまでに、必要な工程は五つ。

   发动魔法需要五个步骤。

   起動、構築、展開、詠唱、宣言。

   启动、构筑、展开、咏唱、宣言。

   現在はファミリアという補助デバイスによって省略される工程が存在するが、最初の工程である起動と、最後の工程である宣言だけは省略不可能であるとされていた。

   虽然现在有借由法米利亚这个辅助装置而省略的步骤，但最初的步骤启动和最后的步骤宣言，一般认为是无法省略的。

   だが魔王ベルトールは、第二形態になっている間だけ、人類の叡えい智ちを凌りょう駕がし、魔名の宣言を省略する技法を確立したのだ。

   但是魔王贝尔多尔在变成第二形态的期间，凌驾了人类的睿智，确立了省略魔名宣言的技法。

   それでも。

   即使如此。

   「ハッ」

   「哈！」

   魔王ベルトール第二形態の出力から繰り出される不意の一撃を受けて尚なお。

   即使受到魔王贝尔多尔第二形态的输出所使出的出其不意的一击。

   「ハハハ！」

   「哈哈哈！」

   曙あけぼのに輝く星は、未いまだ顕在であった。

   闪耀于黎明的星辰，依然存在。

   「ハッハハハハハハハハハ！」

   「哈哈哈哈哈哈哈哈哈哈！」

   残り火を纏まといながら、堕天使が姿を現す。

   堕天使缠绕着余火现身。

   その身には一切の傷はなく、金色の光がうっすらと全身を包んでいる。

   其身上没有任何伤痕，金色的光芒淡淡地包围全身。

   「無駄なんだよ！」

   「没用的！」

   勝利を確信した悪魔が笑う。

   确信胜利的恶魔笑了。

   「そんな姿になった所でなあ！　お前達はボクに勝てないんだよ！　バ─────カ！」

   「就算变成那种模样！你们还是赢不了我！笨——————蛋！」

   「案ずるな」

   「别担心。」

   「……何？」

   「……什么？」

   「今のは単なる余興に過ぎん。其方そなたの無敵の、その絡から繰くりは既に暴いた」

   「刚才的只不过是余兴节目。你那无敌的机关已经被我看穿了」

   「強がるなよ……！　お前にわかるはずが──」

   「别逞强了……！你不可能明白——」

   「星だ」

   「是星星」

   ベルトールは枯れ木のような腕を天に伸ばし、指を立てた。

   贝尔多尔将枯木般的手臂伸向天空，竖起手指。

   その先にあるのは永えい劫ごうの夜明け前。

   指尖所指的，是永劫的黎明前。

   東の空に輝く星だ。

   在东方天空闪耀的星星。

   「明けの〝《明星》〟、東に煌きらめくそれはアースでいう金星の事──そしてその名を冠する其方そなたとあの星が結びついているのは自明の理だ」

   「破晓的『《明星》』，在东方闪耀的那颗星，就是亚斯所说的金星——而冠以那个名字的你和那颗星星之间有所联系，这是不言自明的道理」

   「……」

   「……」

   「これみよがしにこの結界の空に浮かべているあれが其方そなたの力の源である事は想像に難かたくない。事実、結界の効力が薄れた際には手て酷ひどくダメージを受けていたからな」

   「那颗星星得意洋洋地浮在结界天空中，不难想象那就是你的力量来源。事实上，结界效力减弱的时候，你受到了严重的伤害」

   「仮に……君の答えが正解だったと仮定しよう」

   「假设……假设你的回答是正确的」

   ベルトールの推察は正しい。

   贝尔多尔的推测是正确的。

   《明星》の無敵を担保しているのはあの輝く金の星である。

   《明星》的无敌是那颗闪耀的金色星星所担保的。

   シティネットを利用した結界の効果により、あの星が輝いている限り、《明星》への攻撃は全て無効化される。

   通过利用城市网络的结界效果，只要那颗星星还在闪耀，《明星》所受到的攻击就会全部无效化。

   「それでどうする？　この結界の空はボクの創り出した疑似宇宙。縮尺も一緒だ。あの星まで物理的な距離にして数千万キロはある。そうだね、ロケットで金星まで行って星を爆発させてみる？　それも面白そうだ！　あはは！　どうする？　どうするどうするどうする？　どうするんだよベルトール！」

   「所以你要怎么办？这个结界天空是我创造的模拟宇宙，比例也一样。那颗星星和你之间有几千万公里的物理距离。对了，你要不要搭火箭去金星，把星星炸掉看看？好像也挺有趣的！啊哈哈！你要怎么办？怎么办怎么办怎么办？你要怎么办啊贝尔多尔！」

   《明星》は自らの無敵を確信している。

   《明星》确信自己是无敌的。

   それ故の余裕だ。

   所以才这么游刃有余。

   「これこそがボクの結界魔法《廃棄マスプロダ楽園クトエデン》。渋谷市を覆うシティネットを利用した宇宙さえ創り出す結界。いずれエーテルネットワークすら掌握し、全世界をこの結界で包み込む！　君達をぶち滅ぼした後でなぁ！」

   「这就是我的结界魔法《废弃乐园》。利用覆盖涩谷市的城市网络创造宇宙的结界。总有一天我会连乙太网络都掌握，用这个结界包覆全世界！在消灭你们之后！」

   「戯たわけ」

   「蠢货。」

   冷たく、魔王が言い放つ。

   魔王冷酷地说道。

   「あの星の輝きさえ消し去れば、其方そなたの無敵はなくなるというのに。よくそこまで余裕でいられるな」

   「只要那颗星星的光辉消失，你的无敌就会消失。亏你还能这么游刃有余。」

   「だからそれをど────やったらできるかって訊きいてんだよ間抜け！」

   「所以我才问你————要怎么做才能办到啊，蠢蛋！」

   「では終わらせてやろう。この遊戯を」

   「那么，就让我结束这场游戏吧。」

   ベルトールの体内の魔力が起動し、術式を構築して巨大で緻密な紋様が描かれた円形の魔法陣が展開される。

   贝尔多尔体内魔力启动，构筑术式，展开描绘出巨大且精致纹路的圆形魔法阵。

   そして無宣言法により、一つの魔法が発動した。

   接着他以无宣告法发动一个魔法。

   陣から光の柱が伸び、天に魔法陣が転写される。

   魔法阵从阵中伸出光柱，将魔法阵转印至天空。

   その魔名は。

   那个魔名是——

   


   「《全天傅けエル・ストナ》……」

   「《全天奉》……」

   


   マキナが、その魔法の名を呟つぶやいた。

   玛姬娜低喃那个魔法的名字。

   それは統合暦２０９９年に復活した際、ベルトールが初めて自分で使った魔法。

   那是贝尔多尔在统合历2099年复活时，第一次自己使用的魔法。

   天候を操る魔法である。

   是操纵天候的魔法。

   信仰力の低下で効果が低く、五百年後の環境の変化に対応できなかった敗北の象徴。

   由于信仰力低下，效果低落，无法对应五百年后的环境变化，是败北的象征。

   「ああ成程！　天候操作魔法か！　目の付け所はいい！　だけど何をしようと無駄だよ！　ボクの結界はボクが創り出した世界！　そこにあってそこにはない！　現実の空じゃないんだからいじれないよ！　残念だったねえ！」

   「啊啊原来如此！是操纵天候的魔法吗！着眼点不错！但是不管做什么都没用！我的结界是我创造的世界！在那里又不在那里！不是现实的天空，所以无法干涉！真遗憾啊！」

   《明星》の言う通り、雲ひとつない結界内の空は現実の空ではない。

   《明星》说得没错，结界内万里无云的天空不是现实的天空。

   結界内の天も、その先も、《明星》が設定した見せかけ──同一の縮尺を持つ仮想の空そらと宇宙そら。

   结界内的天空，以及天空的另一端，都是《明星》设定的假象——拥有相同比例尺的虚拟天空与宇宙。

   夜明け前に固定されたその空には、通常の天候操作では、雲を発生させる事もできない。

   在黎明前被固定的天空，无法用一般的天候操作产生云。

   だが、しかし。

   但是，然而。

   


   「え……？噓うそ……？　なんで……？」

   「咦……？骗人……？为什么……？」

   


   澄み渡る夜明け前の空に、存在しないはずの雲が発生した。

   在黎明前的澄澈天空中，产生了不应该存在的云。

   「この結界内の空に天候の概念はない……雲ひとつ存在できない！　なのになんで……」

   「这个结界内的天空没有天候的概念……连一片云都不存在！可是为什么……」

   呆ぼう然ぜんと、驚きょう愕がくの表情のまま空を見上げる。

   《明星》一脸惊愕地仰望天空。

   雲はどんどん厚みを増し、広がっていく。

   云层越来越厚，逐渐扩散。

   瑠璃色の空に、黒の闇が広がっていく。

   琉璃色的天空，被黑暗逐渐覆盖。

   「余の《全天傅けエル・ストナ》は通常の天候操作魔法ではない」

   「余的《全天奉》不是一般的天候操作魔法。」

   竜の頭蓋が音を発する。

   龙的头盖发出声音。
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   「空という概念を書き換える大魔法。それは如い何か物ものの空であっても、空と定義されているのであれば書き換える事ができる」

   「是改写天空这个概念的大魔法。不管是什么样的天空，只要定义为天空，余就能改写。」

   魔王が一歩歩みを進める。

   魔王迈步前进。

   茜あかね色いろに染まった、夕焼けの空へと変わる。

   天空染上茜色，变成晚霞。

   「そんな……ズルだろそんなの……」

   「怎么会……这样太狡猾了吧……」

   魔王が更に一歩歩みを進める。

   魔王继续迈步前进。

   オーロラの輝く星空へと変わる。

   天空变成极光闪耀的星空。

   「そう嘆くな、擬似宇宙を構築する程のこの結界は妙みょう々みょうたるものだ。余もこの姿でなければ、書き換えのできない程の代物、驚嘆に値する」

   「别这样哀叹，这个结界甚至能构筑出拟似宇宙，真是奇妙。如果不是余这个姿态，就无法改写，值得惊叹。」

   瞬まばたきをする度に極夜が、白びゃく夜やが、雲ひとつない青空が広がり、急に雨が降り出し、雷が天を駆ける。

   每眨一次眼，就会出现极夜、白夜、万里无云的蓝天，突然下起雨，雷电交加。

   これが彼の真なる天を変える魔法。

   这就是他真正的改变天候魔法。

   天候操作をする魔法は、古来為政者がその王威を示す手段として使われていた。

   操作天候的魔法，自古以来就被为政者用来展现王威。

   この世界は自分のものであると下々に理解させる為に。

   为了让百姓理解这个世界是属于自己的。

   《明みょう星じょう》の創り出した世界、その天を変えられ、象徴たる星を隠されたという事は、誰がこの場の支配者であるのかを明確に示していた。

   《明星》创造的世界，其天候被改变，象征的星星被隐藏，明确地表示出谁才是这个场合的支配者。

   空の全てを分厚い雲が覆った。

   天空被厚厚的云层覆盖。

   輝く星の光が消え、漆黒の闇が世界に帳とばりを下ろす。

   闪耀的星光消失，漆黑的黑暗为世界拉下帘幕。

   それは見慣れた２０９９年の空。

   那是2099年看惯的天空。

   明けることのない、星を鎖とざす黒だ。

   永不破晓，锁住星星的黑。

   その星の輝きが地に届かなくなった時、《明星》の無敵は失われるのである。

   当星星的光辉无法抵达地面时，《明星》就会失去无敌。

   「あ……ああ……」

   「啊……啊啊……」

   星の見えなくなった仮想の空を見上げ、《明星》は今度こそ絶望の声を漏らす。

   仰望着看不见星星的虚拟天空，《明星》这次发出了绝望的声音。

   「やめて！　やめてよ！　ごめんてえ！　メイの身体からだは返したんだからボクを殺す必要ないだろ？　ね？　ね？」

   「住手！住手啊！对不起！我把梅依的身体还给你了，没必要杀我吧？对吧？对吧？」

   「否いな」

   「否。」

   「なんでえ!?」

   「为什么！？」

   闇の下で魔王が迫る。

   魔王在黑暗中逼近。

   ゆっくりと、一歩ずつ。

   慢慢地，一步又一步。

   その手に巨大な剣を携えて。

   手中握着巨大的剑。

   「いやだ……死にたくない……」

   「不要……我不想死……」

   悪魔は恐怖に怯おびえる声を漏らす。

   恶魔发出恐惧的颤抖声。

   それは、信仰力としてベルトールの力となる。

   那声音化为信仰力，成为贝尔多尔的力量。

   「そ、そうだ！　取引をしようベルトール！　ボクと君なら世界を牛ぎゅう耳じれる！　君の望みも達成される！」

   「对、对了！我们来做个交易吧，贝尔多尔！我和你联手的话，就能掌控世界！你的愿望也能实现！」

   「取引だと？」

   「交易？」

   魔王が悪魔の言葉を一笑に付した。

   魔王对恶魔的话一笑置之。

   「笑わせる、悪魔風ふ情ぜいが、魔王と取引だと？　それに余は悪魔の手を借りずとも、自身の力で宿願を達成しよう」

   「笑死人了，区区恶魔，竟敢和魔王做交易？而且就算不借助恶魔的力量，余也能凭自己的力量达成夙愿。」

   「あ、ああ……あああ……なんで、ボクはただ生きていたいだけなのに……」

   「啊、啊啊……啊啊啊……为什么，我只是想活下去而已啊……」

   「理解は示そう、納得もしよう。生を享うけた以上、それを求むるは自然な事だ」

   「余能理解，也能接受。既然生而为人，追求生存是自然的。」

   「……じゃあ赦ゆるしてくれるの？」

   「……那你愿意原谅我吗？」

   「阿あ呆ほうが」

   「蠢货。」

   「え？」

   「咦？」

   「我が臣下に、朋ほう友ゆうに手をかけ、無む辜この民を傷付けた。己が生きたいという欲求で、他者を害する者が、どうして赦されようか」

   「你对余的臣子、朋友下手，伤害了无辜的百姓。为了自己的生存欲望而加害他人的人，为何要被原谅？」

   「なんでだよ！　謝ったならその七回の七十倍は赦せよッッッ！」

   「为什么啊！既然都道歉了，就该原谅七次乘以七十次啊！」

   「赦しを乞うのならば相手が悪かったな、其方そなたの前にいるのは──」

   「想乞求原谅的话，你找错对象了。在你面前的是——」

   冷厳に告げる。

   魔王冷酷地宣告。

   


   「魔王ベルトール゠ベルベット・ベールシュバルト。即すなわち──余であるぞ」

   「魔王贝尔多尔・贝尔维德・贝尔修瓦尔兹。也就是——余。」

   


   魔王が漆黒の大剣を振り上げた。

   魔王举起漆黑的大剑。

   「ご、ごめんなしゃ……」

   「对、对不……」

   悪魔が魔王を見上げ、謝罪の言葉を絞り出す。

   恶魔仰望魔王，挤出谢罪的话语。

   「然さらばだ、異界の魔王よ。其方そなたは実に強かった」

   「那么，异界魔王啊。你确实很强。」

   「いやだあああああああああああああああああああああああああああああ！」

   「不要啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   一いっ閃せん。

   一闪。

   上段からの一撃で、星による無敵を失った《明星》が左右に両断される。

   魔王从上段挥出的一击，将失去星星的无敌能力的《明星》一刀两断。

   あっけなく。

   轻而易举。

   星の名を持つ悪魔は金色の光の粒となって消滅した。

   拥有星星之名的恶魔化为金色光粒，消失殆尽。

   


   ◆

   ◆

   


   傲慢にして憤ふん怒ぬの魔王が消え去り、偽りの空も消える。

   傲慢与愤怒的魔王消失，虚假的天空也消失了。

   同時、渋谷市のシティネット内に残留していた悪魔達も主を失い消滅する。

   同时，残留在涩谷市城域网内的恶魔们也失去主人，消失无踪。

   悪魔を利用して一時的にブーストしていた信仰力を失い、メイの主であるベルトールの姿も元に戻った。

   失去利用恶魔暂时提升的信仰力，梅依的主人贝尔多尔也恢复原状。

   「……」

   「……」

   頭上には巨人の骨、地下都市ジオフロントの天井。

   头上是巨人之骨，地下都市的天花板。

   金色の光が降り注ぐ。

   金色的光芒倾注而下。

   その下で、メイは己に肉体が戻った事を実感していた。

   在光芒之下，梅依切实感受到自己的肉体回来了。

   助けてもらったのだと。

   自己被救了。

   救ってもらったのだと。

   自己被拯救了。

   「みんな……」

   「大家……」

   笑顔を作ろうと思った。

   她想露出笑容。

   笑顔で、感謝の言葉を送ろうと思った。

   想带着笑容，说出感谢的话语。

   挨拶と感謝は対人関係の基礎、コミュニケーションの基本。

   打招呼和感谢是人际关系的基础，沟通的基本。

   昔からの大好きなヒト達と、新しい大好きなヒト達に。

   向以前就很喜欢的人们，以及新喜欢上的人们。

   「あっ……」

   「啊……」

   しゃくりあげる。

   她抽抽噎噎地哭了起来。

   「うっ、えぅ……」

   「呜、呜……」

   嗚お咽えつが漏れる。

   发出呜咽声。

   「うわあああああああああああん！」

   「呜哇啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！」

   それは産うぶ声ごえだ。

   那是诞生的哭声。

   魔王ベルトールがいる、黒こく竜りゅう侯こうシルヴァルドがいる、高たか橋はしと緋ひ月づきもいる。

   魔王贝尔多尔、黑龙侯希瓦尔德、高桥和绯月都在。

   そして──煌こう灼しゃく侯こうマキナ。

   还有——煌灼侯玛姬娜。

   安あん堵どした笑みを浮かべて、泣きじゃくるメイを抱きしめる。

   他露出安心的笑容，紧紧抱住哭个不停的梅依。

   「メイ」

   「梅依。」

   慈愛に満ちた声。

   声音充满慈爱。

   「約束、守ってくれましたね」

   「你遵守了约定呢。」

   マキナのその目には、涙が浮かんでいる。

   玛姬娜的眼中泛起泪光。

   「おかえり」

   「欢迎回来。」

   ただそれだけ言って、一層強く抱きしめた。

   他只说了这句话，然后更加用力地抱紧梅依。

   散々泣いて、泣なき止やんだメイは顔を上げた。

   梅依哭得唏哩哗啦，哭完后抬起头。

   


   「ありがとう、みんな」

   「谢谢大家。」

   


   それは感謝の言葉、再誕の言葉だ。

   那是感谢的话语，也是重生的话语。

   「其方そなたが無事に戻ってきた、それだけで十分だ」

   「你平安回来了，这样就够了。」

   「そうじゃな……儂わしは誰も喪うしなわれず……メイが無事に戻ってきた以外に他なんもいらんわほんと……」

   「是啊……老夫只要没有失去任何人……梅依平安回来就够了，真的……」

   ベルトールとシルヴァルドが、しみじみと言う。

   贝尔多尔和希瓦尔德感慨地说。

   「おかえり、メイ」

   「欢迎回来，梅依。」

   「いやー一時はどうなる事かと思ったけどよかったよかった」

   「哎呀～一时之间我还担心会怎么样，真是太好了。」

   ほぼ同時に意識を取り戻していた緋月と高橋が、くしゃくしゃのへとへとになりながら、笑みを浮かべる。

   几乎同时恢复意识的绯月和高桥，尽管哭得唏哩哗啦、精疲力尽，脸上仍浮现笑容。

   あたたかい言葉。

   温暖的话语。

   あたたかいヒト達。

   温暖的人们。

   きっとここが、このヒト達が、自分の新しい居場所なのだと、メイは理解したのだ。

   梅依明白，这里、这些人，一定就是自己新的容身之处。

   視線を向ける。

   她将视线投向那边。

   「……」

   「……」

   少し離れた所で継つぎ接はぎの少年ゼノールが、破損して打ち捨てられたバイザーを拾い上げていた。

   在稍远处，缝缝补补的少年泽诺尔捡起了破损的护目镜。

   それはメイの身体を制御していた《天使アンゼ》が着けていたものだ。

   那是控制梅依身体的「天使」所戴的护目镜。

   悲しげな眼めをして、ゼノールはバイザーを見つめている。

   泽诺尔以悲伤的眼神凝视着护目镜。

   「ねえ」

   「欸。」

   そのゼノールに、メイは問い掛ける。

   梅依向泽诺尔搭话。

   メイは知っている。いや、《明星》から解放され、肉体を取り戻して《天使アンゼ》に肉体の制御を奪われていた時の記憶を朧おぼろげながら思い出していた。

   梅依知道。不，从「明星」解放出来，取回肉体，被「天使」夺走肉体控制权时的记忆，她隐约回想起来了。

   それは主観的な体験というよりは、微睡まどろみの中で夢を見ているような、画面越しに視みる映像のような、主観と客観が混じった感覚の中で、視ていた。

   与其说是主观体验，不如说是在半梦半醒中作梦，或是透过画面观看影像，在主观与客观混合的感觉中所见。

   目の前の継ぎ接ぎの男を。

   她看见了眼前的缝缝补补的男人。

   口は悪く、ぶっきらぼうだが、常に《天使アンゼ》の事を気にしていた。ヒトの器に入っていたから情が移ったなどではなく、ただ純粋に、個として《天使アンゼ》を見ていた。

   虽然嘴巴很坏，态度冷淡，却总是很在意「天使」。不是因为进入人类的容器而产生感情，只是纯粹地，以个体的角度看着「天使」。

   《天使アンゼ》はヒトではない。そもそも、生命ですらない。人造精霊という術式の集合体であり、単体で演算する自律魔法である。

   「天使」不是人类。说起来，甚至不是生命。是名为人造精灵的术式集合体，是单独演算的自律魔法。

   でも。

   可是。

   それでも。

   即使如此。

   《天使アンゼ》はきっと、彼の事を大切に思っていたに違いないのだ。

   「天使」一定很重视他。

   だからメイは、自分の良く知る魔剣士と同じ名を持つ少年に声を掛ける。

   所以梅依向与自己熟知的魔剑士同名的少年搭话。

   「一緒に来る？」

   「要一起来吗？」

   「──」

   「——」

   ハッとした表情で、ゼノールがメイを見る。

   泽诺尔一脸惊讶地看向梅依。

   そして一度だけ笑った。

   然后，他笑了。

   「その提案は……随分と魅力的だな」

   「这个提议……真有魅力。」

   ゼノールは継ぎ接ぎの顔、その褐色部分を指でなぞる。

   泽诺尔用手指抚摸着自己那张缝缝补补的脸上的褐色部分。

   「死なない身体も、悪くねえかもしれねえと思い始めたところだ」

   「我开始觉得，不会死的身体或许也不错。」

   《天使アンゼ》のバイザーを手にしたまま、ゼノールは言った。

   他拿着《天使》的护目镜，说道：

   「でもまだ……俺はそっちには行けねえや」

   「不过……我还不能去。」

   「そう」

   「是吗？」

   少しだけ寂しそうに、ゼノールが笑みを浮かべ。

   泽诺尔露出有些寂寞的笑容。

   少しだけ寂しそうに、メイが微ほほ笑えんだ。

   梅依也有些寂寞地微笑着。

   「その子によろしくね」

   「帮我向那孩子问好。」

   「ああ」

   「嗯。」

   若い不死は背を向け、行く。

   年轻的不死者背对着她，迈步离去。

   今日からようやく、彼の不死としての生が始まるのだ。

   从今天起，他终于要开始过着不死者的生活了。

   最後に一度、ゼノールは振り向く。

   最后，泽诺尔回过头。

   魔王と──不死の先せん達だつと視線が交わった。

   他与魔王——不死者的前辈四目相对。

   互いに何も言わない。

   双方都没有说话。

   わかっているのだ。

   他们明白彼此的意思。

   いつか、此処ここまで来いと言っている。

   总有一天，你也要来到这里。

   いつか、其処そこまで行くと言っている。

   总有一天，我也会去那里。

   そうして彼らはそれぞれの道を行く。

   就这样，他们各自踏上了自己的道路。

   世界は続いていく。

   世界继续运转。

  

 
  
   


   
    エピローグ　世界存続の為に必要なただ一つの真実

    终章　为了世界存续的唯一真实

   

   


   


   「タスクがタイトでタイヘンな事に」

   「工作排程太紧凑，真是伤脑筋。」

   木きノの原はらは混乱していた。

   木之原陷入混乱。

   ここは渋谷市にあるビルの一室、勇者派遣会社《ヴァル原》の仮オフィス。

   这里是位于涩谷市某栋大楼的其中一间办公室，勇者派遣公司《瓦尔曼》的临时办公室。

   オフィス内は片付いている──というよりは、《ヴァル原》は各都市を転々としている為に、木ノ原のイシマルくんグッズ以外余計な荷物が持ち込まれていない──ものの、パーソナルコンピュータの人造精霊達がひっきりなしにオフィス内を飛び回り、忙せわしなく情報伝達の補助をしている。

   办公室内整理得相当干净——应该说，由于《瓦尔曼》会辗转于各个都市，因此除了木之原的石马同学周边商品以外，没有带进任何多余的物品——不过，个人电脑的人造精灵们正忙碌地在办公室内来回穿梭，辅助情报的传达。

   「今回の騒動の手柄として報告したのはいいのですが、まさか後始末まで駆り出されるとは……」

   「把这次骚动的功劳报告上去是无所谓，但没想到连善后工作都得帮忙……」

   渋谷市で起きた動乱は、首謀者死亡によって沈静化した。

   发生在涩谷市的动乱，因为主谋死亡而平息下来。

   あれから数日。

   在那之后过了几天。

   魔王ベルトールとその取り巻き連中の功績ではあるのだが、成功したあかつきにはその功績をこちらのものとして報告しても良いというアグリーメントが取れている。

   虽然这是魔王贝尔多尔与其党羽的功劳，但双方已经达成协议，成功之后可以将这份功劳报告成是《瓦尔曼》的功劳。

   それを彼女らのクライアントである副市長に報告した所、そんな事より後始末まじ大変だから手伝って。と依頼を受けたのである。

   向她们的客户——也就是副市长报告这件事后，对方表示「比起那种事，善后工作更麻烦，所以请你们帮忙」，于是便接下了委托。

   当然、首謀者を倒したからそれで終わりというわけではない。

   当然，打倒主谋之后，事情并不会就此结束。

   都市にはその後の膨大な後始末が残っているのである。

   都市之后还留有庞大的善后工作。

   負傷者の収容、医療品や食料品の手配、治安の更なる低下への対策等々、やる事は多岐にわたる。

   收容伤者、准备医疗用品和食物、防止治安进一步恶化等等，要做的事情非常多。

   周辺都市に顔が利きき、更に様々な業務を取り扱う《ヴァル原》としては誂あつらえ向きではあるのだが、流石さすがに忙しすぎた。

   虽然对于在周边都市很吃得开，而且处理各种业务的《瓦尔曼》来说，这是个求之不得的工作，但实在太过忙碌了。

   あまり寝ていないので頭痛も酷ひどいし首や肩といった部分が凝るし何より今現在背中がとても凝っている。背中に乗って踏んでもらいたい。それくらい背中が凝っている。マッサージ店に行くべきだろうか、グラムの潜入したあの店は中々良さそうだった。

   因为没怎么睡觉，所以头痛得厉害，脖子和肩膀也僵硬，最重要的是现在背部非常僵硬。真想让人坐在背上踩一踩。我的背部就是这么僵硬。应该去按摩店吗？古兰潜入的那家店感觉很不错。

   「くっ……イシマルくんぷにぷに人形ですら私のストレスを軽減できなくなってきているとは……！」

   「唔……连石丸君软绵绵玩偶都开始无法减轻我的压力了……！」

   木ノ原は高分子吸収素材で作られたＩＨＭＩのマスコットキャラ謎の兎うさぎ型生命体イシマルくん人形を、多忙のストレスを解消すべく高速でぷにぷにしているが、流石にキャパオーバーしていた。

   木之原为了消除繁忙的工作压力，高速地捏着用高分子吸收材料制作的IHMI吉祥物角色——谜之兔型生命体石丸君玩偶，但果然还是超出负荷了。

   「ノ─────────────────ヴィス！」

   「诺——————————————————维斯！」

   木ノ原は、ストレス発散を兼ねてオフィス内に響くようによく通る声でヒトを呼ぶ。

   木之原为了发泄压力，用响彻办公室的清晰声音叫人。

   ノーヴィスとは、初心者や新人、新参者、新米を意味する言葉である。

   诺维斯是新手、新人、新来的、菜鸟的意思。

   ここ《ヴァル原》では新入社員の意として扱われる。

   在这里《瓦尔曼》是指新进员工。

   そう、この勇者派遣会社《ヴァル原》に新入社員が入社したのである。

   没错，勇者派遣公司《瓦尔曼》有新进员工加入了。

   


   「んなでけえ声出さなくても聞こえてますって。パワハラすよ。で、なんすか社長」

   「不用喊那么大声我也听得见啦。这是职权骚扰哦。所以，社长，有什么事吗？」

   


   オフィスの隅で事務作業を四苦八苦していた新入社員が気け怠だるげな返事をした。

   在办公室角落辛苦地处理事务工作的新人懒洋洋地回答。

   新入社員──ゼノールは、小走りで木ノ原の下へと駆けていく。

   新人——泽诺尔小跑步地跑到木之原身边。

   魔王ベルトール、堕天使《明みょう星じょう》との決着の後、いい感じの雰囲気でその場を離れたゼノールであったが、消耗した魔力は甚じん大だい。

   与魔王贝尔多尔和堕天使《明星》的决战结束后，泽诺尔在不错的气氛下离开现场，但消耗的魔力非常大。

   すぐに魔力切れで倒れ込んでいた所を通りがかったのが木ノ原とグラムである。

   就在他因为魔力耗尽而倒下时，木之原和古兰正好路过。

   《救世教会ギルド》に戻る気もなかったゼノールと、人員補充を計画していた木ノ原とで利害が一致、一度会っていた事もあり、無事入社という運びになったのである。

   无意回到《救世教会》的泽诺尔和计划补充人员的木之原利害一致，再加上两人曾经见过一次面，于是泽诺尔顺利地进入公司。

   「また変な事言い出さねえでくださいよ？　俺今ある仕事終わってねーんで」

   「请不要又说些奇怪的话哦？我现在手上的工作还没做完。」

   「ゼノール、貴方あなたにはオフィシャルな言葉遣いを一から教育しなければいけませんが……まあ今はいいでしょう」

   「泽诺尔，你必须从头开始学习正式的用语……不过现在就算了。」

   慣れない敬語のゼノールに、木ノ原は溜ため息いきを吐つく。

   木之原对不习惯敬语的泽诺尔叹了口气。

   ゼノールと木ノ原は渋谷市、ゴアール市以前に過去に出会っているのだが、二人はその事について知る由よしもない。

   泽诺尔和木之原在涩谷市、戈尔市之前就曾经见过面，但两人对此事一无所知。

   「アポログラマ、三……いや四本、今すぐ」

   「APORUGURAMA三……不，四瓶，现在马上。」

   「またすか、太るぜ……？」

   「又来了吗？会胖哦……？」

   「おだまりなさい、社長命令です。領収書は必ずもらってくるように」

   「闭嘴，这是社长命令。一定要拿收据回来。」

   「へいへい。買い置きしときゃいいんじゃねえか……？」

   「好好好。买点存货不就好了……？」

   ゼノールはぶちぶちと文句を言いながら雑用をこなす為オフィスから出ようとする。

   泽诺尔一边抱怨，一边为了处理杂务而准备走出办公室。

   「あ、僕も一緒に行こうかな」

   「啊，我也一起去吧。」

   そう言うのは先輩社員であるグラムだ。

   前辈古兰说道。

   「……ほんとすか!?」

   「……真的吗！？」

   ゼノールは目を輝かせながら喜びの声を上げる。

   泽诺尔双眼放光，开心地叫道。

   「グラムさんが一緒なら嬉うれしいっす！」

   「古兰前辈一起去的话，我会很高兴的！」

   ゼノールは社長である木ノ原との関係はまずまずであるが、先輩社員であるグラムに対しては忠犬ナナ子もかくやといったなつき具合を見せている。

   泽诺尔和社长木之原的关系还算不错，但对前辈古兰却表现得像忠犬一样亲近。

   もしゼノールに尻尾が生えていればブンブンと音を立てながら振っていた事だろう。

   如果泽诺尔有尾巴的话，现在一定摇得呼呼作响吧。

   入社初日から些さ細さいな事でゼノールはグラムに喧けん嘩かを売り、ボコボコに敗北されたので上下関係が構築、尊敬と憧憬の対象となったのである。

   泽诺尔在入职第一天就因为一些小事找古兰的茬，结果被打得落花流水，从此构建了上下关系，古兰也成为了他尊敬和憧憬的对象。

   「グラム、貴方は別の仕事があるでしょう」

   「古兰，你还有别的工作吧？」

   「いやほら、今街がこんな感じだし、外回りもしないとかなーって……」

   「不是，你看，现在街上是这种感觉，我想着是不是不用去外面跑业务了……」

   「はぁ……そんな事を言ってデスクワークをサボタージュしたいだけでしょう貴方は……まあいいです、許可しましょう」

   「唉……你只是想用这种借口偷懒吧……算了，我允许你去。」

   「ですってグラムさん！　行きましょう！　俺なんか奢おごりますよ！」

   「社长这么说耶，古兰前辈！我们走吧！我请你！」

   「い、いや奢るのはいいんだけど……どう？　仕事はもう慣れた？」

   「不、不用请我啦……怎么样？工作习惯了吗？」

   「前の職場も雑用ばっかりだったんでもう慣れましたね！　社長はちょっと口うるさいですけど前の上司よりはいくらか──」

   「之前的公司也都是打杂的，我已经习惯了！虽然社长有点啰嗦，但比之前的上司好多了——」

   「聞こえてますよゼノール」

   「我听到了哦，泽诺尔。」

   鋭い言葉と視線を向ける。

   社长投来尖锐的视线和话语。

   やべっ、と言いながらゼノールは慌ててオフィスを出ていき、グラムは苦笑しながらその後を追う。

   泽诺尔慌忙说着「糟糕」，跑出了办公室，古兰则苦笑着追了上去。

   「はー、やれやれ……」

   「唉，真是的……」

   新進気鋭のベンチャー企業の女社長は山積みのタスクをとりあえず一端保留にし、椅子に深く腰をかける。

   新锐创业公司的女社长暂时搁置堆积如山的工作，深深地坐在椅子上。

   元々口数が多くなく、グラムもそうお喋しゃべりな方でもなかったが、一人増えただけでこうも騒がしくなるとは予想外だった。

   她原本就沉默寡言，古兰也不是多话的人，没想到只是多一个人，就会变得这么吵闹。

   「ま、悪くありませんが」

   「不过，感觉也不坏。」

   自然と口くち許もとが綻んでいるのに気付き、彼女は他に誰もいないオフィスで咳せき払ばらいをしてごまかすのであった。

   她发现自己嘴角自然地绽放笑容，在没有其他人的办公室里，她清了清嗓子蒙混过去。

   世界は続いていく。

   世界仍在继续。

   


   ◆

   ◆

   


   「高たか橋はし」

   「高桥。」

   声が聞こえる。

   声音传来。

   知っている声が。

   是熟悉的声音。

   「たーかーはーしー」

   「高～桥～」

   「うおおっ!?」

   「哇哦！？」

   高橋の目の前にあるのは金の瞳と緋ひ色いろの瞳を携えた美少女。

   高桥眼前出现的是拥有金色眼眸和绯色眼眸的美少女。

   「びっくりしたなぁ。部屋に緋ひ月づきが入ってくるなんて……」

   「吓我一跳。绯月居然会进到房间里……」

   「いや私以外がこの部屋入ってきたほうがびっくりしない……？」

   「不，除了我以外的人进来，你才不会惊讶吧……？」

   「それもそうか」

   「说得也是。」

   ここは高橋の自室。

   这里是高桥的房间。

   ウサギ形の椅子の上でついうたた寝してしまっていたのだ。

   他坐在兔子形状的椅子上，不小心打起了瞌睡。

   網膜投影型仮想ディスプレイ上に表示された時計は、もう起きて学校へと行く準備をしなければならない事を淡々と示している。

   显示在视网膜投影型虚拟显示器上的时钟，正平淡地告诉他，已经到了必须起床准备去上学的时间了。

   本日は平日である。

   今天是工作日。

   「朝ごはんできてるんだけど、学校どうするの？」

   「早饭做好了，你打算去学校吗？」

   「んー……」

   「嗯……」

   「行く？」

   「去吗？」

   「んー……」

   「嗯……」

   「サボる？」

   「要翘课吗？」

   正直サボりたかった。

   说实话，他很想翘课。

   だが高橋がサボると、絶対に緋月もサボらせてしまう。別にこちらに付き合う必要はないのに、この女は律りち儀ぎにこちらに合わせてくる。くれる。

   但是高桥一旦翘课，绯月也一定会跟着翘课。明明没必要配合自己，这女人却总是规规矩矩地配合自己。总是这样。

   渋谷市の事件から数日、高橋達は新宿に戻り、日常へと回帰していた。

   涩谷市的事件发生后过了几天，高桥他们回到了新宿，回归了日常生活。

   それ以降、高橋は無気力感に襲われていた。何だか何もする気が起きない。ただでさえサボりがちな学校も、戻ってきてからは一度も出席していない。

   从那以后，高桥就一直被无力感所侵袭。总觉得做什么都没劲。原本就经常翘课的学校，回来之后一次都没去过。

   だらだらと、緋月と一緒に過ごす日々を送っていた。ベルトール達の家にも遊びに行ってない。メイの顔を見に行きたいという思いはあるものの、邪魔するのもな、というらしくない思いやりが発動していた。あるいは、やはり無気力への言い訳なのかもしれない。

   他和绯月一起过着无所事事的日子。也没有去贝尔多尔他们家玩。虽然想去见见梅伊，但又觉得打扰他们不太好，这种不像他会有的体贴想法在作祟。或者说，这可能只是他用来逃避无力感的借口。

   マキナと、そしてベルトール達と出会って普通に生きていたら得られない経験も沢山した。青あお葉ばの事だってそうだし、その時の悔しさや悲しさを繰り返さないようにベルトールと開発したソフトウェアでメイも救い出せた。

   和玛姬娜以及贝尔多尔他们相遇后，他得到了许多普通生活时无法得到的经验。青叶的事也是，为了不再重蹈当时的悔恨和悲伤，他和贝尔多尔开发了软件，救出了芽衣。

   それらが全て幻のようで、夢のようで。本当に自分が体験した事なのかすら曖昧で。

   这些都像幻影，像梦境。他甚至不确定是不是自己亲身体验过的事。

   だからなのか、無気力な状態が続いているのだ。

   或许是因为这样，他一直提不起劲。

   「高橋」

   「高桥。」

   緋月が膝の上に尻を乗せ、背中側に体重を掛けてしなだれかかる。

   绯月坐在他腿上，把体重压在他背上。

   「重いんですけど緋月さん」

   「绯月小姐，你很重耶。」

   「私達は歩く速さが違うわ」

   「我们走路的速度不一样。」

   高橋の言葉を無視して、緋月は言う。

   绯月无视高桥的话，接着说：

   「ハーフエルフの寿命は大体エルフと人間の寿命を足して割ったくらい」

   「半精灵的寿命大约是精灵和人类寿命的平均值。」

   顎のラインを指でなぞる。

   她用手指描着下巴的线条。

   「だから二人とも寿命まで生きた場合、あんたの倍以上私は生きるわけ」

   「所以如果我们都能活到寿命尽头，我会比你多活一倍以上的时间。」

   「そだね」

   「是啊。」

   「でもきっと、ベルトール達から見ればそんなの誤差なんでしょうね」

   「不过在贝尔多尔他们看来，这应该只是误差吧。」

   「まあ、不死だしね」

   「毕竟他们不死嘛。」

   「それでもあいつらは、今日もきっと生き急ぐように日々を謳おう歌かしてるんでしょうね」

   「即使如此，他们今天一定也会像在赶时间一样，尽情享受每一天吧。」

   「……」

   「……」

   「別に強要はしないけど、私はあんたと一緒に遊ぶのも、一緒に学校行くのも、実は結構楽しいのよ」

   「我不会强迫你，但其实和你一起玩、一起上学，我都觉得很开心。」

   「……」

   「……」

   時間は有限である。

   时间有限。

   定命である限り、寿命には限りがある。

   只要是有寿命的生物，寿命就是有限的。

   それは高橋自身が一番よくわかっているはずなのに。

   高桥自己应该最清楚这一点。

   青葉。

   青叶。

   四年しか生きられない人造人間ホムンクルス。

   只能活四年人造人。

   彼女の事を思えば、うだうだやっている時間なんてないはずなのに。

   只要想到她，应该就没有时间可以浪费了。

   「……朝ごはん、食ってガッコ行くか」

   「……吃完早餐就去上学吧。」

   「うん、そうしましょ」

   「嗯，就这么办。」

   面のいい女の面のいい笑顔が咲いた。

   美女露出美丽的笑容。

   「今日のごはんなんなんなんなん？　ひじきちゃんっ」

   「今天吃什么？小羊栖菜？」

   「ひーづーきーよ。今日はオムライス」

   「是月～子～啦。今天吃蛋包饭。」

   「えっ!?萌もえきゅんしてくれんの!?」

   「咦！？要帮我萌包吗！？」

   「しねーわよ！」

   「才不要！」

   もうすっかりこの家に馴な染じんだ同居人の背を追うように、高橋は自室から出ていく。

   高桥追着已经完全融入这个家的同居人，走出房间。

   世界は続いていく。

   世界会继续前进。

   


   ◆

   ◆

   


   メイは困っていた。

   芽衣很伤脑筋。

   「……」

   「……」

   「……」

   「……」

   ここはベルトールの城──高層マンションである──のリビング。

   这里是贝尔多尔的城堡——高层公寓——的客厅。

   メイは、マキナとシルヴァルドに両脇からホールドされ、吸われていた。

   芽衣被玛姬娜和希瓦尔德从两侧夹住，吸着。

   「キマるの〜」

   「好爽哦～」

   「言ったでしょう？　シルヴァルド卿きょう」

   「我就说吧？希瓦尔德卿。」

   「うむ……前々からマキナの奇行が気にはなっておったんじゃが……そりゃやるわ」

   「嗯……我从以前就对玛姬娜的怪异行为很在意……原来是这么回事。」

   「奇行!?奇行だと思ってたんですか!?」

   「怪异行为！？原来你一直觉得我怪吗！？」

   最も早はやメイ吸いを取り繕わなくなってしまったマキナと一緒に、シルヴァルドもメイを吸っていた。

   玛姬娜已经不再掩饰自己吸芽衣的行为，希瓦尔德也和她一起吸着芽衣。

   それも新宿市に戻ってきてからほぼずっとである。

   而且自从回到新宿市后，他们几乎一直都在吸。

   いくら不死だからとてこの時間を無駄に浪費している堕落した様子は定命に失礼なのではないかとメイは思う。

   梅依觉得，就算自己是不死之身，像这样浪费时间的堕落模样，对有寿命限制的人们来说是不是很失礼呢？

   「みんな……ごめんね」

   「大家……对不起。」

   メイは思い出していた。

   梅依想起来了。

   《天使アンゼ》の中にいた時の事は朧おぼろげなままだが《天使アンゼ》の中に入れられる前の事は鮮明に思い出していた。

   虽然在《天使》体内的事记忆模糊，但在进入《天使》体内的事却记得一清二楚。

   現想融合ファンタジオン直後、地殻変動や動乱によってメイは他の多くの不死と同様に散り散りになってしまっていた。

   现想融合后，梅依和其他许多不死者一样，因为地壳变动和动乱而四散各地。

   その後二度の都市戦争を経験し、間の不死狩りを逃げ延び、ＩＨＭＩによって捕獲、身柄を《救世教会ギルド》に移されたのは──メイは知らぬ事だが──継つぎ接はぎの少年、ゼノールが不死になり、《救世教会ギルド》の《勇者》となった少し後の話だ。

   之后经历了两次都市战争，逃过不死狩猎，被IHM捕捉，移送到《救世教会》——梅依并不知道——是在拼接少年泽诺尔成为不死者，成为《救世教会》的《勇者》不久之后的事。

   「もう、謝るの禁止って言いましたよね？」

   「我不是说过禁止道歉吗？」

   「そうじゃぞ」

   「就是说啊。」

   「でも、これまでみんなに沢山迷惑を掛けたし……渋谷のヒト達だって傷つく事はなかったわ」

   「可是，我给大家添了这么多麻烦……涩谷的人们也不会受伤了。」

   「それはメイのせいじゃないですよ」

   「那不是梅依的错。」

   マキナは少し怒ったようにメイに言う。

   玛姬娜有点生气地对梅依说。

   メイもわかっている。理解している。それでも、自分を苛さいなむのだ。

   梅依也明白，她理解。即使如此，她还是责怪自己。

   「もし私がちゃんとしていたら……マキナの、ベルトールのこれまでの道程が別のものになっていたんじゃないか、もっと楽になっていたんじゃないか、そう考えると……」

   「如果我好好做的话……玛姬娜和贝尔多尔至今的路程会不会变得不一样呢？会不会更轻松呢？一想到这里……」

   「メイ」

   「梅依。」

   シルヴァルドが、真剣な声でメイに言う。

   希瓦尔德以严肃的语气对梅依说。

   「儂わしもこの時代に目覚めてからあった二つの『もしも』を考える事がある。鉄の島で出会った者と、未来から来た者。もしも何か歯車が違えば、あるいは彼奴あやつらも今ここで一緒に笑い合っていたやもしれぬ」

   「老夫在这个时代醒来后，也思考过两个『如果』。在铁之岛遇见的人，以及来自未来的人。如果命运的齿轮有任何一点不同，或许他们现在也会在这里一起欢笑。」

   語る口は重く、見る目は遠い。

   他的语气沉重，眼神遥望远方。

   見果てぬ夢を望むように。

   仿佛在追求无法实现的梦想。

   「じゃがな、其奴そやつらを失った事実は変わらん。仮令たとえ過去に戻り、未来を変えようともな。儂らはそれを飲み込んで前を見なくてはならんのじゃ。と、そんな説教をされるような歳としでもないか、メイは」

   「但是，失去他们的事实不会改变。即使回到过去，改变未来也一样。我们必须接受这个事实，向前迈进。不过，梅依应该不是会被这种说教说动的年纪吧。」

   「……ううん、シルヴァルドの言う通りよ。それに私は何百年経たっても、幼いまま」

   「……不，希瓦尔德说得没错。而且我不管过了几百年，都还是这么幼稚。」

   マキナが、そっとメイの手に自分の手を添えた。

   玛姬娜轻轻将手放在梅依手上。

   「私も、『もしも』を考えた事はあります」

   「我也思考过『如果』。」

   「マキナも？」

   「玛姬娜也是？」

   「ベルトール様が復活しなかった『もしも』、シルヴァルド卿と出会えなかった『もしも』、それと──メイと再会できなかった『もしも』」

   「贝尔多尔大人没有复活的『如果』、没有遇见希瓦尔德卿的『如果』，以及——没有和梅依重逢的『如果』。」

   「……」

   「……」

   「でもそうはなりませんでした。あるいは、『もしも』の先に今の私達がいるんです」

   「但是，这些都没有发生。或许，现在的我们就是『如果』的延续。」

   「『もしも』の、先に……」

   「『如果』的延续……」

   「だから、謝らないでください。私はメイが約束を守ってくれて、本当に嬉うれしいんです」

   「所以，请不要道歉。梅依遵守了约定，我真的很高兴。」

   マキナがメイの頭を抱き寄せる。その指が、メイの項うなじに触れた。

   玛姬娜将梅依的头搂进怀里，手指轻触梅依的后颈。

   今のメイの項には、ファミリアが埋め込まれている。それまでファミリアを付けた事がなく、《天使アンゼ》は装着していたもののその時の記憶はほぼない。

   梅依的后颈现在埋着法米利亚。她以前从未装过法米利亚，虽然装过《天使》，但当时几乎没有记忆。

   新宿市に戻ってきて、高たか橋はしの馴染みの店で機器の購入と接続手術を行ったのだ。

   回到新宿市后，她在高桥常去的店里购买机器，进行了连接手术。

   不死であっても自動的な再生を意識的にオフにすれば、手術での埋め込みが可能なのである。

   即使拥有不死之身，只要刻意关闭自动再生功能，就能进行手术。

   ファミリア装着後は視界の情報が多く、未いまだに慣れない。

   装上法米利亚后，视野中的资讯量增加，她到现在还不习惯。

   でもきっと、この変化にもすぐに慣れるだろう。

   不过，她一定很快就会习惯这种变化。

   「今がその『もしも』の先なのだとしたら、きっともっとその先まで連れてってくれるわよね」

   「如果现在是『如果』的延续，你一定会带我们走向更远的未来吧。」

   メイは視線を向ける。

   梅依将视线投向——

   「ベルトール」

   「贝尔多尔。」

   自らの主がいる、その部屋に。

   自己的主人所在的房间。

   


   ──世界は続いていく。

   ——世界会继续下去。

  

 
  
   


   
    あとがき

    后　记

   

   


   


   あ、どもー。

   啊，大家好。

   四巻を発売日に購読していただいた方は一ヶ月ぶりです。紫むらさき大だい悟ごです。

   在发售日购买第四集的读者，一个月不见了。我是紫大悟。

   一ヶ月て。

   一个月啊。

   ２→３や３→４の期間を考えるとバランス考えろ！　とお叱りを受けそうですが、今は五巻が出たことを素直に喜びましょうじゃありませんか！

   考虑到2→3和3→4的间隔，可能会有人骂我「给我考虑一下平衡！」，不过现在就让我们坦率地为第五集的出版感到高兴吧！

   今回あとがきが長めなのでなんかとりとめのない話でもするか……。

   这次的后记篇幅较长，就来聊聊一些无关紧要的话题吧……

   


   ・筋肉痛の話。

   ・肌肉酸痛的话题。

   すげえ久しぶりに満員電車に乗ったら腕が筋肉痛になってしまいました。

   我很久没搭客满的电车了，结果手臂肌肉酸痛。

   どんだけ弱っているんだ、俺の身体からだ。持ってくれよ……！

   我的身体到底有多虚弱啊。拜托撑住啊……！

   


   ・アニメの話。

   ・动画的话题。

   いや筋肉痛とかの話はどうでもいいんすわ。そんな話してる場合じゃねえ！

   不，肌肉酸痛的话题一点都不重要。现在不是聊这种事的时候！

   なんせ今現在このあとがきを執筆しているのが２０２４年10月12日23時58分、つまりアニメ『魔ま王おう２０９９』第一話の放送直前です。

   毕竟我现在正在写这篇后记的时间是2024年10月12日23点58分，也就是动画《魔王2099》第一集即将开播的前一刻。

   というかもうすぐ始まります。今テレビの前で待機しています。

   应该说马上就要开始了。我现在正在电视机前待机。

   すごいスタッフさん方が作ってくださっているすごいアニメなのを知っているので心配や不安なんかはまるでないんですけど、自分が原作やってるアニメが地上波で放送された事がないので多少緊張しております。

   我知道这部动画是由非常厉害的工作人员制作的，所以完全不担心也不不安，但因为自己担任原作的动画从来没有在无线电视上播放过，所以多少有点紧张。

   ドキドキ。

   心跳加速。

   おい始まったぞ！　ＳＮＳやってないからあとがきで実況するぞ！

   喂，开始了哦！我没有在用社群网站，所以要在后记里实况转播哦！

   ああ！　原作で描かれなかった不死戦争のパートが！　マルキュスが頑張ってる！

   啊啊！原作中没有描写的不死战争部分！马尔库斯好努力！

   マキナなんだその強そうな魔法は！　原作に逆輸入するぞ（アニメ化に際して新しく作った設定などが先んじて原作に取り入れられています）！

   玛姬娜那是什么超强魔法！我要把它逆输入到原作里（在动画化时新创作的设定会先被导入原作）！

   うおおおおグラム！　かっこいい！　こういうイケメンがボロボロになってから再起するのが好きなのでそのようになりました。

   唔哦哦哦哦古兰！好帅！我喜欢这种帅哥被打得落花流水后重新站起来，所以就变成这样了。

   そしてベルトール！　顔がいいぞ！　何より声が超かっこいいぞ！　こういうイケメンがボコボコにされて再起するのが好きなのでそのようになりました。

   还有贝尔多尔！你长得真帅！声音更是超帅的！我喜欢这种帅哥被打得鼻青脸肿后重新站起来，所以就变成这样了。

   木きノの原はら発音すげえいいな！　動くキャラクターに音声と演技がつく、アニメの醍だい醐ご味みだよね〜。イシマルくん可か愛わいい〜！

   木原的发音好棒啊！为会动的角色配上声音和演技，这就是动画的醍醐味呢～石上好可爱～！

   原作宣伝ＣＭの「†余†」は僕の案です！　よろしくおねがいします！

   原作宣传广告的「†余†」是我提议的！请多指教！

   そしてこのラストよ！　ＯＰ曲「ホロウ」とＥＤ曲「スピラ」という素晴らしい楽曲含め、作中の世界を固める劇伴も最高だ……。

   还有这个结局！包含片头曲《Hollow》和片尾曲《Spira》这两首美妙的乐曲在内，巩固作品世界观的配乐也棒透了……

   摑つかみはばっちりなのでは？

   应该很能抓住观众的心吧？

   え、めっちゃ面白いじゃねーかアニメ『魔王２０９９』……。

   咦，《魔王2099》动画版超有趣的嘛……

   ねえどうだった!?ねえねえみんなどうだった!?第一話めっちゃよくなかった!?原作者なのに普通に面白くて見入っちゃってたんだけど！　いや原作者だからですかね!?いやそういうの抜きにしても面白かったよね!?面白かった！

   欸，如何！？欸欸欸，各位觉得如何！？第一话超棒的对吧！？明明我是原作者，却觉得非常有趣，看得入迷了！不对，应该说正因为我是原作者吧！？不对，就算撇除这点，还是很有趣对吧！？很有趣！

   四巻のあとがきで書ければなー！　みんなと近い間隔で感情共有できたんだけどなー！　まあそもそも四巻のあとがきページ数少なかったんだよなー！　ラグがあるのが非常に口くち惜おしいぜ！　これが出る頃には半分くらい進んでるのかな？　どうかな？

   如果能在第四集的后记写就好了～！就能和大家在相近的时间分享心情了～！不过说起来，第四集的后记页数很少呢～！有延迟非常可惜！这本书出版的时候，应该已经播到一半了吧？会吗？

   ……あ、そうか、その為のＳＮＳなのか……誰かとこの感情を共有したいという思い、それを叶かなえてくれる場こそがＳＮＳだったんだ……！

   ……啊，对哦，社群网站就是为此而存在的……社群网站正是能实现「想和某人分享这种心情」这个想法的场所……！

   今日僕はＳＮＳの本質にようやく気付いたんだ。

   我今天终于察觉到社群网站的本质了。

   いやアニメ放送に先駆けた先行上映イベントとかあった（大画面大音響で見られてこちらも最高だった）のですが、やはりリアルタイムでの地上波アニメは別の味がしますな。

   虽然在动画开播前有先行上映活动（能在大画面和大音量下观赏，也非常棒），不过即时收看地面波动画，还是有另一种滋味呢。

   はぁ……幸せモンだなぁ僕ぼかぁ……。

   唉……我真是幸福啊……

   今幸せを嚙かみ締しめております。来週も楽しみだ！

   我现在正细细品味着幸福。下周也很令人期待！

   


   ここからは謝辞となります。

   接下来是谢辞。

   イラストレーターのクレタ様。今回も素晴らしいイラストありがとうございます。クレタさんあってのこの作品でございます。いつもありがとうございます。

   插画家クレタ老師，这次也感谢您提供美妙的插图。这部作品有クレタ老師才有今天，一直以来都非常感谢您。

   担当編集者様、サブ担当編集者様。生まれて初めて食べた生なま牡蠣がき美味おいしかったです。いつもありがとうございます。

   责任编辑大人、副责任编辑大人，我这辈子第一次吃到生牡蛎，非常美味。一直以来都非常感谢您们。

   コミカライズ作者の桜さくら井い様。パワフルかつ繊細な描写で『魔王２０９９』の世界をコミックという媒体で表現してくださいました。ありがとうございます。コミック版『魔王２０９９』三巻発売中です。

   漫画版作者樱井老师，您以强而有力又纤细的笔触，将《魔王2099》的世界呈现于漫画这个媒体上。非常感谢您。漫画版《魔王2099》第三集正在发售中。

   アニメ『魔王２０９９』関係者様方。プロフェッショナルの方々のプロフェッショナルな仕事を近くで見させていただき、ものすごくいい刺激をもらえております。この作品が五巻というところまでこられたのも、アニメ化というお話あってのものでございます。ありがとうございます。

   动画《魔王2099》的各位相关人士，我有幸近距离见识各位专业人士的专业工作，得到了非常棒的刺激。这部作品能够出到第五集，也是因为有动画化这个机会。非常感谢各位。

   そして読者の皆様。

   然后是各位读者。

   アニメから原作に入ってくれた貴方あなたも、アニメ前から好きでいてくれた猛も者さも、等しく大切な読者です。ありがとうございます。

   从动画开始接触原作的读者也好，动画开播前就喜欢这部作品的强者也好，各位都是我重要的读者。非常感谢各位。

   可能であれば、この作品ともっと長く歩んでいきたいと思っております。応援の程よろしくおねがいします。

   如果可以，我希望这部作品能和各位走得更长远。还请各位多多支持。

   それではまたどこかでお会いしましょう。

   那么，我们有缘再会。

   
    紫大悟

    紫大悟
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    ※内容によっては、お答えできない場合があります。

    ※根据内容，可能会出现无法回答的情形。

    ※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

    ※仅限于日本国内。

    ※Japanese text only

    ※即使您在海外购买本书，也请勿寄送任何咨询至编辑部。

   

  

 
  
   
    本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    本电子书不允许任何转载行为，禁止使用一切方式或任何输出媒体将本作品的任何部分复制转载至其他任何平台。

    本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

    本电子书为付费小说，根据电子书使用规范不允许任何转载行为。

    本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。

    本电子书的内容以纸质版发行的内容为准。
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